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　世界が赤く染まる黄昏たそがれ時どきに、燃える、燃える。

　狼煙のろしのように空を貫つらぬく黒い煙けむりに、息苦しさを覚える炎の熱さ。

　動物の焼ける臭におい。

　読み上げられる祈いのりの言葉。

　教会で鐘かねが鳴っている。

　歓喜に叫さけぶ群衆のうねりが、悪を焼く神聖な炎を中心に広場を埋うめ尽つくす。

　その人だかりの最前列で、俺おれは燃える魔ま女じよを見ていた。

　恐きよう怖ふと苦痛にもがき、泣き叫ぶその姿に、全力の喝かつ采さいを送りながら。

「信じられない大雨で、川が氾はん濫らんしただろう。大勢が死んで、畑も半分が流された。全部あの魔女の仕業だって話だ」

　低く囁ささやく声が、群集の中からこぼれてくる。怖こわいねえ、と同意する声に続いて、「この人殺し！　あたしの家族を返せ！」と叫ぶ甲かん高だかい女の声。石つぶてが鋭するどく空くうを切り、火あぶりにもがき、暴れる魔女の体に辛かろうじて当たった。

「怖いねぇ……魔女なんて最近じゃ噂うわさでしか聞かないけど、こんなに近くにいたなんて。一体どこに隠かくれてたんだか……赤ん坊をさらって生いけ贄にえにしてたんだろ？　隠れ家に死体が山ほどあったって」

「教会騎き士し団だんが見つけてくれたんだよ。普ふ段だんは働いてないように見えるけど、いざという時に頼たよりになるのはやっぱ教会さね。魔女の悪魔に対抗できるのは教会の神だけだよ」

　もがき、暴れ、叫んでいた魔女はついに動かなくなり、眩まぶしいほどの炎の中でその姿だけが影かげのように黒い。──いい気味じゃねえか、魔女さんよ。

　心の中で呼びかけて、俺は嗤わらった。

「信心深き民達よ！」

　魔女の体に火をつけ、祈りの言葉を唱えていた神父が叫んだ。

「ここに悪は討ち取られた！　魔ま術じゆつを用いて悪あく魔まを呼び出し、恐怖と混乱をもたらした不ふ浄じようなる魔女はもういない！」

　わ、と。観衆が沸わいた。

　教会万ばん歳ざいの大合唱が空気を揺ゆるがし、その熱気に一層激しく炎が燃え上がる。







　教会暦５２６年──。

　世界には魔女がいて、魔術という学問があった。




　そして世界はまだ、魔ま法ほうという技術を知らなかった。
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　闇やみの底から、今日出た。

　夏の日差しが刺さすように目を焼くので、フードを深く被かぶって軽く瞼まぶたを伏ふせる。ひんやりとした鍾しよう乳にゆう洞どうの外に出てみると、その暑さは息苦しさを覚えるほどだった。

　日光には、まだ慣れない。

　それでも空は青く、広く、雲は流れ、森は心地よい湿しめり気けを帯びていた。

　これが外か、と思った。本の挿さし絵えで見た通りの世界をしている。だが本の挿絵よりも色鮮あざやかで、何よりこれらは動いている。

　虫が飛んでいる。鳥がさえずっている。獣けものが駆かけている。そういったものを見ながら、裸はだかの足で歩いた。湿った落ち葉の感かん触しよくが心地よい。少し、小石や枝が痛いだろうか。

　濡ぬれた土の匂においや、潰つぶれた葉の匂い、腐くさった果物の匂いが入り混じり、不思議と落ち着く匂いが空気に満ちている。

　少しだけ、今しがた出てきた洞どう窟くつを見た。

　居心地のいい闇だった。ここを出るのは少し惜しいが、少々長く待ち過ぎた。

　読よみ尽つくせない本を読み尽くし、決して結論の出ない議論に決着をつけた。永遠の時を過ごした気がする。永遠の時を過ごせる気がしていた。

　だが、少し疲つかれた。もう待てない。

「我わが輩はいはここを出るぞ、十三番」

　決意を口にすると、胸がすくようだった。

　すいと指を振ふり上あげて、手の平を空に向けて洞窟の入り口を指す。くんと指を振り上げると、洞窟の入り口が音を立てて崩くずれ落おち、ただの崩ほう落らくした土つち壁かべになった。

　十三番の顰しかめっ面つらが目に浮うかぶようで、ケラケラと笑う。

　それからしばらく森を歩くと、細い小川に行き当たった。ひょいとまたいで、まっすぐに歩き続ける。──と、また似たような小川に行き当たった。似たような、というより、先ほどとまったく同じ小川だ。どうも、妙みようだ。一度も曲がらずに歩いてきたはずなのに、なぜまた同じ小川に行き当たる？

　ふーむと唸うなって、また小川を跳とび越こえる。そのまま振り向くと、たった今跳び越えたはずの小川が、どういうわけかそこになかった。

「結界か。つくづくいやらしい奴やつだな。我輩が約束を破るとはなから決めてかかって……」

　待っていると約束した。確かにしたが、待たせ過ぎたのはあちらの都合だ。こちらはもう十分待った。一人で待つには長過ぎる時を待ったはずだ。

　どうしようか、という思案は数秒。早口に言葉を紡つむいで、腕うでを一ひと薙なぎ──。

「収しゆう穫かくの章・第八項こう──〈崩ク岳ド砕ラ〉！」

　たちまち轟ごう音おんが鳴なり響ひびき、森の一部が吹き飛んだ。




　──それから、いくらかの月日が経過する。
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　夕暮れ時の森ってものには、中々に風ふ情ぜいがあると俺おれは常々思っていた。

　夏の日差しが和らいで、秋が深まると特にそうだ。

　太陽が少しでも傾かたむくと、生おい茂しげる木々に日光が遮さえぎられて森はたちまち暗くなる。そして薄うす暗ぐらい森が夕日で赤く染まる頃ころに、旅人は野宿の準備を終えるのだ。あとは焚たき火びを消してマントにくるまり、森が闇やみに閉ざされるのを感じながら、ただ朝を待つ。

　今はまさに、そんな夕暮れと夜の狭はざ間まの時間。俺は夕日の赤が目に痛い森の中を──命の危機を首筋に感じながら脇わき目めもふらずに疾しつ走そうしていた。

　夕暮れ時の森の風情？　知った事かよそんなもの！　俺は立ちはだかる灌かん木ぼくや小枝を薙なぎ払はらい、巨木の陰かげに滑すべり込こんだ。一いつ瞬しゆん、息を整える──その、瞬しゆん間かん。

「狩しゆ猟りようの章・第四項──〈破岩レダエスト〉！」

　巨木が爆ばく発はつ音おんと共に弾はじけ飛とび、俺は吹っ飛ばされて無様に地面を転がった。

　爆ばく薬やく──？　いや違ちがう。こんな無む臭しゆうの爆薬があってたまるか。

　何か、得体の知れない武器で攻こう撃げきされている。だがその武器が何だかまるで分からず、おかげで逃にげる以外に対処のしようもない。

　ついてねぇ、ついてねぇ、ついてねぇ──！

　俺は背後に迫せまる足音と、妙みように甲かん高だかい怒ど鳴なり声ごえを聞きながら、慌あわてて立ち上がって全力で駆かけ出だした。爆発音のせいで鼓こ膜まくがやられ、やたらと周囲の音が遠い。平へい衡こう感覚もぶれていて、一歩足を踏ふみ出だすごとに膝ひざから崩くずれそうになった。

　だが崩れている場合ではない。

　立ち止まったら確実に死ぬ。

　きっと首を落として殺される。そして皮を剝はいで飾かざられる。盗とう賊ぞくだか追い剝ぎだか知らねぇが、穏おだやかに話し合いができる相手じゃないのは間ま違ちがいない。

　森の腐くさった地面はぶよぶよと柔やわらかく、張り出した木の根が邪じや魔まで走はしり難にくい。と、俺の頰ほおすれすれを熱の塊かたまりが矢のように飛んでいき、木の幹に突つき刺ささってふっと消えた。

　それでようやく、俺は襲しゆう撃げき者しやの正体に思い至った。

　ああ、もうくそ、ちきしょうが──！

「魔ま女じよなんざでぇっきれぇだ！　絶ぜつ滅めつしやがれ！　俺はてめぇらの生いけ贄にえになるために生まれたんじゃねぇってんだよ!!」

　この国の魔ま女じよは、誰だれも見た事がないような魔ま術じゆつを使うと噂うわさには聞いた事がある。まさかとは思ったが、木の幹に刺ささって消える光の矢なぞ見せられたら疑いの余地はない。

　最悪な事に──相手は魔女だ。

　襲しゆう撃げき者しやの正体が摑つかめたのはいいが、そうなってくるといよいよもって命の危機だ。俺おれは一層必死に走った。

　と、何かが足に引ひっ掛かかった。──木の根だ。

　おまけに、思い切りつんのめった先には地面がない。──崖がけだ。

　ああ、せめて軽い落下ですみますように。そうでなくても、せめて落下地点に川が流れていますように。

　神よ、と信じてもいない神に祈いのって俺は盛大にすっ転び、崖の下へと転がり落ちた。

　幸いにも地面は近い位置にあった。そして不幸にも着地地点にあったのは川ではなく、夕食らしき鍋なべの中身をぐるぐるとかき回している旅人だった。

　──本当に、ついてねぇ。

　いや、ついていないのは俺に衝しよう突とつされる旅人の方か。ローブをすっぽり被かぶっているが、見れば随ずい分ぶん華きや奢しやで細い。対して俺はかなりの大男だ。

　すまん、許せ。潰つぶれて死んだら墓くらいは作ってやるから。その余よ裕ゆうがあればだが。

　次の瞬しゆん間かん俺は地面に叩たたき付つけられ、背中から腹に抜ぬけた激痛にもんどりうった。

「あ、あ……あぁああぁ！」

　そんな俺の至近距きよ離りで、絶望の悲鳴が上がる。

　どうやら旅人は、突とつ如じよ崖の上から降ってきた俺を避よける事に成功したらしい。しかし代わりに多大な犠ぎ牲せいを払はらったようだ。──夕食だ。心底すまん。

　俺が呻うめいて起き上がると、旅人は俺の首に飛びついてがくがくと前後に揺ゆさぶり始めた。

「貴様ぁ！　我わが輩はいが手塩にかけて育てたスープをよくも盛大にぶちまけてくれたな！　我輩がこのスープを作るのにどれだけの手間をかけたと思っている！　動物を焼いて食うのとはわけが違ちがうんだぞ！　それを、それをそれをよくも──！」

「ま、ままま、待て待て落ち着け！　心底すまんが今はそれどころじゃねぇんだ！」

「それどころ……だと？　我輩のスープより重大な問題が一体どこに──」

「馬鹿、危ねぇ！」

　怒ど鳴なって、俺は咄とつ嗟さにそいつを庇かばって土の上に身を伏ふせた。その頭上ぎりぎりを、また熱の塊かたまりが通り過ぎていく。

「……なるほど、あるようだな」

「話が早くて助かるぜ、逃にげるぞ！」

　言うなり、俺はそいつを肩かたに担いで駆かけ出だした。駆け出してしまってから、なんで俺はこいつを担いでるんだと疑問に思う。

「おい、どうして我わが輩はいを担ぐ」

　どうやら相手も同じ疑問を抱いだいたらしい。気が合うじゃねえか、旅人さんよ。

　俺おれは一いつ瞬しゆん思案し、

「なりゆきだ！」

　素直に答えた。しかし、こいつをおとりにして逃にげた方が賢かしこかっただろうか。

　今からでも放り捨ててそうするか？

「君は……追われているのか？」

　俺が不ふ埒らちな事を考えているとも知らず、肩の荷物は悠ゆう長ちように聞いてきた。疾しつ走そうする他人の肩かたに担がれている状じよう況きように、早々に適応したらしい。

「見て分かんだろうが、殺す気まんまんで追ってきてるってんだよ！」

「……何をしたんだ？」

「何もしてねぇよ！　ただ生いけ贄にえに欲しいんだろうよ──獣けもの堕おちの男がよ！」

　批ひ難なんがましく聞かれて、文字通り俺は吼ほえた。

　獣堕ちとは、半はん人じん半はん獣じゆうのいわゆる異い形ぎようの化物だ。理由は知らないが、世の中には時々俺みたいな獣の姿をした化物がごくごく普ふ通つうの両親から産まれてくる。

　そして魔ま女じよは魔ま術じゆつを使うための道具として獣堕ちの首を欲しがるらしく、俺は魔女に首を売りつけようとする奴やつらに非常に好かれていた。すなわち盗とう賊ぞくを初めとする、ありとあらゆる荒あらくれ者ものに。

　最初の襲しゆう撃げきは俺が十三歳になったとき──つまり、俺のせいで村が盗賊に襲おそわれたわけだ。その時の俺は子供で、弱く、武装した盗賊達から村の人間を守る事ができなかった。

　結果として、俺は生きている。だが俺のせいで村の人間が三人死んだ。

　それで俺は、多くの獣堕ちがそうするように、村を出て傭よう兵へいになった。荒くれ者から逃げるために、荒くれ者の仲間入りというわけだ。以来、戦場を求めて情勢のよろしくない国を転々とする毎日を送っている。

　傭兵は戦争屋だ。対立する二つの勢力の片方に金で雇やとわれ、もう一方に付いた傭兵と殺し合う。大国同士の衝しよう突とつや、地方領主の小競り合い、小数部族の領土争い──気の滅め入いる話だが、人間が集団で殺し合う事をやめない限り、傭兵は仕事に事かかない。

　特に獣堕ちは戦せん闘とう能力が高いので、どの戦場でも歓迎された。おかげで、なにかと窮きゆう屈くつな傭兵団に所属する事もなく、自由気ままな傭兵稼か業ぎようが続けられている。

　むしろ、そういう生き方しか許されないと言った方が正しいが──。

　どの国も、どの町も、どの村も、獣堕ちに居着かれる事にいい顔はしなかった。教会だって俺達の事は穢けがらわしい存在として扱あつかうし、力のない普通の人間からすれば、俺みたいな存在が怖こわくないわけがない。

　さらに魔ま女じよなどという社会の害悪がこの首を欲しがるせいで、盗とう賊ぞく達が率先して獣けもの堕おちを荒あら事ごとに引きずり込む。さすがに魔女に直接襲しゆう撃げきされたのはこれが初めてだが、今までは運がよかっただけらしい。

　魔女って奴やつらは盗賊を操って俺おれの首を狙ねらう陰いん湿しつな存在だとばかり思っていたが、今日からより積極的に危険な存在として俺の中で格上げされた。

　だが、それにしても──だ。

　キィイ、と空気を裂さくような音がして、俺は咄とつ嗟さに木の陰かげに滑すべり込こんだ。堅けん牢ろうな木の幹が光の矢に貫つらぬかれ、真ん中からバキバキと折れ、倒たおれる。

「くそ──どうなってんだ一体！　魔ま術じゆつはいつから連射式ボウガンになったんだよ！」

　見た事のない魔術を使うとは聞いていたが、まさかここまで常識外れとは思わなかった。悪態をつきながら、俺は再び駆かけ出だした。

　魔女や魔術にそれほど詳くわしいわけじゃないが、魔術を使うには大おお掛がかりな儀ぎ式しきが必要だというのが世界の常識だ。一ヶ月に及ぶ儀式の果てに、魔女が一国を滅ほろぼしかねない強力な魔術を発動させようとしたまさにその寸前、危ないところで教会騎き士し団だんが魔女を倒したとかいうお安い英えい雄ゆう譚たんは世の中にごろごろある。

　魔術には時間がかかる。だから魔女は隠かくれ家がに身を潜ひそめ、更に大勢の手下に隠れ家を守らせて、どっしりと腰こしをすえて魔術の儀式に臨むのだ。──そうだったはずだ。

　それが、走りながら連発できる光の矢だとか、火薬を使わずに巨木を爆ばく砕さいする技術やらを持っているなら、ありとあらゆる歴史的説明がつかなくなる。

　俺は混乱の境きよう地ちに立たされていた。とにかく、今は逃にげる以外に生き延びる道はない。

「──あれは、〈鳥追スタィム〉か……？」

　ふと、肩かたの荷物が何か言った。

　気にせず俺が走り続けると、荷物がぽんぽんと俺の頭を叩たたく。

「おい、これは逃げなければいけないのか？」

「ったりめぇだろうが！　死ぬぞ！」

「そうでもないぞ。──よし、降ろせ」

　次の瞬しゆん間かん、俺は一切の情け容よう赦しやなく肩の荷物を放り出した。降ろせと言われてまで荷物を抱かかえて走ってやる義理はない。さらば旅人。俺は一人でも生き延びる。

　だが数歩も走らないうちに、俺はまたも無様に地面に転がった。地面が突とつ然ぜん、激しく上下に揺ゆらいだからだ。

「クソッ、いってぇ……！」

　呻うめいて、どうにか顔だけ上げる。そして、俺は我が目を疑った。

　悲鳴を上げてよろめき、倒たおれた追おい剝はぎ魔女の四方の土が、木々を巻き込むように急激に盛り上がり始めたのだ。そして、みるみるうちに見上げるほどの壁かべを作り上げていく。

「なんだ……！　一体、どうなって──！」

　叫さけぶように言いながら、俺おれは咄とつ嗟さに旅人の方を見た。一いつ瞬しゆん無事を確認するだけのつもりが、意思に反してその姿に釘くぎ付づけになる。

　旅人の顔をすっぽり隠かくしていたフードが落ちて、銀色に輝かがやく髪かみがこぼれ落ちていた。その髪が、強風に吹き上げられたように舞まい乱みだれている。

　──女だ。

　それも、目が腐くさりそうな美女だった。

　命の危機でそれどころじゃなかったが、思い返してみれば抱かかえた体は細くて軽かった。確信を持って女と言うには落ち着いた声をしていたが、男にしては高過ぎた。もったいねぇ、もっといろんな所触さわって体の感かん触しよく覚えとくんだった、などと男の本能が場ば違ちがいな感想を呟つぶやくのも無理はない。

　だが、まさか。

　この女が──やっているのか？　これを？

　ここにいるのは追おい剝はぎ魔ま女じよと、俺と、この美女だけだ。

　そして今起こっている天てん変ぺん地ち異いは、間ま違ちがいなく追い剝ぎ魔女に対象を絞しぼって襲おそい掛かかっている。当然俺にこんな芸当ができるわけもなく、とすると他に考えようもない。

　瞬まばたき一つの間に、それは完成していた。

　最初からそこにあったような自然さで、だが明らかな異質さで周囲を威い圧あつする、巨大な土の箱が一つ──。

「これは捕ほ縛ばくの章・第三項こう──〈岩蔵エトラーク〉。軟なん弱じやくな〈鳥追スタィム〉程度では出るのに丸一日かかるぞ。〈破岩レダエスト〉ならば脱だつ出しゆつもできようが──消しよう耗もうし過ぎのようだな。しばし休まねばもう出せまい。さて──。いくらか話を聞かせてもらおうか」

　冷笑とも呼べる笑みが、ついと女の赤い唇くちびるを彩いろどった。かすかに伏ふせた瞼まぶたから伸びる睫まつ毛げの長さと、どこか超ちよう然ぜんとした瞳ひとみの色。──宝石のような、透とう明めいな青あお紫むらさき。

　俺はへたり込んだまま、バカみたいに口を開けてその女を凝ぎよう視しする。

「お前……魔女……なのか……？」

　女は振ふり向むいた。やはり、怖おぞ気けを震ふるう美しさだ。だが、冷笑の代わりに女が浮うかべた不敵な表情はどこまでも人間らしく、幼さやあどけなささえ見て取れる。

　一瞬前とはまるで別人のようだった。

「いかにも──我わが輩はいは魔女である。無意味より意味を見出し、無より有を生み出す泥どろ闇やみの魔女よ！」

　そうか。よし。なるほど。分かった。

　次の瞬しゆん間かん俺は立ち上がり、一目散にその場から逃にげ出だした。
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　化物として生まれてきてよかった事と言えば、身体能力がずば抜ぬけている事だ。

　全力で走ればまず誰だれも追い付けないし、普ふ通つうの人間と獣けもの堕おちがまともに殴なぐり合あえば、人間は死んで俺おれは無傷という結果になるだろう。荒あら事ごとには便利な体だ。

　おかげで、どうやら魔ま女じよからも逃にげ切きれた。

　逃げて走って駆かけ抜ぬけて、俺は森を抜けて草の剝はげた小道に転がり出た。肩かたで息をしながら木の陰かげに身を潜ひそめ、今しがた駆けてきた森に目を凝こらす。森はすでに闇やみに閉ざされていたが、誰かが追ってくる気配はない。それでもしばらく息を殺して様子を窺うかがい、完全に安全が確認できてから、俺はようやく安あん堵どの息をついてその場にずるずると座り込んだ。

　まったく──とんだ災難だった。俺は最後にもう一度周囲の完全を確認してから、夜の迫せまる薄うす闇やみの中で野宿の準備に取とり掛かかった。




　たとえそれが絶世の美女だろうと、魔女といったら世界の悪で、何より俺の天敵だ。あれにだったら殺されてもいいかと思わせるほどの美女ではあったが、俺は下半身の欲望より命が惜しい。どうせ、獣堕ちが死んだところで誰も哀あわれんでくれる事などないのだ。せめて自分くらいは自分の命を惜しんでやらねば、生まれたこの身の哀れってもんだ。

　獣堕ちは世の中から嫌きらわれている。見た目が不気味というのがもちろん第一の理由だが、獣堕ちの大半が傭よう兵へいか盗とう賊ぞくになるわけで、つまり基本的には人殺しだ。俺が人の親なら、子供が獣堕ちに近づく事を全力で禁止する。町に入れるな、店に入れるな、視界に入れるな──だ。究極的に言ってしまえば、世界のどこを探しても、獣堕ちに味方はいない。

　傭兵としては恵まれているから食うには困らないが、望む望まないに関わらず、命のやり取りを強要されるというのは、なかなかどうして結構辛つらいものがある。

　俺としてはどこかに小さな酒場でも開いて、かわいい女によう房ぼうをもらって、そんでのんびり死んでいきたいんだが……。あいにく、世の中がそれを許してはくれなかった。

「このみてくれじゃぁな……」

　溜ため息いきをついて、俺は剛ごう毛もうに覆おおわれた自分の手を見下ろした。

　獣堕ちのほとんどは大型肉にく食しよく獣じゆうの姿をしている。熊くまや狼おおかみの獣堕ちが多いが、俺の場合は元になった獣が何なのか分からない。恐おそらく猫ねこ科かの何かだろうが、猫にしてはどう考えても凶きよう悪あく過すぎる。毛色は白地に薄うすい黒の縞しま模も様よう。と言っても、だいぶ白が勝っているので完全な縞模様とも断言しにくい微び妙みような模様だ。個人的にはそこそこ気に入っているが、夜には目立つので黒いマントを愛用している。

「ま、何の模様もないよりは芸があるしな」

　努めて陽気に呟つぶやいて、俺おれは苦笑いした。

　今でこそ達観しているが、十代の半ばには自分で自分の皮を剝はいで血ち塗まみれになる程度には思おもい詰つめたのだ。思い詰めたが、結局痛くて諦あきらめた。──村を出た直後の事だ。誰だれもいない山の中、血塗れで一人きりで、それでも俺は死にもせず、それこそ動物みたいに鳥やネズミを食って生きていた。──それで、達観できたのかもしれない。

　どうせ俺は化物で、誰かに惜しまれながら死ぬなんて事はあり得ない。だったらせめて生きてやろうと心に決めた。

　それから十年以上が経って、当時の傷もすっかり消えた。あれほど強く俺を苦しめた孤こ独どく感かんさえ、今では思い出すのにも苦労するほど薄うすれて──。いや、鈍にぶっている。

　なんにせよ、一人でいるのは気が楽だった。それに、世の中に一人くらいは物好きな女がいて、俺を愛してくれるかもしれない。なんて、淡あわい期待もないではない。獣けもの堕おちの相手をさせられるのは、娼しよう婦ふも嫌いやがるという話を聞けば、無理だろうと思いはするが──。

「せめてもうちょっと可愛げのある獣に堕ちりゃあよかったんだがな……」

　例えばそうだな……兎うさぎとか。そんな獣堕ちがあるかどうかは知らないが、ともかく俺みたいな、いかにも肉食獣でございますというような獣堕ちよりは扱あつかいもマシだろう。

　言っても仕方がない事を言いながら、俺は晩飯のスープをぐるりとかき混ぜた。

　具にしようと思って仕留めておいた兎は追い剝ぎ魔ま女じよから逃げる時に放り出してしまったので、中身はその辺りに生えていた香草と非常用の干し肉だ。そこに塩をいくらか振ふり、革かわにくるんで鞄かばんに押おし込こんでおいた動物の脂あぶらを削けずって入れる。味を一口確認し、塩を一振り追加した。まあ、こんなもんだろう。あとは少し煮に込こんで味が馴な染じめば食たべ頃ごろだ。その間に──と、俺は鞄を漁ってコンパスと地図を取り出して膝ひざの上に広げた。




　──ウェニアス王国地図　改かい訂てい版ばん

　商人はフォーミカムの大市へ。世界各国の珍めずらしい品がそろいます。

　王都プラスタでは、毎週女神の祭日に芸人が広場で芸を披ひ露ろう！

　名物：エブルボア（王国固有種の超大型猪いのしし）の丸焼き。肉にく汁じゆうたっぷりの柔やわらかい肉質です。

　注意！　森に野生のエブルボアが生息。狩しゆ猟りよう禁止。遠回りでも必ず街道を移動する事。




　最後に書かれている一文に、俺は顔を顰しかめた。

「別に好きで森を突つっ切きったんじゃねえから、許せよな」

　誰に対するでもない言い訳を呟つぶやきながら、追い剝ぎ魔女に襲しゆう撃げきされた地点と星の位置から、自分の現在地を推すい測そくする。

　ここ──つまりウェニアス王国は大陸のほぼ中心に位置する国であり、旅の中ちゆう継けい地点として栄えていた。昔は山脈に囲まれた陸の孤こ島とう状態だったらしいが、山に穴をぶち開ける突とつ貫かん工事で隣りん国ごくとの交通を確保し、大量の旅行者や旅の商人の呼び込みに成功したのだ。

　今まで迂う回かいしなければならなかった山を突つっ切きれるのだから、多少入国料が高くても旅人は率先してこの国を通る。当然、入国するときは山をくりぬいて作った坑こう道どうを通るのだが、その巨大さは想像以上で、途と中ちゆう、旅人が休める宿が軒のきを連ねているほどだった。真っ暗な坑道のあちこちに、色とりどりのランプに照らされた露ろ天てんや宿が浮うかび上あがっている風景は幻げん想そう的てきで、俺おれがガキなら大はしゃぎしていただろう。しかし昨今、ウェニアスでちょっとした問題が持ち上がっているという噂うわさが近きん隣りん諸国に広まっていた。

　そして商人を初めとする旅人達は、情勢の危うい国を避さけて通る。うっかり戦せん闘とうに巻き込まれたら命が危ないし、そうでなくとも国が荒あれれば盗とう賊ぞくが出しゆつ没ぼつするからだ。

　そうなっては、旅人からの収益で成り立っているこの国は立ちゆかなくなってしまう。当然、国のお偉えら方がたは問題の解決に全勢力を傾かたむけ始はじめた。その手始めに行われるのが兵力の増強──傭よう兵へい集めだ。その情報は国内外に広まって、俺のような傭兵の耳に入ってくる。

　そんなわけで、俺は仕事を求めてこの国──ウェニアス王国の王都プラスタへと向かう道中だった。国境で衛兵に話を聞いたら、獣けもの堕おちは主力になるから、紹しよう介かい状じようを持って王都へ行けと命じられたからだ。しかし、それがかなり面めん倒どう臭くさい。

　ウェニアスに数多くいる様々な固有種の生息地を避けるため、道がとてつもなく曲がりくねっているのだ。おかげで、移動に地図は手放せない。俺は、何度も表面を削けずられ、描かき直なおされたせいですっかりとくたびれている羊よう皮ひ紙しの地図を指でなぞった。最初に野宿を決めた道から森を抜ぬけて、今いる道に出たわけだから、プラスタの方角は──。

「──あっちか」

　進行方向を確認して顔を上げ、瞬しゆん間かん俺は固まった。

　もっさりとしたフード姿が、まきの上でふらふらと揺ゆれる炎に照らされて──あろう事か木き杓じやく子しをその手に摑つかみ、鍋なべのスープをすすっていたのである。
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「ぎ──ぎゃあぁあぁ！」

　さすがに、叫さけんだ。獣堕ちの性質上、俺は気配に敏びん感かんだ。忍しのび寄よられるという事態はめったな事では起こらない。その俺が、心底まったく完かん璧ぺきに、こいつの気配に気付いていなかったのだ。それだけでも驚おどろきなのに、相手は例の絶世の美女──つまりは魔ま女じよである。おまけに俺の晩飯を食っている。俺は自分でも何に対して叫んだのか分からなかった。

「てめぇ、勝手に俺のスープ飲むんじゃねえ！」

　思考をすっ飛ばして口から出た言葉から察するに、どうやら晩飯を食われている部分に対して叫んでいたらしい。

　俺おれが鍋なべごとスープをひったくると、ああ、と魔ま女じよが不満げな声を上げた。

「か、返せ！　我わが輩はいの夕食だ！」

「何がてめぇんだ！　俺のだ、俺の！」

「君はさきほど我輩のスープをひっくり返したではないか！　同じものを作って返すのが誠意というものだろう！」

「魔女にくれてやる誠意なんぞあるか！」

「ならばいいだろう！　そちらがそうなら、こちらはこうだ！　──魔ま術じゆつを使うぞ」

　魔女が低く発した脅おどしの言葉に、俺は声を詰つまらせた。そうだった、相手は魔女だった。のんきにスープなんぞ守ってないで、剣けんを摑つかんで逃にげるのが当然の相手だ。

「いいかよく聞け。そのスープを我輩に今すぐよこさねば、北で飢き饉きんを起こし、南で疫えき病びようを流行らせ、西で鼠ねずみを増やし、東で小麦を枯かれさせる。君のせいで世界が滅ほろぶぞ、さあ今すぐそれを我輩に返せ！」

　徹てつ底てい的てきに魔女である。

　だが俺は、どういうわけかまったく危険を感じていなかった。

　悪意だとか、敵意だとか、殺気だとか。そういうものに、俺は慣れている。向けられればすぐに気付くし、気付かなくとも無意識に剣に手が伸びる。だがこの魔女が俺に向けている怒いかりは、形ばかりで毒がない。

　俺はしばしの葛かつ藤とうの末──。

「勝手にしろ」

　晩飯を選んだ。世界がどうなろうが、俺が無事なら別にいい。かりに俺も死ぬとして、世界と道連れならまあいいだろう。俺はぽかんとしている魔女の手から木き杓じやく子しを引ったくり、がつがつとスープをかき込み始めた。

「わー！　わー！　きき、君は自分が何を言っているのか分かっているのか？　悪あく魔までももっと世界を大事にするぞ！　おい、こら全部食べるな！」

「まとわりつくんじゃねぇ、鬱うつ陶とうしい！」

　背中に飛びついてきた魔女を振ふり払はらうと、あぐ、と呻うめいて魔女が地面に転がった。すると不自然な沈ちん黙もくが降りてきて、俺はスープをかきこむ手を止めて魔女を見る。

　べったりと地面に張り付いたままぴくりとも動かないその姿は、なんというか、異様だ。

　まさか死んだんじゃあるまいな。魔女が死ぬのはおおいに結構だが、殺す気もなかったのに死なれては気分が悪い。

「……おい？」

　恐おそる恐おそる、声をかける。すると、

「──我輩も」

　低く、くぐもった声がした。なんだ、どうやら生きている。生きているどころか、全身から妖よう気きじみたどす黒い何かが滲しみ出だしている。

　──まずったか？

　危険は感じなかったが、相手は魔ま女じよだ。心底怒おこらせたら何をしでかすか分からない。俺おれは戦せん慄りつして体を引きかけ──。

「我わが輩はいも食べたい……」

　思い切り脱だつ力りよくした。

　怒るどころか、懇こん願がんに近い震ふるえ声ごえである。

　冗じよう談だんはやめてくれ。なんだその、虐しいたげられて途と方ほうにくれた薄はつ幸こうの少女じみた雰ふん囲い気きは。ぼろ切れに近いローブ姿との合わせ技でかなり哀あわれに見える。完全に俺が悪者じゃねぇか。

「腹が減っているのだ……我輩、あのスープを作るのにこの一日を費やしたのだ……楽しみに……ずっと楽しみにしていたのだ……朝からずっと頑がん張ばって作ったのだ……」
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　かりかりと地面を引っかきながら、もがくように魔女が言う。

　そう言われるとさすがに痛い。心底すまんと、確かに思った。

　追おい剝はぎ魔女に首を狙ねらわれるという緊きん急きゆう事態だったとはいえ、こいつのスープをぶちまけたのは確かに俺だし、結果的に考えれば命を救ってもらった。スープ一杯くれてやらねば、いくら相手が魔女だろうと俺は畜ちく生しようにも劣おとるクズではないか。

「それにそのスープ死ぬほど美味い……我輩も食べたい……」

　そうか、美味いか。そう言われて悪い気はしない。手早く作ったにしては、結構な自信作だ。俺おれは小さく舌打ちし、器に一いつ杯ぱいのスープを魔ま女じよに差し出した。俺の負けだ。

　魔女はフード越しでも分かるほど表情を輝かがやかせると、ばっと俺の手から器を奪うばい取とり、直接器に口を付けてごくごくとスープを飲み始めた。

「最初からそうしていればいいものを、もったいぶりおって」

　そしてこの態度である。これだから美女って生物は嫌いやなんだ。魔女で美女など最悪だ。

　魔女はあっという間にスープを平らげると、器の底に残った干し肉のかけらをつまんで口に押おし込こみ、断られるとは微み塵じんも思っていない態度で俺に器を差し出した。

「もっと」

　図々しい事この上ねぇな。俺は鼻の頭に皺しわを寄せた。無論器は受け取らない。

「お前一体何しに来たんだよ。俺に何の用だ」

「答えたいのは山々だが、腹が減って答える力がわかないのだ」

　この女、よくもいけしゃあしゃあと……だが、俺が睨にらみ付つけても魔女は怯おびえた風もない。

　俺は自分の命が惜しい。魔女を相手に正面から切り合うつもりはないし、脅おどしが効かないならば従うしかない。しかし、ただ従うのもあまりにしゃくだ。

「答えたらもう一杯やる」

　俺が言い返すと、魔女は空の器と俺を何度か見比べて、ぐいと俺に器を押し付けた。話すからよこせ、とでも言うようだ。そうして、実際魔女は淡たん々たんとした口調で話し始めた。

「我わが輩はいは今、旅をしている最中でな。〝十三番〟という男を探している」

　十三番は名前じゃなくて番号だ。

　突つっ込こみたかったが我が慢まんした。何せ相手は魔女だ。俺の常識が通用するわけもない。

　俺は魔女の手から器を受け取り、黙だまってスープを注いだ。

「十三番は我輩の同どう胞ほうでな。〈弓ゆみ月つきの森〉で共に魔ま術じゆつの研究をしていたのだが、少々やっかいな仕事を担って穴ぐらを出たのだ。以来、待てど暮らせど知らせがない。仕方ないから奴やつの陰いん湿しつで粘ねばっこい魔ま力りよくを辿たどってここまで歩いてきたのだが……」

　〈弓月の森〉というと、大陸のはずれにある〝王を持たない森〟の呼び名だ。魔女にゆかりの深い土地で、どの国も不気味がって自国の領土だと主張しなかった結果、空白地帯となっている。教会による魔ま女じよ狩がりの手が何度となく入っているはずだが……その〈弓月の森〉の魔女が堂々と出歩いているところを見ると、教会の魔女狩り部隊は無能ぞろいらしい。

「この国には魔女狩りがあるだろう」

「そんなもん世界中にあるだろうが」

　表情を曇くもらせた魔女に、俺は乱暴に吐はき捨すてた。

「他と比べても激し過ぎる。我輩、歩いているだけで三度も焼かれそうになった」

　ああ、と俺は頷うなずいた。現在ウェニアス王国が抱かかえている、ちょっとした問題の話だ。獣けもの堕おちの傭よう兵へいをかき集めてでも解決したいちょっとした問題──それが魔ま女じよ問題だ。

「魔女が反乱を起こしたって話だからな。そりゃあ、魔ま女じよ狩がりだって激化するだろうよ」

「魔女の反乱？」

　聞き返して、魔女は目を瞬またたいた。

「……少し時代錯さく誤ごじゃないか？」

　魔女のお前がそれを言うのかよ。内心突つっ込こんだが、魔女は心底不思議そうだ。

　まあ──実際、時代錯誤だ。魔女の大だい規き模ぼな反乱なんて、昔話でしか聞いた事がない。

「俺も魔女の反乱なんぞ今更過ぎて眉まゆ唾つばだと思ってたが……俺を襲おそった追おい剝はぎ魔女を見る限り、事実なんだろうよ。旅人を襲う魔女なんざ、どう考えても異常だ」

　言ってしまえば、他の国で行われている魔女狩りは〝残党狩り〟といった趣おもむきが強い。

　五百年前、魔女と教会の間で戦争があったという。その戦争で敗北し、各地にひっそりと姿を隠かくして生活を送るようになった魔女達を、世界は悪と定めて狩り続けているのだ。

　だが──五百年間だ。さすがに、飽あきる。

　もちろん、わざわざ表に出てきて災厄をばら撒まくような魔女は狩られるが、隠れ暮らしているような地味な魔女を狩ったところで今更誰だれも喜ばないし、誰も喜ばなければ、国としても教会としてもやる価値がない。そもそも教会にとって、魔女狩りとはその力と権けん威いを示すための手段でしかなかったのだ。悪がおらねば正義はならず、正義がならねば人は神を信じない。ならば魔女を悪にしよう──と、つまりはそういう事である。

　国からの要よう請せいがあれば、法外な寄付金と引ひき換かえに教会騎き士し団だんも動くだろうが──。

　ウェニアスはそれをせず、教会は傍ぼう観かんを決め込んだ。その結果、ウェニアスの魔女達は好き勝手に暴れまくり、国はそれを鎮ちん圧あつしようと躍やつ起きになっている。

「実際、ウェニアスに入国してから魔女がらみの物ぶつ騒そうな事件の噂うわさには事かかねぇ。魔女が村を占せん領りようして、村人を奴ど隷れい扱あつかいってのも珍めずらしい話じゃないらしい。厄やつ介かいな仕事ってのは、まさかその反乱の手伝いじゃねぇだろうな。知らないふりしてるだけで、お前もその加勢に来たんじゃねぇのか？」

　だとしたら、ウェニアスがこの魔女にとって危険なのは自業自得もはなはだしい。しかし魔女は俺の言葉を聞くなり、恐おそれおののいたように青ざめた。

「そんな面めん倒どう臭くさい事をするわけがないだろう……！　反乱が成功して国を取ってしまったら、その国を統治しなければいけないんだぞ？　我輩、面倒臭いのは大だい嫌きらいだ。それにどうせ支配するのなら、もっと暗くて狭せまくて蜘く蛛もがたくさんいるような国がいい」

　ねえよ、そんな不気味な国。一いつ瞬しゆん、絶世の美女が大量の蜘蛛にたかられている姿を想像し、俺は心底後こう悔かいした。せっかくの飯が不味く──。あれ？　鍋なべがねぇ。

　俺は抱かかえていたはずの鍋が消えている事に気が付いて、はっとして魔女を見た。いつの間にやら鍋を手に、せかせかと木き杓じやく子しを動かしている。

「て、てめぇいつの間に──どうやって！」

「我わが輩はいは魔ま女じよだぞ、獣けものの戦士よ。その気になれば君を一いつ瞬しゆんで丸まる裸はだかに剝むき、毛を剃そり上あげる事だってたやすい事だ。気を逸そらしたのが運の尽つき、このスープは我輩のだ」

「こ、のアマ……！」

　馬鹿にされた気がして低く唸うなるも、鍋なべはすでに魔女の手の中で、取り返すすべはない。

　俺おれは仕方なく、手の中に残った器からスープをすすった。

「……で？　そんじゃあ、厄やつ介かいな仕事ってのは？」

「探し物だ。よからぬ輩やからに本を一冊盗ぬすまれた。十三番はそれを取とり戻もどしに向かったのだ」

「本だぁ？」

「世界に一冊しかない貴重なものでな。あれを悪用されると、少々まずい事になる」

「まずい事っつうと？」

　魔女は一瞬言葉を止めた。鍋の中身を食べる手を止め、妙みように静かな声で言う。

　たった、一言。

「世界が滅ほろぶ」

「……世界が、なんだって？」

「だから滅ぶと」

　俺はあくびを嚙かみ殺ころした。

「そいつぁすげえ。恐おそれ入いった。怖こわすぎて泣きそうだ」

「信じないにしてももう少しマシな態度は取れないのか？　我輩とて傷つくぞ」

「本一冊で世界が滅ぶって言われて即座に信じてびびるほど純情でもないんでな」

「本一冊……？　馬鹿を言うな。一冊どころか、その一頁ページで十二分なほど滅ぶ」

　魔女はあくまで淡たん々たんとして言った。恐ろしげな声を出すわけでも、大おお仰ぎように騒さわぎ立たてるでもなく、まるで事実をただ述べているだけだとでも言うような雰ふん囲い気きが、逆にその言葉に奇き妙みような真実味を与えている。真実味を与えてはいるが──到とう底てい信じられる話ではなかった。

　実際、世界はこうして無事でいる。その本がいつ盗まれたのかは知らないが、魔女の口ぶりから察するに、本を探しに出たと言う十三番とやらは長らく戻っていないのだろう。

　本当にその本に世界を滅ぼす力があるのなら、とっくに滅びているはずだ。

「まあ、仮にそれが事実だとしてだ──それと俺がどう関係ある？　俺は、〝俺に何の用だ〟と聞いたんだ。別にお前の旅の理由なんざ聞いちゃいねぇ」

「なんだ、分からないのか？」

「あいにく鈍にぶい性た質ちでな」

「つまり、我輩は本を取り戻さねばならず、どうやらそれはこの国にあるようだ。しかしこの国において、魔女の一人歩きは何かと不便で物ぶつ騒そうだ。追い回されるのは疲つかれるしな」

　だから、と魔女は俺を見る。そこでようやく俺にも察しがついた。

「君、我わが輩はいの護衛になれ」

「やなこった！」

　即答した。全力で。

「見事な即断だな……いっそ清すが々すがしいぞ」

「説明してやろうか？　俺おれはな、魔ま女じよが大だい──ッ嫌きらいなんだよ」

「まあ待て、無論ただでとは言わない。我輩は魔女だ。魔女とは悪あく魔まに生いけ贄にえを捧ささげ、奇き跡せきを起こす者──契けい約やくを結ぶ上で相応の代だい償しようを支し払はらうのは魔ま術じゆつの基本理念だ」

「報ほう酬しゆうどうこうの話じゃねぇんだよ。俺は魔女の絶ぜつ滅めつを願ってて、その手伝いをしようと思ってわざわざこの国に来たんだ。魔女がいない国があるなら、俺の人生も少しはマシになるだろうからな。それが魔女の護衛をするなんざ本ほん末まつ転てん倒とうもいいとこだ」

「目の前に魔女がいるのにズバズバ言う男だな……なぜそこまで魔女を嫌う」

「あのな……俺の面見て言ってんのか？」

「面？」

　魔女は俺の顔を見る。それからくるりと首を傾かしげて、

「男前だな。我輩は嫌いじゃないぞ」

「嫌いや味みか！」

「嫌味なものか。見事な毛並みに、鋭するどい瞳ひとみ。頑がん健けんな顎あご──完かん璧ぺきな猛もう獣じゆうの美しさだ。それに毛皮の下に隠かくれた人間の顔も、我輩はよいと思う」

　毛皮の下の──顔？　俺は自分の顔を触さわった。だがそこにはいつも通りに獣の顔がある。

「……俺の顔が分かるのか？」

「無論だとも。それが見えずして魔女は名乗れない。獣けもの堕おち獣堕ちと何を言っているのかと思ったが、その姿の事を言っていたのか。それは〝獣降ろしの呪じゆ術じゆつ返がえり〟だ」

「じゅ……呪術返り？」

「魔女が人間に術をかけ、獣の力を降ろした結果、人間は強きよう靭じんな力を持つ獣の戦士へと姿を変える。これが〝獣降ろし〟だ。遥はるか千年の昔、いくつもの強国が戦いに明け暮れていた時代には、百万の獣の戦士が生み出されたと聞いている」

「ま、魔女が獣堕ちを作ったって事か!?」

「少し違ちがうな。呪術と呪術返りは、似ているようで大きく違うものだ。呪術は自発的な意思で行われるが、呪術返りは機械的な連れん鎖さの結果でしかない」

「悪いが何を言ってるのかさっぱり分からん」

　俺が顔を顰しかめると、魔女はできの悪い生徒に対するような、実に楽しそうな声で言った。

「説明してやろう。──その石を取ってくれ」

　魔女は俺のそばに転がっていた平たい小石を指差した。言われた通りに渡わたすと、魔女は手の中で軽く小石を踊おどらせる。

「この石を魔ま術じゆつとしよう。そして魔ま女じよである我わが輩はいが、これを投げる」

　投げた。その細い肩かたからは想像もつかない剛ごう速そつ球きゆうだ。それが魔女の背後にある木に当たり、跳はね返かえって魔女に戻もどる。その石を、あろう事か魔女が避よけた。結果、石は俺おれの頭に直ちよく撃げきする。

　わりと冗じよう談だんにならない音がした。俺が獣けもの堕おちじゃなかったら流血沙ざ汰ただろう。

「……いてぇな」

　低く唸うなった俺に対して、魔女は悪びれもせず、ひょいと肩を竦すくめてみせた。

「我輩が狙ねらったのは木だ。そして石は木に跳ね返され、我輩が取らなかった。結果、その導どう線せん上じようにいる君に当たった。魔術にもこれと同じ事が起こる」

「木に跳ね返って俺に当たったって？」

「そうだ。獣の戦士が死ぬと獣の魂たましいは魔女に戻るが、その魔女が死んでいた場合、戻る場所を失った獣の魂は〝魔術を行った魔女に一番近い存在〟へと戻るのだ。大体は子孫だな。そして獣の魂は女の腹に宿り、獣の戦士が産まれる。これが君の言う獣堕ちだ」

「つまり俺の血けつ縁えんに魔女がいて、その魔女が死んだせいで俺が獣堕ちになって事か？　なんだそりゃ、聞いた事ねぇぞ！」

「周知されていなくても事実は事実。我輩は魔女だ。魔術の事で噓うそは言わない」

　だが世の中の見解は、教会の言う「前世の悪事がその身に悪あく魔まを宿し、獣の姿になった」というものだ。故に獣堕ちした人間は凶きよう暴ぼうにして好戦的で、日々戦いに明け暮れるらしい。

　平へい穏おんな毎日を心底から望む俺からすれば、巫ふ山ざ戯けるな滅ほろびろ教会と言いたいが、これをほとんどの人間が信じているのだ。結果その評価はそのまま俺に突つき刺ささる。

「しかし……俺の血縁に魔女なんざ──」

「魔女は基本的にはぐれ者だ。くわえて極めて長く生きる。過去に身内に魔女がいた──などという事を忘れた頃ころに、呪術はひょいと戻ってくるものだ」

　空になってしまったスープの鍋なべを物悲しそうに見つめながら、魔女は一つ溜ため息いきを落とす。

「──戻りたいのか？　人間に」

　魔女は聞いた。

「──戻れるのか？　人間に」

　俺は聞き返す。ついと、魔女が唇くちびるに笑みを刻んだ。

「戻せるとも、簡単にな。──どうする？　傭よう兵へい。それを対価に、我輩に従うか？」

　俺の夢はどこかの田舎いなかに酒場を開き、かわいい女によう房ぼうを見つけて平へい穏おんに暮らす事だ。

　もしこの魔女の言葉が真実なら、とうに諦あきらめた普ふ通つうの人間として人生が手に入る。フードで顔を隠かくして歩く必要も、魔女から逃げる必要も、娼しよう婦ふに怯おびえられる必要もないごく普通の人生が。だが、本当に信じていいものか──。何せ相手は魔女である。

「……俺みたいな人間の首は、魔女にとっちゃ価値のあるもんなんだろ……？」

「魅み力りよく的てきだからと言って、欲しがるとも限らないだろう。我輩は特に無欲な魔女だからな。何より今は、その首よりも君が欲しい。手足がなければ我わが輩はいの護衛は勤まらないだろう」

「そう言って油断させといて、ばっさり首を落とすつもりじゃねぇのかよ」

「馬鹿を言うな。ならばとっくにそうしているし、わざわざ護衛などと言い出さない」

　それは、確かにそうかもしれない。俺おれが魔ま女じよと対たい峙じして、未だに無事という事実そのものが、この魔女が信しん頼らいに足る──とは言わないまでも、ともかくそこまで疑ってかかるような存在ではない証しよう拠こに思えた。

　信じたいという思いは、ある。だが、本当に？　もし、噓うそならば。

　何せ相手は魔女である。

「……契けい約やくを、してやろうか？」

　唐とう突とつに魔女が言った。契約？　と、俺は間ま抜ぬけに聞き返す。

「魔女の契約、血けつ判ぱん状じようだ。君が我輩の護衛となれば、我輩は君を人間にする。こういう契約を、互たがいの血をもって書面に記す。さすれば契約を破った者は例外なく消しよう滅めつする」

「しょ……消滅……って、お前……」

　たじろいだ俺とは対照的に、魔女は余よ裕ゆうたっぷりに微ほほ笑えんだ。

「そう怯おびえる事はない。契約を破らなければいいのだ。ほら手をよこせ」

　何、と俺が言う間もなく、魔女の手が伸びてきて俺の手を取った。

　柔やわらかな女の手だ。思わず、どきりとした。

　そればかりか魔女は俺の指に唇くちびるを近づけ、指の腹あたりを躊ちゆう躇ちよなく口に含ふくんだ。数少ない無毛の皮ひ膚ふにぬるりとした舌が這はい、俺は全身の毛が逆立つような感覚に身み震ぶるいする。

「お、おい！」

　その瞬しゆん間かん、ぶつりと皮膚の弾はじける感かん触しよくがして俺は痛みに小さく呻うめいた。魔女は俺の指から滴したたる血を見て満足げに頷うなずき、自分の指も同じように嚙かみ切きる。

「互いの血を混ぜたインクで、鏡文字の契約書を作る。これを燃やせば契約は完了だ。どちらかが死ぬか、双方が契約の完了、あるいは放ほう棄きを明確に認めない限り、我輩と君は契約に縛しばられる。あいにくと紙がないが──まあ、布でいいだろう」

　言うなり、魔女はなんのためらいもなくローブの裾すそを引ひき裂さいた。すでに朽くちかけのぼろ切れに近かったローブが、これでますますぼろ切れに近くなる。俺はぽたぽたと血の流れる自分の手と、同じく赤い血を流す魔女の手を、どこか妙みように冷めた気持ちで眺ながめた。

「なあ……魔女さんよ。なんで俺を選ぶ？　隠かくれみのが必要なだけなら、もっと怪あやしまれないのを選んだ方がいいんじゃねえか？　獣けもの堕おちと一いつ緒しよにいたら、悪目立ちするだけだぜ？」

「隠れみのにするならば、供が悪目立ちしていたほうが我輩が目立たずに済むだろう」

　けろりとして、魔女が言った。なるほど、確かにそうかもしれない。獣堕ちの男と魔女が一緒に歩いていても、目に入るのは無む駄だに目を引く俺であって魔女じゃない。

「それに、君は我輩の穴ぐらの臭においがする」

「穴ぐらの臭においだぁ？」

「そう。〈弓ゆみ月つきの森〉にある広大な鍾しよう乳にゆう洞どうでな。暗くてじめっとしていて居心地がいい。それを我わが輩はい達は穴ぐらと呼ぶのだ。魔ま女じよの隠かくれ家がの隠いん語ごのようなものだな」

　俺おれは自分の腕うでに鼻を近づけ、鼻を軽く蠢うごめかせた。森の中を転げ回ったせいで、泥どろと潰つぶれた草の臭いが入り混じっている。だが何より鼻に付くのは、どうしようもない獣けものの臭いだ。

「……家か畜ちくでも飼かってたのか？」

「家畜……？　そうだな、いろいろいたぞ。それに蛇へびと蜘く蛛もがたくさんだ」

　家畜に、蛇に、蜘蛛と来た。──近いうちに、宿を借りて湯を浴びよう。

　心に誓ちかった途と端たん、何か妙みように笑えてきた。

　魔女だの、血けつ判ぱん状じようだの、消しよう滅めつだのと話している最中に、風ふ呂ろの事を考える時点で答えは出ている。最初から、この女が俺に危害を加える事はないと俺はとっくに信じている。本能で信じているのに、理性で疑うなんて馬鹿げた話だった。この本能だけで、俺は今までいくつもの危険を察知し、乗り切ってきたのだ。

　俺はわしわしと鼻面をなで、魔女の手からぼろ切れを取り上げた。

「あ、こら！　まだ契けい約やくは──」

　終わっていないぞ、と文句を言おうとする魔女の声を無視して、俺はびりびりとぼろ切れを裂さいて風に流した。魔女が抗こう議ぎの悲鳴を上げる。

「あー！　せ、せっかく書いたのに何をする！　ぼろ切れに血文字を書くのがどれだけ難しいと思ってるんだ！」

「書かなくていいんだよ、そんな怪あやしげなもん！　おら、ちょっと手ぇかせ」

　言って、今度は俺が魔女の手を取った。──綺き麗れいな手だ。そして、握にぎり潰つぶせそうなほど小さい。そんな魔女の指先から、ぽたと血が滴したたった。嚙かみ切きった傷から溢あふれた血だ。

　その傷と俺の傷とを重ね合わせて、俺はお互たがいの血を混ぜる。

　途と端たんに、魔女は目を輝かがやかせて俺を見た。

「知っているぞ。血の契ちぎりだな？」

　白い頰ほおを紅潮させ、魔女はどこか興奮したように言う。「こうして指を組むのだろう」と笑って、俺の指に指を絡からめ、立てた親指の腹同士を一層強く突つき合あわせた。

「魔女の血判状よりゃ随ずい分ぶんマシだろう。これが人間流で、傭よう兵へい流りゆうだ」

　力強く絡む指の感覚が落ち着かなくて、俺はぱっと魔女の指から手を離はなした。血の混ざった部分が、妙みように熱を持っている。魔女の血と獣堕ちの血が混じったら、何か妙な事でも起きるんじゃないかと今になってふと、思う。だが、血に塗まみれた親指を何か大切な証のように握りこむ魔女の様子を見ているとどうでもよくなってしまった。

「誓ちかうぞ傭兵、安心しろ。我輩は決して君の首を落としたりはしない」

「ああ、そーかよ。だといいけどな。それで……魔女さんよ。お前──名前は？」

「我わが輩はいはゼロだ」

　ゼロは名前ではなくて数字だ。突つっ込こもうかと思ったがやめておいた。

　それきり会話が止まってしまい、俺おれは探るように魔ま女じよを見る。

「俺の名前は……聞かねぇのか？」

　魔女は眠ねむたげに肩かたを竦すくめた。

「興味がない」

「はぁ？」

「我輩が名を呼ぶのは我輩の眷けん属ぞく──下げ僕ぼくのみだ。名は魔女にとって重要なもの。我輩に名を知られてみろ、たちまち君をその名で縛しばり、決して逆らえない下僕にしてしまうぞ」

　にい、と。フードの下で魔女が口角を釣つり上あげた。取って食うぞと言うように両手を掲かかげ、襲おそいかかる仕草が子供のようであり、子供を脅おどかす老ろう婆ばのようでもある。

「そいつぁ……究極に魔女っぽいな」

「そうとも、我輩は究極の魔女だ」

　俺が笑うと、恐おそろしいだろう、と魔女も笑う。

　そうして、俺と魔女との奇き妙みような関係が始まった。俺も魔女もお互たがいに名前を呼ばないし、そもそも知らない。だが、どうせたかだか月の一めぐり程度の関係だろう。

　すぐに終わる関係としては、丁度いい距きよ離り感かんなのかもしれなかった。







[image: 二章　【ゼロの書】]











１






　柔やわらかい。温かい。いい匂におい──。

　そんな何かを抱だいている、妙みように気分のいい朝だった。

　ぼんやりと目を開くと、火の消えた焚たき火びと黒ずんだ地面が見えた。昨晩何か事件があったような気がするが、今ひとつ覚えていない。確か、魔ま女じよがどうとか──。

「ん……ぅ……」

　腕うでの中で声がした。ああ、魔女か。と寝ねぼけた頭でぼんやり思う。

「お……ししょう……さま……」

「って……何!?」

　一いつ瞬しゆんで、俺おれは目を覚ました。飛び起きると、ぐえ、と潰つぶれたカエルのような声が上がる。見ると、ぼろ切れと大差ないローブに身を包んだ魔女──ゼロが、俺に跳はね飛とばされて死体のように地面に転がっていた。目ま深ぶかに被かぶったフードがはずみで落ちて、直視に耐たえない美び貌ぼうが日の光のもとにあらわになる。

　人間、美しさが度を越すと年ねん齢れいや性別の概がい念ねんが消え去るらしい。中性的で性別の色が乏とぼしいゼロには、無む垢くな少女のあどけなさと娼しよう婦ふの妖よう艶えんさが同居しており、どうにも俺を落ち着かない気持ちにさせる。

「な……な、な、何やってんだてめぇは！」

　ゼロは半ば寝ているような表情でうっすらと目を開け、わさわさと何かを探すような仕草をし、いかにも不ふ機き嫌げんそうに顔を顰しかめた。

「毛皮……」

「──あ？」

「寒い……我わが輩はいの毛皮……首の、ふかふかが……もふもふ……」

「寝ぼけてんじゃねぇ！」

　怒ど鳴なって殴なぐると、ぎゃう、と喚わめいてゼロが飛び起きた。

「い……痛いぞ……！　どうして殴るのだ！　我輩、寝ていただけなのに……！」

「どうしてもくそもあるか、てめぇどこでどうやって寝てた！」

「どこで……どうやって？」

　ゼロは痛そうに頭をさすりながら、寝ぼけたような声で俺の言葉を繰くり返かえす。

「うん……確か、傭よう兵へいのマントの中で、毛皮に埋うもれて寝ていたはずだ」

「冷静に答えてんじゃねぇよ……！　責めてるんだよ！　察して謝れよ！」

「朝から凶きよう悪あくな顔で怒鳴るな。獣けものが怯おびえて森が禿はげるぞ？　何をそんなに怒おこっている」

　くあ、と大口を開けてあくびをひとつ。ゼロは眩まぶしそうに目を細め、脱ぬげたフードをいそいそと被かぶり直なおした。被ると顔の上半分を完全に隠かくしてしまうフードは、不ぶ格かつ好こうで怪あやしげだ。しかしゼロの顔が隠れてようやく俺おれはほっとする。過度の美び貌ぼうは目の毒だ。

「我わが輩はいが君の領りよう域いきに侵しん入にゆうしたのが気に食わないのか？　仕方ないだろう、傭よう兵へいには毛皮があるが、我輩には見ての通り寒さに弱い皮ひ膚ふしかない。それとも君は自分だけぬくぬくと寝ねておいて、我輩には一人凍こごえて眠ねむれと言うのか？」

「俺は好きで毛皮を着てるんじゃねぇんだがな……」

「好すき嫌きらいの問題ではなく、揺ゆるがぬ事実の問題だ。──それに、君だって悪い気分ではなかっただろう？」

　うっすらと、ゼロが唇くちびるに笑みを刻んだ。俺は目覚めた時の柔やわらかさと温かさを思い出し、うぐ、と言葉を詰つまらせる。するとゼロはお見通しだと言うように、満足げに頷うなずいた。

「一人寝は寒いし寂さびしいものだ。二人でいるのならば、やはり二人で寝るのが道理。何より絶世の美女をその腕うでに抱だいて寝られたのだ。怒おこるよりもむしろ感謝すべきだろう」

「自分で絶世の美女とか言うのかよ……」

「揺るがぬ事実の問題だ」

　したり顔で先程の言葉を繰くり返かえされて、俺は舌打ちする。

「魔女には慎つつしみとか恥はじらいってもんがねぇのかよ……」

「そんなものがあっては魔女はつとまらん。なんだ、まさか我輩に欲情したのか？」

　妙みように嬉うれしそうに言う魔女である。俺はスッパリと切り捨てた。

「しねぇよ！」

　たぶん。いや、絶対に。

　なんだつまらないな、とぼやく魔女の声は、本当にいかにもつまらなそうだ。

「なればこそ……別にいいじゃないか。我輩を無機物として考えればいいのだ。君は我輩の寝ね床どこで、我輩は君の抱だき枕まくら。それでお互たがいに利益がある。契けい約やくは成立だ」

「勝手に成立させてんじゃねぇよ！　俺は──」

「我輩の傭兵──だろう？　傭兵は雇やとい主ぬしに従うものだ」

　確かにそうだが、毎晩美女を抱いて寝る事を想像すると、嬉しいよりも落ち着かない気分になる。

　と、沈ちん黙もくを破るように、ゼロの腹の虫が鳴いた。

「……腹が減ったな、傭兵」

　じっと見られて、俺は肩かたを落とした。

　相手がこれでは、口論するのも馬鹿らしくなってくる。昨夜のうちに捕つかまえておいた鳥があるが──。

「塩焼きでいいのか……？」

　確認すると、ゼロはだらしなく口元をほころばせ、早く早くと俺をせっついた。
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　魔ま女じよ狩がりの手伝いをするつもりが、気が付けば魔女の傭よう兵へいになっていた──などと、酒場で語れば結構な確率で笑いが取れるだろう。もちろん、本当に魔女の傭兵を名乗ったりしたら、ゼロもろとも火あぶりにされるので永遠に口にする事はないだろうが。

　俺おれは鳥の塩焼きの準備を進めながら、ゼロと今後の行動について話し合った。そもそも俺は、ゼロの目的地さえ知らないのだ。仕事の内容は明確にしておきたい。

　とはいえ、ゼロはウェニアス王国における地名を何一つ知らなかったので、地図を使って目的地を確認する事になった。

「我わが輩はい達は今どこにいるんだ？」

　地図を広げてゼロが首を傾かしげたので、俺は爪つめで地図の一点を指し示す。ゼロはふむ、と頷うなずいて、細い指先を地図の上に滑すべらせた。

　俺が指差している地点から、北に指二本分程度の距きよ離り──王都プラスタ。

「十三番がいるのはこの辺だろうな。そんな感じだ」

　あっけらかんとゼロは言う。俺は頭を抱かかえた。王都プラスタと言ったら、そもそもの俺の目的地だ。つまり、魔女を狩かるべく目指していた場所である。王都が獣けもの堕おちを欲しがっているという事は、魔女と国の小競り合いは国の中心地まで食い込んでいるという事で──そんな場所に魔女を連れて行ったら、ただで済むわけがない。

「魔女と戦争状態にある国の王都に、魔ま術じゆつ師しがいるわけねぇだろう。勘かん違ちがいじゃ──」

「常識による推測ではなく、事実による結論のみを考えるべきだ。十三番の魔ま力りよくを辿たどれば、この近辺で間ま違ちがいないのだ。十三番はここにいるはずだ」

　確信を持ってゼロは頷く。どうやら、プラスタを目指すしかなさそうだった。

　しかし魔女と国の争いが起きている国の中心地で、十三番とやらは一体何をやっているのか──。

「いよいよ怪あやしいじゃねえか。その十三番とやらが国の乗っ取りに加担してないって、どうして断言できるんだよ」

「十三番は怠たい惰だを愛する。国など取ったところで、面めん倒どうが増えるだけだと知っている」

「じゃあ、この国で何やってんだよ」

「本を探していると言っただろう。本の内容から考えて、魔女がらみの騒そう動どうが起こっている場所を探すのは理に適っている」

「ああ、世界を滅ほろぼすって本な」

　意識せず、馬鹿にしたような言い方になった。しかしゼロは怒おこった風もなく、ただ頷く。それが、やはりゼロの言葉に奇き妙みような真実味を与えているようで、背筋が寒くなった。俺はさばいた鳥の肉を刺さした枝を地面に突つき立たてて、焚たき火びでジリジリと炙あぶり始はじめる。それをいかにも楽しみだというふうに見つめるゼロに、俺おれは質問を向けた。

「つまるところ……どういう本なんだ？　世界を滅ほろぼすような本ってのはよ」

　鳥に釘くぎ付づけだったゼロの目が俺に向く。そして、さも自じ慢まんげに顔をほころばせた。

「最上級の香こうを焚たき染しめた羊よう皮ひ紙しに、決して褪あせないインクで書いてあるのだ。装そう丁ていは顔が映るほどに磨みがいた黒こく檀たんで、蝶ちよう番つがいは金。この上もなく繊せん細さいな装そう飾しよくを施ほどこしてあってな、一目見れば誰だれもが──」

「見た目なんざ聞いてねぇよ！　中身だ、中身！」

　いや、本を探す上では見た目も確かに大事なんだが、俺が今聞いているのはそういう事ではない。するとゼロは唇くちびるを尖とがらせて、「美しい本なのだぞ」とぶつくさ文句を言った。

「説明したところで理解できるとも思えんが……」

「説明したのに理解させられねぇなら三流だな」

　ゼロは静かに俺を見た。俺も静かにゼロを見る。睨にらみ合あう事、数秒──。

「君は、魔ま術じゆつについてどれくらい知っている？」

　出だし抜ぬけに聞いた。どうやら俺の勝ちらしい。

「詳くわしくは知らねぇが……悪あく魔まを召しよう喚かんして超常現象を起こすんだろ？」

「そうだな、正しい。ではその方法については？」

「魔ま法ほう陣じんを描かいて、呪じゆ文もんを唱えて、生いけ贄にえを捧ささげる」

　俺が淀よどみなく答えると、ゼロは満足そうに頷うなずいた。

「そうだ。そうして召喚した悪魔と交こう渉しようし、奇き跡せきを起こす。それが魔術だ」

　魔術に詳しくない人間でも、この程度の知識ならば常識として持っている。教会の説教や、子供向けの読みものなどで、魔ま女じよは悪役として大だい活かつ躍やくしているからだ。

「では昨晩君を襲おそった光の矢──あれを我輩は〈鳥追スタィム〉と呼ぶが、あれを見てどう思った」

　どう、と言われても、少し困る。俺が黙だまると、ゼロは笑った。

「難しく考える必要はない。──驚おどろいたのだろう？」

「ああ、そう……まあ……そうだな」

「人間が驚くのはな、傭よう兵へい。思いがけないからだ。そんな事が起こるはずないと、無意識に思っているからだ」

　確かに追おい剝はぎ魔女の使った〝光の矢〟や、ゼロが出した〝突とつ如じよ出現する土の箱〟は、俺が持つ魔術の常識を覆くつがえしていた。走りながら魔法陣が描けるとは思えないし、生贄を捧げているようにも見えなかった。無論悪魔の姿など見えもしない。近ごろウェニアスの魔女は得体の知れない魔術を使うらしいと噂うわさには聞いていたが、あれは完全に予想外だ。

「俺の常識が間ま違ちがってたってのか？」

「その、逆だ。常識が覆った。厳密に言えば、〈鳥追スタィム〉は魔術ではない」

「魔ま術じゆつじゃ……ない？」

　では、一体あれはなんだったと言うのか。俺おれが質問を口にする前に、ゼロが答えた。

「そう。魔術ではなく、あれは〝魔ま法ほう〟だ」

「ま……ほう……？　って……」

　俺は耳慣れない言葉を繰くり返かえす。だが口で言葉をなぞったところで、その意味が理解できるわけもない。俺がよほど珍ちん妙みような表情を浮うかべていたのか、ゼロは小さく噴ふき出だした。

「何笑ってやがる！」

「いや──荒あらくれ者ものの傭よう兵へいが、なかなか可愛い顔をするものだと思ってな」

「か、かわ──！　可愛いって、お前な……！」

「照れるな、傭兵。ますます可愛いぞ。抱だき締しめたい衝しよう動どうに駆かられる」

　俺みたいな傭兵を捕つかまえて可愛いだなどと、とてつもない侮ぶ辱じよくをしてくれる。

　俺は気まずい気持ちを誤ご魔ま化かしたくて、いい匂においを漂ただよわせ始はじめた肉に乾かん燥そうさせて砕くだいた香こう草そうと塩を振ふり掛かけた。塩の落ちた炎がぱっと黄色い色を上げる。

「心配しなくても、ちゃんと説明するとも。三流だなどと思われては泥どろ闇やみの魔ま女じよの名がすたるのでな。だが魔法の詳しよう細さいな説明に入る前に、まずはお互たがいの意識共有が必要だ。そもそも魔術とはなんであるのか、というな。魔術を知らずして魔法は語れない」

　ゼロは木の枝を拾い上げ、地面を削けずって奇き怪かいな記号を描かき始はじめた。一つ記号を描き終わると、その隣となりにまた記号──いくつもの記号の連なりは、見る間に一つの円を形成する。

「──魔ま法ほう陣じんか？」

「そうだ。悪あく魔まを召しよう喚かんするには、絶対に魔法陣が必要だ。魔法陣とは魔女にとっての聖域であり、魔女の精神を増ぞう幅ふくする力を持っている。そして何より、召喚した悪魔から身を守るという極めて重要な役割もあるのだ」

　ゼロは丸く描いた記号の周囲を、ぐるりと円で囲みこんだ。とても人間が木の枝で描いたとは思えないほどの完かん璧ぺきな真しん円えんだ。その円の中にも四つの小さな円が等とう間かん隔かくに配置され、俺には読めない文字や理解できない記号が細々と書き込まれていく。

「悪魔から身を守るってのは？　召喚した悪魔が襲おそってくるのか？」

「襲われるどころか、もし魔法陣に不備があれば交こう渉しように入る前に悪魔に食われる。だから全ての魔女はまず、正確に魔法陣を描く訓練をするのだ。完璧な円に、完璧な直線、完璧な記号。それが描けなければ魔女にはなれない」

「命がけじゃねぇか……」

「そう……悪魔の召喚はいつだって命がけだ」

　言い切って、ゼロは魔法陣を描き終える。

　この魔法陣で、悪魔をねぇ……。そこまで思って、俺は愕がく然ぜんとしてゼロを見た。

「おい待て！　まさかお前、ここで悪魔の召喚をしようってんじゃ──！」

「そのまさかだ。まあ、見ていろ。なかなかおもしろいぞ」

　よせ、やめろと叫さけぶ俺おれの声を無視して、ゼロは魔ま法ほう陣じんに両手をかざし、ぶつぶつと呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始めた。止めたかったが、魔ま術じゆつの途と中ちゆうで変に邪じや魔まをするのも恐おそろしい。俺はいつでも逃にげ出だせるように腰こしを浮うかせかけたまま、しかし逃げる踏ふん切ぎりもつけられずにおろおろしながらゼロと魔法陣を交こう互ごに見た。

　それから──五分ほども経っただろうか。ゼロは同じような呪文を詠唱し続けている。

　さすがに警けい戒かいするのも飽あきてきた。このまま何も起こらないんじゃねぇか？　思い始めた瞬しゆん間かん、魔法陣が光った。透とう明めいな青い光だ。その光の向こうに、何かがいる。

　──やべえ、出た。本当に何か出やがった……！　俺は思いきり魔法陣から飛び退いた。

　一いつ瞬しゆんの後に光が消え、俺は魔法陣の中央に出現したそれをしばし凝ぎよう視しした。

　人の形をしていた。だが、人とは違ちがう。深い緑色の両目には白目がなくて昆虫のようだし、背中からも透明な虫の翅はねがはえている。そして──恐おそろしく小さい。

　俺の手の平より小せぇぞ、これ。

「これが……悪あく魔まか？」

「そう、悪魔だ。しかし……こう言ってはなんだが、怯おびえ過すぎじゃないか？」

「うるせぇな！　悪魔に怯えねぇ人間なんざ魔ま女じよ以外に存在しねぇよ！」

　魔法陣から遠く離れ、尻尾しつぽの毛が全て逆立つほど全力で警戒している俺を見て、さすがにゼロが呆あきれたような顔になる。

「いいから、近くで見るといい。嚙かみ付つきはしない。悪魔と言っても、これは妖よう精せいだ」

「あ、悪魔と妖精は違うだろうが……！」

「違わない。本質的には同じものだ。時代や地域によって呼び名は異なるが、こういう人ならざる者達を、魔女は総そう称しようして悪魔と呼ぶ。妖精も、精せい霊れいも──もちろん神もな」

　俺はさすがにぎょっとした。

「神と悪魔を一いつ緒しよにしたらまずいんじゃねぇのか？」

「異教の神はみな悪魔とするのが教会の理念だろう。つまり神と悪魔の違いなど、人間による信しん仰こうの違いでしかないと教会も認めている」

　そう言われてしまうと、なるほどそうかと思いもする。そもそもどの神も信仰していない俺からすれば、唯ゆい一いつ絶対の神などというものよりはよほど信じられる話だ。

　俺はじりじりと魔法陣へと近づき、その中で不安げにしている小さな悪魔を見た。リーン、リーンと、虫の羽音ような音を立てている。

「……怯えてるんじゃねえのか？　こいつ」

「だろうな。これほどの下位悪魔が召しよう喚かんされる事はまずないから、慣れていないのだ」

「悪魔に下位や上位があるのかよ」

「ある。悪魔には厳格な序列があるのだ。上位の悪魔は強大な力を持ち、多数の悪魔を従えている。なので上位の悪あく魔まの召しよう喚かんに成功すれば、多くの下位悪魔の召喚方法を教えてもらえるというわけだな。そうして大木の枝のように魔ま術じゆつは広がってきたのだ」

「で、この悪魔は？」

「最下位に極めて近い。力も弱く、握にぎり潰つぶせば死ぬだろう」

　なんだ、怯おびえて損そんした。しかし、俺おれより弱い悪魔が存在するとは驚おどろきだ。

「さあ、小さな悪魔よ──我わが輩はいの願いを叶かなえておくれ」

　ゼロが木の枝を差し出すと、悪魔はじっとそれを見た。大きく息を吸い込み──火を吹く。火は枝に燃え移り、悪魔はお伺うかがいを立てるようにそっとゼロの顔を見た。

「確かに。──ここに契けい約やくは成立した。ご苦労だったな」

　よしよしとゼロは頷うなずき、腰こしから提げていた袋から小さな木の実を取り出した。それを割って悪魔の口に放り込むと、悪魔はクスクスと肩かたを揺ゆらしてからふっと消える。

　俺は一いつ瞬しゆん前まえまで悪魔がいた、しかし今は何もいない空間を見つめて感かん嘆たんの息を吐はいた。

「素直に、すげぇな……実際に魔術や悪魔を見るのは初めてだ」

「概おおむね想像通りだっただろう？　魔ま法ほう陣じんを描かき、呪じゆ文もんを唱え、呼び出し、交こう渉しようする」

　ゼロは枝の先の火を吹き消した。確かに、想像通りだ。想像していたよりも、随ずい分ぶんと可愛らしい悪魔ではあったが、手順だけを見れば俺が常識としている魔術と変わらない。

「──さて。ここで例の本が出てくる。狩しゆ猟りよう・捕ほ縛ばく・収しゆう穫かく・守護の四章からなるその本には、これらの儀ぎ式しきを行わず、呪文の詠えい唱しようのみで魔術を起こす方法が書いてあるのだ」

　言いながら、ゼロはくるりと指を回して見せた。その指先に、ふっと小さな炎が灯る。

　俺は目を見開き、咄とつ嗟さに火から距きよ離りを取った。

「これは、たった今召喚してみせた悪魔の力だ。〝ごく小さな火を起こす〟というな。魔法陣も描かず、悪魔の召喚もしなかったが、結果は見ての通り。──これが魔法だ。今は呪文を唱えなかったが、本来ならば〝カーロ・ライ　火よ宿れ　狩猟の章・第一項こう〈掌火レクス〉承認せよ──我はゼロなり〟と唱える必要がある」

「じ……呪文まで省略できるのか？」

「訓練を積み、熟じゆく練れんすれば可能だ。呪文は三つの構造で成り立っている。今見せた魔法で言うなら、〝カーロ・ライ〟は悪魔への働きかけ。〝火よ宿れ〟は自分自身を導く明確な意思表示。最後に術名と自分の名で締しめくくるのは、まあ一種の気合だな」

　気合の問題なのか……？　思わずこぼすと、ゼロは力強く頷いた。

「術名を口にし、自分の名を名乗る。これは魔法において極めて強力な補ほ助じよになる。そして熟練するにつれて、補助は必要なくなっていくものだ。最終的に、呪文は心で唱えれば事足りるようになる──いわゆる、祈いのりだな。便利だろう？　火打石がなくても火がつくぞ」

　確かに便利そうだ。俺は普ふ通つうの人間よりはるかに手がでかいから、手に合う大きさの火打石がなくて火をつけるのに苦労する。俺が感心して溜ため息いきをつくと、ゼロは指先で揺れる火を吹き消した。俺おれの常識が間ま違ちがっているわけではなく、常識が覆くつがえったという言葉の意味が、ようやく少し摑つかめてくる。しかし、それにしても、だ。

「召しよう喚かんもしてねぇ悪あく魔まの力を、どうやって借りてるんだ？　召喚する必要があったから、今までだってそうしてきたんだろ？」

「いや、そうではない。ただ──今まで誰も試さなかった」

　誰だれも、試さなかった？　それじゃあ、つまり──。

「そんな……馬鹿な話があるか！　じゃ……今までは無む駄だな事に膨ぼう大だいな時間を割いてたって事か？　召喚しなくてもいい悪魔を、わざわざ召喚するために？」

「そうだ。一声かければいいだけなのにわざわざと喚よび出だして、無駄に世界を危険に晒さらし、そのための防ぼう衛えい策さくを考る。それが、魔ま術じゆつだったのだ。〝どうやって悪魔を召喚せずに魔術を使うのだ？〟という話ではない。〝何故必要もないのに悪魔を召喚していたのだ？〟という話なのだ、これは」

　──最初の一歩を間ま違ちがえた。

　そして魔術は、その間違えた一歩を基準に発展してきた事になる。それこそ何百年もの間、そもそもの間違いに気付かずに。何も言えずにいる俺に対して、ゼロは続けた。

「盗まれた本には、この魔ま法ほうについての基き礎そ理論が記してある。悪魔を召喚せずとも魔術は使える、というな。それと共に、複数の悪魔の名前と能力、呪文と必要な贄にえが書いてある。そもそも、悪魔によってできる事は最初から決まっており、交こう渉しようの余地などなかったのだ。炎に塩を入れると黄色くなるというような決まり事が、悪魔にもある」

　そこで、一いつ旦たんゼロは言葉を切った。

「我輩は、これを悪魔の契約法則──魔法と呼ぶ」

　ようやく、耳慣れない〝魔法〟という言葉に意味が追いついてきた。

　それは〝悪魔の召喚〟という、魔術の中で最も難しく手間のかかる工程をすっぱりと削そぎ落おとし、魔術を簡単に、なおかつ短時間で使えるようにした新しい技術だ。

　一国の王を自室に呼びつけて願いを聞いてもらうのと、手紙と貢みつぎ物ものを贈おくって願いを聞いてもらうのと、どちらが簡単かと考えたらどう考えても後者だろう。それだと言うのに魔女達は、王を自室に招く方法を延々と研究し続けてきたわけだ。

　──それが、一冊の本で正されたとしたら。

　魔女を倒たおすには千人の兵が必要で、その千人の兵さえ、たった一人の魔女に殺される。それでも教会が──世界が魔女に勝てたのは、魔術には手間と時間がかかるからだ。儀ぎ式しき中ちゆうの魔女は無防備で、殺しやすかったからだ。強力な魔術を操れる魔女は少なく、一人の魔女を殺せばそれだけで勝利と言えたからだ。

　──だというのに、短時間で魔術が発動する〝魔法〟が世界に広まったとしたら……。

「どうやら、笑い事じゃねぇらしいな」

　技術の転てん換かん期き、というものが世界にはある。鉄の発見で戦争が変わり、車輪と馬車の開発で商業が変わった。では魔ま法ほうの発見で何が、どう変わるのか──。

　まず、魔ま女じよが力を持つだろう。昨日の追おい剝はぎ魔女や、ゼロのような存在が増えたら、教会と魔女との戦争が再び起こる可能性が高い。いや──可能性どころか、だ。

　今まさに、このウェニアスで起こっているじゃねえか。五百年も隠かくれ暮くらしていた魔女達が、今になって反乱を起こしている。これが、盗ぬすまれた本と無関係なわけがない。

「で、その盗まれた本に書いてある〝魔法〟を、昨夜の追い剝ぎ魔女が使ったと」

　俺おれがまとめると、そういうわけだな、とゼロは肩かたを落とした。

「あいつが本を盗んだのか？」

「いや、違ちがう。あれはまだ駆かけ出だしだ。どこで本を読んだのか聞いてみたが、暴あばれ狂くるってほとんど話にならなかったので捨ててきた。どうも誰だれかから教わったらしい」

「教わったって──あぁ……」

　本はつまり読むもので、一冊の本に書かれた知識は数万人の知識に変わる。

　──とすると、だ。問題は魔女だけに留とどまらないのではないか。話を聞く限りでは、呪じゆ文もんを唱えて贄にえを差し出すだけで魔法は発動するわけで……。

「つまり魔法ってのは……誰でも使えるのか？」

「いや……そうでもない。魔法には向き不向きが強く出るのだ。才能があれば使えるが、なければ何をどうしようが使えない。知識では乗り越えられない領りよう域いきが確かに存在する」

「その才能ってのは、どう見極めるんだよ」

「簡単だ。ただ、初歩の呪文を唱えてみればいい。発動の兆きざしがあれば才能はあり、なければ才能もない。そしてもし才能があれば、その習得に必要な年月はたかだか五年だろう」

　なるほど──最悪だ。魔法が恐おそろしく強い力である事は間ま違ちがいない。だというのに、才能さえあればたかだか五年程度で使えるようになるのなら、確実に誰かが悪用を考える。

　ようやく、俺はゼロの危き惧ぐに追い付いた。

　──確かに、世界が滅ほろぶかもしれない。

　本一冊どころか、その一頁ページ。まさにゼロの言葉の通りだ。

　俺は大木の幹を貫つらぬいた光の矢──〈鳥追スタィム〉を思い出していた。通常、あの威い力りよくを弓で出そうと思ったら、巨大な弓に鉄で作った矢が必要になってくる。そして、その弓を引ける全身筋肉の化物が──。戦場にそんな男が一人いれば十分な脅きよう威いだ。それが〈鳥追スタィム〉なんて魔法を使う連中が集団で現れたら、敵軍は間違いなく敗走を強いられる。

　いや、まともに軍として統率が取れているならまだいいだろう。魔法を使う連中が暴徒と化して、盗とう賊ぞく行こう為いを始めたら？　どうしようもない下げ種す野郎に、途と方ほうもない魔法の才能があったら？　誰が、どうやってそれを抑おさえ込こめる？

　魔法が広まれば、あらゆる力の均きん衡こうが崩くずれる。それは混乱の始まりで、戦争の始まりだ。

「随ずい分ぶん迷めい惑わくな本じゃねぇか。なんだってそんなもんが……」

「それは──」

　ゼロが口を閉ざしたのと、俺おれが立ち上がったのはほぼ同時だった。

　殺気だ──今確かに、どこかから。だが殺気を発した人物を探し当てるより前に、耳が異音を捉とらえてそちらに意識を持っていかれた。ゼロも同じく気付いたようで、ついと森の方へと視線を投げる。

　そう、森だ。とてつもない質量を持った何かが、森の奥おくからまっすぐに突つっ込こんでくる。

「……おい、噓うそだろ。冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　それは木々を薙なぎ倒たおしながら、轟ごう音おんと共に砲ほう弾だんのような勢いで森から飛び出してきた。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、俺の頭にウェニアスの地図に書いてあった一文が浮うかび上あがった。〝──注意！　森に野生のエブルボアが生息〟

　確かに、超大型の猪いのししだ。しかし、いくらなんでも、これは──。

「で──か過ぎるだろうが常識的に考えて！　俺よりでぇけじゃねぇか！」

　これがどうして叫さけばずにおれようか。エブルボアは一切の誇こ張ちようなく、見上げるほどの巨体を誇こ示じしていた。身長が軽く二メートルある俺と目線が合うのだから笑えない。潰つぶれた左目と全身の傷の数を見るに、数多くの猟りよう師しを撃げき退たいし続けてきた歴戦の猛も者さだろう。

　そいつが唯ゆい一いつ残っている右目を血走らせ、口からだらだらとよだれを垂らしながら俺に狙ねらいを定めている。今にも突とつ進しんしてきかねない超興奮状態だ。口の両りよう端たんからは鋭するどい二本の牙きばが突き出しており、あれで貫つらぬかれたら獣けもの堕おちでも上半身と下半身が泣き分かれる。

　獣堕ちの性質上、俺は動物に嫌きらわれる。その体質を、今ほど憎にくんだ事はない。

　逃げるか？　いや、無理だ。突っ込んできた速度を考えると、森に駆かけ込こんだとしてもこいつからは絶対に逃げられない。ゼロを抱かかえていたら一層無理だ。戦うしか、ない。

　突進の瞬間に横に跳とんで、側面から頭を狙う。目を潰せれば一番だが──上手くいくか。俺は剣けんを引ひき抜ぬいた。光が刃はに反射してエブルボアの目をかすめ、それをきっかけに猛然と俺へと突っ込んでくる。横に跳ぼうとした瞬間──俺はすぐ背後でぼんやりと突っ立っているゼロに気が付いて踏ふみとどまった。

　この馬鹿、どうして──。

「馬鹿野郎！　なに突っ立ってる！」

　咄とつ嗟さに体を捻ひねってゼロの体を引き寄せ、俺は地面を転がった。猪の牙が俺の背中をかすり、ひやりとする。すぐさま態勢を立て直し、今度こそゼロを安全な場所に追いやろうとすると、何を思ったかゼロが俺の正面に立った。──つまり、俺とエブルボアとの間に。

「うん……丁度いい。実戦で魔法の〝形〟を見せてやろう。詠えい唱しようの省略もなしだ」

　見ていろ、と言うなり、ゼロはごく優ゆう雅がに両りよう腕うでを振ふり上あげた。突進を避よけられたエブルボアが、再度攻こう撃げきをしかけようと地を蹴けるのと同時に、ゼロが叫ぶ。

「ミーザ・リ・キブ　蠢うごめき捕とらえ締しめ上あげろ！　捕ほ縛ばくの章・第八項こう──〈蔦籠カプラタ〉！　承認せよ、我はゼロなり！」

　──何が起こったのか、俺おれは咄とつ嗟さに理解する事ができなかった。

　起こった事実だけを言うなら、ます地面から無数の蔓つる植しよく物ぶつが飛び出してきて、猪いのししの脚に絡からみ付ついて転ばせた。転んだ猪の体にさらなる蔓が絡み付き、ついに猪はまったく身動きが取れなくなった。呪じゆ文もんの詠えい唱しようはたかだか数秒。起こった現象はまさしく魔ま術じゆつ。

　これが──魔ま法ほうか。ゼロがこれを使えるのなら、どう考えても俺など必要ないだろう。俺の傭よう兵へいとしての存在意義が深刻な危機に瀕ひんしている。

「ところで、傭兵」

　仰あお向むけにひっくり返った状態のまま、前脚と後ろ脚をばたばたさせているエブルボアの滑こつ稽けいな姿を呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、ゼロがふいに俺に振ふり向むいた。

「これは食べられるのか？　美味いのか？」

　ああ、と。俺は気のない声を上げる。肯こう定ていではない。ただそれ以外に言えなかったのだ。

　俺はそっと目頭を揉もみ解ほぐし、「そうか、食えるか」と表情を輝かがやかせたゼロを静かに制する。

「いや……違ちがう。美味いだろうが……狩しゆ猟りよう禁止だ。──逃にがせ」

　ゼロはいかにも残念そうに肩かたを落とし、とぼとぼと猪に歩み寄った。

　そして、興奮し過ぎて口から泡あわを吹いている猪の眼前で、パキンと軽く指を弾はじいた。途と端たんに猪は大人しくなり、きょとんとした目でゼロを見つめ返す。

「我わが輩はいを襲おそっておいて食われずに済むとは、運のいい肉の塊かたまりめ。この幸運に感謝して、二度と我輩の前に姿を現すんじゃないぞ」

　などとゼロが言い聞かせる間にも、猪を縛しばり付つけていた蔓はするするとほどけて地中へと引っ込んでいく。解放され、ゼロの言葉通りにのそのそと森に戻もどっていく猪の後ろ姿を残念そうに見送ってから、「さて」とゼロは空を仰あおいだ。同時に、俺は木の陰かげをちらと見る。

「──そこか！」

　鋭するどく言って、ゼロが弓を引く動作を取った。〈鳥追スタィム〉だ。ゼロの手に三本の光の矢が出現し、一本の木を目め掛がけて空くうを裂さいた。全て木の幹に突つき刺ささり、甲かん高だかい悲鳴が上がる。

　よし。どうやら、魔法に慣れた。というか、恐きよう怖ふの感覚が一部麻ま痺ひした。魔法を見るたびにびびってたら身がもたないからな。傾かたむいた木の陰から転がるように飛び出してきた姿を見て、俺は顔全体に皺しわを寄せて低く唸うなった。あの派手な金きん髪ぱつには見覚えがある。

「てめぇ……昨日の追おい剝はぎ魔ま女じよか！」

「待て傭兵！」

　相手が体勢を崩くずしている今が好機と、俺は剣けんを抜ぬいた。しかしゼロが、俺を鋭するどく制する。

「あれは子供だ」

「子供って──」

　俺おれは改めて、地面に這はいつくばっている金きん髪ぱつを睨にらんだ。それは確かに小さく、よくよく見れば子供と言ってさし障さわりないほどだ。俺は昨晩、あれから必死になって逃にげてたのか？

　思うと急に情けない気持ちが込み上げてくる。俺が大人しく剣けんから手を離すと、ゼロは俺にその場に留まるようにと身み振ぶりで示し、大おお股またで小さな魔ま女じよに歩み寄った。

「随ずい分ぶんと手て荒あらな事をしてくれたな。あの猪いのししを我わが輩はい達にけしかけたのは君だろう」

「なんで──邪じや魔まするんだよ！　あんただって魔女なのに！」

　地面に這はいつくばっていた魔女は、質問には答えず鋭するどく怒ど鳴なってゼロを睨にらみ上あげた。

「獣けもの堕おちの首が、魔女にとってどれくらい価値があるか知ってるだろ？　どうしてもその首が必要なんだ──なのに、なんで邪魔するんだよ！」

「これは我輩の傭よう兵へいだからだ。死なれては困る」

「僕ぼくが先に目を付けたんだぞ……！　そっちが横取りしたんじゃないか！」

　俺は不覚にもぎょっとした。

　僕、と言ったか。あの魔女は。魔女と言うからには、魔ま術じゆつを使う人間は全て女だと思い込んでいたのだが、この魔女は少年らしい。いや、考えてみれば、十三番とやらも男なのか。なら魔術を使うのに性別は関係ないのか？

「どちらが先に目を付けていようと関係ない。重要なのは、今、誰だれの手にあるかだ。君のようなわっぱには、尻尾しつぽの毛の一本たりともくれてはやらん。くれてやったとして、君にあの首は扱あつかえまい」

「何を──！」

「〈鳥追スタィム〉一つまともに扱あつかえぬ魔女もどきには、分不相応な代物だと言っているのだ。諦あきらめる事だな。君の力では我輩はおろか、傭兵すら殺し切れん」

　人の首をやるのやらないのと、物のように言う奴やつらである。腹は立ったが口を挟はさめる雰ふん囲い気きではないので黙だまっておく。基本的に、俺は誇ほこりなんぞより自分の身が大切だ。

「だからこそ……」

　がりりと、少年が土を摑つかんだ。

「だからこそ、僕にはそいつの首が必要なんじゃないか！」

　少年は叫さけぶように言って立ち上がった。

「僕は、なんとしてでも──強くならなくちゃいけないんだぁあ！」

　腰こしの袋から何かを取り出し、握にぎり砕くだいて周囲に撒まく。──瞬しゆん間かん、少年の髪かみと服が風に吹き上げられたように舞まい乱みだれ、空気が振しん動どうする異音が高く響ひびいた。

「バグ・ド・グ・ラート──劫ごう火かよ集い爆はぜ燃もえよ！」

　呪じゆ文もんだ。魔法を使う気らしい。その前に殺さなければ、俺が殺される。俺は剣を握った。

「ほう。〈炎縛フラギス〉を使うか。──おもしろい」

　だが、ゼロの小さな囁ささやきが俺の動きを止めさせた。かすかに伏ふせた瞼まぶたと冷笑──それが昨晩のゼロの姿と重なって、俺おれの体を竦すくませる。──少年が踊おどるように両りよう腕うでを開き、空を抱だいた。炎の蛇へびが少年の体を這はい登のぼり、その両手に収束する。

「狩しゆ猟りようの章・第六項こう──〈炎縛フラギス〉！　承認せよ、我が名はアルバス！」

　少年が叫さけんだ。すうと、ゼロが細く息を吸う。

「〈却きやつ下か〉だ。承認せよ──我はゼロなり」

　静かな、だがはっきりとした宣言だった。今にも弾はじけんばかりだった炎はその瞬しゆん間かん霧む散さんして、少年は混乱しきった表情で力を失った両手を凝ぎよう視しする。
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「そんな──なんで！　なんで、なんで……！　確かに発動してたのに！」

　今にも泣き出しそうな声で少年が喚わめいた。ゼロが歩み寄ると、びくりと肩かたを震ふるわせる。

「あ……」

「舐なめるな、わっぱ。それは我わが輩はいのものだ。我輩の魔ま法ほうだ。我輩の知恵であり、我輩の力だ。それを我輩に振ふるうなど片腹痛い」

「なんだよ、それ……どういう──」

「言こと霊だまと贄にえをもって、召しよう喚かんなくして悪あく魔まの力を行使するその技術──【ゼロの書】より学んだと昨夜喚いたな。我輩がそのゼロだ。その本は我輩が書いた」

　ゼロの静かな勢いに押おされたように、少年は一歩下がった。そのまま、力なく座り込む。

　──ちょっと、待て。

　ゼロが本を書いた？　本って、世界を滅ほろぼすあの本か？

「……傭よう兵へい」

「うぉ！　ああ、おう、俺おれか？　何だ」

　少年と同じかそれ以上に呆あつ気けに取られていた俺は、急に呼ばれて文字通り飛び上がった。

「我わが輩はい、このわっぱから少しばかり話を聞こうと思うが──いいか？」

「いいかって……何で俺に──」

　聞くんだよ、と言いかけて、俺ははっとした。俺は魔ま女じよが嫌きらいで、あのガキは俺の命を狙ねらってきたわけだ。そいつから話を聞こうというのだから、一応俺に気を遣つかったのだろう。

　俺を無視して話が進めば不平不満も言えただろうが、気を遣われてしまうとむげにはできない。俺はがしがしと首の後ろを乱暴にひっかき、「好きにしろ」と短く答えた。

「ただし、鳥はやらねぇからな」

「無論だ。我輩もその気はない」

　くっくと笑ったゼロの声に合わせるように、少年の腹が盛大に音を立てた。

　俺はゼロと顔を見合わせ、次いで真っ赤になった少年の顔を見る。

「……やらねぇからな？」

　数分後、ゼロと少年がこんがり焼けた鳥を食う姿を、俺一人すきっ腹を抱かかえたまま眺ながめる事になったのは言うまでもないだろう。
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「僕ぼくは〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉で魔ま法ほうを覚えたんだ」

　アルバスと名乗った少年は、焼けた肉を口に押おし込こみながらそう切り出した。

　名乗った、と言っても本名ではなく偽ぎ名めいらしい。なんのための偽名だよと思ったが、魔術を操る連中は本当の名前を後生大事に隠かくし持もつものなのだと、ゼロとアルバスにそろって説明されては納得するしかない。

「〈ゼロの魔術師団〉って……まるでギルドか傭よう兵へい団だんみてぇな呼び名だな」

「職業で結束してるって意味では、ギルドと同じようなものかもね。〈ゼロの魔術師団〉に入る事が魔法を学ぶ絶対条件なんだ。決まりもあるし、罰ばつ則そくもある」

　言いながら、アルバスは服の襟えりを引き下げて赤い宝石の輝かがやくチョーカーを見せる。

　値打ちもんだな、と。金に汚きたない傭兵の性さがでつい思った。

「これが〈ゼロの魔術師団〉の証。正式に入団が許されるともらえる、〝あの方〟への忠ちゆう誠せいの証なんだ。〈ゼロの魔術師団〉の全員が、魔ま女じよの血けつ判ぱん状じようで忠誠の誓ちかいを立ててる」

「〝あの方〟ってのは？」

「十年前にウェニアスに〝魔法〟を広めて、〈ゼロの魔術師団〉を作った人だよ。誰だれも名前も知らないし、お姿を見た事もないから、みんな〝あの方〟って呼んでるんだ」

　という事は、〝あの方〟とやらが十年前に〈弓ゆみ月つきの森〉で【ゼロの書】を奪うばい、ウェニアスに持ち込んで〈ゼロの魔術師団〉を作ったのだろう。何が目的かは知らないが、魔女の反乱が起きているウェニアスの現状を考えれば、あまり穏おだやかな目的ではなさそうだ。

「〝あの方〟は高こう潔けつで、誇ほこり高くて、人を差別しないんだ。魔女でも、普ふ通つうの人間でも、才能さえあれば誰にでも魔法を教えてくれて、魔法はどんどんこの国に広がっていった。実際、〈ゼロの魔術師団〉には元浮ふ浪ろう者しやや孤こ児じなんかがたくさんいる」

　それで、とアルバスは言葉を繫つないだ。

「その魔法について書いてあるのが、【ゼロの書】。〈ゼロの魔術師団〉の聖典になってる。十年前からずっとね。だから僕はてっきり、〝あの方〟が書いた本だとばっかり……」

　アルバスに視線を向けられて、ゼロは軽く肩かたを竦すくめた。

「表紙は黒こく檀たんで、蝶ちよう番つがいは金だろう？　ならばそれは我輩の本で間ま違ちがいない」

　ゼロの答えは淀よどみない。──どうやら、盗ぬすまれたのだと伝える気はないようだ。賢けん明めいな判断だろう。自分達が聖典にしている本を盗とう品ひんだと言われたら、誰だって反発する。現状でさえ、アルバスはゼロを信じるべきなのか、それとも偽にせ者ものめと罵ののしるべきなのか判断をつけかねているようだ。さすがに、実力が桁けた違ちがいな事は察しがついているようだが──。

「──信じられないか？」

　アルバスはうつむき、ゆるゆると頭を振ふる。

「分かんない……けど、ゼロは魔ま法ほうを使うし……もし本当にそうなら……」

　アルバスはまっすぐにゼロを見た。

「ゼロは僕ぼく達の仲間……だよね？」

　照れたように笑うアルバスに、ゼロは少しだけ微ほほ笑えむ。肯こう定ていも、否定もしなかった。そしてアルバスは、沈ちん黙もくを勝手に肯定とみなして満足そうに頷うなずく。

「で？　その〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉が、なんだって国を相手に戦争をやらかしてるわけだ？」

「……我が慢まんができなくなったからだよ」

　すっと、アルバスの表情に影かげがさした。〈ゼロの魔術師団〉や〝あの方〟について語るときの快活さとはまるで違ちがう、ひどく冷たい雰ふん囲い気きだ。

「ウェニアスには昔から、たくさんの魔ま女じよがいる。薬を作ったり、占うらないしたりして、村の人達とも交流があったんだ。薬や占いのお礼に、パンや甘いお菓子もらったりしてさ」

　いわゆる、魔女と人間との理想的な共存関係だ。難なん病びようを治す魔女の薬やら、失せ物を探す占いの話は俺おれも聞いた事がある。白魔女とか呼ばれていて、そういった魔女達は、村の人間が魔ま女じよ狩がりから守る事すらあるらしい。

「この国の魔女は、そもそも人間と共存するための魔術しか知らなかった。けど結局人間にとって魔女は悪の象しよう徴ちようで、何か都合の悪い事が起これば全部魔女の責任にして狩かり殺ころす。そんな世の中に我慢できなくなったんだよ。何も悪い事なんかしてないのに、事あるごとに魔女を殺せってさ！　だから〈ゼロの魔術師団〉が立ち上がったんだ！」

　アルバスは吐はき捨すてた。その金色の瞳ひとみには明らかな怒いかりと、悔くやしさの色が強く滲にじんでいる。まるで、人間達を信じていたのに裏切られたとでも言うようだ。

「何もやってないって事はねぇだろうよ。魔女狩りが活発になったそもそもの原因だって、魔女が疫えき病びようを流行らせたからだって聞いてるぜ？　その魔女を火あぶりにしたら、怒いかり狂くるった魔女の集団が村を一つ焼やき払はらったってな」

　〈報復の狂きよう宴えん〉と呼ばれるその事件が、この国で起こっている魔女狩りの発ほつ端たんだと聞いている。ならば魔女狩りは自業自得だ。魔女が疫病を流行らせたくせに、それで殺されたからと言って人間達に報復しては、大だい規き模ぼな魔女狩りが起こって当然だろう。

　そう言外に言った俺に、当然アルバスは食ってかかってきた。

「──疫病？　その疫病を魔女が流行らせた証しよう拠こが、どこにあるっていうわけ？」

「知らねぇよ。俺は噂うわさを聞いただけだからな。だが、証拠があったから焼かれたんだろ」

「何も知らないくせに──適当な事言うな馬鹿！　証拠なんてなかった。ただ、疫病が流行った村の近くに魔女が暮らしてただけだ！　なのにあいつらは、たった一人の魔女をよってたかって捕つかまえて火あぶりにしたんだぞ！　そんな奴やつら、村ごと焼かれて当然だ！」

「村ごと焼かれて当然……ね」

　怒ど声せいを上げたアルバスに、俺おれはわざとらしく嘲あざけりの表情を浮うかべて見せた。

「つまり──やったんだろ？　報復だろうが何だろうが、村を一つ潰つぶして村人全員を虐ぎやく殺さつしたんだろうが。だったら、何も悪い事なんかしてないって話にゃならねえやな。大だい規き模ぼな魔ま女じよ狩がりが起こる原因を、この国の魔女達は確かに作ったわけだ」

「それは……！　けど……じゃあ、殺されても黙だまってればよかったって言うのかよ！」

「別にそうは言わねぇさ。だが、魔女を殺した報復に、村を一つ焼いたんだろう？　たった一人の魔女に対して村一つ──なるほど。そいつぁ随ずい分ぶん対等な報復だ」

　俺が嗤わらうと、アルバスは明らかに動どう揺ようして金色の瞳ひとみを揺ゆらめかせた。

「それは……だって……！」

「聞くがよ、坊主。死んだ村人全員が、赤ん坊にいたるまで魔女狩りに加担したのか？　ただその村に住んでたってだけで報復の対たい象しようか。無実の村人はどうなる？　たまたまいただけの村人は？　それとも、ちゃんと選んで殺したのか？　違ちがうだろうよ」

「それは……！」

「無差別に村人を殺したお前らの報復が正当なんだってんなら、その報復に無差別に魔女を狩るのだって正当だろうよ。結果、始まるのは報復の報復で、つまり正当な戦争だ。魔女と、それ以外のな。発ほつ端たんが人間だろうと、魔女だろうと──小競り合いを戦争にした原因は〈報復の狂きよう宴えん〉だ。お前ら魔女が戦争を起こしたんだよ。その事実は間ま違ちがいねぇ」

　アルバスは唇くちびるを引き結び、憎にく々にくしげに俺を睨にらんだ。──少し、言い過ぎたか？　魔ま術じゆつ師しとは言っても相手はガキだ。

「だって……ソーレナは村を救おうとしたんだ……！」

　目に溜たまった涙なみだを必死に流すまいとしながら、アルバスは絞しぼり出だすように言った。

「ソーレナ？」

　俺が聞き返すと、アルバスは思い切り顔を顰しかめた。

　不快そうと言うよりは、どこか痛そうな顔に見える。

「偉い大だいなるソーレナ……殺された魔女だよ。〈報復の狂宴〉の原因になった」

「ああ……」

「彼女はこの国一番の魔女だった。一番長生きで、一番優しくて、本当に偉大な魔女だったんだ……！　ソーレナに治せない病気なんてなかったし、ウェニアスの高名な魔女達は、みんなソーレナから教えを受けてる。たくさんの人間を助けてきたんだ！」

　なるほど、この国の魔女の親玉格か。俺が内心で納得すると、

「──〝詠よみ月つきの魔女〟という」

　そう、ゼロが補ほ足そくした。

「詠月の……魔女……？」

「魔女はその在り方によって様々な系統に分かれているのだ。まあ、魔術への関わり方の違いだな。同じ鉄を扱あつかうのでも、細工師であったり鍛か冶じ屋やであったりするだろう」

「ああ、まあ……そうだな」

　同じ傭よう兵へいでも、使う武器や選ぶ戦場の傾けい向こうが違ちがうのと同じだろう。魔ま女じよや魔ま術じゆつと一口に言っても、その内部で細かく系統が分かれていても何もおかしな話ではない。

「詠よみ月つきの魔女は人間と接し、その願いを聞く事を常とする系統だ。だからこそ、魔術の応用や転用という発想力に優れており、詠月の系統から多くの素晴らしい技術が生まれた。悪夢を祓はらう香こうに、雨あま乞ごいの力を封ふうじた石。ウェニアスは詠月の系統が生まれた地であり、この地には多くの高名な魔女がいる。その代表者たる、偉い大だいなるソーレナ──一度お目にかかりたかった」

　うん、と。アルバスは誇ほこらしげに頷うなずいた。

「ソーレナは善良な魔女だった。一年前、ソーレナは疫えき病びように侵おかされた村を救おうとして魔術を使ったんだ。それなのにソーレナが疫病を流行らせてるって言われて──殺されて！　そんなのって酷ひどいじゃないか！」

「口だけならどうとでも言える。実際、ソーレナが疫病を流行らせたかもしれねぇだろう」

　言った瞬しゆん間かん、アルバスの目に殺気が宿った。

「よくもそんな侮ぶ辱じよくを──！」

「落ち着けわっぱ。傭兵が悪いのではない。これは世界の見解だ。世界は魔女を恐おそれている。それで怒おこって相手を殺しては、恐きよう怖ふを助長し魔女の悪を肯こう定ていする事になる」

「だけど──！」

　反論しかけて、アルバスは唇くちびるを引き結んだ。俺おれを説得するのは無理だと悟さとったのだろう。

　あいにく、根っからの魔ま女じよ嫌ぎらいだ。そう簡単に魔女を肯定する気にはならない。

　だが、戦争の図式は見えた。人間達がこの土地の魔女の代表者であるソーレナを殺し、その結果、今まで魔女狩りに耐たえてきた魔女達の怒いかりが爆ばく発はつした。そして起こった〈報復の狂きよう宴えん〉で魔女への恐怖心が助長され、国をあげての魔女狩りに発展──それに〈ゼロの魔術師団〉が抵てい抗こうし、戦争状態に突とつ入にゆうしたというわけだ。

「〝あの方〟は、魔女の真の平和のために戦ってる……この国から魔女狩りをなくそうとしてるんだ！　──だから、ソーレナの孫娘も〈ゼロの魔術師団〉に入った」

「……魔女に孫がいるのか？」

　あたりまえだろ、とアルバスは俺に蔑さげすみの目を向ける。どうも、完全に嫌われたようだ。

「魔女だって人間なんだから、そりゃ子供や孫ができる事もあるよ。で、〝あの方〟がお姿を見せないから、ソーレナの直系である彼女が代行者として〈ゼロの魔術師団〉を統率してるわけ。彼女も〝あの方〟に会えるわけじゃないらしいし、何か命令するわけでもないんだけど、目に見える長がいるって事が大事なんだ」

　なるほど──傀かい儡らいか。殺されたソーレナの孫娘ともなれば、〈ゼロの魔術師団〉とやらが団結するための大義名分として十分に機能するだろう。

「彼女はすごい美人でね！　賢かしこくて、勇気があって、ソーレナにそっくりなんだ！」

　不ふ機き嫌げん顔がおから一転して、アルバスは目を輝かがやかせながら、自分が奉ほうじる〝復ふく讐しゆうの象しよう徴ちよう〟の美点を延々と列挙し始めた。完全に心しん酔すいしているらしく、憧あこがれと恋心が混じり合ったような、背筋がかゆくなるような表情を浮うかべている。──こいつ、〝あの方〟への忠ちゆう誠せいじゃなくて、女への下心で戦ってるくちじゃねえのか……？

「魔ま法ほうもすぐに覚えたし、すらっとしてて背が高くて……あとおっぱいが超でかい！」

　なるほど。是ぜ非ひ一度お目にかかりたい。突とつ然ぜんそんな気分になってきた。別に理由はない。

「ソーレナの死でみんな気付いたんだ。魔ま女じよと普ふ通つうの人間が本当に共存するためには、一度ちゃんと戦わないとだめなんだって。魔女も人間で、殺されるのは嫌いやなんだって言わなきゃだめだって。でなきゃ魔女はこの先ずっと、意味もなく狩かられ続ける事になるって」

「まあ、だろうな」

　ウェニアスでは一年前──〈報復の狂きよう宴えん〉が起こるまでは魔女狩りが極きよく端たんに少なく、消極的ながらも魔女との共存が続いていたと聞いている。だが、消極的は消極的だ。いくら魔女を頼たよっていても、魔女に深く関わってはいけないというのは世界の暗あん黙もくの了解で、何か問題が起こればその責任を魔女に押おし付つける。

　つまり、魔女を人間扱あつかいしていないのだ。悪い事が起こったら魔女に責任を押し付けて、魔女を殺してしまえば解決すると、多くの人間が思っている。──それも、無意識に、だ。

　そんな共存、魔女からしたら不満じゃないわけないだろう。

　そして十年前、ウェニアスの魔女達は【ゼロの書】によって魔法という力を得た。魔法が五年で習得できるのなら、十年あれば一つの国に広まるには十分だ。

　戦いの火種があり、戦う力がある。そんな状じよう況きようで一度戦いの構図ができてしまえば、消極的な共存なんて平和な状態には戻もどれない。

「だから僕ぼくも、魔女の平和のために戦うって決めたんだ。どうせもう国との戦争は始まっちゃったんだから、黙ってたらみんな殺されちゃう。けど、僕はまだまだ弱いから……」

「それで、獣けものの戦士の首を狙ねらったか」

　ゼロの呟つぶやきに、アルバスは照れくさそうに笑った。

　そこ、照れるところじゃねぇぞ。俺の命がかかった結構血ち生なま臭ぐさい話だぞ。

「うん。獣けもの堕おちの首は最高の贄にえになるでしょ？　獣堕ちの首を贄にすれば、高位の魔法でも発動しやすいはずだから。ゼロなんか、さっき三本の〈鳥追スタィム〉を詠えい唱しよう無しで出してたよね。それに、僕の魔法を無効化できるなんて想像もしなかった」

　すごいなあ、と。アルバスはゼロに羨せん望ぼうの眼差しを送って溜ため息いきをついた。

　強さに憧れるガキらしい、夢見るような表情だ。

「僕も魔法との相性は悪くないんだ。使えるようになるのも早かったし。けど、魔力が低くてさ……高位の魔法は【ゼロの書】の通りにやっても全然発動してくれなくて……」

「間ま違ちがった事書いてんじゃねえのか？　その本」

　嫌いや味みのつもりだったが、ゼロは気分を害した風もない。

「それでいいのだ。あの本にはある種の仕し掛かけが施ほどこしてある。いわゆる安全装置だな。魔ま力りよくの低い未み熟じゆくな魔ま女じよには、高位の魔ま法ほうは扱あつかえないようにできている」

「その魔力ってのは？」

「まあ、言うなれば筋力だな。強ければ多少無理がきくし、不慣れでも魔法は発動する。それゆえ分不相応な魔法を質の高い贄にえの力で発動させ、暴走させてしまう事もある」

「俺おれの首でか」

「そう。君の首でだ。──我わが輩はいの〈却きやつ下か〉も、そういう状じよう況きようを見越してつけた安全装置の一つだ。高位の悪あく魔まに働きかけて、下位の悪魔の魔法を打ち消す」

　俺が納得して頷うなずくと、アルバスが目を輝かがやかせて俺ににじり寄ってきた。

「つまりね、僕ぼくはまだ力が弱いけど、獣けもの堕おちの首っていう凄すごい贄があったら、いざというときに高位の魔法が使えるんだ。そしたら魔ま女じよ狩がりの奴やつらが来たって、僕がみんなを守ってあげられる。だからお願い！　その首頂ちよう戴だい！」

「巫ふ山ざ戯けんな殺すぞクソガキ」

　殴なぐった。拳こぶしで。

　ぎゃん、と高い悲鳴を上げて、アルバスは涙なみだ目めで頭を抱かかえた。

「大体てめぇ、十五そこそこのガキじゃねぇか。守るのなんのと言う以前に、家族に守られてる立場だろうがよ。親が心配してるんじゃねえのか？」

「そんなのお前に関係ないだろ。戦う必要があると思ったら、子供だろうと戦うんだよ」

「あ、そう。そいつぁ豪ごう儀ぎなこって。そんで……？　どうするつもりだ？　魔女さんよ」

　本を取り返すんだろう？　と言外に俺は聞く。

　だがゼロが言ったように、事態は少々複雑そうだった。

「──わっぱ。【ゼロの書】は今どこにある？」

「それは……もちろん、学舎だけど……」

「学舎？」

　俺が聞くと、アルバスは「隠かくれ家が」とそっけなく言い直した。ゼロの言う〝穴ぐら〟と同じような意味らしい。

「案内を頼たのめるか。我輩、本に少しばかり用がある」

「もちろん！」

　アルバスは笑った。

「〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉は、悪意を持たずに来る者を拒こばまないからね」





２






　あらかた鳥を食くい尽つくした後、俺おれ達は森に挟はさまれた小道を抜ぬけて、砂岩で舗ほ装そうされた街道を歩いていた。目指すは【ゼロの書】があるという魔ま女じよの隠かくれ家が──学舎だ。

　アルバスが言うには、森を突つっ切きって歩けば二日で着く距きよ離りにあるらしいが、まずはその中ちゆう継けい点てんにある町、フォーミカムを目指す事にした。

　アルバスはフォーミカムを迂う回かいして学舎に向かう気だったらしいが、俺の方でフォーミカムに寄る必要があるのだ。

　フォーミカムは王都プラスタへ向かう旅人が必ず立ち寄る町だ。堅けん牢ろうな市し壁へきに守られており、プラスタでは「フォーミカムに入ったかどうか」を確認されると国境で兵士が教えてくれた。

　つまりフォーミカムで入門証明を受けずにプラスタに向かった場合、何らかの理由で主要都市に入る事を避さけた怪あやしい人間という扱あつかいになってしまう。

　当座の目的地はアルバスの学舎だが、最終的にはプラスタで十三番を探す予定なのだから、そうなると不都合だ。魔女を連れているという後ろぐらい部分があるだけに、正道を通ってなるべく問題を減らしておきたかった。

　俺とゼロはだらだらと並んで歩き、アルバスは一人でかなり先を歩いている。

　時々立ち止まって草を摘つんだり、カエルを捕つかまえて鞄かばんに押おし込こんだりする姿は実に子供らしかったが、「魔ま法ほうの贄にえを集めているのだろう」というゼロの解説で印象は一転した。あれは子供に見えても信用ならない魔ま術じゆつ師しだ。そんな魔術師に、魔女の本ほん拠きよ地ちへと案内させている。

　まったく、気の滅め入いる話だった。ゼロは〈ゼロの魔術師団〉に紛れて【ゼロの書】を取り返すつもりなのだろうが、果たして上手くいくのか。上手くいったとして、俺の首は無事なのか？

　そんな考えが、表情に出ていたのかもしれない。

「そう浮うかない顔をするな。魔女は他人の所有物に手を出したりはしない。我わが輩はいの下げ僕ぼくという事にしておけば、誰だれも君の首を狙ねらったりはしないはずだ」

「だといいけどよ……魔女の大群に首を狙われるなんてごめんだぜ」

「そうなったとしても、案ずる事はない。我輩が守ってやる」

「そりゃ頼たのもしいこった」

「噓うそだと思うか？」

「本当だとして、信じると思うか？」

　ゼロは一いつ瞬しゆん考えるように黙だまって、思わない、と楽しげに笑った。

「百年の孤こ独どくと百の裏切り──それだけが、真実強い戦士を作る。誰かを信じて背中を預あずければ、それは甘えとなり油断を生み、死を招く。だから信じろとは言わないさ。我輩は我輩の勝手で君を守る。我輩には君が必要だ」

「そりゃ……頼たのもしいこったな」

　思わず、正直な感想がこぼれた。正面に視線を戻もどし、がりがりと首の後ろをかく。

　──どうも、調子が狂くるう。守るだとか、必要だとか、言われた事のない言葉ばかりだ。

　視線の先では、アルバスが焦じれたように立ち止まり、俺おれ達が追いつくのを待っていた。しかしゼロの歩調はあくまでゆっくりとしている。

「……そっちこそ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺が聞くと、ゼロは不思議そうに首を反らし、質問の意味を問うように俺の顔を見た。

「いくらお前さんが強い魔ま女じよだっつっても、向こうは【ゼロの書】で魔法を学んだ魔女の集団なんだろうが。返り討ちにあったりとかよ」

「ほう……我わが輩はいが心配か」

「その理由を説明して欲しいか？」

「我輩が好きなのだろう」

「ちげぇよ！」

　怒ど鳴なると、ゼロはからからと笑う。

「我輩が死んで契けい約やくを果たせなくなる事を危き惧ぐしているなら、心配は無用だ。万に一つも、我輩が負ける事はない。たとえ分が悪いとなっても、一いつ旦たん引くくらいの思し慮りよもある。我輩一人では無理でも、十三番がいれば有う象ぞう無む象ぞうの魔女もどきなど取るに足らない存在だ」

　十三番ねえ、と。俺は呟つぶやく。ゼロの同門だとか言っていたが、随ずい分ぶん信しん頼らいしているらしい。

　いや──。信頼どころの話じゃないだろう。どう考えても、二人の間には絆きずながある。それがどんな種類の絆かは知らないが──。そこまで考えて、俺は慌あわてて首を振ふった。

　ゼロと十三番の間に絆があるから、どうだってんだ。どうでもいいだろうそんな事。

　何か別の、もっと有意義な事を考えるべきだ。そう、例えば──。

「あのよ。魔ま術じゆつを使う男がいるなら、なんで魔女って言うんだ？」

　うわあ……下らねぇ質問してんな、俺。

　しかし俺の下らない質問に、ゼロは疑問を感じた風もなく答えてくれる。

「それは順序が逆だ。魔術を使う女を、本来は魔女と呼んで区別したのだ。つまり、過去には魔女の方が少なかった」

「へえ……そいつぁ初耳だ」

「魔術とはな、傭よう兵へい。つまるところは学問だ。そして学問というものは、いつだって男が作り出す。だが男が作り出したからといって、男の方が秀ひいでているとは限らないだろう？」

「そりゃまあ、そうだろうな」

「魔術もそういうものだったのだ。しかし当然、男はそれが気にいらない。魔術師達は秀でた女魔術師を、魔女と呼んで蔑さげすんだ。追い立てられた魔女達は世界へ散り、魔術は世界へと伝わった。つまり世界の多くは、女の魔術師から魔術を学んだ事になる。そして魔術師の代名詞が魔ま女じよとなったのだ──と、聞いている。そういう経いき緯さつで今でこそ魔女の方が多いが、当然男の魔ま術じゆつ師しも存在する。そしてそういう存在は、時に苦々しいほどに恐おそろしい力を発はつ揮きするのだ」

「……十三番か？」

　ああ、とゼロは頷うなずいた。その声が妙みように眠ねむたげで、妙に甘い。

　なるほど、男女ね。俺おれは溜ため息いきをついた。

「どうした？　傭よう兵へい。まさか妬やいたか？」

「自うぬ惚ぼれんな。のろけ話に吐はき気けがしてるだけだっての」

　俺が舌を出して鼻の頭に皺しわを寄せると、ゼロは楽しげにくすくすと肩かたを揺ゆらした。

「のろけに聞こえるのならば、それは嫉しつ妬とだろう。我わが輩はいは、我輩の協力者たりえる男の話をしているだけだ」

「お前の協力者が、そのまま俺の協力者とも限らねぇのが傭兵の世界なんでな」

「であればこそ、どんな人物か気になるのが普ふ通つうだろう。十三番は有能な魔術師だ。陰いん険けんで陰いん湿しつで、いかにも悪の魔術師でございという男でな」

「お前も十分悪の魔女でございって感じだぞ」

「我輩の比ではない。会えば分かるが、正直我輩でも軽く引く」

「そいつ本当に信用できんのかよ……」

「できるとは言えないだろうな。有能な魔術師ではあるが、あれは純じゆん粋すいな実利主義と利己主義の塊かたまりだ──悪あく魔ま的てきなほどにな」

　そう言うわりに、ゼロが十三番とやらを語る声はやはり奇き妙みような親しみがこもっている。

「じゃあ参考までに聞かせてもらうが……同門ってのは、つまりどういうことなんだ？　一いつ緒しよに暮らしてたって事か？　穴ぐらとやらでよ」

「そうだ。魔術の研究とはな、傭兵。基本的に非常に面めん倒どうなのだ。得た知識を共有した方が互たがいに研究が進むので、集団で隠かくれ暮くらす魔女も多い。我輩達もそうだった。十三番と我輩は常に対の存在であり、共に議論し、研究し、時には戦う事もあった」

　──結局のろけじゃねぇか。話を十三番から逸そらしたくて、俺は質問を続ける。

「魔術の研究ってのは、結局のところ何するんだ？」

「悪魔を召喚する方法を知るために、書物を繙ひもとき、学び、研究し、実験を繰くり返かえす」

「学者かよ……」

「そう、魔女とは学者で、魔術とは学問だ。そして学問というものは、習得には時間がかかる。ようやく習得した魔術を使うのも大仕事だ。魔術の中には、一年にも及ぶ儀ぎ式しきが必要なものもあるほどだ。だから魔女は繁はん栄えいしないし、だから魔術は広まらない。そして──だから五百年前の戦争で、魔女は教会との戦いに敗れた」

「だが、今は魔法があるだろう。──今なら勝てるんじゃねえのか？　教会に」

　うん？　と、ゼロは聞き返す。

「ああ──そうかもしれないな……そんな面めん倒どうな事、考えた事もなかったが……」

　その時、馬車の車輪が石いし畳だたみを叩たたく音が背後から聞こえて、俺おれはゼロを促うながして街道の端はしにずれた。荷物を満まん載さいした馬車が俺達の横を通り過ぎ──唐とう突とつに速度を落とす。俺達が徒歩で追いつけるほどの速度だ。そして追いついてみると、御ぎよ者しや台だいにいる中年の商人が愛想よく俺に笑いかけてきた。──俺の人生で初めての経験だ。

「ああ、やっぱり。お兄さん、獣けもの堕おちだね。魔ま女じよ狩がりの手伝いに来てくれたんだろう？　ありがたいねぇ。今ではどこを歩くにも、魔女が襲おそってきやしないかとビクビクしてる有様だ」

　昔はな、と商人は続ける。

「魔女とも仲良くやってたんだよ。俺が産まれたときもな、じいさんがソーレナの所に薬をもらいに行ったらしいんだ。酷ひどい熱を出したって言ってなあ。実在する御お伽とぎ噺ばなしみたいな存在さ」

「──そいつを火あぶりにしたんだろ？　疫えき病びようを流行らせたから」

　聞くと、商人は顔を顰しかめる。気が付くと、アルバスも近くに寄ってきていた。少しだけ距きよ離りを取っているが、会話は聞こえる位置にいる。

　ふと、思うところがあった。アルバスの言葉を信じるなら、ソーレナはむしろ、村を疫病から村を守るために魔術を使った事になる。もし、それが真実ならば──。

「なあ……ソーレナが疫病を治すために魔術を使った可能性はねえのか？」

　商人は大きく目を見開いた。それから眉み間けんの皺しわを深くして、ゆるゆると頭を振ふる。

「あるさ。あったが──もう、ない」

「どういう意味だ？」

「喧けん嘩かになったら、俺は悪くねぇって誰だれだって思うだろ？　〈報復の狂きよう宴えん〉が起こる前は、ソーレナを焼き殺した奴やつらを責める声も多かった。ソーレナが疫病なんざ流行らせるわけがないってな。だが、村を焼やき払はらわれたら全員が魔女狩り派に転向したよ──俺もな」

　商人は疲つかれきったような顔をして御者台にある荷を漁り、ぽんと俺に果実を放った。

　熟うれ過すぎで売り物にならないから、という言葉通り所々茶色くなっており、むせ返るほどの甘い香かおりを立ち上らせている。

「けど、いい加減、みんな疲れてる。終わらせたいが、負けたくない。だから、期待してるよ」

　言い残して、商人は再び馬車の速度を上げる。その後ろ姿はあっと言う間に見えなくなったが、アルバスはいつまでもその後ろ姿を見送っていた。




　雨が降ったので、廃はい屋おくで夜明かしをする事にした。街道から伸びるわき道の先にちらと建物が見えたので、厩うまやを借りるつもりで寄ったら空き家だったのだ。

　かまどを借りて火を起こし、麦を塩水で煮た簡単な食事を作り始めた。かまどに火を入れる作業には普ふ通つうそこそこ時間がかかるのだが、ゼロが魔ま法ほうで火をつけてくれたので恐おそろしく簡単にできた。魔法ってのは便利なもんだ。

「それ、俺おれにも使えねぇのか？　〈掌火レクス〉だっけか？」

「無理だろうな。さっき呪じゆ文もんを復唱しても、何も起こらなかっただろう」

　君に狩しゆ猟りようの章の才能はないと断言されて、軽く落ち込む。火打石がなくても火がつくなら、大だい嫌きらいな魔ま女じよの使う恐おそろしげな魔ま法ほうにも、少しくらい興味が持てたんだが──。

「結局、魔法の才能ってのは何で決まるんだ？」

「業ごうの深さだろうな。想いの強さや、向かう方向──そういったものだ。本は四章で構成されていると説明したが、章によっても得手、不得手が強く出るのだ。例えば十三番は守護の章の魔法が一切制せい御ぎよできなかったかわりに、捕ほ縛ばくの章が気味が悪いほど巧たくみだった」

「その心は？」

「物事に執しゆう着ちやくする性格なのだろう。捕とらえたら決して放さない」

「おい、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかそいつ。本当に頼たよっていいのか？」

　さすがに不安を隠かくせない。「どうだろうな」と軽く言って、ゼロはけらけらと笑った。

「他の章の魔法を試してみるか？　狩猟はだめでも、捕縛あたりも役に立つぞ。獲え物ものを生いけ捕どりにするなら一番だ。魚もたくさん捕れる」

「やめとく。全部の章で才能がないって分かったら、それはそれで傷つきそうだ」

「才能がなくとも、十年くらい続ければ初歩の魔法程度なら使えるようになるかもしれない。我わが輩はいが修行をつけてやってもいいぞ。そうしたら、ずっと君といる理由もできる」

　危うく、俺は鍋なべをひっくり返しそうになった。この女、突とつ然ぜん何を言い出すのか。やや引きつり気味にその顔を見下ろすと、ゼロはからかっている風でもない。

「おい……それだとまるで、俺とずっと一いつ緒しよにいたいっつってるように聞こえるぞ」

「何をそんなに驚おどろく。まさに、そうだと言ったのだ。我輩、君といるのは楽しい」

　全身が毛に覆おおわれていて助かった。でなければ、俺は無様に真っ赤になっていただろう。こんなズレた性格の魔女に言われた台詞ごときで、情けない事に顔が火照った。

「どうした？　傭よう兵へい」

「なんでもねぇよ！　とにかく魔法は使わねぇ！」

　怒ど鳴なってゼロを部屋の隅すみに押おしやり、俺は晩飯作りに集中した。




「なあ、魔女さんよ」

　食事を終えてしばし──俺は商人からもらった果実をナイフで半分に切り、口にくわえた。残りの半分を投なげ渡わたすと、ゼロは喜んでそれにかじり付く。

　アルバスは「外の空気を吸ってくる」と言って、雨の降りしきる夜の屋外へと出て行った。

　俺と同じ空間にいるのが嫌いやな事は見て分かる。ソーレナを侮ぶ辱じよくした事がよほど我が慢まんできなかったと見え、アルバスは始終俺を睨にらんでいるし、警けい戒かいもしているようだ。

「実際のところ……どう思う。ソーレナは本当に疫えき病びようを起こしたのか？」

「魔ま女じよの我わが輩はいにそれを聞くのか？」

　ゼロはどこか楽しげに聞いた。俺おれは肩かたを竦すくめて答える。

「他に聞く相手もいないんでな」

「──なら君は、今後も我輩にいろいろな事を聞くのだろうな」

「黙だまれってんならそうするが？」

　そうじゃない、とゼロは首を横に振ふる。立ち上がって、すとんと俺の隣となりに腰こしを下ろした。そのまま、俺の肩を背もたれのようにして膝ひざを抱かかえる。

「我輩は嬉うれしいのだ、傭よう兵へい。こうして君と話す事が、どうしようもなく楽しい。君が聞いて、我輩が答える。そうする事で、我輩と君は互たがいの事を理解する。──もし君に、我輩以外に質問できる相手ができてしまったら、我輩はきっとひどく寂さびしい」

　俺は何も言わずに、果実を嚙かみ砕くだいた。ゼロが果実をかじる音もする。

「おい……何黙ってんだ？　早く答えろよ」

「うん？」

「質問。──しただろうが、俺が」

　ああ、とゼロは笑った。

「では、答えなければ。ソーレナが疫えき病びようを起こした可能性は、極めて低い」

「なんでそう言えるよ」

「疫病を流行らせても利益などないからだ」

　首を捻ひねって見下ろすと、ゼロは指に付いた果実の汁しるを舐なめ取とっている。

「疫病の魔ま術じゆつは初歩的な魔術だ。駆かけ出だしの魔女ならいざ知らず、詠よみ月つきの魔女ともあろう者が、狩かられる危険を冒おかしてまでする実験ではない」

「……疫病を流行らせるのは、実験なのか？」

「誰だれかに依い頼らいされたのでなければ、そうだろう。それに近きん隣りん住民と関係を保っている魔女は、食料や服を占うらないの対価としてもらえるので、疫病で村が潰つぶれてしまっては損をする」

　なるほど、盗とう賊ぞくのいる村は逆に安全だって話があるが、魔女の場合もそうらしい。

「魔女が善良であるとは言わない。魔女は常に自分にとって一番よい結果を求めて動く。だからこそ、詠月の魔女がわざわざ疫病を起こした可能性は低いのだ」

　とすると、人間は本当に、自分達を救ってくれた魔女を勘かん違ちがいで焼き殺した事になる。ただ疫病が流行したまさにその時、魔術を使った魔女だからという理由、それだけで。

　──似たような経験が、俺にもある。ただ獣けもの堕おちだからというだけで、やってもいない殺人やら強ごう姦かんの罪を着せられて追われた事も少なくはない。

　村のためを思って行動を起こしたソーレナが、その村人達に殺されたのだとすれば、その無念と怒いかりは想像に難くない。そして当然魔女達は怒り狂くるい、村を火の海に沈しずめた。

　──ならば戦争を始めたのは、人間の方か。

「魔ま女じよにもいろいろいるのだ、傭よう兵へい。人間の害になる魔女も、利益になる魔女も」

　偏へん見けんがあった。魔女は全て害悪で、一人残らず殺すべきだという考えが。

　くしゅん、とドアの外でくしゃみの音がして、アルバスが寒そうに部屋に入ってきた。どこか気まずそうな表情を見る限り、立ち聞きをしていたらしい。

　だが、俺おれは責めなかった。いや──むしろ。

「悪かったな。侮ぶ辱じよくしてよ……」

　アルバスは驚おどろいたように目を見開き、思い切り顔を顰しかめた。だが、表情が緩ゆるみそうになるのを堪こらえている顰め方だ。

「まあ、馬鹿が思おもい違ちがいするのはよくある事だし、僕ぼくは心が広いから許してやるけどさ。次からはもっと、考えてから喋しやべるようにする事だね！」

　一いつ瞬しゆん殴なぐろうかと思ったが、謝罪の意味を込めて今回は勘かん弁べんしてやる事にした。
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　翌よく朝あさ、すっかりと雨の上がった空は快晴だった。アルバスは昨日と同じく俺達に先行して道を歩いていたが、昨日とは違って、頻ひん繁ぱんに立ち止まっては早く早くと俺達を急かしている。

「早くー！　門が閉まっちゃうよぉ！」

　道の先で、アルバスが焦じれたように拳こぶしを振ふり回まわして叫さけんだ。

　市し壁へきに守られている町には、当然ながら門がある。そして門は日暮れと共に閉ざされ、閉まれば翌朝まで開かない。とはいえ日はまだ中天にあり、あと少し歩けば町に着く。急ぐ事もないだろうと思うのだが、まあ早く着けばその分宿を見つけるのも楽だろう。

「急がねぇのか？」

　あくまでだらだらと歩くゼロに聞くと、ゼロは気だるそうにあくびをした。

「我わが輩はい、汗あせをかくのは大だい嫌きらいだ」

「ああ、そう……じゃ、こうだな」

「何？　あ、おい──こら！」

　俺はゼロの体を抱かかえ上あげ、アルバスをも追い越して駆かけ出だした。

　ああ、とアルバスが高い声を上げ、ずるい、ずるいと喚わめきながら追いかけてくる。

　そうして、俺達はフォーミカムに到とう着ちやくする。




「一列に並べ！　一列だ！　商人は特許状を、傭兵は紹しよう介かい状じようを用意しろ、それ以外は通行許可証を用意しろ！　ぐずぐずするな！」

　一昼夜の砲ほう撃げきにも耐たえられそうな隔かく壁へきに、辛かろうじて馬車が通れる程度に開かれた両開きの門。門の正面には、通行許可証を持たない者は何なん人ぴとたりとも通さないと言わんばかりの門番が四人。そのうちの一人が大声を張り上げて入門を待つ列を整理し、残りの一人──制服の色が違ちがうところを見ると上級職だろう──が抜ぬけ目めなく通行許可証を確認していた。

「通ってよし！　次！」

　その声で、不安げに確認を待っていた商人が安あん堵どの表情を浮うかべ、馬車を引いて門の中に消えていく。そんな列の中程に、俺おれ達は並んでいた。そして俺は心底から憂ゆう鬱うつだった。

　各国の主要都市に入るには、基本的に通行許可証と呼ばれるものが必要だ。例えば村人がふらっと旅に出たくなったら、まず村長に頼たのんで紹しよう介かい状じようを書いてもらう。それを持って町の役所をたずね、出身地と名前と職業を伝えて通行許可証を発行してもらうのだ。

　商人の場合は商人ギルドに加入し、毎年金を払はらって特許状を更新する必要があるし、傭よう兵へいならば戦争に参加して生き残れば基本的に紹介状が手に入る。

　しかし当然、魔ま女じよであり、魔ま術じゆつ師しであるゼロとアルバスは通行許可証など持っていない。とすると、必然的に俺の連れとして二人を申しん請せいする事になるのだが──。

　この、ぼろ切れを着た絶世の美女と、おまけのガキを、どう説明したらいいものやら。

「僕ぼく、一回フォーミカムって入ってみたかったんだよね。すごい楽しみ！」

「黙だまれ。はしゃぐな。殺すぞクソガキ」

「ゼロォ！　よーへいが睨にらむよぉ！」

「弱者をいびるものではないぞ、傭兵。わっぱは君と一いつ緒しよに来られて幸運だったと言っているのだ。素直に喜べ」

「言ってないよ！」

「喜べねぇよ！」

　思わず声を荒あらげると、列の前後から胡う散さん臭くさそうに睨まれた。獣けもの堕おちってだけでも目立つというのに、悪目立ちもいいとこだ。俺は盛大に溜ため息いきをついた。

　そして溜息をついている間にも列は進み、列が進めば嫌いやでも門番との問答は始まる。俺は先日国境の衛兵に発行してもらった、傭兵としての紹介状を門番に差し出した。

「魔ま女じよ狩がりの兵を集めてるってんで、その志願のため王都に向かう途と中ちゆうだ」

　俺はここに来るまでに何度も繰くり返かえしてきた言葉を、若干引きつりぎみに口にした。噓うそではない。少なくとも二日前までは噓ではなかったんだが、さすがに魔女と魔術師を従えてこのセリフを吐はくのは抵てい抗こうがある。

　門番は案の定、フードを目深に被った〝いかにも魔女でございます〟といった風ふう体ていのゼロと、旅人というには華きや奢しやで子供過ぎるアルバスを油断なく睨んだ。

「その二人は連れか？　関係は？」

　やはり、そう来るか。一応、言い訳がないわけではないが……。

「そりゃ──」

「肉にく奴ど隷れいだ」

　さらりとゼロが口にした言葉に、俺おれは全身の毛という毛が抜ぬけかけた。

　ちょっと待て、今この女なんて──。

「そ、そうです！　僕ぼく達、ご主人様のお世話をさせていただいています、いやしい奴ど隷れいでございます。もちろん。夜のお世話も……」

　おい待てアルバス。てめぇは男だろうが。どの面下げて頰ほおを染めやがる。普ふ通つうにかわいいから始末に悪いぞ。俺が完全に変態じゃねぇか。

「な……なるほど……そうか。なるほど……」

　そして門番、てめぇはもう少し疑え。疑ってかかれ。断じて違ちがうぞ。断じて違うのに何だ、この違うと言えない雰ふん囲い気きは。これだから、獣けもの堕おちは堕だ落らくの象しよう徴ちようなどと言われるんだ。門番の畏い怖ふとも嫌けん悪おとも羨せん望ぼうともつかない視線が、俺と俺の肉奴隷二人に注がれる。

「よし……奴隷二人に荷はなしだな。奴隷一人につき税がかかるが、通門料は一人分でかまわん。先日も、近くの小さな町が魔女に襲おそわれた。魔ま女じよを狩かる戦士は大歓迎だ。滞たい在ざいは？」

「あー……三日……くらい……かな……」

　俺はどうにか声を絞しぼり出だした。一晩しかいる気はないが、万が一の事を考えて二日ほど余分に申しん請せいしておくのが基本だ。

「プラスタに行くのなら、紹介状に入門確認の判をもらってくれ。町を出る時に滞在許可証を返却するように──通ってよし！」

　こうして、俺達は晴れて町への滞在を許された。

　結果良ければ全てよし。──とは言えだ。門をくぐってしばらく歩き、十分に門から離はなれたのを確認してから、俺はゼロとアルバスの二人を同時に殴なぐりつけた。




「機転を利かせて殴られるなど心外極まるな」

　目の回るような雑ざつ踏とうを興味深げに見回しながら、ゼロは俺に殴られた頭をさすりさすりぶつぶつと文句を言った。

「古来より古今東西で戦士は奴隷を従えているものだろう。関係を怪あやしまれればとりあえず奴隷と言っておくものだと、あらゆる書物が言っている。実際に助かったではないか」

　アルバスもそれに同意し、ぶうぶうと唇くちびるを尖とがらせる。

「そーだよ。だって獣堕ちがみすぼらしい格好の女と僕みたいな見た目の男を連れてたら、ああ説明するのが一番それっぽいだろ？」

「うるせぇ！　おかげで俺は哀あわれな奴隷二人を毎晩いいようにもてあそぶ変態野郎扱あつかいだ。おまけに一人は男でガキだ。堕落だ……堕落の象徴だ……」

「別にいいじゃん、門番にどう思われたって滞在許可さえもらえれば……じゃあよーへいはなんて説明する気だったのさ」

「いや、そりゃ……なんか、適当に」

　適当にねえ、とアルバスは嫌いや味みったらしい声を出す。

「どんな言い訳を考えるにせよ、ゼロの服がまず過ぎるんだよ。今だってほら、みんなゼロの事見てる。今時奴ど隷れいだってもっとましな服着てるのに……」

　アルバスはゼロの服を頭の天てつ辺ぺんからつま先までまじまじと眺ながめた。

　そこで俺おれは初めて気付いた。ゼロは靴くつすらはいていないのだ。古びたローブは、すすけて破けてボロボロだ。ゼロ一人ならば金のない旅人で誤ご魔ま化かせるかもしれないが、俺は鋲びようを打った革かわ鎧よろいを着て、剣けん、ナイフ、爆ばく薬やくなどでがっちり装備を固めた戦士であり、アルバスは小こ奇ぎ麗れいな商家の小間使いのようにも見える。その三人が一いつ緒しよにいては、ゼロを奴隷と説明するのが一番簡単で確実だったのは間ま違ちがいない。

　アルバスまで一緒になって奴隷のふりをする必要は、これっぱかしもなかったように思うが──。まあ、無事に町に入れたのだからくよくよ考えるのはやめにしよう。

「傭よう兵へい、傭兵。あれは何だ？」

　俺とアルバスの思案をまるで無視してゼロが興味深げに指差したものは、なんという事もない、仲なか睦むつまじ過ぎる恋人同士だ。

　露ろ店てんの前で顔を寄せ合い、首くび飾かざりなんぞを手に取りながらどれが似合うかと楽しげに言い合っている。──もちろん、合間合間にキスを織おり交まぜながら。

「うらやま……」

　じぇねぇや。俺は慌あわてて言い直す。

「周りの目が気にならないほどお互たがいに没ぼつ頭とうしてる、おめでたい恋人同士だろ」

　自分で言っておいてなんだが、ひがみが酷ひどい。だがひがまずにいられるほど聖人でもなく、枯かれてもいない。諦あきらめは、まあ、さすがについたが……。それでもゼロが俺を人間に戻もどせるのなら、希望はこの先ない事もなさそうだ。

「なぜ唇くちびると唇を重ねる。儀ぎ式しきか？」

「……お前、キスを知らねぇのか？」

「キス？」

　ゼロはいかにも意外な事を聞いたというように恋人達を見て、もう一度俺を見た。

「キスというのは悪あく魔まの一物に唇を押おし付つける行こう為いの──」

　俺はゼロの口を押さえつけた。公衆の面前では聞くに耐たえない、おぞましい言葉を聞いた気がする。もがもがと暴れるゼロの様子を見る限り、性た質ちの悪い冗じよう談だんではないらしい。

「坊主。まさかお前もか……？」

　何が、とは聞かない。アルバスはぶんぶんと首を左右に振ふった。

「そそ、そこまで世間知らずじゃないよ！」

「そうか、ならいい。おい魔女、いいか？　キスってのは本来お互いの愛情を示すためのもんであって、決して悪魔のナニがどうのっていう不気味で吐はき気けのするような行為の話じゃねぇぞ。何がどうしてそうなった」

「同門たちと本の海に引きこもり、研究にだけ心血を注げば世せ俗ぞくには疎うとくなる」

　にしては、肉にく奴ど隷れいどうのと余計な機転が利いてたような気もするが……。

「あれは我わが輩はいが天才だからだ」

「堂々と人の心を読むんじゃねぇよ」

「読んだのは心ではなく、表情だ」

「ああ、そう……」

「我輩は穴ぐらで生まれ、穴ぐらで育った。出たのはここ最近だ」

　俺おれは一いつ瞬しゆん冗じよう談だんかと思い、アルバスを見た。するとアルバスは困ったように首を傾かしげ、そんな表情のまま一度頷うなずく。ありえるよ、と。その表情が言っていた。なるほど、冗談ではないらしい。とすると、そいつぁ冗談じゃねぇ話だ。

　俺はどう反応したらいいかわからず、顔を顰しかめてゼロを見た。しかし当のゼロには悲ひ壮そう感かんのかけらもない。それどころか、何か思い付いたように俺を見上げてきた。ついと上げたフードの下で、ゼロの好奇心に満ちた瞳ひとみが輝かがやいている。

「傭兵もした事があるのか？」

「あ？　何？」

「キスを」

　ねぇよ。心の中で短く吼ほえた。つもりが、

「ねぇよ！」

　声にも出ていた。しかも心の中で吼えたより幾いく分ぶん強い。

　するとゼロは笑って満足そうに頷いた。

「ならばあいこだ。わっぱもないだろう？」

「ぼ、僕ぼく？　な、ないないない！　し、したい相手だって……まだいないし……」

　意外だ。そしてほっとした。大だい丈じよう夫ぶだ。俺はこいつに男として負けてない。

「キスで愛を交わすか……なるほど、おもしろい。試したいな」

　俺もだっての。

「我輩と試すか？　傭兵」

「はぁ!?」

　思わず、ゼロの唇くちびるを見た。完かん璧ぺきな形をしたその唇は、赤く熟うれた林りん檎ごを磨みがいて艶つやを出したように光って見える。

　これに俺の口が触さわったら、間ま違ちがいなく冒ぼう瀆とくだろう。──いや、そもそも、だ。

「あ……愛を交わす行こう為いだって説明したぞ、俺ぁ」

「だから試そうと言ってるんじゃないか。我輩は傭兵が好きだからな」

「へー……ふーん。そー」

「信じないにしても、もう少しマシな態度を取れと前にも言っただろう……我わが輩はいは絶世の美女だぞ？　君だって我輩の唇くちびるに触ふれたいだろう」

「その台詞できれーに萎なえた。それにあいにく魔ま女じよは嫌きらいでな。美女だろうと落第だ」

「つれない男だな、君は……仕方ない。傭よう兵へいが嫌いやならば、わっぱと試すしか……」

　すっとゼロの目がアルバスに向く。アルバスは途と端たんに顔を真っ赤にし、ダメダメ無理無理と叫さけんで俺おれの背中に隠かくれた。

「ガキをからかうんじゃねえよ。そんな事よりお前、着き替がえはねぇのか」

「……あるように見えるか？」

　ゼロは両りよう腕うでを開いてみせた。聞く前から分かってはいたが、腰こしから提げた小さな鞄かばん以外には、荷物と呼べるようなものは見当たらない。

「どうやって今まで旅してきたんだ、お前は……」

「川があれば服と体を洗い、腹が減れば鳥を撃うち、果物があればもいで食う。人家があれば離はなれて通り、雨が降れば洞どう窟くつに身を潜ひそめる。廃はい村そんで鍋なべを拾ってからは煮に炊たきもできるようになったぞ。これでも我輩は、ちゃんと一人で旅をしてきたのだ」

　凄すごいだろう、とゼロが自じ慢まんげに笑い、俺は頭を抱かかえた。

「ともかく……その見てくれじゃ宿も取れやしねぇ。俺みたいなのを泊とめるような宿屋でも、馬小屋しか貸しちゃくれねぇだろう」

「我輩は野宿でかまわないぞ。傭兵の毛皮に埋うもれて寝ねればいいのだしな」

「今はよくてもこの先困る。人目を引き過ぎるんだよ。目立つってなそれだけで罪つみだ」

　大げさな話ではない。目立つという理由それだけで、罪を着せられて殺される無実の罪人が世の中にはごまんといる。

　まともな服をそろえる必要がありそうだった。さしあたっての問題は──だ。

「おい魔女、お前金はあるのか」

　持っているように見えるか？　と、先ほどと同じ答えが返ってくる事を俺は予想していた。しかしゼロはふむ、と頷うなずき、俺に両手を広げるようにと身み振ぶりで示す。

　言われるままにそうすると、ゼロは腰の鞄を探って何かをごそりと引きずり出した。

　それを、俺の手の平にじゃらりと広げる。──その、宝石の数。

「穴ぐらからいくらか持ってきたのだ。貴石の類はどの国どの時代でもそれなりの価値を持つだろう。役に立つ事もあろうかと思ってな。これで代わりになるか？」

　開いた口が塞ふさがらないとはこの事だった。俺は両手一いつ杯ぱいに山のような宝石を持ったまま、全身の毛を逆立ててぴくりとも動く事ができなかった。

　アルバスも俺の手の平を覗のぞき込こみ、同じように目を丸くしている。

「馬鹿野郎！　街中でこんなもんひけらかしてんじゃねぇ！」

　はっとして、俺は宝石全てを魔女の鞄の中に突つっ込こんだ。おわ、と間の抜ぬけた声を上げ、ゼロがいかにも不思議そうに俺おれを見る。

「持っているかと聞くから見せたのに、なぜ怒おこるんだ」

「見せる量と場所を考えろっつってんだ。金はあるかと聞かれたら、今の宝石のうちの一つを見せりゃ十分過ぎる。一番小さいのを一つでいい」

　これか？　とゼロがごく小さな宝石を一つつまみ出した。それでさえお恐おそろしく透とう明めいで、貧びん乏ぼう人にんの人生を狂くるわせる一品だ。ゼロに金がなければ俺が出す事も考えたが、たった今をもって俺とゼロの経済状態は逆転した。むしろ超えられない壁かべが立ちはだかっている。傭よう兵へいとしては雇やとい主ぬしが金持ちなのはありがたい限りだが、男としては負けた気分だ。

　だがそんな気持ちをどうにか隠かくして、ことさら平然と「いいだろう」なんて頷うなずいている自分がなんとなく間ま抜ぬけに感じる。

「そいつを適当に換かん金きんして、服を買いに行くぞ。両りよう替がえ商しようがどっかにいるだろうが……」

　ゼロは小こ粒つぶの宝石を俺の手の平に転がし、ふと俺を見上げてにやと笑った。

「やはり、君はいい男だな」

「……はぁ？」

　唐とう突とつだな、おい。俺が首を前に落として聞き返すと、ゼロはぽんぽんと腰こしの鞄かばんを叩たたいた。

「いくらでも理由をつけて、我わが輩はいからこれを取り上げられただろう。我輩は俗ぞく世せに疎うとい」

「あほか。悪あく魔まと渡わたり合あう魔ま女じよ相手にそんな勇気ねぇっての」

「では我輩が魔女でなければ取り上げたのか？」

「ったりめーだろ。俺ぁ金に汚きたない傭兵だぞ」

「いやー。ないでしょ。ないない。宝石持った時のびびり方と慌あわて方かたったらなかったもん」

　アルバスがケタケタと笑いながら横よこ槍やりを入れてきたので、とりあえず殴なぐっておく。

「いったいなぁー！　なんだよ事実だろ。でっかい図体してこのしょーしん者！」

「もう一発いくか？　あ？　もう一発欲しいか？」

　やだぁ、と女のような声を上げ、アルバスがゼロの後ろにさっと隠れる。

　くっくと、ゼロが肩かたを揺ゆらした。そして、

「ああ──空が青いな」

　突とつ然ぜん、妙みような事を言う。釣つられて俺も空を見上げると、確かに雲一つない快晴だった。




「こ、こちらのお召し物など、よくお似合いになるかと思いますが」

　猫ねこなで声ごえ、というものがある。相手の機き嫌げんを取るような、事さら高くて甘ったるい声の事だ。それを、盗とう賊ぞくの頭とう目もくもかくやのむさくるしい大男──いや俺も人の事を言える立場じゃないけどよ──が出している。ゼロの服を買いに入った場末も場末の古着屋だ。

　こういう場所には盗賊が略りやく奪だつ品ひんを売りにくる関係で、場違いに高級な物が転がっている事がたまにある。店主がゼロに見せているのも、まさにそういう品だった。

「おっさん。俺おれは旅装束を頼たのむと言ったんだが……」

　貴族の令れい嬢じようが着るような色いろ鮮あざやかなドレスを見下ろして、俺はヒゲをひくつかせた。

「だ、そうだ。別のを頼む」

　ゼロの言葉に、店主はすかさず次の服を広げて見せる。

「ではこちらのドレスなどは──」

「旅装束だっつってんだろうが！　面に似合わねぇひらひらしたドレスばっか出してんじゃねぇよハゲ野郎！」

「うるっせぇな、だぁってろ、この毛玉野郎が！　俺はこちらの美しいお嬢じようさんにお召し物をおすすめしてんだ！」

　ねえお嬢さん、などと、酒で潰つぶれた喉のどで気色の悪い声を出す。ゼロは広げられたドレスを眺ながめ、「趣味じゃないな」と一いつ蹴しゆうした。途と端たんに店主の表情がうっとりと緩ゆるみ、そうでございますよね、こんな古びたドレス、お嬢さんにゃあ釣つり合あわねぇやと店の奥おくへと引っ込む。

　ゼロが顔を見せたのがまずかった。言いたかねぇが、どうしたって否定できないほどに絶世の美女だ。店に入ってゼロがフードを脱ぬいだ瞬しゆん間かん、店の空気が一いつ瞬しゆんにして凍こおり付つき、次の瞬間でれでれに溶とけ出だし、店主はゼロの下げ僕ぼくになり下がった。

「ここまで来るといっそ哀あわれだね……」

　今にも平へい伏ふくせんばかりの勢いで、完全にゼロの機き嫌げん取とりに走っている店主の姿に、アルバスがぽつりと呟つぶやいた。言ってやるなよ、と俺はそっと肩かたを落とす。

「ガキと違ちがって大人の男にゃいろいろあるんだよ……特に醜ぶ男おとこってな娼しよう婦ふも相手にしてくれない事があるからな。金があるなら話は別だろうが……」

　ゼロほどの美女ともなれば、同じ空気を吸えるだけでもありがたいという男が世の中にはごまんといるだろう。俺があの店主の同類にならないで済んでいるのは、ひとえにゼロが魔ま女じよで、俺が魔女嫌ぎらいだからだ。そうでなければ俺もあの顔にひれ伏しているだろう。

「傭よう兵へい、傭兵」

　くいと袖そでを引っ張られ、俺は視線を下げた。

「我わが輩はいこれがいいと思う」

　言って、魔女はついと店の片かた隅すみに下がっている一着の黒い外がい套とうを指差した。長い袖がついており、見るからに男物だ。ゼロが着たら裾すそは腿ももの半ばまで届くだろう。

「頑がん丈じようなのに軽くてな、温かそうなのもいい。フードも気に入った。傭兵はどう思う」

　手に取ってみると重たげな見た目に反してふわりと軽く、裏地はしっかりとしていて確かに頑丈そうだった。旅装束の外套としてはまずまずだろう。自分の服なんだから自分で決めればいいんだが、一応、旅慣れた傭兵としての見けん識しきを買ってくれているようだ。

「いい物だな。悪くねぇ。ちぃと、でかいが──」

　答えると、ぱっとゼロの表情が華はなやいだ。

「いいのだ。我わが輩はい、これが気に入った。傭よう兵へいがいいのなら、我輩はこれがいい」

　──随ずい分ぶん、信しん頼らいされたもんだ。もし俺おれが反対してたらやめてたのか？

　と、あれこれと店の商品を見て回っていたアルバスが、急に店の奥おくに駆かけ出だした。

「あ、靴くつ下した！　ねえよーへい。これ便利なんだよ。足にいちいち布巻かなくても簡単にはけるし、靴ずれしないし、あったかいんだ」

　アルバスが俺に示して見せたのは、えらく長い靴下だった。はくと腿ももの半ばくらいまで来るだろう。それを、飾かざり紐ひもで縛しばって固定するらしい。外がい套とうとは対照的に、かなり装そう飾しよく性せいの高い女物だが、実用面でも十分そうだった。防寒にも役立つだろう。

「おい、ま──」

　魔ま女じよ、と呼びそうになって慌あわてて黙だまった。

　さすがに人前だ。まずいだろう。

「……ゼロ」

　呼ぶと、外套を広げて満足げに眺めていたゼロが顔を上げた。

「靴下だとよ」

　アルバスの方に目配せすると、アルバスが靴下を抱かかえてゼロに元に駆かけ戻もどってくる。

「あと靴はね……あ！　これがいいよ。絶対これ！」

　自分の服を選ぶようなはしゃぎ方だ。純じゆん粋すいに、買い物という行こう為いが楽しいのだろう。アルバスが持ってきたのは、膝ひざまで届くロングブーツだ。がっしりとした革かわ製せいで、水にも泥どろにも強そうだ。俺はアルバスの頭を撫なでた。

「結構な目利きじゃねえか。悪くねぇぞ」

　ふふん、とアルバスは胸を反らす。

　ゼロは並べられたそれらを眺ながめ、ふーむと難しげな声を出した。

「我輩は裸はだかの足が好きだ。土が温かくて、草は柔やわらかい。露つゆに濡ぬれるのもいい」

「怪け我がするだろうが」

「ゆっくり歩けば問題ない」

「たまには急げよ……毎度抱えて走ってもらえると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ」

「では置いて走るのか？　薄はく情じような男だな」

「情が深い男に見えてたのか？」

「毛深くはあるな」

「殴なぐるぞてめぇ。とにかく靴は必要だ」

　そっけなく言うと、ゼロはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。

　毎度抱えて走ればいいものを、けちけちするな、でかいくせにと、聞こえよがしに言ってくるので全力で無視をする。

「こうなってくると、ズボンは短いのしかはけないよね。動きやすくていいだろうけど」

　そんな事を言いながら、アルバスは盗とう賊ぞくの女がはいているような、死ぬほど丈たけの短いズボンを手に取った。動きやすくはあるだろうが、皮ひ膚ふの保護という点では落第だ。しかし、ロングブーツと靴くつ下した、それに外がい套とうを合わせれば、多少の薄うす着ぎでも目をつむれるか……。

「おいおっさん！　決まったぞ、勘かん定じようだ！」

　店の奥おくに向かって怒ど鳴なると、両手一いつ杯ぱいに色いろ鮮あざやかな布の塊かたまりを抱かかえた店主が、いかにも残念そうな表情で顔を出した。

「ここで着き替がえてけ。今着てるのは燃しちまえよ。荷物になる」

「長年連つれ添そった友を燃やせと言うのか？」

「付き合いが長けりゃいいってもんでもねぇだろう。新しい出会いには別れも必要だ」

「冷れい酷こくな男だな。我わが輩はいは嫌きらいじゃないぞ」

　笑いながら、ゼロはぼろ切れと大差ないローブを脱ぬぎ捨すてる。

　瞬しゆん間かん、俺おれは固まった。アルバスは顎あごを落とし、店主は鼻血を噴ふいて昏こん倒とうする。

　目が覚めるような白い肌はだに、細くくびれた腰こし。──その体は、稀き代だいの芸術家が生しよう涯がいをかけて作り上げた女神像にも勝るとも劣おとらない完かん璧ぺきな形をしていた。

　それが、今、余す事なく見えている。

　ゼロはローブの下に服を着ていなかった。

「──なんだ。女の裸はだかがそれほど珍めずらしいか？」
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　ひゅ、と俺おれは鋭するどく息を吸う。

　次の瞬しゆん間かん言葉にならない謎なぞの罵ば声せいをひたすらに喚わめき散ちらしながら、俺はゼロに今脱ぬいだばかりのローブをひっ被かぶせた。ひっくり返っている店主を叩たたき起おこして下着のひとそろいを用意させ、服とまとめてゼロを店の奥おくへ叩きこむ。全て着るまで絶対に出てくるなと腹の底から脅おどして吼ほえると、ゼロが店の奥から文句を言った。

「痛いだろうが。乱暴が過ぎるぞ！　女はもっと優しく扱あつかえ！」

「そう思うなら恥はじらいっつう言葉を辞書で引いてその意味を一年熟じゆつ考こうしろ！」

　怒ど鳴なり合あう俺達の後ろで、アルバスと店主が座り込む。

「び、びっくりした……びっくりしたぁ……！」

「美しかった……俺ぁ、俺ぁ今日死んでもいい……！」

　魔ま女じよという生き物は、明らかに世間からずれている。中でもゼロは、飛とび抜ぬけてずれている部類のようだった。





４






　丈たけの短いズボンに、腿ももの半ばまである長なが靴くつ下した。ロングブーツに、巨大なフード付きの外がい套とう。正直言ってまっとうな人間の格好とは言えなかったが、それでも随ずい分ぶんまともになった。こいつが顔を見せたらどんな高級な宿でも喜んで一級の部屋を差し出してくれそうだが、逆に落ち着かない気がするので目的地は場末の安宿に据すえ置おきだ。

　燃やすつもりだった古いローブは、店主が全財産と引ひき換かえでも構わないと喚き出したので、結局服一式の代金をゼロの使用済みローブで支払う事で決着がついた。長年ゼロの素す肌はだに触ふれていたローブだ。美女とは無む縁えんのおっさんにとって、それがどれほどの価値を持つかは想像するまでもない。

　一応、ハゲのおっさんに自分のローブをくれてやる事に抵てい抗こうはないのか確認すると、別れを告げた友がどう扱われようと自分には関係がないと断言したゼロである。冷れい酷こくな女だと思ったが、思わず笑った俺も大たい概がいに冷酷だろう。

「傭よう兵へい、傭兵」

　ゼロを抱かかえて歩いていると、ぐいぐいと耳を引っ張られた。いてぇよ、クソ魔女。

「いい匂においがする。我わが輩はい、腹が減った」

　俺はゼロが指差す方に首をめぐらせる。雑多な商店が寄り集まった裏通りの一角で、そこには無数の屋台が軒のきを連ね、あらゆる食べ物を通行人に精力的に売りこんでいた。

　皮をむいた果実を売る屋台に、肉の塊かたまりを焼く屋台。確かに──腹が減った。宿に行く前に腹ごしらえでもしていくか──と俺が口に出す前に、アルバスが屋台へとすっとんで行った。するとゼロも俺の腕うでから飛び降りて、アルバスを追って屋台へと駆かけていく。

「……って──ちょっと待てお前ら！　はぐれたらどうする気だ！」

　などと怒ど鳴なってみても、俺おれの声は二人には届かない。仕方なく走って追いかけ、雑ざつ踏とうをかき分けてようやく追い付いたとき、ゼロとアルバスはそろって同じ食べ物にかじり付いているところだった。すなわち、こんがりと焼いたたっぷりのクズ肉を、野菜と共にパンに挟はさんで食う大衆料理を、だ。

　ゼロが相場も分からずに過か剰じような金額を渡わたしてしまったらしく、屋台の店主はほくほく顔だ。俺がゼロの連れと見るや、俺にも特大のパンに挟んだ肉の塊かたまりを押おし付つけてきた。

「肉、うまいぞ傭よう兵へい。君も食べるといい」

「野菜、シャキシャキ。美味しい！」

　口の周りを溢あふれる肉にく汁じゆうでべたべたにしながら、口くち一いつ杯ぱいにパンを頰ほお張ばる二人の姿を前にしては、説教というのもあまりに野暮だろう。俺は大人しく肉入りのパンにかじり付いた。




　宿を見つけるのは難しい仕事ではなかった。

　これほど大きな町ともなると、わけありの客を扱あつかう宿も少なくない。獣けもの堕おちの俺を見ても受付のジジイは顔を顰しかめる事もなく、首尾よく二人部屋と一人部屋を取る事ができた。

「坊ぼう主ず。てめーは俺と同室だ」

「えぇー！　なんでよ、やだよ！　僕ぼくは自分の部屋を取る」

「だめだ。逃にげ出ださねぇって保証もねぇからな。常に目の届く位置にはいてもらう」

「僕なんかと同室になったら、寝ねてる間に首がなくなるかもしれないよ？」

　俺は静かに腰こしから下げた縄なわを取った。あいにく俺は、ガキを縛しばり上あげて部屋の隅すみに転がしておく事に罪悪感を覚えるような善人ではない。

「ゼ、ゼロ助けてぇ！」

　情けない声を上げて、アルバスはまたもゼロの背後に逃げ込んだ。

「子供に無体を働くものではないぞ、傭兵」

「その子供に俺は首を狙ねらわれてるんだがな……」

「じゃあ僕、ゼロと同じ部屋で寝る！　一人にならなきゃいいんでしょ？」

　ゼロの腰にしがみ付いたまま、アルバスがふざけた要求をし始めた。エロ餓が鬼きが。顔がいいからってなんでも許されると思ったら大おお間ま違ちがいだ。俺は無言でアルバスの襟えり首くびを引ひっ摑つかむと、暴れる体をずるずると部屋まで引きずっていった。

　散々暴れて喚わめいていたアルバスだが、ベッドの上に放り出してしばらく放置しておくと、いくらも待たずにすうすうと寝ね息いきを立て始めた。獣けもの臭くさくて寝られないと言っていたわりには、あっけない陥かん落らくだ。よもや寝たふりをして何か狙っているのではあるまいなと、一応眠ねむっているか確認したところ、どうやら本当に寝入っているようだった。

「ガキだな。マジで」

　よほど疲つかれていたのだろう。獣けもの堕おちの俺おれを森の中で追い回し、ゼロの〈岩蔵エトラーク〉とやらに捕つかまったのを一晩かけて脱だつ出しゆつし、その朝に再度俺を襲しゆう撃げきしてからこっち、まともに休んでいないのだ。昨晩の廃はい屋おくでは眠ねむりも浅かっただろうし、柔やわらかなベッドと暖かなシーツがあれば眠ねむ気けに抵てい抗こうできるわけもない。

「力が欲しいって気持ちは分からないじゃねぇがな……」

　丸く削けずった爪つめの先で、軽くアルバスの頰ほおをつつく。

　すると不満そうに顔を顰しかめて丸まるのが、なんとなく動物のようでおもしろかった。軽く悪戯いたずら心ごころがわいたが──まあ、相手はガキでも魔ま術じゆつ師しだ。下手な事はやめておこう。

　とにかく、湯を浴びて長旅の汚よごれを落とさなくては。清せい潔けつ過すぎる傭よう兵へいってのも不気味だが、あまり不ふ潔けつだと皮ひ膚ふ病びようが怖こわい。獣堕ちだとノミがわく事もある。

　まずは受付のジジイに頼たのんで湯を用意してもらう必要があった。全身が毛で覆おおわれているわけだから、布を湯で湿しめらせ、体を拭ふけば済むような簡単な話じゃない。巨大な桶おけに湯を張って、その中で全身を丸洗いするのが、唯ゆい一いつ獣堕ちが汚れとノミに別れを告げられる手段だ。

　日が暮れる前に、裏庭で湯を浴びて毛皮を天日干しにする心地よさを妄もう想そうしながら俺は部屋を出かけ──抜ぬけ目めなくアルバスをベッドに縛しばりつけてから改めて部屋を出た。




「湯ゆ浴あみか、傭兵」

　裏庭である。

　血やら泥どろやら潰つぶれた草やらで汚れた俺に危機感を覚えたのか、宿屋のジジイの対応は完かん璧ぺきだった。風呂用の桶を一つに、つぎ湯を手桶に三杯。いくらかの手間賃と、使った分の水を俺が井戸まで汲くみに行く事で話がついた。

　これはおまけだと言ってよこした練ねり石せつ鹼けんは明らかに洗せん濯たく用ようだったが、まあ布も毛も大した違ちがいはないだろう。つまり俺は全身を泡あわだらけにしていた。そんな俺にてくてくと歩み寄り、ゼロは興味深いものを見るように俺の側にしゃがみ込む。

「毛と泡の怪かい物ぶつだな。物もの陰かげで近所のわっぱらが覗のぞいていたぞ。それはもう、うずうずとな」

「ビクビクと……の間ま違ちがいじゃねぇのか？」

「恐きよう怖ふとは後天的なものだ。君が脅おどかしたりしなければ、幼子ならば過度に恐おそれないはず」

「の、わりには小さいガキにもびびって泣かれるんだが」

「過度には、と言ったんだ。巨大な肉にく食しよく獣じゆうが目の前に現れれば、本能的に誰だれでも恐れる」

　つまり怖こわがるんじゃねぇか。思って睨にらむと、ゼロはちらとだけ物陰に視線を投げた。確かにガキが三人、見世物のように俺の方を窺うかがっている。

　牙きばを剝むいて吼ほえてみせると、大げさに悲鳴を上げて逃にげていった。

「……怖がられたいのか？」

「期待されてる事をやったまでだ。──実際、獣堕ちにゃあ近づかねぇ方がいい。ガキん頃ころから化物扱あつかいされてんだ。実際化物じみた性格の奴やつが多くなるのは当然だろ？」

「人が化物を作る──か」

「そういう事だ。まぁ、獣けもの堕おちの性さがかもしれねぇがな」

「それは違ちがう。実際、君の魂たましいは極めて人間らしさをとどめている」

「どうだかな」

　自分が人間らしいかどうかなんて、自分では判断できない。その上、人間とまともに関係を築けない体だ。他と比べて自分はどうか、比べる対象がそもそも近くにいないのに、考えたところでどうにもならない。人道的にどうだとか、人としてなんだとか、そういう話を聞いていると、俺は随ずい分ぶんと人間離ばなれした性格のように思えるが──。

「そんな顔をするな。もしも君が人でないなら、我わが輩はいは世界が人でなしで溢あふれるようにと願う」

「魔ま女じよにそう願われたところでな……」

　まあ、悪い気はしない。だがそうとは口にしてやらない。俺は空を見上げて、細く息を吐はいて泡あわを吹き上げた。ふわふわと飛ぶ泡をつついて、ゼロは思い付いたように立ち上がる。

「体が大きいと洗うのも難なん儀ぎだろう。背中を手伝ってやる」

「お優しいじゃねぇか。汗あせをかくのは嫌いやなんじゃなかったのか？」

「無論、汗をかかない程度にだ。それに巨大な獣を洗うのはきっと楽しい」

　俺の背中に、ゼロの両手が恐おそろしく無ぶ遠えん慮りよに触ふれた。毛をかき立てるようにして石せつ鹼けんを泡立てる指の感かん触しよくが、くすぐったくて落ち着かない。

「なあ、傭よう兵へい。町というのは楽しいところだな」

「あん？」

「人がたくさんいる。彼らはそれぞれ違う仕事をしていて、違う考え方をしているんだろう？　とても不思議な気分だ。屋台の食べ物も気に入った」

「このくらい、ちと大きな町に行きゃあどこでも──」

　言いかけて、俺は黙だまった。

　そうか。ゼロは今まで穴ぐらの外に出た事がなく、町にも入った事がないんだったな。

　それならはしゃぎもするだろうし、驚おどろきもするだろう。俺にとってはうざったい雑ざつ踏とうも、どうという事もない屋台の飯も、ゼロから見ればどれもが新しん鮮せんなのだ。

　ゼロは魔女で、俺には想像もできないような膨ぼう大だいな知識を持っている事は間ま違ちがいない。

　だが、あまりにも世界を知らない。ゼロの常識が俺にとってそうでないように、俺の普ふ通つうや常識もゼロには通じないのだ。同じ物を見ていても、見えている世界がまるで違う。

「……ウェニアスは旅人の国だからな。フォーミカムは、その商業の中心地だ。世界中から物と人が集まってる。規き模ぼはそれほどでもないが、濃のう縮しゆくされてるってのはあるだろうな」

　そうか、とゼロは目を輝かがやかせた。

「我輩一人では、この町には入れてもらえなかった。入れたとしても大変な騒さわぎになっていただろう。君は我わが輩はい一人では決して知り得なかった事を、この短期間で我輩にもたらした。我輩は、君に会えてよかったと思う」

　──これも、世間知らずのなせる技か。ゼロのこそばゆい台詞に、俺おれはことさら顔を顰しかめて肩かた越ごしにゼロを睨にらんだ。

「……お前な。そういう事を言うのはやめろ」

「そういう事？」

「好きだとか、会えてよかったとか、そういうクソ寒い台詞だよ。女は無む駄だに好意をふりまくもんじゃねえ。特に俺みたいな男にはな」

　好意、と。ゼロは不思議そうに繰くり返かえす。

「だが、事実だ。我輩は、君と話すのが楽しいし、黙だまっているのはつまらない」

「だからやめろって──」

「我輩と話すのは……不ふ愉ゆ快かいか？」

　ぐっと。俺は言葉に詰つまった。

　そうではない。そうは言わねぇが……。

「話し方が分かんねぇんだよ……基本的に、罵ののしり合あい以外の会話はしねぇから……」

　だから、好意をもって話かけられるとひどく戸と惑まどう。俺が顔を顰めて吐はき捨すてると、そうか、とゼロは呟つぶやいた。

「なら、我輩と練習すればいいな。我輩はこれからもたくさん話すぞ」

　だめだ。俺にはゼロを言い負かせられねぇ。どうやら慣れるしかなさそうだ。

「無視しても怒おこるんじゃねえぞ」

「もちろん怒る。我輩は会話がしたいのだ。一人で喋しやべるのはつまらない」

「じゃ、勝手に怒ってろ」

「冷たい男だな。我輩にもっと優しくしてくれてもいいだろう。雇やとい主ぬしだぞ、我輩は」

「傭兵は仕事以外の事はしねーもんだ」

　ふうん、とゼロは気のない声を上げ、背中を洗うにしては奇き妙みような指の動きをさせている。何か書いているように感じた。文字かと思って意識を集中してみたが分からない。

　と、くすくすとゼロが笑った。

「何がおかしい」

「内ない緒しよだ」

「おい……」

「いずれ分かる。そして我輩に感謝して、我輩に尽つくさずにはいられなくなる。これはそういう呪のろいだ。恐おそろしいだろう？」

「ふざけんな！　今すぐ解け！」

「いーやーだ。ほら、後ろを向け。洗えないだろう」

　ゼロに俺おれの脅おどしは効かず、脅しが効かないのなら俺には従う以外にない。俺は大人しくゼロに背を向けた。全身をすっかり洗い上げ、仕上げにつぎ湯で全身の泡あわを流すと、随ずい分ぶんさっぱりした気分になった。ゼロはそんな俺の全身を眺ながめ、どこか難しそうな顔をする。

「すっかり綺き麗れいだな。うん……あー……見み違ちがえたぞ」

「濡ぬれた猫ねこだって言いてぇんだろう、分かってるよ……」

　濡れた動物が哀あわれみの象しよう徴ちようになるように、濡れた獣けもの堕おちの見てくれも相当惨みじめだ。乾かわいた布でがしがしと拭ふいていると、ゼロがきょときょとと周囲を気にし始める。

「おい、何やって──」

「内ない緒しよだぞ」

　笑って、ゼロはすいと指を一ひと振ふりした。──瞬しゆん間かん、乾いた。俺の毛が。

　思わず──思わずだ。

「す──げぇえ！　おい何やったお前どうやった？　これ普ふ通つう乾かすのに半日かかるんだぞ！　なんだこりゃふかふかじゃねぇか！　今の俺なら王城の床の敷しき物ものになれるぞ！」

　叫さけんでしまった。王城の床の敷物はさすがに自じ虐ぎやく的てき過すぎか？　だが、毛皮にとっちゃ最大の賛さん辞じだろう。

「って……馬鹿お前──街中でなんつう事してんだ！」

　そして理性が戻もどってくる。ゼロはすこぶる面めん倒どうそうに俺を見た。

「褒ほめるかさとすかどちらかにしないと、どちらの効果も半減以下だぞ……？　人目は気にした。大だい丈じよう夫ぶだ」

「そんなら……まあ、いいんだがよ」

「ところで、傭兵」

「あん？」

「下をはかなくていいのか？　古着屋では我わが輩はいをしかったくせに、君は随分と開放的だな」

　ついと、ゼロが俺の下腹部に視線を落とす。

　俺は叫さけんで慌あわててズボンに足を通し、ゼロの高笑いに顔を覆おおった。

　その時、不ふ愉ゆ快かいな雰ふん囲い気きが唐とう突とつに裏庭に満ちた。

　建物の角から姿を現したのは、三人の女と男が一人。その中で一際目立つその犬面の男に、俺は背中の毛を逆立てた。嫌いやな臭においがすると思ったら案の定、同類だ。

「お。お？　おぉんやぁ？　なんだ、ご同類かぁ？」

　誰だれが同類だ。一いつ緒しよにすんな犬っころ。

「行くぞ」

　俺はゼロをうながすと、桶おけの類をまとめて抱かかえて歩き出した。

　基本的に、獣堕ち同士は馴なれ合あわない。お互たがいの獣けもの臭しゆうがきつくて不愉快だというのもあるし、そうでなくても妙みような反発感がある。野生の猫を一つの籠かごに入れて大人しくしているかって話だ。

「おいおい無視かよ。寂さびしいねぇ。めったにいない化物仲間だってぇのに」

「悪いが犬と違ちがって群れる趣味はないんだね」

「俺は狼おおかみだ！　ふざけんな！」

　別にどっちでも同じだと思うが、狼の獣けもの堕おちは犬扱あつかいされると必ずこう返してくるな。

「どちらにせよ、獣くせぇのは自分だけで間に合ってるんでな」

　そっけなく言うと、犬面の狼はつまらなそうに鼻をならす。

「ま、ちげーねぇやな。……だからよ、今日は女どもに全身くまなぁーく洗わせようと思ってんだ。なあほら見ろよ、俺の女ども。ほーらいいだろ？」

　立ち去ろうとする俺の肩かたに腕うでを回して、犬面は怯おびえたように固まっている三人の女を指差した。心底面めん倒どうくせぇが、馴なれ合あわない代わりに対立もしないのが獣堕ち同士の暗あん黙もくの了解だ。

　俺は大人しく、犬面が自じ慢まんしたがる女達に目を向ける。

　確かに上玉だった。それに若くて、犬面の趣味なのか全員が見事な金きん髪ぱつだ。一体いくら積んだんだ？　ってーか、とても娼しよう婦ふに見えな──。

　思い至って、俺は軽く息を止めた。

「──狩かったのか？」

　犬面の口が、にぃい、と耳まで裂さけた。

「そ。狩った。あれなぁ、魔ま女じよなんだってよ。で、じゃあ王都でおさばきを受けさせようと思ったんだが……ほら、裁さい判ばんは厳しいって話だ。かわいそうじゃねぇか！　あんなに若くて可愛いのによ。だから俺がかくまってやる事にしてな」

　じりじりと、全身の毛が逆立った。

　村に魔女がいると因いん縁ねんを吹っかけて、若い女を差し出させただけだろう。魔女を差し出さなければ村を潰つぶすと言えば、農村なんかは従う以外に道がない。

　獣堕ちは化物だ。そして化物はいつだって、力のない人間を食い物にする。

「──傭よう兵へい」

　ゼロが声を上げた。やべぇ、と思って咄とつ嗟さにゼロを庇かばおうとしたが、位置が悪かった。女の声だと気付いた瞬しゆん間かん、犬面がゼロのフードに手を伸ばし、乱暴に引ひき剝はいだ。

「こいつぁ……」

「何しやがる！　勝手に触さわってんじゃねぇ！」

　犬面の腕からゼロを奪うばい返かえし、フードを被かぶせて背中に隠かくす。

「おい、おいおいおいなんだそれ、どこで拾った？　どうやって手に入れた？　狩ったのか？　買ったのか？　そんないいの見た事ねぇぞ！　俺も欲しい！」

　犬面はしきりにゼロの匂においを嗅かぎ、ふと何かに気付いたように顔を上げる。

「──あんた、まさか」

　魔女だとばれたか？　俺は内心舌打ちし、ゼロを隠すようにして歩き出した。これ以上この場にいるのはまずい。

「こいつは俺おれの雇やとい主ぬしだ。気安く触さわるんじゃねぇよ。行くぞ」

「傭よう兵へい、あれは魔ま女じよではない」

　ゼロの声が、妙みように高く響ひびいた気がした。ゼロが怯おびえた女達を指差し、いかにも怪け訝げんそうに俺を見る。分かっているだろう？　あれが魔女じゃない事くらい一目見れば分かるはずだ、とでも言うように。そして──そうとも、分かってる。あの女達は魔女じゃない。

「いいんだ、行くぞ」

「だが、傭兵」

「いいから──！」

「我わが輩はい、不ふ愉ゆ快かいだ」

　正直、縮ちぢみ上あがった。

　その目が、声が。数分前まで笑っていたゼロのものとは思えないほど冷たく硬かたい。

「……俺もだよ」

　低く抑おさえるように答えると、ゼロの目にすうと感情が戻もどった。不愉快だが、無視しなければ。ここで騒さわぎを起こせば面めん倒どうな事になる。俺達がこれは魔女じゃないと言ったところで、村の誰だれもがあの女達は魔女だと証言するだろう。そうすれば、疑いはこちらにかかる。

「おいおいおいおい……そりゃ言いがかりってもんだぜ。なあお嬢じようちゃん達？　お前ら魔ま術じゆつ使うよなあ？　実際俺ぁ、こいつらの魔術にすっかりやられて、こいつらを殺せずにいるんだぜ？　でなきゃこんな小娘ども、狂くるうまで犯おかして売っちまってるってぇの！」

「傭兵」

「あ？」

「──内ない緒しよだぞ？」

　笑って、ゼロは指を一ひと振ふりした。瞬しゆん間かん、抜ぬけた。犬面の毛が全部、唐とう突とつにごっそりと抜け落ちたのだ。濡ぬれた獣けもの堕おちも惨みじめだが、毛のない獣堕ちほどみっともないものはない。

　俺は噴ふき出だしそうになるのをどうにか堪こらえて、ゼロを抱かかえてその場から逃にげ出だした。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、犬面の悲鳴が空気を揺ゆらす。俺はもう堪える事ができず声を上げて笑い出し、ゼロも俺の首に腕うでを回してひぃひぃと腹を抱えて笑っていた。

　立場が逆なら笑えないが、被ひ害がい者しやが俺じゃなければこれ以上の笑い話はない。




　その夜、犬面野郎が閉じこもった寝しん室しつから頑かたくなに出てこなかったのは当然で、更に翌よく朝あさ、奴やつ自じ慢まんのかわいい魔女達が忽こつ然ぜんと姿を消す事件が発生したが、俺は関与していない事を一応主張しておこう。

　ま、夜の散歩くらいはしたがな。散歩中に寝ねぼけてどこかの部屋をこじ開けたような気もするが──それも夢だろう。

　それよりも、だ。俺おれ個人的に重要な事件は別にある。

　朝になって目覚めてみると、一人部屋を取ったはずのゼロが当然のような顔をして俺のベッドの俺の腕うでの中で寝ねていたのだ。

　俺と相部屋だったアルバスは当然その状じよう況きように気付き、なぜか俺を攻こう撃げきし始めた。さんざっぱら「ケダモノ」だの「堕だ落らくの象しよう徴ちよう」だの罵ののしられ、投げ付けられた椅い子すが直ちよく撃げきした頭が朝っぱらから不快に痛む。この年とし頃ごろのガキってのは、妄もう想そう力りよく逞たくましいくせに潔けつ癖ぺきだ。

「だーから誤解だっつってんだろうが。大体なんでてめーが怒おこるんだよ」

「うるさいな！　お前の首は僕ぼくのなんだぞ！　生いけ贄にえとして狙ねらってる首の持ち主がいかがわしいなんて最悪だって分かるだろ！」

　いや、分かんねぇよ。そもそもまだ俺の首狙ってたのかよ。

「こら、わっぱ。これは我わが輩はいのだと言っただろうが。首はやらんぞ」

　ああ、美女と美少年が俺を取り合って口論か……凄すごいな、まったく嬉うれしくねぇや。

「いいじゃんー！　首だけ頂ちよう戴だいよ！」

　やらねぇよ。心の中で吐はき捨すてる。

　ああ──早く【ゼロの書】を見つけて魔ま女じよやら魔ま術じゆつ師しやらから解放されてぇ。

　ゼロとアルバスの、俺の首を巡めぐる下らない言い合いをどこか投げやりに聞きながら、俺達は学舎を目指してフォーミカムを後にした。
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　国や町というものは、一つの拠きよ点てんを中心に広がっていくものだ。例えば王城の近くには臣下の住む家ができ、臣下の家の近くにはその使用人達の暮らす家。民家の密集したところには商店が立ち並び、商店の近くに商売人達の家や工場が広がっていく。

　それと同じで、大きな町の近くには必ず複数の小さな町が点在している。主要都市には必ず治安維い持じのために騎き士し団だんが常じよう駐ちゆうしているから、その権けん威いで盗とう賊ぞくを初めとする様々な危険から守ってもらおうという腹積もりだ。フォーミカムのように隔かく壁へきで守られている町は襲おそわれる心配もまずないが、ほとんどの町や村は無防備だ。だから「近くに自分を守ってくれるものが存在する」という安心感を求める。

　俺おれ達が今目指しているのも、そんな無防備な町の一つだった。アルバスの話によると、その近辺に学舎があるらしい。

「ラテットっていう小さな町なんだ」

　砂岩で舗ほ装そうされた街道は、まっすぐに王都プラスタへと伸びている。その道の途と中ちゆうにはいくつもの分かれ道があり、地図を見るとそれぞれが小さな町や村へと続いている事が分かる。アルバスの言葉通り、この道はラテットへと続いているようだった。

「小さいけど活気があってね、そこのパン屋さんのくるみのパンがすごーく美味しいんだ！　くるみがさくさくで、パンは甘くて、焼き立てはふわふわほこほこでね」

「なるほど……極めて興味深いな」

　ゼロが恐おそろしく真しん剣けんな声で呟つぶやいた。こいつの脳内の半分が魔ま術じゆつや魔ま法ほうが占めているとしたら、残りの半分は食い物だろう。むしろ食い物の比率の方が高いような気さえする。

「フォーミカムも賑にぎやかで楽しかったけど、僕ぼくはラテットの方が好きだなあ。魔ま女じよ狩がりが禁止になったら、僕もラテットに住みたいなって思ってるんだ。占うらない屋やとかしてさ」

「おい坊ぼう主ず。忘れてるようだから言っとくがな、俺達の目的地は学舎だぞ？　お前がその町を気に入ってるのは分かったが、必要もないのに泊とまったりはしねぇからな」

　一応釘くぎを刺さすと、アルバスはむっとしたように俺に振ふり向むいた。

「忘れてるわけないだろ！　目的地は学舎で、学舎はラテットにあるんだよ」

「学舎ってのは魔女の隠かくれ家がなんだろうが。ラテットが魔女の町だってのか？」

　そうじゃない、とアルバスは苛いら立だったように息をつく。

「学舎への入り口がラテットに隠してあるんだよ。教会の柱の裏に、魔女にしか見えないし、入れない魔術で作った入り口がある」

「……町の……しかも教会の中に隠れ家への入り口があるのか？」

「そうだよ。町の中に隠れ家の入り口作る事って、昔から結構あるんだって。袋小路の先とか、石せき像ぞうの陰かげとか、墓はか石いしの裏とか、宿の部屋のベッドの下ってのも聞いた事ある」

「へぇ……ベッドの下……」

　あまり深く考えない事にしよう。いくらなんでも、袋小路や石像の陰やベッドの下に怯おびえるようでは、生活に支し障しようがあり過ぎる。

「昼間は人目につくから、ラテットに着いたら夜まで時間を潰つぶさなくっちゃ。宿屋があるから、部屋を取った方がいいかもね。そこで犬を飼かってるんだけど、僕ぼく、懐なつかれててさ。遊びに行くといつも飛びついてきて、宿屋のおかみさんも時々お菓子とかくれるんだ」

「魔ま術じゆつ師しに菓子をくれるのか……？」

「誰だれも僕が魔術師なんて知らないからね」

　軽く言って、アルバスは肩かたを竦すくめた。詐さ欺ぎじゃねえか、と心の中で思ったが黙だまっておく。

「魔術師だって知らなければ、みんな普ふ通つうに接してくれるんだ。僕の母さんも魔ま女じよだったんだけど、魔術を捨てて普通の人と結婚したの。人間の町で暮らしてたんだって」

　魔女が魔術を捨て、人間として生きる。そんな事もあるのかと、俺は素直に感心した。ソーレナが善良な魔女だった関係で、魔女に対する偏へん見けんも少なかったのだろう。

「……じゃあ、お前の両親は今どうしてるんだ？　女によう房ぼうが元魔女じゃ、この状じよう況きようだと生活しにくいだろう」

「両方、もうとっくに死んでるよ。──魔ま女じよ狩がりでね」

　アルバスの声は落ち着いている。それだけに、妙みように背筋が凍こおった。

「僕がまだ小さい頃ころだったよ。母さんが魔女だと知って、町の人達が魔女狩りを始めたんだ。それまで仲よく暮らしてたのにさ。──ウェニアスでは昔から、困った事があると魔女を頼たよる。そのくせ、魔女が自分達を頼ったり、自分達の町に近づく事を絶対に許さない。父さんは、母さんと僕を逃にがすために町の人と戦って死んだ。母さんは、僕をおばあちゃんの隠かくれ家がまで連れて逃げて、それで結局死んじゃった。だから僕はおばあちゃんに育てられたんだ。両親の事はほとんど覚えてない。断っとくけど、これは魔女が反乱を起こす前の話だよ。それが、消極的な共存状態ってやつの実情だったわけ」

「……そりゃ……憎にくいだろうな……人間が」

　憎くならないわけがない。しかしアルバスは微び妙みような表情を浮うかべて、首を振ふった。

「そうでもないよ。だって、父さんは母さんを愛したんだ。魔女だから、なんて気にしなかった。人間を全部憎んだら、僕は父さんまで憎まなくちゃいけなくなる。悪いのは人間じゃなくて、魔女が悪だって図式だよ。嫌いやな事があったら魔女のせいにする世の中だ。僕は人間と戦ってるけど、別に人間が憎いから絶ぜつ滅めつさせようって思ってるわけじゃない」

　──まるで、できた大人のような事を言う。俺が目を瞬またたくと、ゼロが低く笑った。

「道理を知らねば魔術は扱あつかえない。駆かけ出だしながらも、わっぱも立派な魔術師だな」

　それからしばらく、他愛もない会話をしながら、曲がりくねった小道を歩いた。

　アルバスはいつもと変わらない様子で手足を振ふり回まわしながら歩き、よく響ひびく高い声であれこれ喋しやべり続けている。

　地図から考えると、ラテットはフォーミカムからそれほど離はなれていない。馬車をゆっくりと走らせてせいぜい二時間、徒歩ならその倍程度の距きよ離りのはずだ。ならばもっと人の往来があってもおかしくないのだが、俺おれ達は未だに誰だれともすれ違ちがっていなかった。

「変に静かだな……人の気配がないっつうか……」

　人の生活している町に近づいている感じがしない。町に近づけば自然に安あん堵どが生まれるものだが、状じよう況きようはむしろその逆に近かった。妙みように、嫌いやな予感がする。首の後ろの毛がざわつくような、落ち着かない感覚だ。その感覚はラテットに近づくほどに増していき、本能が進むのを拒きよ否ひするように足が重くなる。

　と、ゼロがついと俺の服を引いた。

「──気付いているか」

　唐とう突とつだった。俺はかりかりと頰ほおをかき、きょろきょろと周囲を見る。

　ゼロがこう言うなら、これは気のせいじゃないのだろう。

「目があるな」

　見られている、という感覚ではない。だが、目がある。そんな感じだ。暗い森の中に敵がいて、お互たがいにお互いの姿は見えていない。だが視線は確かにそこにある。

　そんな不気味な圧あつ迫ぱく感かんがこの周辺を取り巻いている。

「わっぱ。この辺りはいつもこうなのか？　小さいながらも活気がある町に向かうにしては、少しばかり陰いん気きなようだが」

　ゼロが聞くと、アルバスは足を止める。振り向いた表情には困こん惑わくがあった。

　あの、と呟つぶやいて──黙だまる。

　どうやら、ことさらやかましく喋っていたのは不安を隠かくすためだったらしい。

「この丘を越えたら、もう町なんだけど……いつもはもっと賑にぎやかで、人もたくさん……」

　言いかけて、アルバスは口を閉ざした。

「僕ぼく……ちょっと様子見てくる！」

　言って、走り出してしまった。やはり妙だ。町が近いわりには人の気配が希き薄はく過すぎるし──何より、妙にきな臭い。

「どうする？　魔ま女じよさんよ。こいつぁ罠わなじゃねぇのか」

「誰に対する？　我わが輩はいか？　それとも、君に対する罠か」

　俺は少し迷まよって、お前じゃねぇの、とゼロを見た。

「我輩が本を取とり戻もどそうとしている事に気付いて、わっぱが仲間に伝えてラテットなる町に罠を張ったと思うのか。それで我輩を倒たおそうとしていると？」

「そうは見えねぇが、そう考えるのが妥だ当とうな状況だ。実際、坊ぼう主ずは俺達をここに案内して、ここの状じよう況きようはこれとくる」

「なるほど、理論的だ。──だが、君の本能は理論と常識を凌りよう駕がした現実を知る。君の本能はなんと言ってる？」

「今すぐ逃にげろ──だな」

「わっぱを置いてか」

　聞かれて、俺おれは驚おどろいた。まったくその気がなかったからだ。アルバスが俺達を罠わなにはめたのだとしたら、置いていくのが当然の選せん択たくだろう。だが俺は、確かにアルバスを連れて逃げる気でいた。顔を顰しかめた俺に対して、ゼロは穏おだやかに目を細めた。

「では、逃げるとしよう。わっぱを連れてな」

「本を取とり戻もどさなくていいのか？」

「危険があるようなら、先に十三番を見つけた方が得とく策さくだ」

「なるほど、理論的だ。おい、坊ぼう──」

「噓うそだ！」

　呼びかけようとした俺の声を遮さえぎって、アルバスの甲かん高だかい叫さけび声ごえが響ひびいた。

　ぎょっとして一いつ瞬しゆん立ち止まり、直後にゼロと共に走り出す。丘を登りきると、途と端たんに視界が大きく開けた。

「どうした坊主！　何が──」

　あったんだ、と聞くまでもなく、答えは俺の眼下に広がっていた。

　たった今登った丘のふもとに、小さな町が一つある──あれがラテットだろう。目立つ建造物といったら町の中央にある教会と広場程度で、あとは色も形も様々な商店や民家が、ごたごたと折り重なるようにして雑多に連なっている。この町の端はしから端まで歩くのに、三十分とかかるまい。人口はせいぜい二千人程度か──五万人の人口を誇ほこるプラスタに比べると箱庭のように見えた。

　建物の密度は町の外側に行くにつれてまばらになり、最終的には牧草地が広がるだけになる。そしてその牧草地には──何も放牧されていなかった。

　明らかに何かに襲おそわれ、ラテットという町は死んでいた。

「うそだ……噓だ、違ちがう！　違う、違う、違う！」

「おい、待て坊主！　危ねぇ！」

　何が違って、何が噓なのか──恐おそらく叫んでいる本人も分かっていないだろう。アルバスは恐きよう慌こうしたように、止める間もなく一気に丘を駆かけ下おりていった。

　町が盗とう賊ぞくに襲われたのなら、まだ残党がいてもおかしくない。そうでなくとも、襲われた後の町には性た質ちの悪い死体漁りが出没する。何より、そこには死体があるはずだ。魔術師とはいえ、ガキが近づいていい場所ではない。

「ったく──！　世話の焼けるガキだな！」

　仕方なく、俺おれはゼロを抱かかえ上あげて丘を駆かけ下おりた。嫌いやな予感と不気味な雰ふん囲い気きはますます増していき、じっとりと脂あぶら汗あせが滲にじむ。

「心配するな、傭よう兵へい。言ったはずだぞ？」

　ぽんぽんと、ゼロの手が俺の頭を叩たたいた。

「我わが輩はいが守ってやる」

　俺はちらとゼロに視線を投げて、自信の塊かたまりのようなその笑みに内心舌打ちした。

　──魔ま女じよの、たった一言で。

　本気で安心してんじゃねえよ、俺。それでも傭兵かってんだ。




　アルバスを追って町に入ってみると、その有様は丘の上から見たよりも遥はるかに酷ひどく、俺が顔を顰しかめるほどだった。崩くずれた壁かべや、落ちた看板──そんな景色の中に転がる、人、人、人。その血と死体の惨さん状じようの唯ただ中なかに、アルバスは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。金色の瞳ひとみはどこか放心したように、あちこちに転がる死体を凝ぎよう視ししている。

「……おい、あんまり──」

　見ない方がいい、と声をかけると、びくりとアルバスは肩かたを跳はねさせた。

「ぁ……」

「盗とう賊ぞくに襲おそわれたんだろう。ここまで酷いのはめったにないが──運がなかったんだ」

「盗賊……」

　金色の瞳を揺ゆらして、アルバスは囁ささやくように言う。その唇くちびるが、自じ嘲ちよう気ぎ味みに歪ゆがんだ。

「そう、見える……？」

「……何？」

　聞き返して、俺はアルバスが見ていた死体を見た。──なんという事もない、ただの焼死体だ。生きたまま火をつけられたのだろう。元の性別も分からないほどに焼やけ焦こげているが、どうにかして火を消そうと暴あばれ狂くるった形けい跡せきだけが生々しい。

　だが、違い和わ感かんがあった。焼死体があるわりに、町が綺き麗れい過すぎるのだ。

　当然の話だが、炎は自分の意志で燃やす対象を選んだりせず、一度燃え上がれば町全体を壊かい滅めつさせる。だがこの焼死体を見ていると、まるで炎が人間だけを選んで焼いたように見えた。火をつけられた人間は、もがいて暴れて駆け回る。その結果、町中に火が広がって惨さん事じになるはずなのだが──見回せる範囲では、焼け落ちた家は一つもない。

「まさか、魔ま法ほうか……？」

　疑問を込めて呟つぶやくと、ゼロが頷うなずいた。

「恐おそらく〈炎縛フラギス〉だろう。あれは対象のみを焼く魔法で、森や町の中で使っても決して延焼しない。どうやら……魔女の襲しゆう撃げきがあったらしい」

　フォーミカムで門番が「近くの町が襲われた」と言っていたが、ここの話だったか──。

　国と魔ま女じよが戦争状態で、魔女が町を襲おそう事もあると、知識としては知っていた。だが実際に魔女に襲われた町を見るのは初めてで──ここまで酷ひどいとは、予想外だ。

　死体はゴミのように放置され、家々には略りやく奪だつの痕こん跡せきがある。魔ま法ほうを使う盗とう賊ぞくに襲われたとしか言えないような惨さん状じようだ。

「どういう事だ……？　ここに〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の隠かくれ家がへの入り口があるなら、むしろ魔女に守られるべき町のはずだろう。なんだってこんな──」

「……魔法を使う魔術師の集団は一つじゃない」

　低く押おし殺ころされたアルバスの声に、俺は目を見開いた。

　俺おれが知っている限り、魔術師の集団〈ゼロの魔術師団〉一つだけだ。それが国への反乱を企くわだて、このウェニアスで暴あばれ狂くるっているのではなかったのか。

　だがアルバスの話を聞く限り──そしてアルバスという人間を見る限り、〈ゼロの魔術師団〉は魔女を守るためにしか戦わないはずだ。しかし俺が傭兵として耳にした話では、そしてこのラテットの惨状を見た限りでは、魔法を使っていたずらに人間を虐ぎやく殺さつし、略奪に励はげむ魔女が間ま違ちがいなく存在している。

「〈ゼロの魔術師団〉みたいな集団が、他にもあるって事か？」

「違う！　こんなのと一いつ緒しよにすんな！　あいつらは盗賊みたいな連中で……【ゼロの書】を奪うばいに来たんだ……！　町を襲って、混乱に乗じて学舎に攻め込む気で……」

「盗賊みたいな連中って……だが【ゼロの書】は〈ゼロの魔術師団〉にあるんだろ？　そいつらはどうやって魔法を──あ、おい待て！」

　俺の質問を最後まで聞かず、アルバスは再び走り出した。学舎の安あん否ぴを確認しに行く気なのだろう。俺は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよし、静かに突つっ立たっているゼロを見る。

「おい、一体──」

　どうする気だ？　どうすりゃいい？　どうなってる？

　質問は多くあったが、そのどれもが俺の口からは出てこなかった。ゼロの表情があまりに冷たく、人形のように凍こおり付ついていたからだ。

「……おい？」

「こういう使い方も……できるのだな……」

　崩くずれた家、落ちた看板、焼けた死体。そういうものを一つ一つ眺ながめて、ぽつりと呟つぶやく。

　それから、ゼロはアルバスの後を追うように、ゆっくりと歩き出した。




　アルバスが駆かけ込こんだのは、ひどく古びた教会だった。

　壊こわれた門をくぐり、荒れ果てた礼れい拝はい堂どうに入る。ぐるりと見回すと、整然と並んでいただろう椅い子すはめちゃめちゃになり、割れた窓ガラスが床一いつ杯ぱいに散乱し、神の家たる教会が酷い有様だった。そして、ここにも人間が転がっている。ざっと見る限り──六人か。

　だが、教会の外に転がっている死体とは様子が違ちがった。外の死体は「逃にげ惑まどい、虐ぎやく殺さつされた被ひ害がい者しや」の死体だ。だがここにある六人の死体は、明らかに戦った形けい跡せきがある。

　そのうち二人の首に、赤い宝石のチョーカーが光っているのが見えた。アルバスと同じ物だ。ならばあの二人は〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉なのだろう。

　では、残りの四人がこの町を襲しゆう撃げきした魔ま女じよか。

「〈ゼロの魔術師団〉と……襲撃してきた魔女か？」

　アルバスは頷うなずいた。

「〈ゼロの魔術師団〉のみんなは、学舎と町を守ろうとして戦ったんだ……」

　だが、町は守りきれなかった。せめて学舎だけは死守しようと教会で戦ったのだろう。

「隠れ家を守って、刺さし違ちがえたのか……」

「いや、違う」

　急にゼロが足を進め、アルバスの横を素通りして魔女の死体へと歩み寄った。おい、と止める声を無視して、ゼロは六体の死体を覗のぞき込こむ。

「まず、襲撃をしかけた四人の魔女達が、〈ゼロの魔術師団〉の魔女二人を殺した。その後に、また別の魔女が現れて四人の襲撃者達を殺したのだ」

「なんでそんな事が分かるよ」

「殺し方の格が違う。〈ゼロの魔術師団〉には抵てい抗こうの痕こん跡せきがあるが、残った四人の魔女達は抵抗する間もなく死んでいる。──何より、全員が魔力を根こそぎ奪うばわれている。第三者の介入があった事は間ま違ちがいない」

　って事はこの場所に、〈ゼロの魔術師団〉でもなく、襲撃者の魔女でもない、別の誰だれかが現れたという事か。いよいよややこしい話になってきた。

　俺が頭を抱かかえると同時に、アルバスが大きく息を吸い込んだ。

　そうして、恐きよう怖ふと怒いかりに震ふるえた声でこう口にする。

「十三番……！」

　俺とゼロの頭に、恐おそらく同じ質問が同時に浮うかんだ。

　どうしてお前が、その名前を知っている？　そしてどうしてこの状じよう況きようで、その名前を口にする。だがその質問を口にする前に、状況が変わった。




　目が、開いた。




　ぶわっと、全身が総そう毛け立だつ。町に近づくにつれて増していった漠ばく然ぜんとした違い和わ感かんはどこかへ消え去り、恐怖に近い強きよう烈れつな威い圧あつ感かんが今や俺達を凝ぎよう視ししていた。

　目が、どこかに。どこかで──。

　俺は咄とつ嗟さに上を見て、心底後こう悔かいした。馬鹿でかい目が一つ、教会の天井にへばりついていた。天井の端はしから端まで亀き裂れつが走り、それが今、開いたのだ。

　ぎょろりとした眼球がせわしなく動き、俺おれと、アルバスと、そして最後にゼロを見る。

「随ずい分ぶん露ろ骨こつな覗のぞき見みがあったものだな──傭よう兵へい！」

「あ？　あぁ、おう！」

「強制召しよう喚かんだ、弾はじき飛とばされるぞ！　わっぱを抱だいて我わが輩はいの腕うでを取れ！」

　何が、どうなっているのか。ゼロが何を言っているのか。当然俺に理解できるわけがない。それでも、俺はアルバスの体を抱かかえ上あげ、ゼロの手首を摑つかんで腕の中に抱き込んだ。

　瞬しゆん間かん、床が崩くずれた。いや、違ちがう。これは──。

　床が、壁かべが、部屋自体が消えたのだ。ぽっかりと開いた闇やみに放り出されて、俺は反射的に叫さけんでいた。

　──落ちる。

　このままじゃ、落ちて、死──。

「落ち着け、傭兵。我輩の手を放さなければ安全だ」

　ゼロの眠ねむたげな声が、一いつ瞬しゆん飛びかけた俺の意識を引ひき戻もどした。

「ゆっくりと息をしろ。足を踏ふみ締しめ、地面を感じろ。体はもう着いている。意識を引き戻し、肉体に帰れ。我輩の手を意識しろ」

　大きく息を吸い込んで、俺は自分が息を止めていた事に気が付いた。呼吸をすると落下している感覚はどこかに消え去り、足は確かに地面を踏み締めている。

　なんだったんだ、今のは。幻げん覚かくか？　ひどく寒くて、全身ががくがくと震ふるえる。周囲を見回すと、暗い部屋だった。ちらちらと揺ゆれるロウソクは四本。強きよう烈れつ過すぎる香こうの匂におい。足の下には硬かたい石いし畳だたみ。それと、腕の中のゼロ。ついでに肩かたに抱えたアルバスを思い出す。

「よかった……！　傭兵が戻ってきたよ、ゼロ！」

　アルバスが叫さけんで、俺の頭にしがみ付いた。

　──戻って、きた？

　俺は周囲を見回した。戻ってきたと言うには、どう見ても──。

「おい……どこだここ。ちょっと待て、俺達さっきまで教会に……」

「強制召喚──対象の意思を無視して無理矢理別の場所に呼び寄せる力技だ。どうやら礼れい拝はい堂どうに罠わなが張ってあったようだな。悪あく魔まの召喚を人間に転用した魔ま術じゆつだが、我輩はこれをできる術者を二人しか知らない。一人は我輩のお師し匠しよう様」

　そこで俺は、強烈な香の匂いに紛まぎれた、第三者の臭においに気が付いた。

　闇の中に溶とける闇。その存在に気付いた今も、気を抜ぬけば見失ってしまいそうなほど、そいつは闇に同化していた。

　見えない。だが、そこにいる。

「そして十三番──貴様だ」

　にぃと、ゼロが唇くちびるを吊つり上あげた。十三番、と頭の中で呆ほうけたように繰くり返かえし、俺おれは弾はじかれたように顔を上げる。

　ぬるりと。

　闇やみから姿を現したのは男だった。ゼロとアルバスの例がある。魔ま女じよ、魔ま術じゆつ師しという連中は全員顔がいいのかと思っていたが、十三番を見る限り、そうでもなさそうだった。

　戦士になれそうな長身に、がっしりとした肩かた幅はば。ただし背筋が丸まっているせいで、体がでかい分とんでもなく陰いん気きに見える。前まえ髪がみも伸び過ぎで、両目を覆おおい隠かくす勢いだった。

　さえない陰気な大男。まさにそんな感じの男が十三番だった。獣けもの堕おちの俺が言っちゃあなんだが、獣の顔をしていても俺の方がいい男だろう。

　そんな男をまっすぐに見て、ゼロは挑いどむように目を細める。

「説明をしてもらおうか、十三番。なぜ我わが輩はいを喚よんだ？」

「喚んだ結果、お前が来た。それは結果だ、意思ではない」

「ではあの場に現れた人間全てを喚んでいるのか？　こうやって？　それは随ずい分ぶんな労力だ。相変わらずだな──十三番」

「名を呼ぶ声が聞こえたのでな──ゼロ」

　前髪の隙すき間まから、粘ねばり着つくような視線がアルバスに注がれた。ひぐ、と小さく悲鳴を上げて、アルバスが俺の首にますます強くしがみ付く。

「あの教会には有害な魔ま術じゆつ師し団だんの隠かくれ家がへの入り口があった。外部の魔女より襲しゆう撃げきを受けたおりに退去したようだが、数日は監かん視しの目を置いておくのは定石だろう。そこで私の名を呼ぶ声がした。ならばそれがなんであろうと、私はそれをここに喚ぶ」

「それが魔術の心得のない者でもか。我輩の傭よう兵へいは下手をすれば死んでいた」

　なるほど、俺は死にかけていたわけか。アルバスの「戻もどってきた」は死の淵ふちからという意味らしい。俺は初対面から十三番が嫌きらいになった。

「魔術の心得も持たない者があれだけ死体の転がる町に入り、魔術師団の隠れ家へと続く入り口に向かい、なおかつ私の名を呼ぶなど想定外だ。それに、強い香こうも焚たいていた。必要とあれば音もある。魂たましいが彼方へ飛んだとしても、呼び戻す事は造作もない。次はこちらからの質問だ。──なぜ穴ぐらを出た、ゼロ」

　責めるような口調で、十三番が聞いた。ふん、とゼロは鼻を鳴らす。

「少々一人に退屈してな。散歩がてら貴様の陰気な面でも見ようと思ったのだ」

「散歩には少々遠過ぎる……外は危険だと言っただろう。待っていると誓ちかったはずだ」

「なるほど、確かに危険に満ちていた。魔女と呼ばれて追い回される事十数回──さすがに我輩も学習した。危険は不ふ可か避ひではない、とな。ならば我輩は百年の時を無む駄だにした。もっと早く外に出ていればよかった。そう思わないか？　十三番」

　妙みような緊きん張ちよう感かんで、舌の根が痺しびれて痛んだ。

　なんだ、これは。十三番って男は、ゼロの協力者じゃなかったのか？　あんなに甘い声でその名を呼んでいたくせに、いざ目の前にしてどうしてここまで殺気立つ。

　そこに、突とつ然ぜん。

「どういう事？」

　アルバスの高い声が落ちた。

「ゼロは……だって……【ゼロの書】を書いたって……なのになんで……」

　なんで、とアルバスはかたかたと体を震ふるわせる。

「なんで十三番と──〝国王の魔ま術じゆつ師し〟と知り合いなんだよ！」

　国王の……魔術師？

　俺の中で矛む盾じゆんが生まれる。俺はアルバスの顔を見た。

「おい、国王の魔術師ってなんだよ。まさか魔ま女じよと戦争してる国の国王が、直々に魔術師を雇やとってるとでも言い出す気か？」

「そのまさかだよ……十三番が魔ま女じよ狩がりを手伝ってるんだ。裏切り者だよ、あいつ！　魔術師のくせに、魔女を殺してるんだ！」

　教会と決別したこの国が、一体どうやって魔女との戦争を成立させているのか疑問だったが──なるほど、魔術師を味方に引き入れていたわけか。

　魔女は隠かくれるのが上手く、隠れられたら普ふ通つうの人間にはまず探せない。長年魔女と戦ってきた教会にとっても難しいのだから当然だ。そして焦じれた人間達は、普通の人間に魔女の疑いをかけて殺し、安心感を得ようとし始める。魔女が人間を殺すのか、魔女を恐おそれた人間が人間を殺すのか──ものの話によると、後者の方が歴史的に見れば多いらしい。

　それを防ぐにはどうしたらいいか？　簡単だ、魔女に手伝わせればいい。

　ゼロは「魔術の気配は追える」と言っていたし、実際に十三番の魔力だけを頼たよりに〈弓ゆみ月つきの森〉からウェニアスまで辿たどり着ついた事を考えると、かなりの精度で探せるのだろう。

　問題は、魔女狩りを手伝う魔女なんざ普通は存在しないって事だが──どうやら、ここにいたらしい。魔女ではなく、魔術師だが。

「だが、一体どうやったら魔女と戦争状態の国に、魔術師が取り入れるんだ？」

「十三番が、国王の目の前で大量の魔女を殺したからだよ」

　アルバスは吐はき捨すてた。

「一度、〈ゼロの魔術師団〉が国王を襲おそった事があるんだ。移動中に、町の外でね。まだ戦争が始まったばかりの頃ころだったし、犠ぎ牲せいが少ないうちに国王に魔女狩りの禁止を誓ちかわせようとしたんだ。けど、〈報復の狂きよう宴えん〉の直後だったからね。ろくな話し合いもできずに兵隊に反はん撃げきされて、仕方ないから〈ゼロの魔術師団〉は応戦して……」

　ぎゅっと、アルバスは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「そこに十三番が現れて、その場にいた〈ゼロの魔術師団〉を皆みな殺ごろしにしたんだ。それで、十三番は国王の信しん頼らいを得て、国を守る側の魔ま術じゆつ師しになった」

　なるほどと思うような、そんな馬鹿なと思うような、微び妙みような話だ。しかしまあ、ウェニアスでは、何か困った事が起こると魔ま女じよを頼たよる事がある種の常識になっているようだし、「魔女を狩かるために魔術師を頼る」などという無む軌き道どうな方針もありえなくはない。教会の代わりに救いを求める丁度いい存在が、絶体絶命の瞬しゆん間かんに颯さつ爽そうと登場したわけだ。

　俺おれとアルバスが言い合っているのを静観していた十三番が、突とつ然ぜん、苛いら立だったように杖つえで床を強く打った。びくりと肩かたを跳はねさせて、アルバスは十三番を見る。

「ゼロの名を──軽々しく口にしないでもらおう。極めて不ふ愉ゆ快かいだ」

　ぶわ、と。全身の毛が逆立つ。

　教会で見られた時と同じ感覚だった。ゼロが時折浮うかべる冷れい徹てつな目も恐おそろしいが、十三番の目が俺に与える恐きよう怖ふ心しんは、ゼロから受ける恐怖とは質が違ちがう。

　ゼロには一切の悪意がない。その力はどこにも向けられず、だから俺はゼロを恐れずにいられる。抱いだく感情は畏い怖ふに近い。だが十三番の目には明確な悪意があった。殺意があり、その力は今にも俺に襲おそいかかってきそうだった。

　絶対に敵わないという自覚がある。そういう相手に睨にらまれたときの、恐怖──。

　俺みたいな大男が怖こわい怖いと連発するのも情けない話だが、虚きよ勢せいを張れる領りよう域いきを完全に逸いつ脱だつしている。どうやらそれはアルバスも同じらしく、がたがたと全身が震ふるえていた。今、こいつを肩かたから下ろしたら、間ま違ちがいなく腰こしから砕くだけてへたり込むだろう。

　だから俺はアルバスを降ろさなかった。

「〈ゼロの魔術師団〉だと……？　ふざけるな！　お前達はゼロの名をかたり、貶おとしめ、穢けがしている。許されざる大罪だ。穴ぐらにて知識を貪むさぼる泥どろ闇やみの魔女の名を──貴様らごときが冠かんするなど虫むし唾ずが走る！」

　鋭するどく、十三番が空くうを裂さくように指を滑すべらせた。その瞬しゆん間かん、空気に青い光が走るのが見えて、俺はアルバスとゼロを庇かばって十三番に背を向ける。何の魔ま法ほうだか知らないが、アルバスを攻こう撃げきする気なのは明らかだ。

　しかし痛みを覚かく悟ごして食いしばった歯の隙すき間まから、結局苦痛の声は上がらなかった。

　何も起こらなかったのだ。格好つけて庇ったわけではないが──かなりみっともない。

　気まずい気持ちで、俺は閉じていた目を開けた。そこでようやく、ゼロが俺の肩から身を乗り出して、十三番と対たい峙じしている事に気付く。

「お前、何して──」

「これは我輩の傭兵だと言ったはずだぞ、十三番。一筋の傷でも付けてみろ、貴様をバラバラにして悪あく魔まの供く物もつにしてくれる」
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　ゼロの手が黒い煙けむりを上げていた。それを鬱うつ陶とうしそうに振ふり払はらい、手の平に付いたすすでも落とすように高い音を立てて両手を打ち払う。庇った気でいたが、どうやら逆に庇われたらしい。

俺おれはどっと気き抜ぬけした。だが、一いつ瞬しゆんの後、更なる緊きん張ちようにさらされる事になる。

「できると思うか、ゼロ。十年前に拮きつ抗こうしていた我々の力が、今なおそうとは限らない」

　十三番がゼロを煽あおった。みるみるゼロの表情から色が失せ、その唇くちびるに冷笑が刻まれる。

「ならば試すか、十三番。我わが輩はい、少しばかり不ふ愉ゆ快かいだ」

　咄とつ嗟さに、俺はアルバスを抱かかえてゼロから距きよ離りを取った。待っていたかのようにゼロの全身から赤い炎が吹き上がる。冗じよう談だんじゃねぇぞ。魔ま女じよと魔ま術じゆつ師しの戦いなんぞに巻き込まれたら、それこそ命がいくつあっても足りやしねぇ！

「お、おおおい坊ぼう主ず！　なんとかなんねぇのかあれ、まじでやべぇぞ！」

「なるわけないだろ！　〈炎縛フラギス〉が僕ぼくの使える最高位の魔ま法ほうなんだ！　無む儀ぎ式しきで炎まき散らす魔女と、無儀式で雷かみなりを呼ぶ魔術師なんか、触さわっただけで消し炭にされちゃうよ！　時間があれば、魔術でどうにかなるかもしんないけど……」

「魔術なんぞ使ってる時間があるわけねぇだろう！　心底役に立たねぇな！」

「お互たがい様さまだろ!?　お前だってなんもできないじゃないか！」

「なん──ああくそ分かったよ、俺がなんとかすりゃいいんだろうが！」

　いちかばちか、ダメで元々、俺は立ち上がって思い切り吼ほえた。

「おい魔女！」

　今のところ、俺がゼロの興味を引ける事といったら一つしかない。心底間が抜ぬけてるが──。

「そろそろは昼だぞ！　喧けん嘩かは飯食ってからにしろ！」

　心底間が抜ぬけている事に、ゼロはそれで見事に止まった。ゼロが吹き上げていた炎がぱっと散り、ぐるりと俺おれの方に首をめぐらせる。

「昼か？」

「ああ」

「食事か」

「ああ」

　そうか、とゼロは呟つぶやく。それから、ぐるりと十三番に向き直った。

「腹が減っては戦はできぬと言うし、やはり戦いはお互たがいに万全の状態で臨まねば興きよう醒ざめだ。戦いならばいつでもできるが、食事はいつでもできるとは限らない。よって──十三番！」

「上等な小羊の肉がある。料理人に焼かせよう」

　全て承知済みとでも言うように、十三番は重々しく頷うなずいた。気が付けばこちらも臨戦態勢を解いている。俺はアルバスと視線を交わし、固く手を握にぎり合あった。

「我わが輩はい、芋いものスープが欲しい」

「用意させよう」

　一いつ瞬しゆん前まえまで目視できるほど濃のう厚こうな魔ま力りよくを発散し、睨にらみ合あっていたゼロと十三番は、あっけなく休戦協定を結んで頷き合った。
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　俺達がラテットの教会から召しよう喚かんされたのは、あろう事かウェニアスの王都プラスタ──その王城の地ち下か牢ろうを改造した部屋らしかった。さすがに信じられなかったが、疑う理由も今のところ見つからない。ゼロは「十三番はプラスタにいる」と言っていたし、アルバスは「十三番は国王の魔ま術じゆつ師しだ」と言っているのだから事実なのだろう。

　つまりラテットからプラスタまで一瞬で移動した事になるが──まあ、旅には便利そうだな。命の危険がある事を別にすればだが。

　地下室から伸びる階段を上りきると、十三番の手下らしいローブ姿がわらわらと寄ってきて、十三番から食事の用意をするようにと指示を受けてまた音もなく散っていった。

　アルバスは今にも喚わめき出だしそうな雰ふん囲い気きだったが、騒さわいでも状じよう況きようが悪くなるだけだと理解しているらしく、どうにか自分を抑おさえて食事の用意されたテーブルに着いた。さすが、子供ながらに実利主義者を自じ称しようする魔術師だけの事はある。

　つまりそんなわけで、俺達は十三番を含ふくむ四人でテーブルを囲んでいた。

　長方形のテーブルの両りよう端たんに、向かい合う形でゼロと十三番。必然的に俺の正面にはアルバスだ。当然和やかに会話ができるような雰囲気ではなく、全員が全くの無言だった。

　そもそも何を喋しやべれって話だ、この状じよう況きようで。ゼロがいそいそとスープを飲む音だけがやけに賑にぎやかで、いっそう沈ちん黙もくを意識させる。

「死ぬほど不味いぞ。このスープ」

　気まずい沈黙を破ったのは、当然のごとくゼロだった。ありがたい事に、これでいっそう気まずくなった。俺おれは思わず全身を硬かたくして、ゼロと十三番を見比べた。

「傭よう兵へいの作るスープは最高に美味かったのに……料理人と言ったら料理を作る事を生なり業わいとしている者だろう？　それがどうして傭兵の作るスープより……」

　おいよせ、やめろ頼たのむから。褒ほめてくれるのはありがてぇが、この状況でこの褒め方は際限なく俺の立場を悪くする。ああほら、睨にらんでるじゃねぇか。十三番がものすげぇ不ふ愉ゆ快かいそうに俺を睨んでるじゃねぇか。それともあれが地顔なのか？　どちらにせよ怖こわ過すぎる。

「……穴ぐらで作っていたのと同じ物を作らせている。物など食えればいい」

　ようやく答えた十三番の声は、不ふ機き嫌げんそうというより無感動で、余計に不気味だ。

「噓うそだ！　我わが輩はい知ってるぞ。貴様が蜂はち蜜みつに固こ執しつしている事をな」

「糖とう分ぶんは大切なのでな。だが芋いものスープに無む駄だな味や香かおりを付ける必要はない」

「甘い物が好きなのだと正直に言えばいいだろう。人間には味覚があるのだ。その追求を怠おこたるなど、快楽への怠たい慢まんであり、悪あく魔まへの冒ぼう瀆とくだ。なあ傭兵。君もそう思うだろう」

「さぁ……俺は……別に、食えればなんでも……」

　正直こんな状況では、味があったとしても分かりはすまい。十三番が夜な夜な蜂蜜を追い求める甘党だろうと、俺には心底どうでもいい話だ。

　まさか俺が味方をしないとは予想外だったとでも言うように、ゼロは悔くやしげに唇くちびるを引き結んで俺を睨んだ。雇やとい主ぬしの味方をするのが道理だろうとでも言いたげだが、巻き込むなという意思を込めて俺が無視を決め込むと、ゼロは不満げに俺から目を逸そらし、乱暴に小羊の肉にかじり付いた。

「まったく……十年も外にいて、貴様は相変わらず頭が固い男だな、十三番。そのくせ、なぁにが〝私〟だ、気取りおって。〝我輩〟と言え、〝我輩〟と。言葉ばかり気取ってみても、貴様の根底にある古ふる臭くさい頭の硬さは何も変わらん」

「言葉など、その場その時その時代によって使い変えてゆくものだ。私は私が最も相応しいと思う言葉を常に使う。〝我輩〟などと前時代的な一いち人にん称しようを使っては、奇き異いの目で見られるだけだ。過度に目立つのは好ましくない」

　ギスギスしている。あまりにも。俺は疑問を挟はさまずにはいられなかった。

「なぁ……あのよ……お前ら、その……友人、なんだよな……？」

「同どう胞ほうだ」

　ゼロと十三番の返事が綺き麗れいに重なった。そうか、分かった。同胞か。つまり、同じ部隊にいた仲みたいなもんだろう。

「あー……つまり敵ではないんだろ？」

「我わが輩はいはその気はなかったが、この男が我輩を召しよう喚かんしたり、我輩の傭よう兵へいに怪け我がをさせようとしたりと喧けん嘩かを売ってきたのだ。我輩としては、当然買う」

「召喚は結果であって、私が狙ねらったのはお前の傭兵ではなくゼロの名を穢けがす魔ま術じゆつ師しだ。それを庇かばおうとした獣けものの戦士に害が及ぶのは私の責任ではない」

「相変わらず責任逃のがれが得意だな、十三番」

「褒ほめ言こと葉ばと受け取っておこう、ゼロ」

　そして沈ちん黙もく。俺おれは現実逃とう避ひ気ぎ味みにアルバスを見た。俺の首を狙ったガキだが、今やこいつだけが俺に恐きよう怖ふ心しんを与えない存在だ。そのテーブルを見ると、並べられている料理に手がついていない。腹が減っていないわけではない事は、腹の虫が存分に主張していた。

「……食わねぇのか？」

　聞くと、明らかに緊きん張ちようした表情で睨にらまれる。

「食べられるわけないだろ……毒が入ってたらどうするんだよ」

「入ってねぇよ」

「なんで分かる！」

「獣だからな」

　アルバスはきょとんとして俺を見た。それから憎にく々にくしげにテーブルを睨み、がつがつと乱暴に食べ始める。そうして、

「ほん……っとに不味いな！」

　全力で文句を言った。──十三番を睨み付けながら。

　だろうだろう、と満足そうにゼロが頷うなずく。俺にこいつほどの勇気と無む謀ぼうさがあったらよかったのにと一いつ瞬しゆん思ったが、そんなものがあったら恐おそらくとっくに死んでるだろう。野生動物は臆おく病びようだから逃にげるんじゃない。危機察知能力に優れているから逃げるんだ。

　アルバスとゼロによる「不味い」の輪唱に、さすがに十三番の表情が引きつったように思えたが、俺の恐怖心が見せた幻げん覚かくだろうか。いや。気だるそうに腕うでを振ふり上あげて給仕を呼んだところを見ると、気のせいと言うわけでもないらしい。

　程なくして、俺達の前に小さな皿が運ばれてきた。盛り付けられているのは焼き菓子のようだが、その表面が飴あめ細ざい工くでキラキラと輝かがやいている。

　砂さ糖とうはそこそこの高級品だ。それを煮に詰つめて作る飴といったらそうそうお目にかかれる物ではなく、その飴で作った細工となれば王おう侯こう貴族の食べ物だ。不味いと言われた事への意い趣しゆ返がえしか、そもそも食後にこれを出すつもりだったのかは知るよしもないが──。

　ゼロは焼き菓子を見た事がないようで、運ばれてきた皿を「どうせまた何の味もしないのだろう」と適当に口に放り込む。そして次の瞬しゆん間かん、完全に動きを止めた。

　──どうやら、花がほころぶように笑うってのは、お安い比ひ喩ゆ表現じゃないらしい。普ふ段だんが無表情で冷たい印象があるのも手伝って、ゼロの笑顔には殺人的な威い力りよくがある。

　アルバスの様子を見ると、こちらも悔くやしそうに、そして美味そうに焼き菓子を頰ほお張ばっている。どうやら十三番の大勝利だ。

「──では」

　ふうと、ゼロが満足げな溜ため息いきをついて皿を横に押おしのけた。すっかり上じよう機き嫌げんだ。

「話を聞かせてもらうとしようか、十三番。本を追って穴ぐらを出た貴様が、何故国王の魔ま術じゆつ師しなどという珍ちん妙みような遊びに興じているのだ？」

「最も有効な手段を選んだ結果だ。本を盗ぬすみ去さった者はすでに魔ま法ほうをこのウェニアスに広め、〈ゼロの魔術師団〉なる外げ道どう集団を操って国を恐きよう怖ふと混乱に陥おとしいれていた。【ゼロの書】の奪だつ還かんに抵てい抗こうする魔女の数は多く、私は一人だ。私は本を探す協力を得る代わりに、魔ま女じよ狩がりの手伝いをすると王に進言した。それが一年前──今をもって、【ゼロの書】奪だつ還かんには至っていない。そういう状じよう況きようだ」

「でたらめ言うな！　外道はそっちの方じゃないか!!」

　叫さけんだのはアルバスだ。テーブルに拳こぶしを叩たたき付つけ、椅い子すが倒たおれる勢いで立ち上がる。

「〈ゼロの魔術師団〉は外道集団なんかじゃない。魔女狩りにあってる魔女を守ってるだけだ。火あぶりをしようとしている町に攻め込んで、殺されそうな魔女を助けてるだけだ！　大体、本が盗まれたってどういう意味だよ！　【ゼロの書】は〝あの方〟が──」

　そこまで言って、アルバスははっとしたように言葉を詰つまらせた。

　──【ゼロの書】は〝あの方〟が書いた本ではない。

　それをアルバスはすでに知っている。ならば〝あの方〟はゼロから本をもらい受けたか──でなければ、盗んだか。

　ちらと、アルバスはゼロを見た。救いを求めるような目だったが、ゼロは何も言わない。

「僕ぼく達は……国を恐怖と混乱に陥れようとしてるんじゃない……」

「実際に、国は恐怖と混乱に陥おちいってる」

　いくらか勢いを失ったアルバスに対して、十三番の声は冷れい酷こくなほど自信に満ちている。

「魔女に真の平和をと貴様らは口にするが、それで人間を殺すのか？　この戦いに魔女が勝ったとして、残るのは魔女に対する絶望的な恐怖心でしかない。それでは平和は訪れない」

「別に、率先して人間を殺してるわけじゃ……！」

「だが実際に死んでいる。魔女を救う際に殺される人間の命を、貴様は考こう慮りよしないのか」

「しょうがないじゃないか！　これは戦争なんだ。人間達が魔女を殺すのをやめないから、僕達も人間を殺すしかない！」

「では絶対に、魔女を殺した人間しか殺していないと言い切れるのか？　冤えん罪ざいはなかったと？　自分だけが正義だと信じているのか？　──だから戦争が起こるのだ！」

　まさに、俺がアルバスに言った言葉だった。報復の報復で戦争が始まる。気が合うじゃねぇか、十三番。──だが、ガキにそれを納得させるのは酷こくだろう。

　アルバスの目は涙なみだで潤うるみ、決けつ壊かい寸前だった。そこに、十三番は更なる追い討ちをかける。どうやらこの男には、情なさけ容よう赦しやという概がい念ねんがないらしい。

「何よりも……各地で魔ま女じよによる襲しゆう撃げき、略りやく奪だつ行こう為いが報告されている。当然、魔ま女じよ狩がりになど何の関与もしていない村や町だ。単なる略奪のために、何人の罪なき人々が魔女に殺されたか──まさか知らないとは言うまいな」

　自然と、ラテットの惨さん状じようが頭に浮うかんだ。アルバスが何を言っても、魔女による殺さつ戮りくと略奪が存在する事は間ま違ちがいない。あの時は詳くわしく聞けなかったが──。

「それは〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉じゃない！　追放されたはぐれ魔術師達が──！」

「はぐれ魔術師？」

　俺おれが聞き返すと、アルバスはびくりと肩かたを震ふるわせた。脅おどすつもりはなかったが、口調が多少きつくなった事は否定できない。他の魔術師団が存在するとアルバスは言っていた、だが〝はぐれ魔術師〟という言葉は、完全に独立した別個の集団という意味とは少し違う。はぐれたという事は、元となる集団があったという事だ。

「〈ゼロの魔術師団〉は、浮ふ浪ろう者しやでも……孤こ児じでも……誰だれでも関係なく魔ま法ほうを伝え、広めてるって言っただろ？」

「なるほど……そういう事か」

　他の魔術師団とやらはどうやって魔法を覚えているのか疑問だったが、「元は〈ゼロの魔術師団〉だった連中が、今は団からはぐれて好き勝手やっている」のならば理解できる。

　つまりラテットの教会で死んでいた魔女達は、襲おそった側も、襲われた側も、基本的には〈ゼロの魔術師団〉という事になる。ならば──ラテットが襲われ、崩ほう壊かいした原因は〈ゼロの魔術師団〉にある。それが理解できているのだろう、アルバスの表情は苦しげだ。

「魔法を覚えた途と端たんに、悪用する奴やつらが出てきたんだ。そういう奴らは学舎から追放して、新しい魔法を覚えられないようにするんだけど、一度覚えた魔法はずっと使えるし……」

　当然だ。力がなく虐しいたげられるだけだった存在が、ある日普ふ通つうの人間なんかでは太刀打ちできない強力な力を持ったのだ。その結果がどうなるかは目に見えている。

「盗とう賊ぞく化かして、略奪し放題ってわけだ」

　アルバスは控ひかえめに頷うなずいた。

　人を殺せる威い力りよくを持った爆ばく薬やくを、知識も持たない子供にばら撒まいたようなものだ。

　そして魔法は【ゼロの書】という媒ばい体たいを通して、どこまでも、誰にでも広まっていく。【ゼロの書】を回収したとしても、写本があれば。写本が無くても、最初の一頁ページの写しがあれば。──水にインクを落としたようなものだ。インクによって濁にごった水は、二度と真水には戻もどらない。

「ラテットを襲ったのも、はぐれ魔術師達で間違いないよ。追放された奴らで集まって、学舎に攻め入ったんだ。【ゼロの書】を奪うばって、もっと力を付けようとしたんだと思う……」

　つまり今この国の魔ま術じゆつ師しには、三つの勢力がある事になる。

　一つ。魔ま女じよの平へい穏おんな日々を望んで戦う〈ゼロの魔術師団〉。

　二つ。〈ゼロの魔術師団〉で魔ま法ほうを覚え、暴れ回るはぐれ魔術師。

　三つ。その両方を一いつ緒しよくたに狩かり殺ころす、国家に属する魔術師──つまり十三番だ。

　更にこの国に昔からいる、魔法を覚える気も、戦う気もない勢力もあるわけだが、これは戦いに参加していないので考こう慮りよしなくていいだろう。魔女という分類だけですでに頭が痛いのに、魔術を使う集団がこんなに増えては俺おれの安住の地はどこにもない。

「統制の取れていない集団は集団ではない。便利な玩具ゼロの書を手に入れて、好き勝手に暴れ回っているだけだ。それを粛しゆく清せいし、集め、束ね、秩ちつ序じよを取とり戻もどさなければならない」

　十三番は静かに立ち上がった。

「お前には利用価値がある。ただ殺すには惜しい人材だ。私に従い、全面的に協力するのならば、更なる知識と力を約束しよう」

　アルバスは絶句した。

「そんな事──！」

「断るならば火か刑けいだ」

　そして俺も絶句した。

　思わず立ち上がりそうになり、立ち上がる理由が見つからずに意味もなくゼロを見る。だがゼロは十三番を止めるどころか、今の会話に何の興味も示していないようだった。

　だから、まあ、仕方がない。

「火刑って……まだガキだぞ、こいつは」

　俺が言った。子供には慈じ悲ひを──という、いわゆる人道というやつだ。

「子供だろうと、魔術を操ればそれは脅きよう威いだ。子供だからこそ、思し慮りよなくその力を振ふるうならば滅ほろぼさねばならない」

　十三番の応えは淀よどみない。だが、俺は食い下がった。

「だからって殺すのかよ？」

「では子供だからと許すのか？」

「そりゃ……」

「魔術を扱あつかう者は、誰だれもが人の道から外れている。誰もが人の道から外れた結果魔術という力を得る。代だい償しようを差し出し、その欲望を満たすのが魔術師だ。人の願いで人を殺すのが魔術師だ。男だろうと、女だろうと、大人だろうと、子供だろうと、魔術師とはそういう生き物であって、人間ではない。そういうものだ、ゼロの傭よう兵へいよ。そもそもこの国にいる獣けものの戦士が、魔術師への慈悲を求めるとは妙みような話だ」

　事実に、事実に、事実と来る。俺は何も言い返せずに引きつった。

　確かに、俺はアルバスに首を狙ねらわれた。つまり殺されかけたわけだ。俺が生き延びられたのは俺おれが獣けもの堕おちだからで、更に言うならゼロと会ったからだ。俺がごく普ふ通つうの人間なら、そしてゼロに出会わなければ、とっくにアルバスに殺されている。いやそもそも、俺が人間なら狙ねらわれる事もなかったわけだが──。

　俺は横目でアルバスを見た。

　いつもきらきらと輝かがやいていた金色の瞳ひとみに、恐きよう怖ふと混乱がありありと見て取れた。そこに怒いかりと憎にくしみの色が混ざり、辛かろうじて十三番を睨にらみ付つけている。怒りでどうにか立っているというような状態だった。魔ま術じゆつ師しだろうとなんだろうと、どうしたってこれは子供だ。

　だからと言って許すのかと問われれば答えに詰つまるが──だからと言って、殺すのか。

　聖人を気取るつもりはないが、子供殺しは傭よう兵へいでも躊ちゆう躇ちよする。

「思し慮りよは尊い。一晩考える時間をやろう。──ゼロ」

「なんだ、再戦か？　悪いが満腹で気が殺そがれた」

「穴ぐらに戻もどれ」

「断る。我わが輩はいは待った。待ったが貴様は戻らなかった。それが結果だ。それが今だ」

「ゼロ、私は──」

「それにな、十三番」

　ゼロは口にくわえていたフォークを、音を立てて皿の上に吐き出した。

「魔ま女じよが魔女を狩かるのは禁きん忌きだ。どれほど正当な理由があっても、それは世界の摂せつ理りを乱す。あまりにも一人に力が集まり過ぎ、そして力は人を狂くるわせる。我輩が何を言っているか分からないわけではないだろう、十三番。教会に転がる魔女六人──あれらは全てぬけがらだった。本を取り戻すためだとしても、十三番、貴様は一線を越えている」

「本を取り戻せば全てが終わる。そうしたら、ゼロ」

「だからこそ、十三番。我輩は我輩の手で本を探すぞ」

　十三番の言葉を遮さえぎって、ゼロが静かに宣言した。

「あれは我輩の物だ。我輩の本だ。我輩の罪だ。その始末をつけるために手を汚よごさなければならないのなら、十三番。我輩はこの手を汚す事を選ぶ」

「そんな、ゼロ！」

　アルバスが悲痛な声で叫さけんだ。

「ゼロは僕達の味方だって、言ったじゃないか！　一いつ緒しよに学舎に行ったのだって、ゼロが味方だって言うから……だから──」

「我輩は、一言も味方だとは言っていない」

　アルバスが呆ぼう然ぜんと目を見開き、でも、と小さく声を震ふるわせた。

「我輩は、本がどこにあるかを知っていると言うから案内を頼たのんだ。それだけだ」

　アルバスが俺を見た。──恐おそらく、救いを求めて。

　だがあいにく俺はゼロの傭兵で、立場上アルバスの敵になる。何より──事実だ。

　味方だよね？　とアルバスは聞いた。それに対してゼロは何も言わなかった。肯こう定ていも、否定せず、ただ少し微ほほ笑えんだけだ。そして俺おれもそれにならった。ゼロは俺の雇やとい主ぬしで、ゼロが与えるつもりのない情報を俺は決して漏もらさない。

　俺が何も言わずにいると、アルバスは唇くちびるを嚙かみ締しめ、うつむいた。

　悪いな、アルバス。お前が勝手に勘かん違ちがいしたなんて言う気はねぇよ。騙だます気だったし、実際騙した。胸むな糞くそ悪ぃな、ちくしょうが。

「……本が……盗ぬすまれたって……ほんとなの……？」

　ゼロは頷うなずくでもなく、ただすうと目を細める。

「事実だ。それがどれほど素晴らしい魔ま女じよであれ、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を作った〝あの方〟なる者は我わが輩はいの本を盗み出した。強ごう奪だつした──と言う方が正しいか」

「強奪……？」

　アルバスが青ざめる。

「我輩と、十三番。その二人を残し、穴ぐらに暮らす全ての魔女が殺された。【ゼロの書】を手に入れ〝魔ま法ほう〟という技術を奪うばい、広めるためにな」

　くしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、アルバスはテーブルに突つっ伏ぷした。職しよく業ぎよう柄がら、俺は心が折れる瞬しゆん間かんというものを何度も見てきた。これが、それだ。アルバスは今、完全に圧へし折おれた。

「──なあ、魔女さんよ。なんでお前、そんな本書いたんだ？　世界を滅ほろぼそうとしたのか？」

　前にも抱いだいた疑問だった。なんだってそんな迷めい惑わくな本があるんだと。

　魔女が世界を滅ぼそうとしていると、前の俺なら当然のように納得したかもしれない。だがゼロが、そんな面めん倒どう臭くさい事に興味を持っているとは思えなかった。

「……火打石を使わずに火が起こせれば、便利だろう……？」

　前に楽しげに言った言葉を、ゼロは少し苦しげに繰くり返かえした。

「尽つきない矢があれば狩しゆ猟りようが便利になるだろう。縄なわを編あまなくとも獲え物ものが捕とらえられれば楽だろう。木に登らずとも果実が取れれば、針と糸で縫ぬわずとも怪け我がが治れば──」

　みんな、喜ぶだろうと思ったんだと言って、ふ、とゼロは笑った。

　それは、楽しい空想に耽ふける子供の顔だ。

　魔女に襲しゆう撃げきされ、荒あれ果はてたラテットを見て、ゼロは「こういう使い方もできるのか」と言った。──想像もしなかったのだ。

　最高の技術が、最良の使われ方をする未来しか、ゼロは想像しなかった。

　新しい技術はいつも、純じゆん粋すいな興味とささやかな向上心から生まれる。そして一度生まれてしまった技術は、開発者の手から離はなれて好き勝手に広がっていくものだ。植物から薬を作っても、その薬から無数の劇げき薬やくが生み出される事を開発者は止められない。

「わっぱは魔女と人間が共に暮らせればいいと言った。──我輩も同じだ。穴ぐらの中で本に埋うもれ、同じ知識、同じ価値観を共有する魔女達と繰り返す会話は退屈だった。外に出たかったのだ。だが、世界は魔ま女じよを悪だと言う。ならば役立つ技術を生み出せば──魔女だけでなく誰だれもが使える技術を生み出せば、きっと世界は魔女を求め、受け入れる」

　火打ち石が無くても火がつくなら、火打ち石は売れなくなる。尽つきない矢が広まれば、弓矢を作る職人は廃はい業ぎようだろう。困る奴やつらも出るだろうな、と漠ばく然ぜんと思った。

　だがそれ以上に、広がる何かが確かにある。もし、魔ま法ほうが正しく使われれば。人を傷つけるためでなく、人を守り、救うために使われれば。

「──そう、思ったのだ。だから書いた。だが、書くべきではなかった」

「ゼロ」

　十三番が声を上げた。ゼロはちらとだけそちらに目を向けて、静かに首を横に振ふる。

「貴様の忠ちゆう告こくを聞くべきだった、十三番。この本は世界を滅ほろぼすと貴様に言われた時、我わが輩はいはこの本を焼くべきだったのだ。それを惜しんだのは我輩だ。我輩は──」

　ゼロは深く溜ため息いきをついた。

「愚おろかだった」
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　俺おれはぼんやりと、召使い用の空き部屋に転がっていた。獣けもの堕おちなんぞ厩うまやで藁わらの上で寝ねろと言われる事を覚かく悟ごしていたから、予想外の好こう待たい遇ぐうだ。

　それとは逆に、アルバスは暫ざん定てい的てきにではあるが地ち下か牢ろうへと連行された。そこで一晩、火あぶりになるか十三番の手下になるかを考える。──まあ、普ふ通つうに考えれば後者を選ぶだろう。〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を作った〝あの方〟が、どうしようもないゲスだと知ったんだ。

　問題は、俺の今後だ。俺は人間に戻もどしてもらう代わりに、ゼロの護衛を請うけ負おった。当然、俺の今後はゼロの行動にかかってくるのだが、それが全く予想がつかない。

　なんとなく──漠然と仕事が終わったような気がしていた。

　そもそも、俺は傭よう兵へいとしてそれほど有能なわけじゃない。ゼロが俺を雇やとっているのは、俺がたまたま森にいて、たまたま目立つ姿をしていたからだ。十三番という後うしろ盾だてを得た今、俺みたいな傭兵を雇い続けて一体なんの利益がある？　俺なら俺を解かい雇こする。

　天井に手をかかげ、親指の小さな傷を見た。

　もうほぼ塞ふさがっているが、ゼロが嚙かみ切きった傷きず跡あとだ。

　あの時、ゼロには確かに護衛が必要だったのだろう。だが、あの時でさえ目くらまし以上の役目があったとは思えない。

　道案内の役目を終えたアルバスを、ゼロは恐おそろしくあっけなく切り捨てた。

　それじゃあ、俺は──？

　俺の存在が不要になったら──ゼロは俺をどうする。

　俺おれは天井にかかげた手をそのまま下ろし、静かに両目を覆おおった。と、突とつ然ぜん。

「ゼロの傭よう兵へい」

「うぉぁあぁ！」

　俺は叫さけんでベッドから転がり落ちた。妙みように至近距きよ離りから声が聞こえたからだ。

　俺は人の気配に気付きやすいし、遠くを歩く足音も聞こえる。そのため、突然至近距離から声をかけられると死ぬほど驚おどろく。まさに命の危機に直結する非常事態だ。

「……あ？」

　だが、ベッドの下からそっと顔を覗のぞかせても、部屋に俺の命を脅おびやかしそうな人ひと影かげは見られない。声は確かに聞こえたのだが、その声の主がどこにもいなかった。

　気のせいか？　だが、それにしては随ずい分ぶんはっきり聞こえたが……。

　と、ちょろちょろとネズミがベッドに這はい上あがって止まった。

　まさか。と、思う。いや、まさか──。

「ゼロの傭兵、話がある。地下に来てくれ」

「ね、ねず──」

　ネズミが、しゃべ──。

「このネズミを追ってくればいい。待っている」

　それだけ言って、ネズミはちょろちょろと駆かけ出だした。俺に叫ぶ余よ裕ゆうも与えない。

　これを、追えと？　追えるわけないだろうが！　喋しやべるネズミだぞ、さすがに不気味過ぎる。

　だが俺がそうして固まっていると。ネズミはじっとドアのところで俺を見つめて待っている。早くこのドアを開けろと、ネズミのくせに無言の圧力が半はん端ぱじゃない。

「い……行きゃあいいんだろ、行きゃあよ！」

　無理に威い勢せいのいい声を出し、俺は乱暴にドアを開けてネズミの後を追いかけた。




　召使い用の部屋を出て、廊ろう下かを抜ぬけると中庭に出る。

　中庭から城を見上げると、それは巨大な四角い岩の塊かたまりのようだった。

　いかにも、攻せめ難にくそうな城じよう砦さいだ。壁かべは石造りで、隙すき間まを石せつ膏こうで補ほ強きようしてある。城壁の四よ隅すみにそそり立つ円形の塔とうはかなりの高さがあり、有事には立派な物見台として役立つだろう。

　この城を攻め落とせと言われたらさすがに俺も泣きが入りそうだ。

　半ば癖くせのように侵しん入にゆう経路を考えながら、城壁にそって中庭から城の裏に回ると、城壁に古びた木戸が張り付いているのが見えた。そこから城壁の内部に入れるらしく、ネズミは地面と木戸の隙間にもぐり込んでいく。

　扉とびらに触ふれると、それはあっけなく内側へと開いた。中に入ると、松明が地下へと進む階段を照らし出している。俺が降りるのを躊ちゆう躇ちよしていると、ネズミが催さい促そくするように高く鳴く。

「わぁってるよ！　今降りるって……！」

　──果たして、地下室では十三番が待っていた。案の定、といったところか。

　俺おれ達が召しよう喚かんされた広大な地下室ではなく、普ふ通つう──と言うにはちょっとばかり抵てい抗こうがあるが、とにかく一応生活感のある部屋だ。

　大量の棚たながあり、大量の紙があり、雑然としているようで整然としている部屋の中心で、十三番がいかにも悪の魔ま術じゆつ師しでございというような様子で深く椅い子すに腰こしを下ろしていた。

　ネズミはそんな部屋をちょろちょろと走はしり抜ぬけ、十三番の肩かたに駆かけ上あがると、パンのかけらをかじってまたちょろちょろとどこかへ逃にげていった。

「使つかい魔まを見るのは初めてか」

　十三番は、逃げたネズミをどこか眠ねむそうな目で見る。

「驚おどろかせてすまなかった。つい、同じ魔術師にするようにしてしまうものでな」

「ああ、いや……別に……動物が操れるのか？」

「精神的に劣おとっていれば」

　短く答えて、十三番はひどく面めん倒どうそうに立ち上がる。

「ゼロが随ずい分ぶんと世話になった。その礼をしようと思って呼んだのだ。──これを」

　十三番が、机の上に無造作に置いてあった物を手に取り、俺に差し出した。

　──小こ瓶びんだ。なんの変へん哲てつもない円柱形の瓶に、コルクで栓せんがしてある。

「そいつぁ──」

「魔ま法ほう薬やく、と私は呼んでいる。ゼロの考えた魔法技術の応用だ。魔法を発動するのに必要な贄にえと術式を、植物油に溶かして封ふうじたものだ」

「馬鹿でも分かるように言ってくれ」

「栓を抜ぬいて中身をぶちまければ、封じた魔法が発動する。そういう代物だ」

　俺は顎あごを落とした。それは──つまり、こういう事か。

「それがあれば、誰でも魔法が使えるって事か……？　俺でも？」

「そうだ。誰にでも使える」

　俺は呆ぼう然ぜんと目を見開き、差し出されている瓶を受け取る事もせずただ見つめた。

　すると俺の驚きよう愕がくを察したように、十三番が静かに補ほ足そくする。

「そう青ざめる事はない。今のところ、これを作れるのは私だけだ。本を探す傍かたわら研究を続け、この技術を得るのに十年を費やした。私が誰かに伝えなければ、先の百年作られる事もないかもしれない。それに、これは至って無害な魔法薬だ」

「む……無害っつうと？」

「魔術の効果を消す」

　急に瓶の中身に親近感を覚えて、俺は十三番の手から小瓶を受け取った。

「魔法じゃなくて、魔術なのか？」

「魔法とは魔術を簡略化したものだ。その根幹が悪あく魔まの力によるところは変わらない。つまり、魔ま法ほうも魔ま術じゆつも打ち消せる。例えば魔ま法ほう陣じんにかければその力は失われるし──」

　十三番が、急にまっすぐに俺おれを見た。

「その体に被かぶれば、人間に戻もどる」

　ようやく、俺は十三番の言う「礼」の意味に辿たどり着つく。

「よく……分かったな。俺と魔ま女じよの契けい約やくが」

「魔女を恐おそれ、嫌きらっているはずの獣けものの戦士が魔女に従うならば、金ではない何かを対価にした事くらい想像できる」

「いいのか？　こんなもん渡わたしたら、俺は魔女の傭よう兵へいやってる理由がなくなるぜ？」

「礼をすると言っただろう。つまりこういう事だ──今すぐこの城を出ろ」

「……何？　どういう意味だ、そりゃあ。俺を解かい雇こする権利なんぞお前にゃねぇだろう」

「逃にげろと言っているんだ。あれは──ゼロは恐おそろしい魔女だ。美しい顔に騙だまされたのだろうが、お前が近づいて無事でいられるような女ではない」

「見ての通り、無事だがな。それに俺の首には興味ないって話だったが？」

「その理由を考えなかったのか？」

　俺は目を瞬またたいた。

　──ゼロが俺の首を欲しがらない、理由？

「魔法という技術を生み出すとき、ゼロは最高位とも言える悪あく魔まを召しよう喚かんし、それに連なる多くの悪魔の名を知った。それほどの高位悪魔を喚よび出だすとき、ゼロは何を贄にえにしたと思う」

「何をって……」

　気づかないふりをするのはよせとでも言うように、十三番がまっすぐに俺を見る。

　俺は無意識に首をさすった。

「まさか、自分がゼロにとって特別な存在だと思っていたわけではないだろう。ゼロにとって……いや全ての魔術師にとって、自分以外の存在は利用し、消費する物でしかない。お前が今生かされているのは、殺す以外の使い道があるからだ。その使い道がなくなった時、お前はただの希少で価値ある魔術の道具に成り下がる」

　本当に俺が必要なのか。

　もし必要なくなったら、ゼロは──魔女は俺をどうするのか。

　そんな俺の疑問の答えを、十三番は当然の事実として、ごく静かに俺に付きつけた。

　時折、ゼロはひどく冷れい酷こくな表情を見せる事があった。不ふ愉ゆ快かいだ、と感情のない声で呟つぶやく姿を見るたびに背筋が凍こおった。

　いや、だが──。俺は自分の本能を信じてゼロに従ったのだ。

「もしあの女が本当に危険だってんなら、獣けもの堕おちの俺が側にいられるわけねぇんだがな。俺達は人一倍、危機を察知する能力が高い」

　反論すると、十三番は首を横に振ふった。静かな、だか力強い否定だ。そうされると、ひどく落ち着かない気分になる。気付かないのか？　と聞かれているような気分だった。まるで俺おれが明確な間ま違ちがいを犯している事に、気が付いていないような──。

「魔ま女じよには魅み了りようの力がある。獣けものの戦士の本能をねじ伏ふせ、自身に好意を抱いだかせる事など造作もない。ゼロの目を見ただろう。初めてその姿を見たとき、どこかで」

　見た。

　俺と、ゼロと、アルバスが初めて会った時──ゼロがアルバスを撃げき退たいするため、俺の前で初めて魔ま法ほうを使ったときだ。絶世の美女だと思って、その顔に見み惚ほれた。そして不思議な色の目だと思って、俺はその目に見入っていたのだ。それが魔女の目だとも気付かずに。

　そうか。だから俺は、ゼロが俺を護衛にすると言い出したとき、ゼロを恐おそろしいと感じなかったのか。最初からずっと、俺はゼロに操られていたというわけだ。

「地下室で私が攻こう撃げきをしかけたとき、お前は当然のようにゼロを守った。それで気付いたのだ。お前はゼロに魅み入いられ、操られているとな。警けい戒かい心しんが強く、本能で危機を回かい避ひする獣の戦士が、でなければ咄とつ嗟さに身を挺ていしてゼロを庇かばいに入るなどありえない。今はまだいいだろう。だがゼロと共にいる事で得られる心地よい感覚は、じきに無意識の隷れい属ぞくに変化する。どれほど長く行動を共にしたかは知らないが……一度くらいは、見ただろう」

　何を？　と聞き返す前に、俺の頭には答えが浮うかんでいた。ゼロにかしずき、嬉き々きとして奉仕した古着屋の店主。

「そう、なりたいか。ならば私は止めはしない。あれにひれ伏ふしたいと願う人間は多い。穴ぐらでもあれは特別だった」

「冗じよう談だんじゃねぇ！　誰だれが魔女なんぞに！」

　十三番はほんのわずかに唇くちびるを歪ゆがめた。笑ったのかもしれない。

「お前がそういう態度だからこそ、ゼロはお前に興味を抱いだいているのだろう。そう、ゼロにとってお前は──」

　──珍めずらしい家か畜ちくと同じだ。

　この男の言葉はどうしてか、全てすとんと俺の胸に落ちてくる。

　ゼロが俺に対して口にした、好意のような言葉の数々。ゼロは俺を好きだと言った。一いつ緒しよにいたい、と。あれは俺を人間として見ていなかったからこそ出てきた言葉だったのだと、今になって思い至る。愛あい玩がん動物を愛でるような感覚だったに違ちがいない。

　喉のどの奥おくが引きつるような感覚だった。舌の根が妙みように苦い。

「それでも、あれは私の同門だ。唯ゆい一いつにして最後の同胞だ。だからあれをここまで連れてきてくれた事に感謝する。──だから、逃にげろ。これ以上の手助けはできないが──」

　言って、十三番は俺に通行許可証を手て渡わたした。俺は十三番の召しよう喚かんで門を通らずに王都に来てしまったわけだから、これが無ければ町を出る時に一ひと悶もん着ちやく起こす事になる。

「いや、十分だ。恩おんに着る」

　俺おれはすぐに部屋にとって返すと、鞄かばんを摑つかんで中に瓶びんを押おし込こんだ。

　思い返してみれば、ゼロの発言にぞっとする事は何度もあった。俺を護衛に雇やとうときでさえ、「護衛には手足が必要だから首を落としたりはしない」と言ったのだ。ならば護衛が必要なくなって、俺に飽あきたら、ゼロは俺の首を落とす気か？　──冗じよう談だんじゃねぇ！

　これ以上、魔ま女じよなんかと付き合ってはいられない。相手が絶世の美女だろうと、俺は下半身の欲望よりも命が惜しい。目的の物も手に入れた。それで、どうしてここに留まる必要がある？　俺は世界と晩飯を天てん秤びんにかけて晩飯を取るような男だ。俺が人間に戻もどれて、魔女に狙ねらわれない日々が来るのなら、魔女の絶ぜつ滅めつなんぞどうでもいい。

　ああ、そうだ田舎いなかに帰ろう。歳とし食ったお袋と親父が、きっと今も酒場を切り盛りしてる。十年以上も会ってないうえ、獣けもの堕おちのはずの息子が人間になんぞなっていたら俺だと信じてもらえないかもしれないが、その時は、その時だ。流れの旅人だとでも言って、住み込みで雇ってもらえりゃあいい。で、かわいい嫁よめさんをもらおう。この際かわいくなくてもいいか。口うるさくて、威い勢せいのいい女がいい。俺を平気で殴なぐるような、そんな女が俺はいい。

　ガキは三人以上は欲しい。毎日が賑にぎやかで、面めん倒どうで、イライラして、喧けん嘩かして、喚わめいて。そんな毎日を始めよう。人間に戻れる。人間になれる。人間として、生きられる。

　それを、どれ程夢見たか──。俺は勢いよく部屋を飛び出し、そして凍こおり付ついた。

「──旅支度か？　傭よう兵へい。我わが輩はいを置いて？」

[image: ]

　ゼロがドアの前に立っていた。珍めずらしく、俺おれは叫さけび声ごえを上げなかった。
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　いかにも不思議そうな顔をして、まるで偶ぐう然ぜんのようなふりをして、ゼロはまっすぐに俺を見上げていた。

「出かけるのなら、我わが輩はいも連れていくのが筋だろう。君は我輩の傭よう兵へいなのだからな。丁度、十三番があれこれうるさくて息が詰つまっていたところだ。我輩も一いつ緒しよに──」

　ゼロが一歩足を踏ふみ出だした。

　反射的に、俺も一歩下がる。俺の異変に気付いたのか、ゼロが一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「……どうした？　傭兵。なぜ黙だまっている」

　困こん惑わくしたような演技が──上手いじゃねぇか、魔ま女じよさんよ。

　どうして、ばれた。監かん視しでもしてたのか？　俺が逃にげたりしないように。

「どうしてそんな目で我輩を見る……？　ちょっと外に行きたいだけだ。今日は週に一度の女神の祭日で、広場に芸人が来ていると聞いてな。我輩も見てみたいから、一緒に──」

　ゼロが言い終わるのを待たずに、俺は咄とつ嗟さに剣けんを握にぎった。

　逃げなければ、この魔女から。でなければ俺が死ぬ。正面から立ち向かって勝てるとも思えないが──。俺はすばやく周囲に視線を走らせ、退路を探した。部屋に戻もどって窓から外に飛び出すか、一か八か、不意を衝ついて魔女を突つき飛とばすか。

「ああ……そう、か」

　呆ほうけたように俺を見ていた魔女がふいに笑みのような表情を浮うかべてみせた。だが笑みにしては、随ずい分ぶん苦い。

「十三番にたぶらかされたか。相変わらず、悪あく魔ま的てきな手際だ。我輩の傭兵を、こうも簡単にひきずり込むとは……」

　何言ってやがる。俺をたぶらかしたのはてめぇの方だろう。

　思って睨むと、魔女は急に顔を上げて俺の顔をまっすぐに見た。

　ダメだ。この目を、見ては──。

「この──痴しれ者ものがぁ！」

　一いつ喝かつされて、俺は思わず耳を両手で覆おおった。この細っこい体のどこから、こんな声を出しやがる。ぐいと一歩足を踏み出し、ゼロが俺の眼前でぱきん、と指を弾はじいた。

　急に、夢から覚めたような気分になる。この城を出なければ、ゼロから逃げなければと差さし迫せまって俺を突き動かしていた衝しよう動どうが、ゼロが指を弾いた瞬しゆん間かん消えていた。

「何を迷った、傭兵」

「ぁ、えあ……や……」

「何を疑った。何を恐おそれた。揺ゆらいだりするから付け入られるのだ！　十三番は事実が上手い。あれは不安の火種を事実で煽あおって疑心を呼び、恐きよう怖ふと怒いかりの大火へ変える天才だ」

　最後の方は、喉のどの奥おくからどうにか絞しぼり出だしているような声だった。握にぎり締しめた拳こぶしを小刻みに震ふるわせる姿は、いつものあけっぴろげで堂々としたゼロからは想像もつかない。

　ゼロはまっすぐに俺おれを睨にらみ上あげ、何かを堪こらえるようにきつく歯を軋きしり合あわせた。それは、子供が泣くのを堪える仕草によく似ている。

「俺は、その──」

「十三番に、我わが輩はいが君を殺す気だとでも言われたか」

　ぎくりとして、俺は黙だまった。

　──裏切ったのか、と言われた気がした。ゼロの視線を正面から受ける事ができなくて、俺は視線を床に逃にがす。

「それで君は──その言葉を信じたか。いくら魔ま術じゆつ的てきな力が込められていたとしても、言葉とは、小さな疑いを膨ふくらませる力に過ぎない。火種がなければ炎は生まれない。君はつまり疑っていたのだ。今までずっと、我輩を！　ならばなんのための契けい約やくだった！」

　何かを言わなければならないという焦あせりだけが、俺の中で膨らんでいく。だが、何を言うべきか分からない。言葉は喉の奥の方で引ひっ掛かかり、俺の呼吸さえも阻はばみ始はじめていた。

「我輩は誓ちかったぞ、傭兵。決して君の首を落としたりはしないと、血の契ちぎりを交わして誓ったはずだ……！　君を人間に戻もどすと、我輩は誓ったのだ！」

　俺はゼロの親指に残る傷を見た。嚙かみ切きって、まだ日も浅い。

　──誓うぞ、傭兵。

　そう言って、大事そうに血ち塗まみれの親指を抱だいたゼロの姿を、俺は今思い出した。いや、あれも演技だ。演技だったはずだ。何せ相手は魔女なのだから。だがあれが演技だったのなら、なぜゼロは今、こんなにも苦しげに──泣く寸前のような顔をして。

　ふ、と。俺に詰つめ寄よっていたゼロが急に体の力を抜ぬいた。

「……そうか。魔女は、嫌きらいなのだったな」

　そうとも、魔女は嫌いだ。俺の首を狙ねらうから。

　それだというのに、諦あきらめたような力ない声が、どうしてか胸に痛い。

「ならば正気に戻る手を貸す必要もなかったか……君が幼子を追い散らしたように、君の事を思うのならば我輩も君を脅おどすべきだったか」

　正気に、戻る？

　──今が、正気か。なら一いつ瞬しゆん前まえまでの俺は何だった。今すぐにこの城を、この国を出てしまわなければならないと焦っていた俺は、正気ではなかったというのか。

　ゼロはくるりときびすを返した。

「失せろ。──逃げればいい、我輩からな。心配するな、追いはしない」

「あ……」

「契けい約やくはしまいだ。我わが輩はいは君を人間に戻もどさないし、君は我輩を守らない。──どうせ、十三番から我輩の代用品でも受け取ったのだろう。さらばだ傭よう兵へい。それなりに、楽しかった」

　長い外がい套とうの裾すそをひるがえし、振ふり向むきもせずに歩き出す。で、あればこそ。と囁ささやかれた声は、俺おれの耳だからこそ聞こえたのだろう。それくらい小さくて、弱々しい声だった。

「君など──雇やとうのではなかった」

　その言葉を最後に、ゼロの姿は廊ろう下かの角を曲がって消える。──足音すらも残さない、清すが々すがしいまでの決別だった。

　ゼロは振り返りもしなかったし、俺も呼び止めはしなかった。

　喉のどに引ひっ掛かかったまま吐はき出だせなかった言葉が、そのまま鈍にぶい痛みを伴ともなってじりじりと胃の腑ふの奥おくに落ちてくる。

　追いかければ、まだ間に合う。だが、どうしても足が動かなかった。

　追いかけられない──追いかける理由が、俺にはない。

　そのくせ俺はいつまでも、未練たらしくゼロが去った廊下に立たち尽つくしていた。
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　結局、俺おれは城を出た。

　何が本当で、何が噓うそか。いつからが狂きよう気きで、どこからが正気か。頭の中をかき回されたようで、地に足がつかない。だがゼロを追いかける事ができなかった時点で、あの場に留まる権利を失った事だけは確かだった。

　俺はゼロの傭よう兵へいをやめたのだ。恐おそらくは、自分の意思で。

　城は崖がけの上に建っているらしく、通用門から外に出ると下り階段が長々と続いていた。城下へ続く道はそれ一本だけで、馬鹿馬鹿しいほどに長い階段を商人や使用人がひっきりなしに行き来している。そんな人の流れに紛まぎれて、俺も城下へと向かった。

　一度だけ、振ふり返かえる。

　馬鹿者、本気で逃にげる奴やつがあるか。あれは我わが輩はいなりの冗じよう談だんだ。察しろ。

　なんて事を言いながら、ゼロが怒おこって追いかけてきはしないかと──そんな期待をしたのかもしれない。我ながら、馬鹿馬鹿しい。

　長い階段を下りると巨大な門があり、憲兵が入城記録のない俺を見み咎とがめた。だが、十三番の通行許可証を見せるとなんなく通行を許可された。見み掛かけによらずと言ってはあれだが、十三番は随ずい分ぶん信用を得ているようだ。門を出るとそこは広大な円形広場で、そのあちこちで芸人達が飛んだり跳はねたりして客を集め、帽子に小銭を入れてくれとねだっている。

　ああ──そうか。今日は週に一度の女神の祭日だと、確かゼロが言っていたな。さすがは王都。フォーミカムより格段に賑にぎやかだ。

　そんな広場の中心に、積み上げられた藁わらの山と、そそり立つ太い木の柱が一本。

　俺は鼻をひくつかせる。焦こげた匂においがしていた。ここで何かを盛大に焼いたらしい。地面を見ると、広い範囲で焦げ跡あとがくっきりと残っていた。

　ちょうど、あそこに積んである藁を燃やせばあんな焦げ跡が残るだろう。

「──火か刑けい、ね」

　俺は木の柱を見上げた。あれに、何人もの魔ま女じよが縛しばり付つけられてきたのだろう。そして、周りの藁に火が投げ込まれる。燃え広がる炎。じわじわと迫せまる熱さと、立ち込める煙けむり。苦痛に咳せき込こむ魔女の声、熱さにもがく悲鳴。ついに魔女の服に火が燃え移り、髪が燃え、見物人からわっと歓かん声せいが上がる──全てが目に見えるようだった。

　十三番の保護がある以上、ゼロが火あぶりにされる心配はないだろう。

　──それでも、妙みように忌いま々いましい。

　俺は魔女が嫌きらいだ。魔女なんざ絶ぜつ滅めつしちまえばいいと思う。火あぶり？　打ち首？　大歓迎だとも、是ぜ非ひ苦しんで死んでくれ。最近まで、確かにそう思っていた。

　だが、ゼロは。──アルバスは。あの二人が柱にくくり付けられて火を放たれたとして、俺おれは喝かつ采さいを送れるだろうか。どうも、そうは思えなかった。

　俺は魔ま女じよが嫌きらいだ。だが、確かに例外ができた。すべての魔女が悪ではないと、納得もしたはずだ。だというのに、俺はゼロを恐おそれた。

　魔女という存在そのものに対する、漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふと嫌けん悪お感かん。──下らない偏へん見けんだ。

　それこそまるで、獣けもの堕おちだからと俺を恐れて嫌う人間と同じように。

　俺はがしがしと頭をかいた。

「やめだやめ！　忘れちまえ、馬鹿馬鹿しい！」

　どうせ、終わりだ。俺はもうゼロの傭よう兵へいではないし、何よりゼロを裏切った。そして、ゼロも俺を見限った。俺は乱暴に吐はき捨すてて、急に叫さけび出だした大男をいかにも怪あやしそうに見るいくつかの視線を無視して足早に歩き出した。

「むしろ清せい々せいしたじゃねえか。そもそもふざけた仕事だったんだしよ、楽に終わってくれて感謝じゃねえか。しかも手土産つきとくる」

　ことさら陽気に言いながら、俺は腰こしから提さげた鞄かばんを探った。十三番から受け取った小こ瓶びんの感かん触しよくが、獣の手の指先にも冷たい。

　これが全ての目的だったはずだ。人間に戻もどる方法──それだけが。

　さすがに、兵を集めているだけあってプラスタには獣堕ちが多くいる。住民達も見慣れているようで、俺が歩いているからといって悲鳴を上げたり、石を投げてくるような奴やつらはいないようだった。それでも俺は、フードを深く被かぶって獣の顔を隠かくす。

　だがついに、この顔ともおさらばだ。俺はいつでも人間に戻れる。

　いつ、どこで、どんな風に戻ろうか──。

　心踊おどるはずの計画を、俺は妙みように平へい坦たんな気持ちで立てていた。




　結局、もう少し治安のいい国に移ってから人間に戻る事に決めた。魔女と国が戦争状態のウェニアスで無力な人間の姿に戻るのは、とても得策とは言えないからだ。

　フォーミカムまでは歩いて戻るのがいいだろう。乗合馬車は魅み力りよく的てきだったが、乗車拒きよ否ひをされてもつまらないし、乗り合った他の客に嫌いやな目で見られても気分が悪い。

　どだい、馬が怖こわがる。獣堕ちに馬車旅をする奴が少ない理由の多くはこれだ。獣堕ちが近づくだけで、馬が興奮して仕事にならない。人間にも嫌われ、獣にも嫌われ、同族で群れる事もなく、どこにも身の置き場がない。それが獣堕ちという生き物だ。

　自然、言葉を忘れる。

　俺は一人で道を歩きながら、ここ数日──ゼロとアルバスと出会ってから、喋しやべり通どおしだった事に気がついた。俺が問い、ゼロが答え、アルバスが横よこ槍やりを入れて、俺が殴なぐる。そんなやり取りを四六時中繰くり返かえしていたのだ。

　ああ──。お前の言う通りだよ、ゼロ。それなりに楽しかった。

　そして一度去ってから戻もどってきた沈ちん黙もくは、同じもののはずが恐おそろしく重い。




　──ねー傭よう兵へい。僕ぼくも担いでよ。ゼロばっかりずるいよ！

　──なーんで俺おれの首狙ねらってるやつをわざわざ俺の首に近づけなきゃなんねぇんだよ。

　──今だけ狙わない！　狙わないからぁ！　ねー、毛皮触さわらせてよ。昨日どろどろだったのにもふもふじゃん。ねぇいいでしょゼロ、かわってよぉ！

　──我わが輩はいは傭兵の雇やとい主ぬしで、しかも絶世の美女だ。つまりここは我輩の椅い子すだ、譲ゆずらん。

　──誰だれが椅子だ。落とすぞクソ魔ま女じよ。




　ふと思い出して、俺は笑った。

　ぎゃあぎゃあと喚わめくガキに、不ふ遜そんな女。二人とも、俺が怒ど鳴なろうが脅おどそうが顔色一つ変えなかった。そんな奴やつが、今まで一人だっていただろうか。思い出そうとして、すぐに無む駄だな事に気が付いた。答えは出ている。一人だっていなかった。

　つまり大だい嫌きらいな魔女と魔ま術じゆつ師しのたった二人だけが、そう短くもない俺の人生で唯ゆい一いつ俺を対等な人間として扱あつかった事になる。獣けもの堕おちを生み出すのが魔女なら当然の話だが、随ずい分ぶんな皮肉に思えた。

　溜ため息いきを一つ落として、俺は空を見上げる。

　空が青いな、と言って目を細めたゼロの顔を思い出した。ゼロは、自分の生まれ育った穴ぐらから一度も出た事がないと言っていた。

　そこに、十三番が去ってからは──たった一人で。




　──我輩と、十三番。その二人を残し、穴ぐらに暮らす全ての魔女が殺された。




　その言葉を思い出して、ぞっとする。

　仲間の死んだ穴ぐらで、十年間。誰と口をきく事もなく、十三番の帰りをただ待ち続けた孤こ独どくはどれほどだったか。

　ゼロが生きた穴ぐら。

　そこに、青空はあったのだろうか。

　俺が見上げた空は今も同じように青く、だが、どうしてかあの時とは違ちがって見えた。




　フォーミカムまでは馬車で半日──俺の足なら歩いて一日半というところだろう。

　当然、門に到とう着ちやくする前に夜が来て、俺は火を起こして野宿の用意を整えた。

　荷物を枕まくらに寝ね転ころがり、目を閉じる。

　──傭よう兵へい。

　ふと、ゼロの声が聞こえた。もちろん幻げん聴ちようだが、あの女があまりにも頻ひん繁ぱんに俺おれの事を呼ぶもんだから、すっかり声が耳にへばりついている。

　呼べば、応える。ただそれだけの事がどうしようもなく楽しいのだとでも言うように、何度も俺を呼んで、俺に話し、俺の意見を求めた。

　──我わが輩はいも、一いつ緒しよに。

　その言葉を拒きよ絶ぜつした時の、ゼロのあの顔を俺はきっと永遠に忘れない。

　俺は起き上がった。

　吐はき出だせないまま腹の中に飲み込んだ言葉が、今もぐるぐると渦うず巻まいている。

「くそ……」

　どうして、すまなかったと言えなかった。二度と疑わないと誓ちかえなかった。最後まで契けい約やくを果たすから、と。どこにも行かないと──そう言ってやれなかった。

　思ったところで、今更遅おそい。どの面下げて戻もどれってんだ。それが分かっているからこそ、いっそう重くて息もできない。

　だがありがたい事に、俺の感傷はそう長くは続かなかった。

　獣けものの臭においがしたからだ。獣けもの堕おち──同類の臭いだ。

「……追おい剝はぎしようったって、大したもんはねぇぞ」

　気づいているぞ、という宣言のために声を上げながら、俺は剣けんを手に立ち上がる。これで去ってくれる追い剝ぎも多いのだ。別に俺の懐ふところ具ぐ合あいの問題じゃない。奇き襲しゆうにしくじれば、獣堕ちを殺すのは格段に難しくなるからだ。同類といえど返り討ちにされる可能性は低くない。それでも危険を冒おかしてまで獣堕ちを襲おそう理由と言えば、首を落として魔女に売りつけるためか、そうでもなければ──。

「てめぇを殺せりゃ、それでいい」

　個人的な恨うらみか。

　木の陰かげから姿を現した間ま抜ぬけな毛無しの犬面に、俺は思い切り顔を顰しかめた。

　覚えがある。確か、ゼロが宿屋で毛を剝いだ犬っころだ。

「おい、妙みような誤解があるらしいがな、お前さんの毛がねぇのは俺のせいじゃねぇぞ」

「てめぇのせいに決まってんだろふざけんじゃねぇ！」

　俺じゃねぇよ、ゼロだゼロ。頭の中で言いながら、俺はあくまでとぼける。

「だと、したらだ」

　俺は剣を肩かたに担いで、犬面を見下ろした。──俺の方がいくらもでかい。

「どうするよ。犬面。やるか？　俺と」

「俺が殺やるんじゃねぇさ」

　獣堕ちは周囲の気配に気づく事に長けている。だから、普ふ通つうじゃ奇襲は成功しない。

　だが、目の前に獣けもの堕おちがいて、ぎらぎらと殺気を放っている場合、当然後ろがおろそかになる。──おろそかに、なった。

　次の瞬しゆん間かん、背中を光の矢に貫つらぬかれ、俺おれは目を見開いた。

「な──ん……！」

　魔ま法ほう──〈鳥追スタィム〉だ。つまりどこかに魔ま女じよがいる。〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉だかはぐれ魔術師だかは知らないが──にぃと吊つり上あがった犬面の表情で、俺は状じよう況きようを理解した。

「てめぇ……俺を売りやがったなクソ犬がぁ！」

　獣堕ちの首を狙ねらう魔女に襲おそわれた犬面が、もっと珍めずらしい獣堕ちを捕つかまえる手伝いをするから助けてくれと命いのち乞ごいでもしたのだろう。犬の獣堕ちは鼻が利く。一度嗅かいだ俺の臭いを探して、追おい剝はぎ魔女を連れてきたのは想像がついた。

　怒りを込めて吼ほえた俺は、しかし次の瞬間黙だまらざるをえなかった。怒ど鳴なりつけた犬面の腹にも、無残なまでに光の矢が突つき立たっていたからだ。笑った顔がみるみる歪ゆがみ、苦く悶もんの表情に塗ぬり潰つぶされる。犬面は膝ひざから崩くずれて、その場に赤黒い血を吐はき出だした。

　痛みの咆ほう哮こうは、その直後に上がった。

　俺を売って助かるつもりが、結局自分まで狙われたんじゃ笑えねぇな、犬面野郎。

「外した──倒たおれない！」

　女特有の甲かん高だかい、驚きよう愕がくの声が上がった。木の陰かげからだ、それほど距きよ離りはない。

　逃にげるか、戦うか。判断は瞬しゆん時じについた。戦える──勝てる。規格外の魔女と魔術師の対たい峙じを見たせいか、魔女に対する恐きよう怖ふ心しんが鈍にぶったのかもしれない。

　腰こしからナイフを引ひき抜ぬいて声の方へと投げ付けると、悲鳴と共に人の倒れる気配がする。

　悲鳴に向かって一足で距離を詰つめ、俺は地面に倒たおれ伏ふしている魔女の体をねじ伏せた。魔女の肩かたに突き立っていたナイフを引き抜き、それをそのまま細い首筋に押おし当あてる。女に怪け我がをさせるのはとてつもなく不本意で、吐き気がするほど不快だが──相手が魔女では加減のしようもない。

「よ、くも……こんな……よくもぉおぉ──！」

「人様の命狙っといて、よくももクソもあるかよ」

　吐き捨てて、俺は顔を顰しかめた。どういうつもりだとか、何で俺の命をだとか、そういう事は聞かない。理由はこいつが魔女で、俺が獣堕ちってだけで十分だろう。

　だが、これはいつもと事情が違ちがうようだった。首を狙って襲おそわれる事に関しては、今更過ぎて何の感かん慨がいもないが──ゼロの言葉を借りるなら、少しばかり、不ふ愉ゆ快かいだ。

　夜の闇やみの中、怯おびえを含ふくんだ憎にくしみの目で俺を睨にらみ付つける襲しゆう撃げき者しやの顔は、どう見てもただの人間だった。顔で人間を区別するなとよく言うが、職業で顔付きは変わってくる。盗とう賊ぞくって奴やつらはいかにも〝らしい〟顔をしているし、ゼロやアルバス、十三番を見る限り、根っからの魔女にも特有の雰ふん囲い気きがある。

　だが、こいつにはそれがない。二十の半ばか、後半か──くたびれた印象の女で、市場で手て垢あかの付いた古着でも売っているのが似合いの雰ふん囲い気きだ。

　望めば誰だれにでも魔ま法ほうを広めたとアルバスは言っていた。それは、つまりこういう事だ。

　だが、根っからの盗とう賊ぞくが金のために俺おれの命を狙ねらってくるのと、今まで人を殴なぐった事もないような連中が力を求めて俺の首を狙うのとでは、覚かく悟ごの点で随ずい分ぶん違ちがう。

「なあ……聞くがよ、お嬢じようさん。あんた──人の命を狙ったら殺されても仕方がねえって、ちゃんと分かってて俺を襲おそったのか？　若い女が獣けもの堕おちを襲ったらどうなると思った」

「ひ、ぐ……や、いや──！」

「いや、じゃねえだろう。俺だって死ぬのは嫌いやだ。なあ、お嬢さんよ。殺される覚悟もねぇのに、他人の命を奪うばうのはいただけねぇな。そういう奴やつらは必ず殺される段階になってこう言うんだ」

「殺さないで！　そんなつもりじゃなかったの──こんなはずじゃなかった！　やっと力を手に入れたのよ……やっとこれから楽しくなるはずだったのに！」

　そう、これだ。こういう類の命いのち乞ごいは、いつも俺を萎なえさせる。

「失せろ──次は殺すぞ」

　ナイフを下ろして、魔ま女じよの上からどいてやる。すると魔女は声にならない悲鳴を喉のどの奥おくから絞しぼり出だしながら、茂しげみの奥おくへと逃にげていった。これに懲こりて、少しは大人しくなればいいんだが……徒党を組んで報復に来られたらさすがに負けそうだ。

「十三番に一票だな……」

　俺は月を仰あおいで肩かたを落とした。──確実に、暴走している。

　問題は昔からいる魔女じゃない。新しく魔法という技術を手に入れた普ふ通つうの人間達だ。力を持つ事になれていない、力に取り付かれた人間達だ。

　まともな団長を失った傭よう兵へい団だんは、すぐさま盗とう賊ぞく団だんに成り下がる。正せい規き騎き士しだって、国が倒たおれればならず者の仲間入りだ。それを粛しゆく清せいし、集め、束ね、秩ちつ序じよを取とり戻もどさなければならない。魔法もそれと同じだ。扱あつかう者を束ねる法が要る。法を外れた者への罰ばつが要る。罰を行う者が要る。あらゆる職業にギルドがあるのは、相そう互ご扶ふ助じよのためだけじゃない。相互監かん視しの意味も強くある。あらゆる許可証や特許状、免許の類は全て、世界を滅ほろぼしかねない技術から、世界を守るために作り出された制度だ。

　魔法という技術はあまりにも強力で、そのくせそれを規制する制度が存在しない。〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉にその制度があるとしたって、抜ぬければお咎とがめ無しってんならそれは機能してないのと同じ事だ。──だというのに魔法はもう、広まってしまった。

「迷めい惑わくな本書きやがって」

　吐はき捨すてると、ゼロが不満そうにこちらを睨にらむ顔が目に浮うかぶようだった。

　俺は血を払はらったナイフを鞘さやに戻もどし、うつぶせに転がっている犬面の頭を足で小こ突づいた。

　ぐぅ、と呻うめいて、犬面は苦しげに俺おれを睨にらむ。毛がないから随ずい分ぶん間ま抜ぬけだ。

「なんでてめぇ……無事なんだよ！　見たぞ、おれぁ……確かに、刺ささって……！」

　そう言えば確かに〈鳥追スタィム〉が刺さったはずだが、俺の体に傷はない。

「ヘボだったんだろ。あいつらが」

「俺には刺さってんだろうが、ふざけんな！」

「じゃお前もヘボなんだろ。やっかいな連中押おし付つけやがってクソ犬が。おかげで女に怪け我がさせちまったじゃねえか。それで結局自分がやられてんだから笑わらい種ぐさだな」

「俺は犬じゃなくて狼おおかみだって言ってんだろうが！　ふざけんな！　ソーレナが直々に狼の魂たましいを降ろしたんだから間ま違ちがいねぇ！」

　一際鋭するどく吼ほえて、犬面はむせて血を吐はいた。腹が抉えぐれて胃に穴が開いているらしい。獣けもの堕おちはこの程度では死なないが、痛みはかなりのものだろう。だが、問題は犬面がどんなに痛くて苦しいかって話じゃねぇ。こいつ、今、確か──。

「ソーレナが……降ろした？」

　聞き返すと、今度こそ犬面は耳まで裂さける口で笑った。優越感がありありと見て取れるその笑い方が癇かんに障さわる。殺すか、今。ふと野や蛮ばんな考えがよぎったがやめておいた。

「あんたも獣堕ちは前世の悪事の結果って信じてるくちかよ……笑えるぜ。前世の悪事でこんないい体になれるんだったら、俺ぁ今世でも思いっきり悪事に手を染めるってんだよ」

「染めてんじゃねぇか」

「染めてねぇよ！」

「魔ま女じよ扱あつかいして女狩かってたじゃねぇか」

「ありゃ人探しの副産物で……差し出されたから連れて歩いてただけだってぇの！　そりゃ……ちった味見はしたがよ……いつかは逃にがそうと思ってだな……」

「心底クズな上に心底どうでもいい言い訳だな……そもそも俺が聞いてるのはそっちじゃねえ。てめぇ、ソーレナに獣堕ちにされたのか？」

　へへ、と。狼を自じ称しようする犬面は苦しげに笑った。毛がないから滲にじんだ汗あせがぽたぽたと滴したたって、赤黒い血ち溜だまりに落ちる。

「されたんじゃねぇよ……！　俺は自分の意思で獣になったんだ。偉い大だいなるソーレナから、直接高貴な狼の魂をたまわったのよ！　どうだ？　恐おそれ入いったら……！」

　そこまで言って、犬面は腹を抱かかえ込こむように完全に地面に崩くずれた。

「は……腹の傷なんとかさしてくれ……これ、血ぃ止めねぇと俺死ぬ……」

「お前が死んで、俺が困るこたぁ何もねぇな」

「俺が困るんだよ！　なあ、おい悪かったって！　売ったりしてよ。けど死ぬわけにいかなかったんだよ！　俺ぁソーレナからお嬢じようさんを頼たのむっておおせつかってんだ！　そのお嬢さんが姿を消しちまって、国中探し回ってるとこなんだよ！　マジで！」

「お嬢じようさん？」

　聞いて驚おどろけよ、と。この期ごに及んで犬面は得意げに首を反らせた。

「俺おれが探してんのは〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉が奉じる復ふく讐しゆうの象しよう徴ちようにして〝あの方〟の意志の代行者──偉い大だいなるソーレナが直系の孫娘様だよ！」

　奇き妙みような縁えんだ。などと、妙に緊きん張ちよう感かんのない感想が頭に浮うかんだ。

　前にアルバスが言っていた、〝あの方〟に代わって〈ゼロの魔術師団〉を統率するソーレナの孫娘。当然【ゼロの書】にも繫つながっているはずだ。

　一度お目にかかりたいと思っていたが──おあつらえ向きに、言い訳ができた。

　気が付くと俺は、自じ慢まんげに上向いた犬面の鼻先に剣けんを突つき付つけていた。

「話を聞こうか、狼おおかみさんよ」

　満面の笑みを浮うかべたつもりだったが、犬面は毛のない顔で蒼そう白はくになるばかりだった。
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　熱したナイフで傷を焼き、傭よう兵へいなら誰だれもが持ってる裁さい縫ほう道具で傷を縫ぬい合あわせると、それだけで獣けもの堕おちの傷は大体塞ふさがる。雑な縫い跡に文句をたれる犬面に、きつけの酒を恵んでやると、ありがたそうに一口含ふくんで深々と溜ため息いきをついた。

　それで、ようやくぽつぽつと話し出す。

　犬面は、ソーレナの孫娘とやらを名前で呼ばず、〝お嬢さん〟と呼んだ。一応名前を聞いてみたが、「魔ま女じよの名前をおいそれと口にできるか」と瀕ひん死しながらも睨にらまれたので、聞き出すのは諦あきらめた。むしろ、それで信じる気になったようなものだった。

　魔女は名前を後生大事に守るのだとゼロとアルバスが言ったのを、俺は忘れていない。とすると、誰もが口にしている〝ソーレナ〟というのも偽ぎ名めいで、だからこそ平然と広まっているのだろう。

　本名を隠かくして偽名で呼び合うのが普ふ通つうとは──魔女の常識は複雑怪かい奇きだ。

「俺はそもそも、お嬢さんの護衛をするって契けい約やくで、ソーレナに獣の戦士にしてもらった身でな。その前は国の正せい規き騎き士しをやってたんだ」

「……お前が城の正規騎士？」

「ああ」

「この国の？」

「そう」

「──貴族だったって事か？」

　確認すると、犬面はことさら気取って胸を反らしてみせた。殴なぐりたいが、今殴ったら殺しちまいそうなので我が慢まんする。

「まあ、爵しやく位いを継つげない貴族の三男の務めとして嫌いや々いや城に仕官してたわけだが……こう、俺おれは男の甲か斐い性しようってぇか、動物的本能ってぇかが元から強くてな。なんつーか、綺き麗れいな女がいると、身分とか、夫がいるとか、そういうのどうでもよくなっちまって……」

「……まさか、人妻に手ぇ出して騎き士し団だんから叩たたき出だされたなんて言う気じゃねぇよな」

　言うと犬面はへらへらと笑った。

「いやぁ、決けつ闘とう寸前の大おお騒さわぎになってなぁ。汝なんじ、隣りん人じんの妻を欲するなかれって大だい激げき怒どよ。これでも元は女が肖しよう像ぞう画がを欲しがる色男だったんだぜ？　まあ今も十分いい男だけどな」

　毛が生えそろってから言えよ間ま抜ぬけ面づら。と吐はき捨すてるのは、話の腰こしを折るのも面めん倒どうなので、心の中だけにしておく。

「いい男って目立つだろ？　おかげで逃にげるのに苦労してな。森の中に逃げ込んで、行いき倒だおれたところをソーレナに拾われた。信じられるか？　婆ばあさんだとばかり思ってたソーレナが、とんでもない美女でな！　なんでもするから側に置いてくれって頼たのんだんだが、弱い人間には興味がないって言われてよ。だったら化物にでも変えてくれって……」

「で、獣けもの堕おちか……？」

「元の姿に未練もなかったしな。獣堕ちになっちまえば、蔑さげすまれるかもしれねぇが追い回される事もねぇだろ？　もともと蔑まれてんなら、好き放題馬鹿もできるしな」

「魔ま女じよっつー天敵がいるだろうが。ソーレナが襲おそわないにしても、他の魔女が追い回す」

「普ふ通つうは追い回さねぇんだよ。魔女は自分で獣堕ちの首を作れるんだからな」

　──確かに、そうか。だが、実際に俺おれは首を狙ねらわれ続けてきたし、アルバスだって俺の首を狙ってきた。疑問を込めて犬面を見ると、「だからよ」と犬面は説明を続けた。

「つまり自分で獣降ろしの儀ぎ式しきができない未み熟じゆくな魔女が、獣堕ちを狙うんだよ。盗とう賊ぞくから獣堕ちの首を高値で買うのは、悪あく魔ま召しよう喚かんにはまった暇ひまな貴族の御婦人とかだな。ウェニアスの魔女が獣堕ちを狙うようになったのだって、戦争が激化したここ一年くらいの話だ。だから俺が獣堕ちになる事を選んだときは、それほど命の危険もなかったんだよ」

　盗賊程度なら自力で撃げき退たいできるしな、と犬面は締しめくくる。

　ではそもそも、俺の首を狙い続けてきたのは本物の魔女ではなく、暇にあかせて魔術に手を出した魔女もどきだったというわけか。ならば、ゼロが俺の首など狙うはずがない。

「そんなわけで、俺はソーレナとお嬢じようさんとのんびりと暮らしてたんだがな……」

　ある日疫えき病びようが流行り、ソーレナが冤えん罪ざいで殺され、孫娘は復ふく讐しゆうを決意した。ソーレナから孫娘を頼たのむと遺言を残されていた犬面は当然戦いに反対したが、その結果、お嬢さんとやらは犬面を捨てて〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉に入ってしまったらしい。それを見つけるため、この一年必死になって〈ゼロの魔術師団〉の情報を集めているというのが犬面の現状だ。

「金や力にものを言わせて、はぐれ魔術師から情報を集めたんだ。──だが、あんたが探してる【ゼロの書】のありかまでは知らねぇよ。入団した事があるわけじゃないからな」

「役に立たねぇ犬だな……」

「俺おれは狼おおかみだっつってんだろ！　あんた、犬と狼の違ちがいをここで解説して欲しいのか!?」

「役に立たねぇ狼だな」

　素直に言い直すと、犬面は諦あきらめたように耳と尻尾しつぽをへたらせて肩かたを落とした。

「まあ……〝あの方〟が持ってる可能性は低いから、とするとお嬢じようさんじゃねえかな」

「なんでそう言えるよ」

「誰だれも〝あの方〟を見た事がねぇからだよ。〝あの方〟は今ではいるらしいって程度の存在で、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉に直接的な影えい響きよう力りよくはないのが現状だ。だが──罰ばつだけは下す」

「罰だぁ？　姿も現さないのに、どうやって？」

「忠ちゆう誠せいの証は魔ま女じよの血けつ判ぱん状じようで立てる。つまり、誓いを立てた魔女が〝あの方〟への忠誠に背いたら消しよう滅めつする。だが、なぜか肝かん心じんの〝忠誠〟に関する定義が曖あい昧まいなんだ」

　だから〈ゼロの魔術師団〉は、規き律りつでガチガチに縛しばられていると犬面は語った。

　魔女の平和のために戦うって大義名分から決して外れないようにだろう。そんな規律にたまりかねて〈ゼロの魔術師団〉を抜ぬけた魔女達が、いわゆるはぐれ魔術師だ。

「その、はぐれ魔術師に血判状の罰は下らないのか？」

「下る事もあるし、下らない事もある。だが、抜けただけじゃ下らないのは確かだ。有名なのは、町を占せん拠きよして略りやく奪だつの限りを尽つくしていたはぐれ魔術師が消滅した事件だな。討とう伐ばつに乗り出した十三番を迎むかえ討うつべく、町の人間を人質に取って待ち伏せしてたが──全員、十三番が戦うまでもなく〝あの方〟の罰で消滅した」

　だが、学舎の本ほん拠きよ地ちがあるラテットを襲しゆう撃げきした魔女達に罰は下らず、十三番に討伐された。──下る事もあり、下らない事もある。なんとも曖昧な契けい約やくだった。

　少しくらい規則から外れても罰が下らないと分かったら、馬鹿は実際に罰が下るまであらゆる愚ぐ行こうを犯し続けるものだ。もし血判状の契約内容が、〈ゼロの魔術師団〉を抜けたら消滅するようなものだったら、はぐれ魔術師など生まれなかっただろう。

「ソーレナは最初から〈ゼロの魔術師団〉に否定的だった。魔法は素晴らしい技術だが、その広め方が間ま違ちがってるってな。──そんで、〝あの方〟に焼かれたんだ」

「おいちょっと待て。ソーレナを焼いたのは、疫えき病びように怯おびえた村人じゃなかったのか？」

「その疫病は、魔術で起きたと言ったら？」

　俺は目を見開いた。

「誰だれかが魔術で疫病を広げた。だからソーレナは、それを魔術で鎮しずめたのさ。──はめられたんだよ、ソーレナは。あの状じよう況きようでソーレナが魔術を使えば、村人が勘かん違ちがいしてソーレナを狩かるのは目に見えてた。〝あの方〟が広めた証しよう拠こはねえが、俺は確信してる」

　犬面の確信が正しいかは分からない。だがもしそうなら、〝あの方〟は十年前にゼロの師し匠しようを殺して【ゼロの書】を盗ぬすんだうえに、一年前にはソーレナまで殺した事になる。

「俺おれは……ソーレナを守れなかったんだ。だからお嬢じようさんだけは絶対に見つけ出さなきゃいけねぇ。絶対に守らなきゃいけねぇんだ！」

　まきが爆はぜて、ぱっと火花が散った。

　獣けもの堕おち同士が群れるなんぞ聞いた事もないが、この場合仕方ない。〝あの方〟の居所が完全に謎なぞな以上、一番【ゼロの書】に近いのは犬面のお嬢さんだ。

　利害の一いつ致ちか──俺も大たい概がい実利主義だ。

「何か手がかりはねぇのかよ」

　聞くと、犬面はぱっと顔を上げた。

「話した通り、俺は【ゼロの書】を探してる。お前のお嬢さんがそれを持ってるなら、俺もお嬢さんに用がある。協力する代わりに、見つけたら【ゼロの書】を俺によこしな」

　もし、俺が【ゼロの書】を見つけて持って行ったら、あいつはどんな顔をして俺を迎えるだろう。十中八九、怒おこるか拗すねるかむくれるか──素直にありがとうとは言わないだろう。我わが輩はいが取とり戻もどすつもりだったのだ、これは我輩の問題だ、君は我輩を裏切った、それを今更のこのこと戻ってくるとは。そんな事をぶつぶつ言いながら、そのくせ当然のように俺の手から本をひったくるのだろう。

　疑って悪かったと謝れば、また雇やとってもらえるだろうか。

「──あんたが連れてた魔ま女じよだけどよ……今どこに？」

　頭の中を覗のぞかれたような気がして、俺はぎくりと犬面を見た。

「少しだけどよ、お嬢さんの匂においがしたんだ、あの女。魔女は薬草やら香こうの臭においで体たい臭しゆうが消えるから臭いで探すのは難しいんだが、それが感じられるくらいの移り香が確かにあった。それを確かめようとしたらこの様だけどよ……」

「ああ、あの時のあれ、そういう……」

　フォーミカムの宿屋で初めて犬面と会ったとき、やたらとゼロの臭いを気にしていたのはお嬢さんの残り香を感じ取っての事だったらしい。だが、お前の毛が抜ぬけたのは移り香を確かめようとしたからじゃねぇぞ、犬面。ただお前の存在がゼロと俺にとってどこまでも不快だったからだ。と、表情だけで語ってみたが、当然犬面は気付かない。

「しかし、俺も基本的にあの魔女と一いつ緒しよに行動してたんだが……俺からは臭わねぇのか？」

「いや、獣堕ちは臭いがきつすぎて移り香なんてほとんど残らねぇんだよ。それでもまあ、少しはするような──いや、するな」

　犬面は目を見開いた。

「あんた、今までどこにいたんだ？　そこに、まだお嬢さんもいる可能性が高い！」

　俺がプラスタにいたのは一いつ瞬しゆんだし、その前にいたラテットに人はいなかった。とすると、俺が最後に大勢の人間と接せつ触しよくしたのはフォーミカムという事になる。という事は──だ。

「フォーミカムに向かう必要がありそうだな。お前のお嬢さんはその近辺にいるらしい」
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　妙みように、フォーミカムからプラスタを目指して走る馬車が急ぐ日だった。

　王都までの一本道なのだから人通りが多いのは当然だが、昨日ぶらぶらこの道を歩いていた時はもう少し穏おだやかだったように思う。それが、今日はもう数回馬車と正面衝しよう突とつしかけている。結局馬車に遠えん慮りよして、街道を外れた森の中を歩いている始末だ。

「なぁ、兄貴よぉ」

　誰だれが兄貴だ。てめぇと一いつ緒しよにするな犬いぬ面づら狼おおかみ。

　俺は思い切り顔を顰しかめ、腹に風穴が開いたわりには元気そうに歩く犬面に振ふり向むいた。

「俺の毛、元に戻もどせねぇの？　これじゃあお嬢じようさんに笑われちまうよ。あと服がこすれて気持ち悪い。すーすーすんだよ。寒い。マジで」

「俺に治せるわけぇねだろ。魔ま女じよに頼たのめ、魔女に」

「王都の城にいるって魔女様にか？　どうやって頼めって言うんだよ！」

「さぁな。飯で釣つれば釣れるんじゃんねぇのか」

「真面目に考えてくれよぉ！」

　犬面が情けない声を出し、まさに犬のようにクーンと高く鼻を鳴らした。俺としては、わりと真面目に飯で釣れると思っているんだが──。さすがに、無理か。

　その時、また街道を馬車が異常な速度で駆かけていくのが見えた。その客車から、

「魔女の処しよ刑けい」

　その単語だけがこぼれて聞こえた。俺は思わず犬面に振り返る。

「……今日の正午に、魔女の処刑があるって──」

　瞬しゆん間かん、俺は全身の毛が逆立つのを意識した。

　──仲間になるか、火か刑けいか。

　その選せん択たく肢しを、十三番はアルバスに突つきつけていた。十三番に下るのならばさらなる知識を約束し、断るならば火刑だと。まさか。と思う事がある。

　まさか──アルバス。俺は王都を目指して全力で走り出していた。




　──本日正午、王都の中央広場で魔女の処刑を行う。

　今朝になって急にそのおふれがあったらしく、プラスタの広場は見物客で賑にぎわっていた。犬面の腹の傷が開くのも気にせず走って、現在、正午少し前──太陽は今にも中天にさしかかりそうだった。獣けもの堕おちのいいところは、全力で走れば馬車並の速度が出るところだ。馬と張るのは難しいが、でかい荷物を引いてる馬車にならそこそこ負けない。

　人ごみをかき分けるようにして飛び込んだ広場は群集に埋うめ尽つくされ、その中央に突き立った巨大な柱に、今まさにくくり付けられようとしている人ひと影かげが遠くに見えた。

　まさか──アルバス。その予感は的中した。

「何──やってんだあの馬鹿！　なんで十三番に逆らった！」

　遠目から見ても、アルバスの体はガクガクと震ふるえ、今にも崩くずれ落おちてしまいそうだった。だが、顔だけは決して伏ふせない。まっすぐに群集を睨にらむ金色の目が、一いつ瞬しゆん俺おれとぶつかった。

　瞬しゆん間かん、ぎゅっと唇くちびるを引き結ぶ。──俺に気付いた。

　馬鹿が、誰だれに対して強がってんだ。処しよ刑けいされかけてんだぞ、お前。それもよりによって火あぶりだ。長く苦しむんだぞ、分かってんのかクソ餓が鬼きが。

「あれが……兄貴の……し、知り合いだって？」

　ぜぇぜぇと息を吐はきながら、ようやく追いついてきた犬面が喘あえぎ喘あえぎ言って目を細めた。

「俺を襲おそった魔ま術じゆつ師しのガキだ。学舎まで案内させたところでまとめて十三番に捕つかまったんだが──十三番に従うか火あぶりかで、あの馬鹿火あぶり選びやがった！」

「へーぇ。そりゃあ豪ごう気きだ」

　のんきに言って、犬面は遠くに見える火か刑けい台だいに目を凝こらした。

「……なあ兄貴」

「なんだ！」

　ああくそ、普ふ通つうに返事しちまった。これで犬面の兄貴分確定じゃねぇか、ろくでもねぇ。

「あの子……もしかして金きん髪ぱつか？」

「それがどうした」

「目の色は金か？」

　確かに、アルバスの瞳の色は金色だ。だが、どうして犬面がアルバスの瞳の色まで知っている？　この距きよ離りで、犬──たとえ狼おおかみでも──の獣堕ちにアルバスの瞳の色まで確認できるはずがない。

「お嬢じようさん……」

　──お嬢さん？

　どういう意味だ？　アルバスは男だぞ。聞き返そうとすると、ざわついていた広場が急に静まり返った。俺は火刑台に視線を投げる。そこに、十三番が立っていた。

　裾すそをひきずりそうなローブに、でかい杖つえ。曲がった背筋に、暗い表情。いかにも悪の魔術師でございという男が、正義の立場で火刑台に立っている。

「──今日、一人魔女を焼く」

　十三番の声は、低く、静かに広場に響ひびき渡わたった。その横で、アルバスの体が柱に堅かたく固定されていく。

　今日、一人魔女を焼く。って──。随ずい分ぶん簡単に言うじゃねぇか、十三番。

「子供に見えるからと、哀あわれみを覚えてはいけない。考えるべきは、この魔女がどれだけの人間を殺し、これからどれだけの人間を殺すかという事だ」

　魔ま女じよ、という言葉をことさら強調して語った。その意図が、俺おれには分かる。「魔女とはそういう生き物で、人間ではないのだ」と、そう民衆に言い聞かせているのだ。

　そうする事で、人は魔女を人間として見なくなる。死んで当然の悪として考え、それでようやく、火あぶりに泣なき叫さけぶ姿に歓かん声せいを上げられるようになるのだ。

　あらゆる国、あらゆる時代において、戦争では敵軍をゴミだ虫だと口くち汚ぎたなく罵ののしる。それにはいつだって重要な意味があった。人に人を殺させるに足る、あるいは殺人を称しよう賛さんさせるに足る、誰だれもが認める正当な理由を与えるという重要な意味が。

「諸しよ君くん。私もまた、魔ま術じゆつ師しだ。だが私は決して、魔術で人を傷つけたりはしない。人を傷つける行こう為いを許しもしない。魔術という力をもって、自我を押おし通とおそうと望んだ事など一度もない！」

　びりびりと、空気が震ふるえた。朗ろう々ろうと響ひびく十三番の声は、言葉は、力強く流れるようで、見物客の視線は十三番に釘くぎ付づけになったまま動かない。

「諸君。私は魔術を使う。だが同じく魔術を学び、そして道を誤った者達への粛しゆく清せいに、力を惜しむつもりはない。どうか、悪しき魔女を憎にくんで欲しい。魔術が悪なのではなく、魔術を使う悪がこの世に存在するだけである事を知って欲しい」

　魔術師は他人を道具としてしか見ないと、俺に向かってほざいた口で、よくもまあ──。

　何よりも恐おそろしいのは、十三番の言葉に何一つ「噓うそがない」という事だ。「魔女や魔術師にとって他人は道具と同じ」という話と、「道を誤った者への粛清に力を惜しまない」という話は、どちらも事実として通る。

　十三番は事実が上手いとゼロは言った。それは、噓をつかないという強さだ。事実であるという自信から生まれる威い風ふう堂どう々どうたる態度。そういうものに、人は騙だまされる。

　見事なペテン師じゃねえか。どうやら俺も騙された。十三番はただ、俺をゼロから引ひき離はなしたかっただけらしい。──嫉しつ妬とか？　だとしたら光栄じゃねぇか、十三番。

　俺は奥おく歯ばを軋きしり合あわせ、賞しよう賛さんと怒いかりを込めて十三番を睨にらみ据すえた。

「諸君。私は尽じん力りよくする。私は奉ほう仕しする。持てる全ての力をもって、この国の平和に身を捧ささげると誓う。全ての悪しき魔女を根絶やしにし、魔術師による保護をこのウェニアスに与える事を誓ちかう。そのために！」

　十三番が腕うでを振ふり上あげた。見物客の目が、一いつ斉せいにアルバスに向かう。

「私は！」

　短く、力強く言葉を切る。

「魔女を焼く！」

　そして歓声が上がった。──火を。火を。火を。火を。

　叫ぶ声が地鳴りのように広場に響いた。十三番が確かな力を込めて両腕を振り上げ、途と端たんに火か刑けい台だいの松明に赤々と火が灯る。魔ま法ほうだ。舞ぶ台たいじみた演出で観衆を煽あおっているのだ。そして観衆は十三番の魔法に熱ねつ狂きようし、正義の魔ま術じゆつ師しの力に酔よいしれていた。自分を庇ひ護ごしてくれる強者の存在は、民衆の心に何にも換かえ難がたい幸福感を呼び起こす。

　アルバスの周りに敷しき詰つめられた藁わらに油が注がれていく様子を、俺おれは奥おく歯ばを嚙かみ締しめながらただ凝ぎよう視しした。

　なあ、おい十三番。本気で焼く気か？　あのガキを。

　なあ、ゼロ──魔ま女じよさんよ。お前はそれを許すのか。本の奪だつ還かんに協力しないなら──用無しなら、もう死のうがどうでもいいのか。

　それで俺はこうやって──ただ、それを見殺しにするのか。

　その時、甲かん高だかい声が広場を切きり裂さいた。

「聞け、同士達よ！　魔女の解放のために戦いを決意した、全ての魔女達よ！」

　火刑台の中央──柱にくくり付けられたアルバスの声だった。次の瞬しゆん間かんにも焼かれて死ぬという状じよう況きようで、罵ば声せいや悲鳴、命いのち乞ごい以外の言葉が出てくるとは恐おそれ入いる。

「この身は今日、焼かれて塵ちりとなる！　一年前、ソーレナが焼かれたように。聞け、同どう胞ほう達よ！　彼女の火が戦いの狼煙のろしになったように、この身を焼く火をまた狼煙にしよう！」




「──私は！　この地を統べる詠よみ月つきの魔女──偉い大だいなるソーレナの血を継つぐ者！」




　十三番とは全く異なるアルバスの高い声が、確かな力をもって周囲を圧あつ倒とうしていた。

　詠月の魔女──ソーレナの血を継ぐ者。どうやら犬面の勘かん違ちがいじゃなかったらしい。

　なあ、アルバス。お前、女だったのか。そんで、お前のおばあちゃんってのはソーレナで──もう、死んでたんだな。ゼロのお師し匠しよう様と同じように。

「集え、平へい穏おんと安あん寧ねいを渇かつ望ぼうする全ての高こう潔けつな魔女達よ！　真の平和を得るため、十三番を討て！　──全ては、偉大なるソーレナの名のもとに！」

　火が藁に放たれた。それは油の力を借りて一気に燃え広がり、くくり付けられたアルバスの小さな体に襲おそいかかる。

「──傭よう兵へい！」

　燃え上がった炎の向こう側で、アルバスが確かに、まっすぐに俺を見た。その唇くちびるが。




　──ゼロを助けて。




　そう動いた。

　馬鹿か、お前は。火に囲まれてんだぞ、今。っつうか、この距きよ離りでよく俺が唇読めるって分かったな。いや、今考えるのはそういう事じゃなくて、つまりどうする。って事だ。──どうする。どうやる。いっそ逃にげてしまおうか。

　ただ、俺おれの大だい嫌きらいな魔ま女じよが焼かれてるだけだ。助かる道があったのに、自分で焼かれる道を選んだ馬鹿だ。なんだよ、ゼロを助けてって。あの規格外魔女に、俺なんかの助けが必要なわけねぇだろう。十三番がついてるんだぞ、そもそも。

　大体、なんで十三番を討てなんて言ったんだ。〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉がクズの集団だって、確かにお前確認したじゃねぇかよ。ああ、だから〝あの方〟じゃなくてソーレナの名のもとに魔女達を呼んだのか。だが、だったら十三番と手を組めばそれで済んだはずだろう。

　それを拒こばんで、火あぶりを選んだのだとしたら──だ。

　アルバス、お前──。地ち下か牢ろうで何、知った？

「お嬢じようさん！」

　叫さけんで駆かけ出だしたのは犬面だった。今までのへらへらした雰ふん囲い気きがすっかり消えて、その表情は恐きよう怖ふと絶望に引きつっている。

　ああ、もう面めん倒どうくせぇな。お前がそう動いたら、俺もこう動くしかねぇじゃねぇか。

　気が付くと俺は、邪じや魔まな見物客を薙なぎ倒たおしながら駆かけ出だしていた。つまり、獣けもの堕おち二人が火か刑けい台だいに向かって全力疾しつ走そうという絵面だ。俺が人間の立場だったらかなり怖こわい。

[image: ]

　すると当然、自然に人の波が左右に割れて、通り道ができ上がる。そう短くもない俺の人生で、これほど悪目立ちした事はない。恨うらむぞアルバス。十三番に、犬面に──そんでゼロ、お前もだ。俺おれは腰こしの鞄かばんから爆ばく薬やくを引っ張り出した。導火線を短く嚙かみ切きって、松明の火を拝はい借しやくしてから思い切り振ふりかぶる。

「ガキを庇かばえ犬面！　死にたくない奴やつぁ頭ぁ下げろ！」

　そのまま、俺は火か刑けい台だいに爆薬をぶん投げた。全員が──意外な事に十三番まで──耳を塞ふさいでしゃがみ込む中、俺は轟ごう音おんと共に弾はじけた爆ばく風ふうを突つっ切きって犬面の首根っこを引ひっ摑つかんだ。当然、犬面はアルバスをしっかりと抱かかえている。

　爆ばく音おんで目を回しているわりに抜ぬけ目めない。ちったぁ見直してやるぞ狼おおかみ野や郎ろう。

　燃え上がった藁わらや木の柱が爆ばく発はつで弾け飛び、あちこちに炎が飛んで広場は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになった。警備の怒ど号ごうと見物人の悲鳴が入り乱れ、逃にげる俺達の丁度いい隠かくれ蓑みのになる。

「魔ま女じよが逃げたぞ！」

「弓兵！　矢をつがえろ！」

「よせ、狙ねらうな！　──ゼロに当たる！」

　そんな叫び声を背中に聞きながら、俺は警備を何人か殴なぐり倒たおし、嫌いやがる馬を押おさえつけて馬車を奪うばうと、一気に市し壁へきの外まで駆かけ抜ぬけた。







[image: 六章　禁呪]











１






　奇き跡せきのように、無事だった。

　獣けもの堕おちに御ぎよされる事を嫌いやがった馬が暴走して馬車が横転し、はずみで崖がけから転落し、奇き跡せき的てきに流れていた川に救われ、下流に流された上に大雨に降られる程度の災難には見み舞まわれたが、犬面の全身火傷やけどがちと深刻な事を除のぞいては概おおむね無事だ。

　気を失っているアルバスを洞どう窟くつの中に転がし、取ってきた薬草を犬面の背中一面に貼はって包帯を巻きつける。──まだ、日は高い。

「毛って天然の防具だよな……」

　火傷でただれた背中を痛そうに気にしながら、犬面は羨うらやましそうに俺おれを見た。

　ぼろぼろの犬面と、細かい傷が目立つアルバスに比べて、俺には傷一つない。

「で？　お嬢さんの様子はどうだよ」

　森で捕つかまえてきた兎うさぎの皮を剝はぎながら、俺は犬面の腕うでの中で寒そうに丸まっているアルバスを見た。火を焚たいて洞窟内を温かくはしてあるが、川に落ちたせいでかなり体温を奪うばわれている。乾かわかした俺のマントに着替えさせ、始終犬面が抱だいてはいるが、毛のない獣堕ちに抱かれていたからと言ってそれほど温まるとも思えなかった。

　俺が代わってやってもよかったが、アルバスに指一本でも触ふれたら犬面が命を懸かけて俺に戦いを挑いどんできそうだったのでやめておく。俺としてはガキの全ぜん裸らに何の感かん慨がいも覚えはしないが、一応は女だ。──たぶん女だと思う。全裸を見ても微び妙みように判はん断だんしづらかったが。

　アルバスの話では、ソーレナの孫娘は美人で賢かしこくて胸がでかいはずなんだが、あれは理想の自分像ってやつだったんだろう。

「問題ない。疲つかれて寝ねてるだけだ」

「ならいい。しかしまあ……なんだって男のふりまでして、自分がソーレナの孫だって隠かくしてたんだ？　こいつは」

「十三番が狙ねらってたはずだからな。〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉がさせたんだろうよ。〝あの方〟が姿を現さない以上、お嬢さんは〈ゼロの魔術師団〉の要だ。それが殺されたら〈ゼロの魔術師団〉の団結は間ま違ちがい無く緩ゆるむ。完全に信しん頼らいできる相手にしか正体を明かさないって決めてたんだろ。それに、女の一人旅はそれだけで、魔ま女じよの疑いをかけられやすいしな」

「ああ、なるほど……」

　言いながら、兎の腹を裂さいて臓ぞう物もつを引きずり出すと、あ、と犬面が声を上げた。

　そのまま捨てようとしたのを見み咎とがめたらしい。

「食わねぇの、それ」

「生肉は食わねぇ」

　言った瞬しゆん間かん、犬面が妙みように真しん剣けんな顔をした。

「……食人衝しよう動どうが出てるのか？」

　俺おれは返事をしなかった。

　獣けもの堕おちは、獣の魂たましいにその性質が引っ張られる。どこまでも人間をやめた獣堕ちは最終的に完全な獣に堕ちて、人間を餌えさとして食うようになるという。

　そうなると、もうただの化物だ。

「食った……のか？」

　解体した兎うさぎの肉に枝を突つき刺さし、じりじりと火で炙あぶりながら俺は苦笑した。

「ぎりぎりで踏ふみとどまってる。菜食主義者にはなれなかったが、生肉は美味そうだと感じると同時に吐はき気けがする。だから荒あら事ごとは苦手なんだ。殺しもできるならしたくねぇ」

「獣の戦士が殺しを嫌いやがるって……」

「お前と違ちがって好きでこの体でいるわけじゃねぇんでな。他に生き方がないからこうしてるってだけだ。どうせ獣堕ちなんざやってりゃあ、控ひかえてても人間の死体を量産する事になる」

　俺が望んでいるか、望んでいないかは関係ない。ゼロの言葉を借りるなら、揺ゆるがぬ事実の問題だ。

　肉の表面に塩を振ふる。炎がぱっと黄色く燃える。

　待ちきれない様子のゼロを思い出し、俺はアルバスを見た。

「──ゼロを助けて……か」

　呟つぶやくとアルバスが小さく身じろぎし、うっすらと目を開けた。

「ぁ……う」

「お嬢さん！」

　犬面が叫さけんでアルバスの顔を覗のぞき込こむ。

　馬鹿、起おき抜ぬけの人間の顔を覗き込むんじゃねぇよ。猛もう獣じゆうの顔してるんだぞ、俺達は。

「ひ──ぎゃぁあぁ！」

　案の定甲かん高だかい悲鳴を上げたアルバスは犬面の顔面を殴なぐりつけ、化物から逃にげるような勢いで俺の背中に飛び付いた。




「ひでぇよお嬢じようさん……長年お世話してきた俺見て叫さけんだあげく、昨日今日の付き合いでしかねぇ兄貴に飛びつくなんて……」

「しょうがないだろ！　毛がないんじゃ一いつ瞬しゆんでお前だって気付けないよ」

　がつがつと兎の肉を平らげながら、アルバスは言い訳がましく犬面に言い放った。

　位置は俺の膝ひざの上だ。目を覚ますなり寒いのなんのと文句を連ね、俺の毛がずるいとごねだしたので、結局こういう形に収まった。

　犬面は恨めしげに俺を見ていたが、俺だって好きでこうしているわけじゃない。

「それに傭よう兵へいとは最近まで一いつ緒しよだったし、広場にいたのも見えてたしね」

「え？　ちょ、ちょっとお嬢じようさん！　俺おれは!?」

「え？　いたの？」

　犬面はがっくりと肩かたを落とした。さすがに哀あわれだったので、助たすけ舟ぶねを出してやる。

「燃えてる藁わらの中に飛び込んで、お前の縄なわを切って、爆ばく風ふうから庇かばったのはそいつだぞ」

　う、と低く唸うなって、アルバスは包帯姿の犬面を見た。

「そもそも、こいつが飛び出していかなかったら俺も助けに入ったか分からねぇしな」

　正直、犬面の行動に釣つられて動いた面はかなりある。するとアルバスは少しだけ申し訳なさそうに犬面を見て、だがすぐに鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「助けてくれなんて頼たのんでないし……別に、僕ぼくは死んでもかまわなかった……！」

「そんな、お嬢さん！　お嬢さんが死んだら俺がソーレナに顔向けできねぇよ！」

「おばあちゃんはもう死んじゃったんだから、お前も自由に生きればいいだろ！」

「そんな、お嬢さん……！」

　犬面が力無く、ぺたりと耳を倒たおす。宿屋で女をはべらせていた時とは完全に別人だ。

「火あぶりから助けてもらっておいて、死んでもよかったはさすがにひでぇと思うがな」

「別に、それくらい怖こわくなかった！」

「火あぶりになった人間は、痛みと恐きよう怖ふで嚙かみ締しめた歯が歯は茎ぐきに食い込んで砕くだけるそうだ」

　ひぐ、とアルバスの喉のどから小さく悲鳴がこぼれた。

「一いつ瞬しゆんで燃えて死ぬと思ってんのか？　まず熱気で気管と肺が焼かれて息ができなくなる。次に目だ。弱いところから順番に焼かれてく。表面の皮ひ膚ふからじりじりと焦こげて、ただれて、溶けたところを更に熱であぶられるんだ。気絶できりゃあ運がいいが、死ぬ瞬しゆん間かんまで激痛でもがき苦しむんだぞ。叫さけんで、暴れて、暴れる力で骨が折れて──」

「やめろ、もういい！」

　叫んだのは犬面だった。察しろ、と言うようなその表情に、俺は自分の失言に気付く。

　まさにそうやって、アルバスに残された、たった一人の家族は死んだのだ。

「悪い……いらん事言ったな……」

「ううん……平気。大だい丈じよう夫ぶ」

　小さく言って、アルバスは唇くちびるを嚙んだ。顔色を失い、瞳ひとみは潤うるんで揺ゆれていたが、涙なみだは辛かろうじて堪こらえていた。見上げた根性だ。その勇気も負けん気も、きっと俺より遥はるかに強い。

　だがそれにしたって十三番への反発は、あまりにも度が過ぎている。

「……地ち下か牢ろうで何があった？　十三番に逆らえば、火か刑けいにされると分かってただろう」

　アルバスが地下牢で何かを知り、十三番に反発したのは間ま違ちがいない。聞くと。アルバスは力なく首を左右に振ふった。

「ああするしかなかったんだ……〝あの方〟はゼロから本を奪うばって、ゼロの仲間を皆みな殺ごろしにしたんだよ？　そんな奴やつの作った〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉には戻もどれないし、戻りたくない。けど、十三番はクズだ！」

「だから、なんでそう思うんだよ。あいつは【ゼロの書】が元で起こってる混乱を収拾しようとしてるだけだろう？　ゼロの名がこれ以上傷つかないようにってよ」

「そうかもしれないけど……あいつの頭にあるのはそれだけだ……！　自分の目的を達成するためなら、ウェニアスの魔ま女じよが全部死んでもいいと思ってるんだ！」

　悪あく魔ま的てきな実利主義者で、自己中心的。そう、ゼロも言っていただろうか。十三番は目的を達成するためなら、一切の情なさけ容よう赦しやをしない。

「十三番は、僕ぼくに〈ゼロの魔術師団〉のみんなを罠わなにはめろって言ったんだ。この戦争を終わらせる時が来たって……十三番が罠を張るから、そこにみんなを誘おびき寄よせろって。あいつ、僕がソーレナの孫娘で、〝あの方〟の代行者だって知ってたんだ。だから学舎に罠を張って、僕が現れるのを待ってたんだ」

　もうすぐ終わる、そうしたら──。

　そう、十三番がゼロに言っていたのを思い出す。一年に及ぶ戦争の終結が、十三番には見えているらしい。それは、この国の魔女を絶ぜつ滅めつさせる算段がついたという事か。

「十三番は僕を利用して、〈ゼロの魔術師団〉も、はぐれ魔術師も──魔法を覚えた魔女を全員殺そうとしたんだ。魔法を覚えて暴れ回る魔女達を放置したら、ゼロの名に傷がつくからって……けど、そんなのっておかしいよ！　確かに暴走してる魔女もいるけど、ただ本当に、平和に生きたいから戦ってるだけの魔女だってたくさんいるのに、魔法を正しく使える魔女だってちゃんといるのに……区別できないからって全部まとめて殺すなんて！」

「ああ……かもな」

　俺は曖あい昧まいに答えた。すると、アルバスは勢い込んで「そうだよ！」と答える。

「〈ゼロの魔術師団〉のみんなに〝あの方〟の本性を伝えて、もう戦いをやめようって説得しろって言うなら協力したさ。みんなで力を合わせて、暴走してるはぐれ魔術師だけやっつければ済むはずでしょ？　なのに十三番はそれじゃだめだって。だから僕は……！」

　火あぶりを選び、魔女達を戦いに駆かり立たてた。

　そうしなければ、魔女の絶滅に向けて動き出した十三番に一方的に殺されるからだ。

　ソーレナの孫娘であるアルバスが十三番に火あぶりにされるという状じよう況きようで、「平和のために十三番を討て」と叫さけべば、誰だれだろうと少しは心が動くだろう。静観を決め込んでいた「魔術の知識を持った力のある魔女達」が、打だ倒とう十三番のために動き出す可能性は十分ある。

　それが〈ゼロの魔術師団〉と、たとえ一時的にでも手を組んで襲おそってきたら、さすがの十三番も無事ではいられないだろう。アルバスはそれを狙ねらったのだ。

「まず、みんなで力を合わせて十三番を倒すんだ。その後で、はぐれ魔術師達を掃そう討とうする。そしたら〝もう悪い魔女はいません、だから魔ま女じよ狩がりをやめてください〟って国王に頼たのむんだ。それから〝あの方〟を探して捕つかまえて、ゼロにどうするか決めさせたらいいんだ」

　いい考えでしょ？　と、アルバスは訴うつたえるように言った。

　そうかもな、と。俺おれはまたも曖あい昧まいに答える。──だが、そう簡単な話じゃない。

　アルバスが十三番に抵てい抗こうする気持ちは分かる。だが爆ばく発はつ的てきに広がる技術とその乱用を止めるには、それを使う人間を完かん璧ぺきに統率するか、でなければ殺すしかない。

　そして、十三番は魔ま法ほうの使い手をまとめて殺す事を選んだ。

　魔ま女じよの殲せん滅めつのために動き出した十三番と、この地の全ての魔女達が衝しよう突とつしたら、今までとは比べ物にならない大だい規き模ぼな混乱が起こる。内乱は国を荒あらす。どこを攻こう撃げきされたら辛つらいか、誰だれもが常識として知っているからだ。内部で起こる争いは外に締しめ出だす事ができず、隣りん人じんを疑って泥どろ沼ぬまに発展する。

　アルバスが戦いをやめようと説得すると言ったって、上手くいく保証はどこにもない。

　仲間殺しの汚お名めいを着てでも戦いを終結させようとする十三番と。

　魔女の世を勝ち取るためなら平然と他人を殺して技術を奪うばう〝あの方〟と。

　理想的かつ平和的な解決を望むアルバスと。

　この選せん択たくしかないのなら、十三番に一票だ。その考えは変わらない。どれだけ十三番の行動が汚きたなかろうと、だ。その十三番の手から、アルバスをひっさらって逃にげてきた俺が言ったところで何の説得力もないだろうが──。

「……夢物語だって、分かってるよ」

「──何？」

　急に低く呟つぶやいて、アルバスは強く自分の膝ひざを抱だき込こんだ。

「僕ぼくはソーレナの孫だけど……それだけだ。魔ま術じゆつの修行も中ちゆう途と半はん端ぱで、自分で獣けもの降おろしの儀ぎ式しきもできない。十三番は凄すごいよ……素直にさ。たった一年で、十三番はあの立場に立ったんだ。たった一人で国王の信しん頼らいを得て、たった一人で全部の魔女と戦ってた。今では城の人間が、十三番に魔法を教わる事もあるんだって。けど十三番は絶対に、はぐれ魔術師みたいな存在を出したりしない。僕なんかが、十三番に勝てるわけない……」

　十三番は一人で戦った。そしてアルバスは、戦う力を〈ゼロの魔術師団〉に求めた。

　格が違ちがうと、アルバスはそう言っているのだ。どれほどアルバスが理想を求めて足あ搔がいたところで、アルバスには理想を叶かなえるだけの力がない。

　ねじ伏せられる。──十三番という力に。そして、現実という正論に。

　もしアルバスに十三番と同じだけの力があったら、状じよう況きようは違っていただろう。だが望む望まないに関わらず──事実は揺ゆらがない。

　それでも、諦あきらめられない。力の弱さに対して、アルバスは心が強過ぎる。

「おいで、ホルデム」

　話の区切りに、アルバスが犬面に手招きした。ホルデムって──名前か、犬面の。まあ名前が分かったところで、俺おれが犬面を名前で呼んでやる筋合いはないわけだが。

「背中」

　アルバスは俺の足の間から抜ぬけ出だして、言われるままに背中を見せた犬面の近くにしゃがみこんだ。そうして、心を落ち着けるように細く息を吐はく。

「イーア・ド・クーハ──血よ駆かけ肉と成り返れ」

　急に、周囲の空気が温かくなった。アルバスの手の周りにぬるい光が集まり、それがくるくると手の中で踊おどる。魔ま法ほうだろうと察しがついた。だが〈鳥追スタィム〉だとか、〈炎縛フラギス〉だとか、そういった魔法と比べると随ずい分ぶん優しい感じがする。触さわると気分がよさそうだ。

「守護の章・第一項こう──〈癒手コーディア〉。承認せよ、我が名はアルバス」

　アルバスの手が犬面の背中に触ふれると、光はすうとその体に吸い込まれていった。

　へえ、と思わず声が出る。

　血の臭におい──厳密に言えば剝むき出だしになった肉の臭いなんだが──が消えた。

　犬面が目を瞬またたいて包帯をほどくと、背中一面が熟うれ過すぎた果物のようになっていたのが完全に治っていた。

「お嬢じようさん、これ──」

「魔法だよ。守護の章──怪け我がを治したり、人を守ったりする魔法。僕ぼく、この章の魔法が一番好きだし、得意なんだ。これなら結構高位の魔法まで使えるんだよ？」

「狩しゆ猟りよう・捕ほ獲かく・収しゆう穫かく・守護の四章だったか」

「よく知ってるね、傭よう兵へい」

「書いた本人から聞いたからな」

　そっか、とアルバスは苦笑した。

「ゼロは本当に……本当は、こういう風に使うために本を書いたんだ。人の役に立つようにって。【ゼロの書】を読んだけどさ、獣けものを狩る時に便利だ、とか。高い所の果物を落とすのに使う、とかそういう書き方してあって、不思議に思ってた……対象を限定して焼く〈炎縛フラギス〉の用よう途となんて笑えるよ。狩猟しながら料理ができて一石二鳥ってさ」

　ゼロがけらけらと笑いながら本を書く姿が目に浮うかぶようだった。

「子供が悪夢に怯おびえたときに、安らかな眠ねむりを誘さそう魔法。泥どろ棒ぼうが出たときに捕つかまえる魔法。そんな書き方がしてあって──けど誰だれも、ゼロの思おも惑わく通りには魔法を使わなかった」

　人の役に立ちたくて【ゼロの書】を書いたというのに、その本のために穴ぐらの仲間達が殺された時──ゼロは何を思ったのか。悲しんだだろうか。苦しんだだろうか。

　泣いたりは、したのだろうか。十年──誰にその泣き声を聞かれる事もなく。

「魔法なんざなくなっちまえば一番簡単なんだろうがな」

　便利だろうと思って考えた技術が戦争の火種になった。火種は大火へと変わり、多くの魔女や人間が死んでいる。ゼロがその程度で苦悩するような善良な人間だとは思っていない。冷れい酷こくな魔ま女じよだ。だが、「書くべきではなかった」と言ったゼロの声は真しん剣けんだった。

　聞いている俺おれの方が、確かな痛みを感じるほどに。

「魔女に絶ぜつ滅めつしろって言うわけ？　よーへいは魔女嫌きらいだもんね」

「そうは言ってねぇだろう。そもそも魔ま法ほうなんてもんがなければ、暴走してる馬鹿も消えて十三番の粛しゆく清せいもなくなるだろうって話だ。十三番は、魔法を覚えた連中がゼロの名前で暴れ回ってるのが気に入らねぇんだろ、つまり」

「そんな事言ってもしょうがないだろ。もう広まっちゃったん──」

　ぱっと、アルバスが顔を上げた。

「……魔法をなくす？」

「ああ。魔女じゃなくて、そもそもの魔法の方をな。そうすりゃ、何も魔女を殺す必要はなくなるだろうよ。魔法が使えなきゃ〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉で魔法を覚えた魔女は普ふ通つうの人間に戻もどるし、詠よみ月つきの系統が使う魔術だけじゃそもそも戦う事もできねぇんだろ？　【ゼロの書】が持ち込まれる前に戻れればって意味だよ。まあ、あくまでたらればの話だが──」

「できる」

「──何？」

「できるよ！　魔女を殺さなくても、魔法をなくす事！」

　叫さけぶように言って、アルバスは俺の肩かたに飛びついてがくがくと揺ゆさぶった。

「ま、待て待て落ち着け揺さぶんな！」

「ほら、僕ぼくがゼロと会った時、ゼロが僕の魔法を〈却きやつ下か〉したの覚えてる？」

「ああ……まあ、してたな。確かそんな事」

「【ゼロの書】の魔法は全部、ゼロが召しよう喚かんした事のある高位悪あく魔まの隷れい属ぞく下かにある、下位悪魔の力を借りてるんだ。だからゼロがその高位悪魔に働きかけて、ウェニアスの魔女に対して魔法の使用を〈却下〉すれば、【ゼロの書】に書いてある魔法は使えなくなる！　そうすれば、一時的だけどこの国から魔法が消える！」

「い……一時的なのか？」

「そう。一時的だ。【ゼロの書】に書いてある魔法が使えなくなるだけで、〝悪魔を召喚しなくても魔術を発動させられる〟っていう魔法の理論は消えないからね。使える食器が壊こわれても、作り方さえ知ってればいくらでも新しい食器が作れるだろ？　だから誰だれかが新しい魔法を生み出したら、それは普ふ通つうに使えちゃう」

「じゃ、意味はねぇだろう」

「あるよ！　少なくとも、未み熟じゆくなはぐれ魔術師達はこれで一いつ掃そうできる。魔術を学んだ事もないあいつらに、自分の力で魔法を生み出せるわけないからね」

「なるほど……」

「そして魔法を失って混乱した魔女達は、新しい指導者を求める。〝再び魔法が使えるようにしてくれる〟指導者をね。そこに、僕ぼくが名乗りを上げる！　僕はまだ魔ま法ほうを生み出せないけど、そこらの新参魔ま女じよをだまくらかすだけの特別感は十分に持ってる。何せ僕は偉い大だいなるソーレナの孫娘なんだから！」

　そう言われてみれば、できそうな気がする。アルバスはこの国で一番高名な魔女の孫娘で、魔ま術じゆつの知識もあるのだろう。そして、獣けもの堕おちの犬面が護衛として付いていれば、知識のない新参魔女は喜んでアルバスを指導者として認めるだろう。混乱を起こして、その混乱に乗じて権力をかすめ取ろうというのだ、このガキは。末すえ恐おそろしい魔女である。

　だが──。

「できるのか？　国中の魔女の魔法を〈却きやつ下か〉して回るなんざ無理だろう」

　でなければ、ゼロがとっくに全ての魔女に対して魔法を〈却下〉して回っているはずだ。

「だから、個人じゃなくて土地に対して〈却下〉するんだよ」

　説明しながら、アルバスは木の枝を拾って地面に小さな丸をいくつも描かき始はじめた。その丸の一つ一つが魔女のつもりだろう。そうして、その魔女達をぐるりと丸で囲い込む。

「魔ま封ふうじの印を広域に結んで、一種の結界を張るんだ。そしたら、結界内にいる魔女は誰だれだろうと【ゼロの書】の魔法が使えなくなる。ゼロ一人じゃ無理だけど、僕が協力すればできるはず！　十三番も、火か刑けい場じように結界を張って魔女の反乱を抑おさえてたでしょ？」

　そうだったのか。どうりで魔法での追つい撃げきが来ないと思っていた。確かにあの場で魔法が使えたのなら、〈ゼロの魔術師団〉がみすみすアルバスを殺させるわけもない。十三番だけが魔法を使っていたが、あれは十三番本人が結界を張ったからか。

「戦う力が欲しくて魔法を覚えたけど、戦いの火種を消しちゃえば力は必要なくなる。消極的な共存に戻もどるだけでも──今の戦争状態よりはずっとましだ。僕はまだ未み熟じゆくだけど、詠よみ月つきの魔女の直系なんだ。〝封ふう印いんして用いる〟事に関してなら誰にも負けない。魔法を土地に封じるくらいわけないさ！」

「とすると、だ……ウェニアス全体を囲めるほど馬鹿でかい魔ま法ほう陣じんを描くのか？」

「うん。複数の魔法陣を配置して、それを組合みわせて一つの大きな魔法陣にするんだ。ちょっと正確さが必要だけど、そんなに難しくないよ」

　そうだろうか。少なくとも俺には無理だ。魔法陣にどれだけ完かん璧ぺきな図形が必要かは、ゼロから聞いて知っている。

「そこで、ゼロに〝この地での魔法の使用を〈却下〉する〟って悪魔に対して宣言してもらって、僕はその宣言を魔法陣に封じる。そうすれば、少なくとも【ゼロの書】の魔法の根幹になってる悪魔達は、結界内では魔法による働はたらき掛かけに応じなくなる。だから──」

　きらきらと輝かがやいていたアルバスの表情が、急に曇くもった。

「ゼロが必要なんだ……」

「……まあ、そうなるな」

　悪あく魔まには位がある。〈却きやつ下か〉とは高位の悪魔に働きかけて、下位の悪魔に「人間に力を貸すな」と命じるようなものだという。その悪魔に働きかける力を持っているのが、ゼロだ。

　ゼロがいなければ話にならない。

「けど、ゼロは十三番に閉じ込められて……」

「と、閉じ込められただぁ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。それで、「ゼロを助けて」に繫つながるわけか。

「十三番に捕つかまった日の夜だよ。僕ぼくは地ち下か牢ろうにいて、十三番は僕に手下になれって話をしてた。そこにゼロが来て──すごく怒おこってた。我わが輩はいの傭よう兵へいを奪うばったな──って」

　俺おれは口を閉ざした。俺が城を去った後の話だ。

「それに、十三番が裏切ったって。今にも十三番を殺しそうな勢いだった。けど、そうしたら急に、ゼロが血を吐はいて倒たおれたんだ」

「なんだと!?　十三番にやられたのか！」

　たぶん、とアルバスは頷うなずく。たぶんも何も、他に考えようがない。

「馬鹿な事をしたな、って、十三番も怒ってた。穴ぐらの外になんか出るべきじゃなかった、外になど出て、傭兵なんぞと関わるからそんな傷を背負うはめになったって……」

　ちらと、アルバスは俺を見る。だが──見ない方がいいぞ、坊主。今の俺は百戦錬れん磨まの戦士でもひきつけを起こす程度に恐おそろしげな顔をしているはずだ。

「そのままゼロは気を失って、どこかに連れていかれちゃったんだ……」

「──無事なのか？」

「死んではいないはずだよ。ゼロの魔ま力りよくを感じたから」

「なあ、ちょっとあの……お嬢じようさん？　兄貴？　俺、さっきから完全に話に置いてかれてるんだけどよ……」

　俺とアルバスは同時に犬面を見た。完全に存在を忘れていた。今までの経いき緯さつを知らない犬面にとっては、何の話かさっぱりだろう。そうして、

「ゼロって、兄貴の名前じゃなかったのか？」

　超ちよう弩ど級きゆうの勘かん違ちがいを、恐ろしく唐とう突とつに口にした。

「お嬢さんを連れて逃にげる時、ゼロがどうのって十三番が叫さけんでたから、俺はてっきり兄貴の名前か、それかお嬢さんの偽ぎ名めいかと思ってたんだが……」

「坊ぼう主ずの偽名はアルバスで、ゼロってのはてめぇがちょっかいかけた絶世の美女だよ」

「あーあれ。いい女だったなぁ。舐なめしゃぶりてぇ」

　だらしなく頰ほおを緩ゆるめた犬面の顔面は、俺が殴なぐる前にアルバスが殴っていた。ぎゃん、と実に犬らしく鳴いて、犬面は痛そうに顔を押おさえる。よくやったぞ、アルバス。

「けどよぉ……じゃ、なんで十三番はあんな事言ったんだ？」

「──あんな事？」

「狙ねらうな、ゼロに当たる」

　俺おれは目を見開いた。──確かに、言った。だがあの場にゼロはいなかったわけだから、何をどう狙おうとゼロに当たるわけがない。俺は顔を顰しかめてアルバスを見た。

「どういう事だ？　なんで俺達を狙うとゼロに当たる事になるよ」

「そんなの分かんないよ。僕ぼくは気絶してたわけだし」

「俺はお嬢じようさんしか見てなかったし」

　役に立たねぇ主従だな……！　いや──しかしまあ、俺も人の事は言えないか。

「何にせよ──だ」

　俺は洞どう窟くつから頭を覗のぞかせ、ようやく藍あい色いろに染まった日没直後の空を見た。

「まずは魔ま女じよを奪だつ還かんしねぇと話にならないわけだ。囚とらわれの姫ひめ君ぎみってがらじゃねえが、あの女が閉じ込められたってんなら城のどこかだろう」

「地ち下か牢ろうにはいなかったよ。僕、火あぶりにされる直前まで地下牢にいたけど、ゼロの気配は感じなかったし」

「とすると、塔とうだろうな。罪人は地下、貴人は塔に幽ゆう閉へいってのがお偉えら方がたの決まり事だ」

「ゼロって貴人なの……？」

「十三番は魔女が倒たおれた時どう扱あつかってたよ」

　うーん、とアルバスは首を傾かしげる。

「……お姫様抱だっこしてた！」

「過か剰じような情報をどうも。おかげで吐はきそうだ。つまり、十三番にとってゼロは、髪かみの毛引きずって地下牢に放り込む対象ではねぇって事だ」

　問題は、だ。

「塔の用よう途とは基本、防衛か監かん視し──そうでなければ監かん禁きんだ。監視なら兵士がうろうろしてるし、防衛監禁なら入り口が隠かくされてる場合が多い。つまるところ、攻せめ難にくい」

「へー。よく知ってるね」

「城攻め要よう塞さい攻略の最前線は獣けもの堕おちって相場が決まっててな。大小合わせりゃ城攻め回数は二ケタ近い」

「さっすが兄貴！　よ、悪あく魔まの化身！　戦争屋！」

「てめぇが言ってんじゃねぇよ同類が！」

　吼ほえると犬面は頭を抱かかえて縮ちぢこまる。すっかり犬だな、犬面狼おおかみ。本来の性質は宿屋の下げ種す野郎なんだろうが、アルバスに首輪を握にぎられると大人しくなるらしい。

　正直──こうはなりたくねぇもんだな。わりと真しん剣けんにしみじみ思う。

「けどよぉ、兄貴。城には塔が四つあるし、そのどれに閉じ込められてるかはわからねぇぜ。大体、塔じゃなくて別の場所に閉じ込められてる可能性だってあるし」

　俺は首を傾かしげた。塔と地下牢以外に、幽閉に適した場所なんぞないはずだが──。

「例えばほら、十三番の寝しん室しつとか──」

　俺おれは凍こおり付ついた。アルバスも口を大きく開いたまま、赤くなって青くなる。

　十三番が──ゼロを？

　まさか。いや、だが十三番は男で、ゼロは女で、十三番は冴さえなくて、ゼロは美女で、二人は同門で、だから可能性としては──。

　いや、ない。断じてないと信じたい。

「ち……血ぃ吐はいて倒たおれた女に……そんな事はしねぇだろ……さすがに……」

「血を吐いて倒れた女だからこそ、ちゃんとしたベッドで介かい抱ほうしてるかもしれねぇじゃん。十三番にとって、ゼロって魔ま女じよが大事な存在なら特に」

　ああなんだそういう意味か。無む駄だに緊きん張ちようしたじゃねぇか心臓に悪い。

「紛まぎらわしい言い方してんじゃねぇよ、この色しき魔ま」

「色魔って……いや女は好きだけどよ……あ、ちょっとお嬢じようさん。露ろ骨こつに引かないでくれよ結構傷つくぜその顔」

　まあ確かに、普ふ通つうの部屋に格こう子し入れて閉じ込めている可能もある。

「おい坊ぼう主ず──じゃねえか、お嬢ちゃん」

「坊主でいいよ、別に今更。一年も男のふりしてたら、男言葉が普通になっちゃったし」

「そういうもんか……？」

「そういうものだよ。で、何？」

「ゼロがどこに閉じ込められてるか調べられねぇのか？　占うらない屋やを開こうなんて言うくらいなんだから、占いが得意なんだろ？」

　アルバスがラテットに占い屋を開きたいと話していた事を俺は忘れていないし、占いといったら魔女の真しん骨こつ頂ちようだろう。しかし、アルバスの表情は渋しぶい。

「そりゃできるけど……人探しの占いにはその人と霊れい的てきに深く繫つながってる物が必要なんだよ。体の一部──つまり髪かみの毛とか、でなきゃいつも使ってる毛布とか、服とか。ちょちょいと占ってぽんと見つけられるわけじゃないんだ。やらせの奇き術じゆつじゃないんだからさ」

　当然、俺達はゼロの所持品なんぞ持っていないし、ゼロの髪を拾って取っておくなんて不気味なまねもしていない。そもそも、ゼロは最初から荷物なんぞほとんど持っていなかった。服だってフォーミカムでようやく──。

「あ！」

「あぁ！」

　俺とアルバスは同時に声を上げ、顔を見合わせた。

「フォーミカムの古着屋に──」

「ゼロのローブ！　あのおっさん、絶対額に入れて飾かざってる！」





２






　川べりの洞どう窟くつから這はい出だした俺おれ達は、夜の闇やみに紛まぎれてフォーミカムの古着屋を目指した。

　かなり下流まで流されていたようで、現在地を確認してみるとフォーミカムはすぐ近くだった。街道を避さけ、獣けもの道みちを選んで歩いても、月の位置がかなり低いうちに到とう着ちやくできた。

　とはいえ、だ。

　広場での一件で手配書が出ている可能性を考えると、昼間に正面から、堂々とフォーミカムに入るのは不可能だ。

　それはつまり、とっくに閉門している町に多少無理矢理入れてもらうという事で──。

　まあ、獣けもの堕おち二人と魔ま女じよの三人組だ。多少の無理は押おし通とおせる。

　そんなわけで俺たちは、無事にフォーミカムへと辿たどり着ついた。

　そして、果たして古着屋の店主は本気でゼロのローブを額に入れて飾かざっていた。

　金の額がく縁ぶちに一枚板の保護ガラスとは、国宝級の扱あつかいだ。そのゼロのローブの前に椅い子すとテーブルを用意して、店主は天使の歌でも聴いているような表情でうっとりとローブを鑑かん賞しようしていた。そこに、ただならぬ勢いで飛び込んできた獣堕ち二人と魔女の三人組だ。店主の驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいは凄すさまじいものだっただろう。

　例えばそうだな……テーブルと椅子を盛大にひっくり返して床に転がり、優ゆう雅がにたしなんでいたワインを頭からひっかぶる程度の驚愕と狼狽だ。

「て──てめぇら何だ！　何しに来やがった！」

　上ずった声で叫さけんだ店主に、俺は金の入った袋を投げ付けた。

「悪いなおっさん、この間買った服の代金は払はらうから、そのローブ返してもらうぜ」

　目を白黒させている店主の許可も待たずに額のガラスを砕くだき、ローブを摑つかんでアルバスに投なげ渡わたすと、店主は情けない悲鳴を上げた。

「よせぇ！　それを持ってかれたら俺はこれから何を糧かてに生きていきゃいいんだ！　ああ、待て待て頼たのむ！　何を持ってってもいいから……！　だから俺からそれを奪うばわないでくれぇ！」

　今にも我が子が殺される瞬しゆん間かんの母親にしか出せないような、悲痛で哀あわれな声だった。胸に迫せまるが聞いてはやらない。

「ちょっと可哀かわい想そうじゃない……？」

「じゃお前の下着でもやっとけよ」

　投げやりに言うと、アルバスが俺の尻尾しつぽを摑んで引っ張った。たまらず悲鳴を上げて崩くずれ落おち、俺はアルバスを睨にらみ付つける。

「何しやがんだ！　獣堕ちの尻尾を攻こう撃げきするなんざ最大の禁きん忌きだぞ！」

「ホルデムの尻尾をさんざん引っ張ってたから知ってるよ。──おじさん、ローブくれたらゼロの靴くつ下したあげるよ。それでどう？」

「く……靴下……だと……！」

　店主は一いつ瞬しゆん息さえ止めて、〝靴下〟という言葉を口の中で繰くり返かえす。神の啓けい示じでも受けたような衝しよう撃げきの受け方だが、神々しさや神聖さはまるでない。

「絶対か……？　絶対にあの方の靴下をくれるんだな？　目の前で脱ぬいでくれるのか？」

　目がマジである。さすがに俺は軽く引いた。アルバスもどうやら引いている。

「なあ、本当にこいつに慈じ悲ひをかける必要があったのか……？」

「僕ぼくも今後こう悔かいしてるとこ……」

「お嬢じようさん、儀ぎ式しきの準備できたぜ」

　人一人が立てる程度の小さな円の中に、いくつもの記号と数字が絡からみ合あった複雑な図式を苦もなく描かき上あげた犬面がアルバスを呼んだ。店主は靴下ですっかり妥だ協きようしたらしく、「いつだ？　いつくれるんだ？」としつこくアルバスに質問を繰くり返かえしている。そんな店主を押おしのけて、俺とアルバスは犬面に歩み寄った。

「お前、マジで魔ま法ほう陣じんなんて描けるんだな」

「魔ま女じよの下げ僕ぼく歴れき十五年はだてじゃねぇよ」

「よし、坊ぼう主ず」

「うん」

　アルバスは魔法陣の中心に立ち、ゼロのローブを足元に置いてロウソクを持った。その途と端たん、ゼロの靴下を思って恍こう惚こつの表情さえ浮うかべていた変態がはっとして青ざめる。

「おい、待てなんのつもりだ……？　火なんて持つなよ、なあ！　まさか──まさかそんな事しねぇよな！」

「安心しろ親父。心配しなくても、火事にするようなへまは──」

「そのローブを燃やすなんて、残ざん酷こくな事しねぇよなぁあ！」

　なだめようとした犬面の声を遮さえぎって、店主が叫さけぶ。──そっちかよ。と内心で突つっ込こんだのは、俺だけではあるまい。この変態に、最早慈悲は不要だろう。

　叫びながらアルバスに摑つかみかからんばかりの勢いで立ち上がりかけたので、踏ふみつけて動きを封ふうじておく。じたばたと暴れる店主を無視し、俺はアルバスに頷うなずきかけた。

　悪いなおっさん。だが、靴下欲しさにローブを差し出したのはてめぇの判断だ。

　差し出された物をどう扱あつかおうが、そりゃあこっちの自由だろう？

「──やれ」

　ゆっくりとした深呼吸を一つ──そしてローブにロウソクの火が落ちた。




　暗い部屋。ロウソクの火。鳥の声。風の音。石の壁かべ。血の匂におい。

　それが古着屋の店主の生きる糧かてと引き換えに、アルバスが占うらないで得た結果だった。基本的に、占うらないの結果というのは曖あい昧まいなものらしい。

　占いも魔ま術じゆつの一種で、一応悪あく魔まを呼び出しているらしいのだが、俺おれにはその姿は見えなかったし、聞こえなかった。

「お嬢じようさんは自分の体に悪魔を降ろしてるんだよ。悪魔の実体じゃなくて、魂たましいだけをな。交こう霊れい術じゆつとか降こう魔ま術じゆつとか言われてるが、最も古い、最も基本的な魔術の形式だ」

　とかなんとか犬面は言っていたが、魔ま法ほう陣じんの中にぼんやりと突つっ立たって、虚うつろな表情でぶつぶつと独り言を呟つぶやいているようにしか見えなかったというのが俺の正直な感想だ。

「で、結論から言って、魔ま女じよはどこにいるわけだ？」

「暁あかつきの塔とうだな。太陽が昇のぼる方角にある塔だ。昔、鳥が巣を作って以来、毎年この時期になると鳥が戻もどってくる」

「確信はあるのか？　元城の正せい規き騎き士し様よ」

「ねぇよ。俺が城にいたのは十五年も前だからな」

「結局博ばく打ちかよ……」

　まあ、風の音や鳥の声が聞こえるのだから、静かな場所なのは間ま違ちがいない。

　大勢の人間が行き来する城の中で静かな場所と言えば限られてくるし、十三番といえど王族が生活している部屋の近くにゼロを幽ゆう閉へいする事はできないはずだ。

　何せ、本人が地下室暮らしだ。だが鳥の声がするなら、ゼロがいるのは地下ではない。とすると、塔だろう。そう結論付けたアルバスの推理は堂に入っていて、「占いの素質は得た情報を正しく解かい析せきできるかにあるんだよ」といかにも魔術師然とした表情で結論付けた。




　そんなわけで、俺は夜のうちにフォーミカムを出て、王都プラスタを目指した。

　プラスタの市し壁へきを大きく回り込み、城の真裏にある崖がけ下したに出る。簡単に言ってるが、当然全て全力疾しつ走そうだ。夜のうちに事を進めなければならないし、翌よく朝あさになると警備が強化される可能性が高い。あらゆる作戦において、速さと正確さこそが成功を招くものだ。

「さて……隠おん密みつの城攻めといくか」

　プラスタは崖の頂点に立つ城を基点として、ゆるやかな斜しや面めんに扇おうぎ形がたに広がっている町だった。王城は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに建っており、城の裏側には一切地面が存在しない。

　そして城を抱いだく崖の真下には、天然の堀ほりとばかりに急流の川が流れている。

　つまり、俺が城に辿たどり着つくまでに立ちはだかっている障しよう害がい物ぶつは三つ。今俺の目の前を流れている流れの速い川。そしてその川を渡わたりきった先にある、城へと続く断崖絶壁。断崖絶壁が終わったその先に、兵士が見張りに立っているだろう城じよう砦さいの壁かべだ。俺が普ふ通つうの人間だったら聞いただけで諦あきらめる、超高難易度の作戦だ。心底嫌いやだが、やるしかない。

　溜ため息いきを一つ落として気合を入れ直し、俺は急流に飛び込んだ。流れに逆らいながら向こう岸まで泳ぎきり、川べりにナイフを突つき立たてて流されるのをどうにか堪こらえる。そのまま、岸とも呼べないような幅はばの狭せまい足場に這はい上あった。とりあえず、第一関門突とつ破ぱか。

　城を支える断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに張り付くようにして上体ごと首を反らし、崖がけの上に建つ城の、更に高みを目指してそそり立つ塔とうを見る。

「おー……高い高い」

　ごつごつとした岩いわ肌はだと、その先にそびえる城じよう壁へきの石組み。その更に向こうに月の明かりで辛かろうじて見える塔とうの天てつ辺ぺんが、針の先のように細い。

「くそ、あの犬面平然と──」

　──兄貴なら登れるだろ？

　──登るって……まさか……。

　──崖。

　それが、唯ゆい一いつ外部から塔に侵しん入にゆうできる道だと言う。

　アルバス達とは古着屋で別れた。あの二人には結界の準備があるし、俺にはそれは手伝えない。アルバスにはかつらとドレスで女の格好をさせておいたし、少しは追っ手の目も誤ご魔ま化かせるだろう。俺の仕事はゼロの奪だつ還かんだが──さて。本当に、この塔にいるんだろうか？

「頼たのむぜ、アルバス──詠よみ月つきの魔ま女じよさんよ」

　俺は愛用の黒マントのフードを被かぶると、両手にナイフを握にぎり締しめ、垂直にそそり立つ土の壁かべに突つき立たてた。ぐいと体を引き上げ、更に上の壁にナイフを突き立てる。

　王城は国の拠きよ点てんであり、王城が落ちれば国は落ちる。だから王城の警備には通常相当な兵力が割かれるが、崖という天然の防ぼう壁へきが城の背面を守っている場合、兵は城の前方のみに配備される。仮に背後に回される衛兵がいたとしても、そいつは必ず気を抜ぬくだろう。

　当然だ。こんな崖をナイフ二本で登ろうとする馬鹿はいないし、いたとしても途と中ちゆうで力尽つきて落ちて死ぬ。しかし、それを力尽きずに最後まで登り切るのが獣けもの堕おちの傭よう兵へいだ。

　もちろん、獣堕ちだってこんな荒あら事ごとめったにしないが──。

　登り切れる自信はあるが、きついし辛つらいし手を滑すべらせればさすがに死ぬ。

　崖の中腹まで上ると、じっとりと滲にじんだ汗あせが滴したたり始めた。川に入ったせいで体が濡ぬれて寒いというのに、汗が出るのだから妙みようなものだ。

　そのうえ風が吹ふき抜ぬけるたびに濡れた体が冷やされて、ますます体温が奪うばわれていく。体温が下がると指先の感覚が鈍にぶるのでかなりまずい。俺はナイフを握り直した。

「俺みたいな重量級がやる仕事じゃねぇんだよ……くそ、ちと瘦やせるか？」

　硬かたく締しまった土──というよりほぼ石に近い──からナイフを引ひき抜ぬき、また突き刺す。片手でぶら下がってしばし片かた腕うでを休め、俺はあえて下を見た。

「おー……高い高い……」

　下から見た時と同じ感想を、上から見下ろして実感を込めて言う。落ちたら死ぬ。登るしかない。それに来た道を引き返すよりは、このまま登った方が楽そうだ。そんな事を考えながら、俺おれは岩のくぼみに足を引ひっ掛かけ、大きく体を伸ばしてナイフを突つき刺さす作業を繰くり返かえした。

　まったく──一度失った職を取とり戻もどすのは、想像以上に手がかかる。低い崖がけから落ちて出会ったゼロと再会するために、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをナイフ二本で登る事になるとはな。

　ああ、反省してるとも。疑って悪かった。

　と──ぎん、とナイフを弾はじく感覚があった。城の基き礎そだ。見上げると、崖が終わって城の外がい壁へきが重々しくそびえていた。

　ここからはナイフは使えない。俺は鋭するどく研といだ爪つめを出し、積み上げた岩と岩の隙すき間まにある柔やわらかな漆しつ喰くいに突き立てた。

　体重を預あずけた瞬しゆん間かん、ひやりとする。ナイフより随ずい分ぶん頼たよりない。

「──折れるなよ、俺の爪」

　祈いのるように言って、俺は城壁を登り始めた。漆喰に爪を立て、城壁の石組みのわずかな凹おう凸とつに足をひっかけ、少しずつ上を目指す。高さが増すにつれて風は強さを増していき、ともすれば煽あおられて落下しそうだった。塔とうには所々に小窓があったが、どれもが人間の頭がぎりぎり通る程度の大きさで、侵しん入にゆうに使えるような物ではなさそうだ。一応、ある程度の用心はしてあるらしい。俺は首を反らして上を見た。

　もう、少し──。

　思ったところで、俺は動きを止めた。足音が聞こえる。すぐそこの小窓から。

　この状じよう況きようで見つかったら逃にげ場ばもないし、さすがに言い訳のしようもない。あんまりいい夜だったんで、つい城の外壁を登りたくなりましたなんて言ったとして、誰だれが笑って「ああそうですか。私もご一いつ緒しよしてよろしいですか？」なんて言ってくれるってんだ。

　俺は息を殺して、足音が行き過ぎるのを神に祈った。

　だが、神という奴やつはどうにも冷たい。月の位置が悪かった。

　俺の影かげが──窓の中に落ちている。あんまり冷たいと悪あく魔まに走るぞ、神様よ。

「くそ──ッ」

　低く罵ののしり、俺は大きく腕うでを横に伸ばして体の位置を小窓の真上までずらした。

　──上を見るなよ。頼たよむから。

　俺は息を殺し、じっと下の様子を窺うかがった。足音が、窓の前で止まった。だが数秒立ち止まっただけで、それは重たい足音を立てて去っていく。

　どっと気が抜ぬけた。気が抜けたところで──漆喰が崩くずれて爪が城壁から外れる。

「や──ッべ……！」

　完全に、体が城壁から離はなれた。城壁に爪を立てるが、表面を引っかくばかりで落下は止まらない。衝しよう撃げきで爪が数本圧へし折おれ、血が滲にじむ。

　がむしゃらに伸ばした腕が、どうにか小窓の縁へりを摑つかんだ。体を支えた衝撃で肩かたが抜けかけ、激痛に叫さけびそうになるのをどうにか堪こらえる。

「ッ──……ぶねぇ……！　死ぬかと思った……！」

　しかし、爪つめが折れた。これでますます登るのが厳しくなったが、ここまで来たら登りきらなければ死ぬ。俺おれは再び城じよう壁へきを登り始めた。




　ようやく塔とうの天てつ辺ぺん近くまで辿たどり着つき、今までの小窓よりもはるかに大きい窓まど枠わくに手を掛かけてそっと体を引き上げた。だが、窓には鉄板が打ち込んであり、中の様子は窺うかがえない。

　暗くら闇やみの中、ロウソクだけ──か。

　窓枠に腰こし掛かけて腕うでを休めながら、俺は塔とうの外がい壁へきを見回した。──鳥の巣がある。どうやら博ばく打ちに勝ったらしい。俺は感覚のなくなった手の平を何度か閉じ開きし、なだらかな傾けい斜しやを描えがく尖せん塔とうの屋根まで一気に這はい登のぼった。雨風に晒さらされて朽くちかけた屋根の平石を引ひき剝はがし、その下の基き礎そを軽く叩たたく。いい具合に、もろくなっていそうだ。

　化物として生まれてきてよかった事と言えば、身体能力がずば抜ぬけている事だ。全力で走ればまず誰だれも追い付けないし、全力で殴なぐれば木が砕くだける。もろくなった岩も──まあ、許容範はん囲いだろう。

「せ──ぇの！」

　俺は拳こぶしを硬かたく握にぎり締しめ、渾こん身しんの力を込めて屋根の基礎をぶち抜いた。だが老ろう朽きゆう化かした塔の屋根は想像以上に根性がなく、その一いち撃げきで俺の体重を支える事を諦あきらめたらしい。

「やべ、落ち──」

　そのまま俺は、大量の平石や土くれと一いつ緒しよに塔の中に落下した。

「ッ……てぇ……！」

　絶ぜつ叫きようする事だけは、どうにか堪こらえた。それにしても格好がつかない。俺は瓦が礫れきの下からようよう這はい出だして、ぽっかりと穴の開いた天井を見上げた。

　見事な月夜だ。なんて、言ってる場合じゃねぇや。

「おい魔ま女じよ！　助けに──」

　立ち上がろうとした俺のすぐ目の前に、怖おぞ気けを震ふるう美び貌ぼうがあった。

　助けに来たぞ。という言葉は、喉のどの半ばで止まって消える。

　泣き出す寸前のような、笑いたいのを堪えるような、そんな奇き妙みような表情で、ゼロは俺をまっすぐに見下ろしていた。だがその表情は、一いつ瞬しゆんで冷たい無表情に塗ぬり変かえられる。

「……お、い……？」

　がっと、相変わらず見た目との齟そ齬ごの激しい力でゼロが俺の顔を摑つかんだ。そのまま無理矢理上向かされて、少しだけ暴ぼう漢かんに襲おそわれる女の気持ちを理解する。

「何をしに来た」

「──は？」

「なぜここに来たと言っているんだ──この馬鹿者がぁ！」

「痛っ──てぇ！」

　渾こん身しんの頭ず突つきと来やがった。落下には耐たえたがこれには叫さけぶ。あまりにも予想外で、歯を食いしばる余よ裕ゆうもなかった。

「何しやがんだいきなり！　見て分かるだろうが。助けに来たんだよ！」

「何が助けに──だ、白々しい！　誰だれが頼たのんだ？　一体誰に雇やとわれた？　はめられたのだとなぜ分からない！　今すぐ道を引き返せ！　これは十三番の罠わなだ！」

「引き返せって……簡単に言うんじゃねぇよ。俺が屋根ぶち破って落ちてきたの見てただろうが！　俺は誰にも雇われてねぇし、誰かに頼まれたから来たわけでもねぇ！　大体、罠ってどういう意味だよ！　俺を罠にはめてどうする！　アルバスが目的か？」

「説明の必要などないし、我わが輩はいは君の助けなど欲していない。壁かべを這はってきたのなら、そのまま壁を這って戻もどればいい！　君はもう我輩の傭よう兵へいではないのだからな」

　吐はき捨すてるように言って、ゼロは俺の体を突つき飛とばした。俺は床に座り込んだ状態から、軽く腰こしを浮うかせかけてゼロを睨にらむ。

「ああそうだ！　てめぇの同どう胞ほうだとかいう十三番にたぶらかされたおかげでな！　だからこうして反省して戻って来たんだろうが。ナイフ二本で延々崖がけ登のぼりまでしてよ！　おかげで自じ慢まんの爪つめが圧へし折おれる大だい惨さん事じだ！」

　俺は赤黒い血を滴したたらせる痛々しい爪をゼロに見せつけ、低く唸うなる。だが、ゼロの表情はあくまで冷たく、俺を突つき放はなす風だ。

「確かに、十三番のせいだったのだろう。あのときの君は魔ま術じゆつによって操られている状態だった。だが──原因は君にある。君は確かに我輩を恐おそれていた。十三番はその、君の中にある疑心と恐きよう怖ふを煽あおったに過ぎない！」

「ああ、そうだ！　びびってたし、疑ってたさ。だが、しょうがねぇだろうが！　俺に魔女を怖こわがるなって方が無理な相談で、傭兵に他人を疑うなってのは死ねって言ってるようなもんだ！　それでも俺は、自分の意志で、馬鹿げた壁登りまでしてお前のところに戻って来たんだぞ！　その意味を考えて、ちったぁ譲じよう歩ほして頂けませんかねご主人様よ！」

　最大限に上から目線の復職願いになっちまったな。だが、這いつくばって謝罪しろってんなら受けて立つくらいの気き概がいはある。いや、一いつ瞬しゆん前まえまで確かにあったんだが──。

　──こいつは、無理か。

　ゼロの表情は冷たく凍こおり付つき、俺を睨にらみ下おろす瞳ひとみには憎にくしみさえ宿っているように見えた。どうやら、俺は完全にゼロに見限られたらしい。覚かく悟ごがなかったわけじゃねえが、さすがに堪こたえる。──だが、ここまで来たんだ。せめてどうにかして、アルバスのところまでゼロを連れていく必要がある。

「分かった……もういい……悪かった。それより聞いてもらいてぇ話が──」

　あるんだが、と言いかけた俺の手に、ぽたとぬるい水が落ちてくる。雨かと思って、俺は床に逃にがしていた視線を上げた。そして、一いつ瞬しゆんで違ちがうと気付く。

　ゼロが俺おれのすぐ正面に立っていた。相変わらずその表情は冷たく凍こおり付つき、青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみには俺を憎にくむような色が滲にじんでいる。だがその瞳から、後から後から水が溢あふれていた。それがゼロの頰ほおを滑すべって顎あごを伝い、また俺の手にぽたと落ちる。

　その水が涙なみだなのだと、俺はしばらく気付けなかった。

「我わが輩はいが……どんな思いで君を解放したと思っている」

「な……ん……」

「どんな思いで……手放したと思っている？　十三番などに奪うばわれて、どれほど悔くやしかったと思っている！　君を我輩の側に縛しばっておく事など簡単だった。だが君は魔女が嫌きらいだから、我輩の事も恐おそれているから……だから、我輩は──！」

「おい、ま──」

「君を逃がしてやったのに……ッ！」

　くしゃくしゃと表情を歪ゆがませて、ゼロは崩くずれ落おちるように俺の肩かたに縋すがり付ついた。

「どうして戻もどった……！　我輩の事が嫌いなくせに……我輩を恐れるくせに！　何が望みだ？　何が欲しい。我輩が、君に何を与えられる？　なんだってくれてやる……！」

　だからもう、二度と。とゼロは囁ささやく。

「我輩から離はなれるな……！」
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　俺おれはゼロに抱だき付つかれた態勢のまま、虚こ空くうに伸ばした腕うでをどうする事もできずにただその場に座り込んでいた。

　月が明るく感じられるほどに、この部屋には光がない。積み重ねられた大量の本と、火の消えた無数のロウソク。ゆったりとした椅い子すにクッションを積み上げて作ったようなベッド。

　ゼロの言う穴ぐらとは、きっとこんなところだったのだろう。

　これが──お前の情か、十三番。痛いほどにゼロへの情の強さが伝わってくる。まるで母親の腹の中だ。暗くて狭せまくて安全で、吐はき気けがするほど平へい穏おんで退屈な。

　だからこそ、十三番──巫ふ山ざ戯けるなよ。いくら魔ま女じよや魔ま術じゆつ師しが世間一いつ般ぱんからずれてるにしたって、お前は完全に狂くるってる。

「おい。いつまで泣いてる気だ、魔女さんよ。悪いがお前の泣き事に付き合ってる暇ひまも余よ裕ゆうもねぇんだ。いつも通りしゃきっと頼たのむぜ」

　俺の肩かたにしがみ付いていたゼロが、驚おどろいたように顔を上げた。涙なみだと鼻水で月もうらやむ美び貌ぼうが台無しだ。俺はこっちの顔の方が安心できるが、あんまり酷ひどいので袖そでであらかた拭ぬぐってやる。それから肩に抱かかえ上あげると、ようやくゼロの顔にまともな表情が戻もどってきた。

「わ……我わが輩はいがこれほど傷ついているというのに……！　君は自分の事情を優先するのか！　冷れい酷こくにもほどがあるぞ！　もっと我輩をいたわって、慰なぐさめてだな──！」

「戦死した仲間の前で飯が食えなきゃ傭兵は名乗れねぇんでな。それよりさっき罠わながどうのと言ってたが──」

　あれは、一体どういう意味だ？

　そう俺が口を開きかけた瞬しゆん間かん、床が崩くずれた。光と音が瞬しゆん時じに遠のき、内臓が浮うき上あがるような浮ふ遊ゆう感かんが襲おそう。塔とうが崩れた。いや違ちがう、こいつは──。

「ちくしょう──十三番！」

　なるほど、罠か。

　顔を上げると、そこは前に召しよう喚かんされたのと同じ場所──どうやら城の地下室だった。少し離はなれた場所には、あの時と全く同じように十三番が立っている。

　そしてその背後にあるあつらえたような鳥かごに、ゼロが閉じ込められていた。
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「傭よう兵へい！」

「──ゼロ！」

「止まれ。動くな。這はいつくばれ」

　駆かけ出だそうとした俺は、次の瞬間には十三番の命令通り地面に這いつくばっていた。

「なん……どうなって──」

「精せい神しん的てきに劣おとっていれば、動物を操れると言っただろう。人間も動物であり、この部屋は私の精神を増ぞう幅ふくするために作った、私の聖域だ」

「傭よう兵へい、無事か！」

「無様な事以外は至って健康だよど畜ちく生しようが……！」

　がりがりと、俺おれは辛かろうじて動く指先で石いし畳だたみを引っかいた。体が俺の命令を聞かない。痺しびれているわけでもなく、感覚がないわけでもないのに、起き上がる事ができなかった。

「無む駄だだ。怒いかりを抱いだく者はあらゆる者の精神に劣る」

　ああそうかよ。だがそう言われても俺は怒り心頭だ。

　十三番が、一歩足を踏ふみ出だした。俺に向かって。その瞬しゆん間かん、ゼロが叫さけんだ。

「貴様、十三番──許さないぞ！　それは我わが輩はいのものだ！　我輩の傭兵だ、我輩のところに戻もどって来たんだ！　今すぐ返せ！」

「無駄だ、ゼロ。その鳥かごの周りには魔ま封ふうじの結界が張ってある。お前とて簡単には出られない──傷に障さわる、静かにしていろ」

「我輩に命令するな、十三番！」

「ではこう言おう。どうか、頼たのむ。私がこの男を殺してお前の魂たましいを解放するまで、目を閉じ耳を塞ふさいでいてくれ。あとでこの男に関する記き憶おくを封じてやろう」

「ふざけるな！　そんな事は許さないぞ十三番──十三番！」

　ゼロは叫んで鉄格子を殴なぐりつけ、揺ゆさぶり、暴れ回った。だが出入り口さえ存在していない鳥かごの中で、魔ま術じゆつの使えないゼロができる事など何もなさそうだ。

　かなり癪しやくだが、譲じよう歩ほといくか。俺は舌打ちしつつ、どうにか顔だけを十三番に向けた。

「こんな状じよう況きようで言うのもなんだがな、十三番。魔ま女じよの大量虐ぎやく殺さつなんざしなくても魔ま法ほうは消せる！　てめぇが粛しゆく清せいしようとしてる〈ゼロの魔術師団〉の反乱も、はぐれ魔術師の暴走も、そこの魔女が魔法を使うのを〈却きやつ下か〉すりゃあそれで全部収まるんだ！　【ゼロの書】も取とり戻もどせるし、ゼロの名前で暴れ回る魔女も全員消える！」

　そして、その結果起こるだろう混乱に乗じて、アルバスがソーレナの名の元に新参の魔女達を統率すれば、ウェニアスで起こっている魔女騒さわぎは収束する。魔法という技術が発見された事実は消えないが、アルバスが上手くやればゼロが望んだような形で魔法を広め直す事は可能なはずだ。俺は一気にまくし立て、十三番の相変わらずの無表情を睨にらみ上あげた。

「そのために、俺はその女を連れにここに来たんだ。だから是ぜ非ひとも、俺と魔女を快く送り出していただきたいんだがな……十三番！」

「残念だが──断る。ゼロはここを出はしないし、魔法の〈却下〉などしない」

「……何？」

　一いつ瞬しゆん、呆ほうけた。──俺の説明が悪かったのか？　十三番の目的は【ゼロの書】を回収し、ゼロの考えた魔法を悪用する奴やつらを絶ぜつ滅めつさせる事のはずだ。利害は一いつ致ちしているはずだし、断る理由はどこにもない。まさか俺おれが嫌きらいだからなんて理由で断るわけもないだろう。

「お前だって、手っ取り早く【ゼロの書】を取とり戻もどしたいんだろう？　この方法なら──」

「何も解決などしない。確かに、一時的に混乱は収束し、この国は元に戻るだろう。全ての魔ま女じよは息を潜ひそめ、消極的な共存の世に戻る。そう──過去に魔女による反乱があったという、消えざる傷を抱かかえたままな」

　十三番は淡たん々たんと、俺の言葉を引ひき継ついだ。

　何も解決などしない。新たな傷を抱えたまま、元の状態に戻るだけ。

　──それの、何が悪いってんだ？

　消極的な共存を否定し、魔女にとっての真の平和を戦いによって勝ち取ろうとしていたのは〝あの方〟であり、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉だ。それと戦い、粛しゆく清せいする立場の十三番が──。

　どうして〝元の状態に戻る事〟を否定するんだよ。

「──そういう事だ、傭よう兵へい」

　鳥かごの格子を摑つかみ、顔を伏ふせたゼロの声は、ひどく苦しげに聞こえた。

「十三番の目的は、【ゼロの書】の回収でも、ウェニアスで起こっている混乱の解決でもない。それらは単なる過程で、求めているのはその結果なのだ……」

「だから──馬鹿にも分かるように説明しろっていつも言ってんだろうが！　じゃあ十三番の求めてる結果ってのは一体なんなんだよ。そもそも十三番は、盗ぬすまれた本を取り戻すために穴ぐらとやらを出たんじゃなかったのか!?」

　怒ど鳴なって、俺は十三番を睨にらんだ。そして、ふと気付く。

　十三番が持つ馬鹿でかい杖つえの先には、赤い宝石が輝かがやいている。

　あれは──。アルバスの首にあった宝石と、同じ物ではないのか。

　俺は頭がいい方じゃない。だが陰いん謀ぼうや謀ぼう略りやくに限って言えば、傭兵という職しよく業ぎよう柄がらそれなりに知恵が回る方だ。十三番の目的が、【ゼロの書】を発ほつ端たんとする混乱──つまり魔女と国との戦争を終わらせる事ではなく、その先にあるものだとしたら。

　十三番が目的を達成するには、そもそも戦争が起きる必要があった事になる。

　そして【ゼロの書】を盗み出し、ウェニアスで戦争を起こしたのは〝あの方〟だ。

　だが十三番と〝あの方〟──ひいては〈ゼロの魔術師団〉とが敵対していた事は、ウェニアスの誰だれもが知っている。

　それじゃあ、そもそも。

　穴ぐらから【ゼロの書】を強ごう奪だつし、ウェニアスに魔法を広めた、決して誰にも姿を見せない〝あの方〟ってのは一体誰で──今、どこに。

　俺は全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出だしてくるのを感じた。十三番が、一冊の本を手にしているのが見えたからだ。その表紙は、黒こく檀たんか。

　──どういう本なんだ？　魔術の本って言ってたが。

　俺おれはそう、ゼロに聞いた。そしてゼロは確かにこう答えた。

　──表紙は顔が映るほどに磨みがいた黒こく檀たんで、蝶ちよう番つがいは金。そして表紙の全体に、この上もなく繊せん細さいな装そう飾しよくを施ほどこしてあってな。

　まさに、その通りの本が十三番の手にあった。

　まるで最初から、その手にあったとでも言うように。

「なあ、おい……まさか……冗じよう談だんだろう、十三番」

　もし、最初から【ゼロの書】は盗ぬすまれてなどいなかったとしたら？

　十三番が「本を探す」と偽いつわって、魔ま法ほうを広めるために穴ぐらを出たのだとしたら？

　穴ぐらの魔ま女じよ達を殺し、【ゼロの書】を奪うばって技術を広めた〝あの方〟と。【ゼロの書】を取り返すべくそれを追い、穴ぐらを出てウェニアスの魔女と戦っていた十三番とが。

　まさか──同じ人間だなんて言わねぇよな？

「魔ま女じよ狩がりを完全に終わらせるには、悪い魔女は消えたと民衆に思わせなければならない」

　答えたのはゼロの声だった。十三番は表情を消したまま、黙だまって俺を見下ろしている。

「そう思わせるには、まず悪い魔女を目立つ場所に引き出さなければならない。力を与え、機会を与え、くすぶる黒こく煙えんを炎へと変えなければならない。その上で、民衆の面前で炎を消してみせなければ──民衆はいつまでも魔女を恐おそれ続つづける」

　ゼロの声に重なって、十三番が火か刑けい場じようでした演説が俺の頭に響ひびき始はじめた。正義のために、民衆のために、悪しき魔女を狩かると声高く叫さけんだその声を。

　だから、とゼロは震ふるえる声で言葉を繫つなぐ。

「十三番は名も姿も明かさない〝あの方〟としてこの国に魔法を広め、〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を扇せん動どうして魔女の反乱を起こした。そしてそれに対抗する力を持った正義の魔術師として、王城に入り込んだのだ。最初から──！」

　本は、盗まれてなどいなかった。

　──悪がなければ、正義は成らない。かつて教会が、魔女を悪とする事で教会の正義を民衆に信じさせた。それと同じ事を、十三番はやったのか。

「……仕組んだのか」

　震ふるえる声で、俺は訊きいた。だが、これは質問ではなく確信だ。

「〈ゼロの魔術師団〉の反乱も……はぐれ魔術師の暴走も……てめぇが、全部──仕組みやがったのか！　十三番！」

　ウェニアスの人々は、魔女を頼たよるくせに魔女を決して受け入れない。それは明らかに不公平な共存だった。そんな世の中が、魔女にとって不満じゃないわけがない。

　だが民衆の魔女に対する感情は、他国に比べれば遥はるかに好意的だったはずだ。御お伽とぎ噺ばなしのようなソーレナの存在に、一種の安心感さえ抱いだいていたのは間ま違ちがいない。

　共存の地じ盤ばんがある。そして、争いの火種がある。だから十三番はウェニアスを選んだ。ウェニアスに魔ま法ほうを広めて力の均きん衡こうを崩くずし、魔ま女じよ達が不満を爆ばく発はつさせるきっかけを作ったわけだ。そうした上で、反乱を起こした魔女達を正義の立場で狩かり殺ころす。

　──全てはその先にある「魔女の真の平和」のために。

　深く、疲つかれたような息が十三番の口からこぼれた。

「仕組んだ──と言えば確かにそうだ。だが、自らの考えをもって選せん択たくし、決断し、行動をしたのは全てこの地の魔女達であり、民衆だ。私は何も命じていない」

　ようやく口を開いた十三番の声には抑よく揚ようというものがなく、ひどく無機質だった。

「腹の底に溜ためながら、脈々と受うけ継つがれた陰かげの対立──それを表面化させ、解決しない事には対立は永遠に終わらない。そして遠くない未来、ウェニアスでは反乱が起こっていただろう。私はそれを少し早めたに過ぎない。戦いを望んだのはこの地の魔女達だ。であればこそ、彼らは私の用意した筋書きに乗った」

「何が筋書だ……！　陰いん謀ぼうっつーんだろうがよ、そういうのは」

　ろくに体も動かせない状態で、苦労して俺は吐はき捨すてた。だが、十三番は気にした風もない。

「一つ、訂てい正せいをしておくぞ、ゼロ。私は〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を扇せん動どうなどしていない。私はただ、ウェニアスに魔法を広めただけだ。〈ゼロの魔術師団〉が正義となり、人間と共存する筋書きはいく通りもあった。だというのに、彼らは自ら滅ほろぼされる筋書きを選んだのだ」

「滅ぼされる筋書きだと……？」

「そうだ。人間達の信しん頼らいを裏切る〈報復の狂きよう宴えん〉という最悪の形で、〈ゼロの魔術師団〉は悪の筋書きを選んだ。おかげで──私が正義の筋書きを進むはめになった。魔女に襲おそわれた王を救い、守り、民衆の望む正義を演じる道化になってまでな。まったく……彼らこそが国家を守る正義となるようにと願い、魔術師団にゼロの名を冠したというのに、結果はその逆になってしまった。これだから現実は忌いま々いましい。不確定要素が多すぎて理論通りに進まない……おかげで十年もの時を費やした」

　十三番は広い肩かたを小さく丸めて息を吐はき、忌々しげに眉まゆをひそめる。

「誤解に、報復に、報復の報復に──戦争の果てに新たな国が生まれる過程は、いつの世も悲ひ惨さんで汚きたない。ゼロ、お前が知る必要はなかった。お前は穴ぐらで私を待ち、私が作った国をただ受け取ればよかった。魔女が正義の象しよう徴ちようとして崇あがめられ、魔法が崇すう高こうな技術として広まった世界に、その〝魔法〟を生み出した繁はん栄えいと平和の象徴として、ただ君くん臨りんすればよかったのだ」

「馬鹿な！　我わが輩はいがそんな事を望むと思ったか、十三番！　我輩はただ、貴様が戻もどってきさえすれば、それだけで──！」

「空が見たいと、いつかお前は言っただろう」

　ゼロが鋭するどく息を吞んだ。空。と、ゼロの唇くちびるが小さくその言葉を繰くり返かえす。

「穴ぐらの外の世界を求めただろう。【ゼロの書】の魔法を広めて、みなが便利に、楽しく暮らせる国があればいいと言っただろう。私は、それは世界を滅ぼす技術だと確かに言った。それでもお前は【ゼロの書】を、まるで子供の夢か何かのように持ち続けた。ならばその夢を、この私がお前にくれてやる」

　全ては、魔ま女じよの平和のために。──そしてゼロの幸福のために。

　なるほど、十三番。いよいよもって、狂きよう気きの沙さ汰ただ。

「今こそその国を作る時だ、ゼロ。もうすぐ全てが終わる。種はまいた。全てな。アルバスと名乗っていたか──ソーレナの直系の言葉を聞いて、戦いを選せん択たくした全ての魔女が私を討ちに来る。魔女の血けつ判ぱん状じようによって絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかった〝あの方〟であるこの私をな」

　魔女の血判状と、契けい約やく違い反はんによる消しよう滅めつ。いつか聞いた犬面の話が、俺の中でふと繫つながる。

　──はぐれ魔ま術じゆつ師し達は十三番を殺そうとした。

　──戦うまでもなく、〝あの方〟の罰ばつで消滅したんだ。

　ああ──そうかよ。そういう、筋書きか。

　魔法を覚えるためには〈ゼロの魔術師団〉に入り、魔女の血判状で〝あの方〟に忠誠を誓う必要がある。そしてはぐれ魔術師達も、元は〈ゼロの魔術師団〉で魔法を覚えたわけだ。

　つまり魔法を使えるほぼ全ての魔女達は、魔女の血判状で十三番に忠誠を誓っているのだ。だから人質を取って十三番を殺そうとした魔女達は、魔女の血判状の力で消滅した。

　それと同じ事が、今また起ころうとしている。しかも遥はるかに大きな規き模ぼで。

　〈ゼロの魔術師団〉と、はぐれ魔術師。普ふ段だんは敵対している二つの勢力が、十三番を討つために手を組んで、今もどこかに集結している様子が目に浮うかぶようだった。

　そして十三番を討ちに来た魔女の集団は、十三番に襲おそいかかった瞬しゆん間かんに一人残らず消滅する。──つまり、魔女の恐きよう怖ふに怯おびえる民衆の前で、悪の魔女が消滅するのだ。

　その場に残るのは十三番ただ一人。──そして、十三番の正義は揺ゆるぎないものになる。

　それが、十三番の筋書きだ。

「──まさか！」

　ゼロが叫さけんで鳥かごを揺らした。

「まさか、まさか、まさか──！　本当にこの地の魔女を全て殺す気か十三番！　英知の結晶たる古き魔女も、希望を担う若き魔女も、我わが輩はいのせいで死なせるつもりか！」

「死ぬのは戦いを選んだ魔女だけだ。どこの誰とも知れない〝あの方〟などという怪あやしげな存在に、全てを委ねる愚おろかで短たん慮りよな者だけだ。そんな者は、初めから力を持つに値しない俗ぞく物ぶつだ。思し慮りよ深ぶかい古き魔女達は、今もひっそりと息を潜ひそめ嵐あらしが過ぎるのを待っている」

　短慮の結果。自己責任。自分で選んで、自分で戦い、自分の勝手で死んでいく。

　なるほど、確かにそんな奴やつらに同情はいらねぇだろう。

　だがよ、十三番。

　お前の信しん奉ぽうする事実とやらは──お前に都合のいいものばかりじゃ、ねぇだろう。

「──ソーレナは、どうだよ」

　動けないながらに精せい一いつ杯ぱいの威い圧あつを込めて、俺おれは呻うめいた。十三番は冷たい目で俺を見る。

「短たん慮りよで愚おろかな魔ま女じよだったか？　戦いを望んだか？　誰だれが〈報復の狂きよう宴えん〉のきっかけを作った。誰が疫えき病びようを流行らせた！　ソーレナは村を救うために魔ま術じゆつを使っただけだろう！」

「全てはこの地の魔女達の選せん択たくだと言っただろう。魔ま法ほうを覚えた一部の魔女が、その根幹である魔術に興味を抱いだき、疫病の魔術実験を行った。それを祓はらうためとはいえ、魔女への反発が高まっていた状じよう況きよう下かで目立つ儀ぎ式しきを行えば、民衆の怒いかりに火をつけるのは目に見えていた。それでも魔術を使ったのは、ソーレナ自身の選択でしかない」

　おい犬面。てめぇの確信、はずれたぞ。疫病を起こしたのは〝あ十の三方番〟じゃなくて、有う象ぞう無む象ぞうのはぐれ魔術師だとよ。──どちらにせよ、きっかけを作ったのは十三番だが。

　それでも、選択をしたのは確かにソーレナだ。村を救えば狩かられる事を知りながら、それでも村を救ったソーレナを、短慮な魔女だと言うならそうだろう。

「それなら……アルバスはどうだよ。あいつは確かに戦いを選んだ。短慮だったさ、だがガキだ！　両親を殺されて、たった一人残された大事な家族を──指導者を！　冤えん罪ざいで奪うばわれて、それで道を踏ふみ外はずしたら道具扱あつかいで火あぶりか！」

　怒ど鳴なって体に力を込めると、ほんのわずかに上半身が上がった。十三番の目に、かすかにだが苛いら立だちの色がよぎる。怒いかりを抱いだく者はあらゆる者の精神に劣おとる──か。

　だったら怒おこるなよ、十三番。俺が事実と正論を吐はくのが気に入らないか？

「勝手なもんだな、十三番。都合の悪い事実は無視か？　お前とゼロのお師し匠しよう様はどうだった。その仲間達はどうだった？　愚かで、短慮で、戦いを望んだのか！」

「変化を厭いとい、閉じこもるだけの存在もまた愚かだ！　穴ぐらの奥おくに閉じこもり、毎日が堂どう々どう巡めぐりの議論の繰くり返かえし！　彼女達はいつしか思考を停止させ、気付けばとうに死んでいた。唯ゆい一いつの変化がゼロだった。私は外の世界に目を向ける事を提案し、選せん択たく肢しを与え、説得をした。だが結果は頑かたくなな否定だ。彼らはゼロの力を恐おそれ、飼かい殺ごろしにする気だった」

「じゃあ、そのゼロはどうだ！」

　瞬しゆん間かん、十三番は露ろ骨こつに表情を変えた。明らかな憎にくしみと蔑さげすみで、眉み間けんに深く皺しわが刻まれる。どうやら嫉しつ妬とだ。嬉うれしいじゃねえか、十三番。俺なんかに嫉妬してくれてよ。

　おかげさまで──辛かろうじてだが、体が動く。

「てめぇは一度でもゼロに選択肢を与えたか？　どうしたいか聞いたのか？　ゼロをよく見ろ、十三番。あいつがお前のしてる事を許すと思うか。いつかお前に笑いかけて、あの時は邪じや魔まな魔術師共を殺してくれてありがとうってよ!!」

　十三番の目が、一瞬俺からゼロに移る。その瞬間、俺は立ち上がると同時に駆かけ出だした。

　一息で十三番まで間合いを詰つめ、鞄かばんの中から引きずり出したものを思い切りぶん投げた。それは十三番の横を素通りし、硬かたい地面で砕くだけ散ちる。

　破片で頰ほおに傷を作っただけの十三番が鋭するどく腕うでを一ひと薙なぎし、空気を駆かけるようにして襲おそいかかってきた小さな雷かみなりに弾はじかれて、俺おれは床を転がった。

「傭よう兵へい！」

　叫さけんで、ゼロが鳥かごから腕うでを伸ばす。摑つかんでやりたいが、今は無理だ。ちょっと待て。

「くそ、加減が面めん倒どうな……！」

　十三番が忌いま々いましげに吐はき捨すてた。これで加減してるのかよ。静電気とは悪い意味で長い付き合いだが、今のは効いたぞ。立ち上がれねえ。

　──だが、まあ、別にいい。

　十三番が突とつ然ぜん、杖つえで強く床を叩たたいた。そのまま自分を囲むように床を削けずって円を描かくと、同時に細く炎が走って俺の体を取り囲む。──魔ま法ほう陣じんだ。

「貴様に罪つみはない。ゼロのために断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをナイフ二本で登りきったその執しゆう念ねん、状じよう況きようが違ちがえば私は喜んで貴様をゼロの従じゆう僕ぼくに迎えただろう。だが──ゼロは貴様に入れ込み過ぎた」

　薄うす絹ぎぬのようにゆらぐ炎の壁かべ越ごしに、俺は十三番を睨にらんだ。

「たった一人で穴ぐらに置き去りにされて、十年ぶりにようやくまともに口をきいた同類に入れ込むなって方が無茶だろう……！　俺を恨うらむなよ十三番──ましてやゼロを責めるなんざお門かど違ちがいだ。てめぇがゼロから仲間を奪うばって、孤こ独どくを与えて傷つけたんだろうが！　あいつがどれだけ会話に飢うえてたか想像できるかよ……どれだけ人に飢えていたと思う！」

「全てはゼロのためだ！」

「ほざくんじゃねぇ！　てめぇのためだろうが、十三番！　てめぇがそうしたかったからだ！　間ま違ちがえるんじゃねぇ！」

「たかだか数日過ごした程度で──ゼロを理解したつもりか？　笑わせる！」

「馬鹿抜ぬかせ！　そんな食い意地張った、慎つつしみのかけらもねえ、怠なまけ者もので、自信家で、ワガママな非常識魔ま女じよなんざ理解できてるわけねぇだろうが！　だがな十三番。俺はてめぇ勝手な親切の押おし付つけで、あんな美女を閉じ込めて、怒おこらせて、泣かせたりはしねぇぞ。俺は男で傭兵だ、女を愛でるのが男の仕事で、報ほう酬しゆうを受け取って依い頼らい主ぬしの命令に従うのが傭兵の仕事だ！　ああ、言い忘れてたぜ十三番！」

　俺は牙きばを剝むいて、嗤わらった。

「てめぇからの礼は受け取らねぇ。俺は今も魔女の傭兵で、報酬は依頼主からきっちり頂く。──だから確かに返したぜ」

「何──？」

「お前がくれた魔ま法ほう薬やく」

　十三番は青ざめ、鳥かごに振ふり返かえった。だが、もう遅おそい。砕くだけたガラス瓶びんからこぼれた液体が、ゼロを封じる魔法陣に触ふれる。一いつ瞬しゆんの鈍にぶい発光と共に床から魔法陣が消失した。

「貴様──！」

　十三番が何事か言いかけた。だが次の瞬しゆん間かん鼓こ膜まくを叩き破るような爆ばく音おんが弾けて、ゼロを捕とらえていた鳥かごが粉々に吹き飛んだ。

「──知っているか、傭よう兵へい。それは返したとは言わず、使ったと言うんだ」

　金属の破片を払はらいながら、吹き飛んだ鳥かごの中からゼロが一歩足を踏ふみ出だす。

「人聞きの悪い事言うんじゃねえよ。俺おれは十三番に投げ返したんだ。それを十三番がうっかり避よけて、不幸な事故で落ちて割れた。その結果がどうなろうが、俺のせいじゃねぇ」

「悪あく魔まのように口の回る男だな。──我わが輩はいは嫌きらいじゃないぞ」

　くっくと、ゼロは楽しげに肩かたを揺ゆらす。それからすうと表情を消して十三番を見た。

「──十三番。我が唯ゆい一いつの同どう胞ほうにして、最後の同門」

「ゼロ、下がれ。今のお前では私とは戦えない」

「殺した魔ま女じよの魔ま力りよくを片かた端はしから奪うばい集めて、それで魔力を高めたつもりか十三番。我輩がゼロで、貴様が十三番である理由を忘れたか」

「泥どろ闇やみの魔女──全を生み出す無にして揺るぎない基準値。だが、知識と技術は時に天てん賦ぷの才を上回る」

「ならば試すか？　十三番。我輩、少しばかり不ふ愉ゆ快かいだ──！」

　言った瞬しゆん間かん、ゼロの体を取り囲むように黒い粒子が迸ほとばしり、一いつ瞬しゆんで魔ま法ほう陣じんが形成された。十三番が忌いま々いましげに舌打ちし、一瞬遅おくれて全く同じ魔法陣を描かき出だす。同時に、俺を取り囲む炎が消えた。十三番といえど、術の併へい用ようはできないらしい。

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようは、二人同時に始まった。

「アールドー・ゲールドー・イン・デ・コア・デイア・ゼイア──欲望と渇かつ望ぼうの辻つじより睥へい睨げいせし絶望の王の名に於おいて　泥闇の深しん淵えんより来きたたれ朽きゆう壊かいの門」

　瞬間、世界が変わった。地下室の壁かべと床ががらがらと崩くずれ出だし、足元に広がる深い闇から何かが──どうしようもなく寒気のする何かが這はい上あがってくる。

　死の恐きよう怖ふを首筋に感じた。その顎あごが、牙きばが、確実に今俺の心臓に食い込んでいる。

「血と肉の契けい約やくに縛しばられし軋あつ轢れきの僕しもべよ　今こそ愚ぐ者しやの宴うたげに下りて喰くらえ！」

「血と肉の契約に縛られし軋轢の下げ僕ぼくよ　今こそ愚者の狂きよう宴えんに下りて喰らえ！」

「禁章・最さい終しゆう項こう──〈黒虚セグトル・メディス〉！　承認せよ！　我が名は十三番!!」

「禁章・最終項──〈黒虚セグトル・メディス〉！　承認せよ！　我はゼロなり!!」

　そして闇が噴ふき出だした。

　ゼロと十三番の背後からぞわぞわと蠢うごめく闇が勢い良く噴き出し、互たがいを喰くらい尽つくそうと襲おそいかかっていく。それが正面からぶつかり合い、闇が闇を喰らい合う地じ獄ごくが始まった。血の臭においが充じゆう満まんしていた。肉の臭いが、死の臭いが、戦争の臭いが──。

　強きよう烈れつな吐はき気けが込み上げてくる。喰らい合っている二つの闇は──あれはどちらも人間の集合体だった。それが互いに喰らい合い、殺し合い、叫さけび、笑っている。

　この魔法を、ゼロが作ったのか？　──どういう意図で。どう考えてもこれは、狩かりに使うためでも、人を守るためでも、救うための魔ま法ほうでは、ない。吐はき気けと同時に這はい上あがってきた恐きよう怖ふに、俺おれは叫さけんで逃にげ出だしたい衝しよう動どうに駆かられた。だが、どこに。どうやって。

　その時、がりりと鈍にぶい音がした。俺は顔を上げ、目を開く。

　十三番が歯を食いしばり、苦く悶もんの表情を浮うかべていた。対して悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむゼロの目は、どこまでも深い闇やみの色をたたえて穏おだやかに揺ゆれている。

　格が違ちがう。完全に、ゼロは十三番を圧あつ倒とうしていた。ぶつかり合った闇がじりじりと十三番に迫せまり、食いしばった歯が軋きしむ音が聞こえてくる。

「馬鹿な──ここまで、差が──！」

　がふ、と十三番が血を吐き、崩くずれかけた膝ひざをどうにか堪こらえた。

　だが闇を押おし出だすように前に突つき出だした十三番の指が、急に裂さけて血を噴ふき出だす。

　──だめだ、もたない。

　十三番が死ぬ。──ゼロの手で。

「ゼロ！　もういい！　勝負はついてる！」

　俺は咄とつ嗟さに叫んでいた。その瞬しゆん間かん、十三番の膝が崩れて落ちる。十三番を食い殺そうと襲おそい掛かかる闇を見て、何かを考える前に俺は動いていた。

　なんで俺は、こんな野郎を。

　そう考えてももう遅おそい。俺は十三番を庇かばって床に伏ふせ、半分死を覚かく悟ごして歯を食いしばった。ゼロを守って死ぬなら男としても傭よう兵へいとしても本望だが、よりによって十三番を守って死ぬとはお笑いだ。ごう、と。血ち生なま臭ぐさい風が駆かけ抜ぬけた。途と端たんに静けさが戻ってきて、俺は心底不本意な事に、十三番を押おし倒たおした状態のまま恐おそる恐おそる顔を上げる。

「なんだ……？　生きて──」

「──ゼロ！」

　叫んだのは、俺の下敷きになっていた十三番だった。次の瞬しゆん間かん、俺はかなり冗じよう談だんにならない力で突き飛ばされ、なさけなく床に転がる。

　一体何が、どうなった。思って十三番の姿を追うと、そこに血ち塗まみれのゼロの姿があった。

　──どうして、ゼロが。

　どう見てもゼロの方が優勢だった。あの状じよう況きようで、十三番がゼロに押し勝てるわけがない。

「ど──どういう事だ！　なんでゼロの方が怪け我がしてる！」

「まだ分からないか！　ゼロは貴様の傷を肩かた代がわりしている。体のどこかに、ゼロとの繫つながりを示す呪じゆ術じゆつ的てきな印が描かかれているだろう！」

「そんなもの──」

　描かれてねぇよ、と怒ど鳴なろうとして、俺は愕がく然ぜんとなった。フォーミカムの宿屋で俺が湯を浴びていたとき、ゼロが俺の体に何かを描いていたのを思い出したのだ。

　まさか──あれか？　確か「きっと我わが輩はいに感謝する」などと言っていたが、こういう事か。

「その魂たましいの繫つながりを切ってゼロを解放するには、ゼロが術を解くか、貴様が私の結界の中で死ぬしかない。でなければ貴様など、即座に消し炭にしていたに決まってるだろう！」

　それでようやく、俺おれは理解した。

　俺達が十三番に捕つかまった日の夜──つまり俺がゼロの元を離はなれた日の夜だ。

　俺は犬面が手引きした魔ま女じよに襲われ、確かに魔ま法ほうで腹を貫つらぬかれた。アルバスの話からすると、まさにそれとほぼ同じ頃ころにゼロが血を吐はいて倒たおれているのだ。

　俺が攻こう撃げきを受けて、俺は無傷で、代わりにゼロが傷を受けた。

　──狙ねらうな、ゼロに当たる。

　そう言った十三番の言葉もこれで説明がつく。

「何……考えてんだてめぇ！　雇やとい主ぬしが傭よう兵へい守ってどうすんだ馬鹿野郎！　おい十三番、守護の章の魔法でなんとかしろよ！」

「一冊の本に書かれていても、【ゼロの書】を構成する四つの章はそれぞれまったく違ちがった才能を必要としている。私には守護の章は使えない──なぜ私を庇かばった！」

「うるせぇな、なりゆきだ！　そもそも諸悪の根源はてめぇだろうが！」

　怒ど鳴なり返すと、くぐもった笑い声が力なく上がった。

　ゼロだ。──どうやら生きている。

「大の男が二人もそろって──喚わめくな。みっともない。この程度かすり傷だ。魔ま法ほう陣じんは、自らの術から術者を守る保険……傭兵の体を通したせいで、皮ひ膚ふを軽く喰くわれたが……」

　いたた、と緊きん張ちよう感かんのない声を上げて、ゼロがゆるゆると体を起こす。

「だが、少々力に意識を喰われていたようだ。全く制せい御ぎよが効かなかった。傭兵の介かい入にゆうが無ければ、我わが輩はいは十三番を殺していたかもしれん。慢まん心しんにはいい薬だ、我輩も自じ戒かいしよう」

　十三番は目を見開いた。

「手加減……しようとしていたのか？　あの威い力りよくで？」

「才能の差に愕がく然ぜんとしているか？　──だがあいにく、この差は才能の差ではない。どちらがこの技術を生み出したかの差だ」

「なんだと？」

「あの本にはな、十三番」

　にたり、と。まさにそうとしか表現できない表情でゼロが笑った。気付かなかったのか？　お前は馬鹿か。やはり我輩の方が天才だと、表情だけなのに恐おそろしく雄ゆう弁べんに語っている。

「誤記があるのだ。いくつもな」

　十三番の顎あごが落ちる。表情に乏とぼしい十三番からすると、最大級の驚おどろきだろう。

「な……に。誤記だと！　お前が誤った技術を記したと言うのか！」

「馬鹿を言うな。我輩は天才だ。天才は過ちは犯すが間ま違ちがえない」

「では、誤記とは……」

「もう一度呪じゆ文もんを復唱してみろ。二節からだ。せーので行くぞ？」

　言われて、十三番は大人しくゼロに従った。せーの、で呪文が復唱される。

「血と肉の契けい約やくに縛しばられし軋あつ轢れきの僕しもべよ　今こそ愚ぐ者しやの宴うたげに──」

「血と肉の契約に縛られし軋轢の下げ僕ぼくよ　今こそ愚者の狂きよう宴えんに──」

　詠えい唱しようは途と中ちゆうで止まった。そして十三番は、この世で最も簡単な問題にしくじった天才のような表情で頭を抱かかえる。──なるほど。確かに、呪文が違ちがう。

　思い返してみればアルバスだって、「我が名はアルバス」と最後に叫さけんでいたが、ゼロは必ず「我はゼロなり」と呪文を締しめくくっていた。

「つまり、何か？　【ゼロの書】には誤った呪文が書いてあって、誤った呪文を唱えると魔法の威い力りよくが落ちるのか？」

「とてつもなく落ちる。食い意地の張った、慎つつしみのかけらもない、怠なまけ者もので、自信家で、ワガママな非常識魔ま女じよでも、我わが輩はいは稀き代だいの魔女だ。決して自分を守る保険を忘れない」

　からかうような、威い圧あつするような視線を向けられ、俺おれはさっと顔を逸そらした。

　事実じゃねえか。根に持つなよな。

「そもそも魔ま術じゆつ書しよというものは、書いた本人にしか分からない隠いん語ごで書かれている場合がほとんどなのだ。ネズミの内臓と書いてあっても、実際は薬草を指しているといった具合にな。【ゼロの書】にも当然、そういった誤記がある。そして高位の魔ま法ほうになるほど、その誤記をものともしない魔女でなければ魔法は発動もしなくなる」

　あ、と俺は声を上げた。アルバスが「本の通りにしても発動しない魔法がある」と言ったとき、ゼロはまるでそれが当然だと言う風だった。

「本に安全装置ってそういう意味かよ！　マジで誤った事書いてるんじゃねえか！」

「単純な話だろう？　つまり【ゼロの書】の魔法では、絶対に我輩に勝つ事はできない。だからこそ、我輩は半ば強制的に魔法の勝負に持ち込んだのだ。発動の早い魔法の詠唱を我輩が始めれば、貴様も魔法で対抗せざるをないからな」

　十三番は頭を抱えたまま、ぺたりとその場に座り込んだ。深く、重い溜ため息いきをつく。

「どうりで……妙みように自信があるわけか……」

　カラカラと笑うゼロの声を聞きながら、俺は砕くだけ崩くずれてすっかり見通しの良くなった地下室の壁かべを見た。崖がけに面した壁をゼロが魔法でぶち破ったせいで、ぽっかりと開いた穴の向こうから朝日の昇のぼりかけた森が見える。

　崖を登っていたときは深夜だったが、気付けば夜が明けていたらしい。

「さて──十三番。魔法を広めて混乱を起こし、それを粛しゆく清せいする正義の魔術師としてウェニアスに君臨した上で、魔女にとって理想の国を得ようとした貴様のこすい企たくらみはこうして露ろ見けんしたわけだが……今もウェニアスの魔女達は、打だ倒とう十三番を掲かかげて集結している事だろう。二、三日中には国の各地で大だい規き模ぼな襲しゆう撃げきが始まってもおかしくない」

　そうだった。アルバスの火あぶり未み遂すいの一件で、魔ま女じよ達の間で十三番を討つべしの機運が高まっているんだった。まだ、終わりじゃない。

「さきほど傭よう兵へいも言っていたがな、我わが輩はいは偉い大だいなるソーレナが直系であるわっぱと力を合わせて魔ま法ほうを封ふうじ、我輩の失態──【ゼロの書】の始末をつけようと思う。愚おろかで短たん慮りよなどこかの馬鹿のおかげで、予想よりも事態が大きく、面めん倒どうになってしまったが──」

　そこまで言って、ついとゼロは口角をつり上あげた。

「十三番──貴様は、どうする？」

　十三番はのろのろと顔を上げ、挑ちよう発はつするような様子のゼロを見た。

　十三番の杖つえは部屋の隅すみに放り出されており、それを取りに行くそぶりも見せない十三番は完全に戦意を喪そう失しつしているように見える。

「そうだな……」

　ぼんやりと答えて、十三番は立ち上がった。

「私がこの国を取ろうとしたのは、ゼロにこの国を与えるためだ。それがゼロの望みであると思ったからだ。そうでないのなら、私はこの国に何の未練も興味もない」

　散々ウェニアスの混乱を煽あおっておいてこの言い草だ。自己中心的な性格というか、ゼロ中心的な性格もここまで来るといっそ清すが々すがしい。

　十三番が軽く手を振ふり上あげると、床に転がっていた杖が浮うき上あがり、十三番の手に戻もどった。ゼロとの一戦で手の皮ひ膚ふが裂さけているせいで、その手からは血がぽたぽたと滴したたっている。だというのに十三番は平然として、地面に座り込んでいるゼロに手を差し伸べ、助け起こした。

「ゼロ──全ては、お前の望む通りに」





４






　十三番を倒たおしたものの、実のところ、状じよう況きようはまったく良くなってない。

　アルバスの演説で魔女達は今も集結しているだろうし、さほど遠くない未来に十三番を討ちに来る。国を内側から崩ほう壊かいさせかねない大だい規き模ぼな戦争と、魔女の血けつ判ぱん状じようによる魔女の全ぜん滅めつは目前に迫せまっていた。

　それを阻そ止しするためにアルバス達が駆かけずり回まわっていたわけだが──。

　──当然と言えば、当然の話だった。

　力を持たなかった人間達が魔法という力を得て、せっかく強者の立場に立てたのに、その力を全てなかった事にするという。当然そんな話は受け入れられないし、受け入れられないのに勝手に事を進めようとする奴やつがいたら、全力で止めに入るだろう。

　そんなわけで、俺おれが断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを延々登り、ゼロを見つけて十三番とやり合っている間、魔ま封ふうじの結界を張る用意を進めていたアルバスは、少々まずい事態に陥おちいっていた。

　おりしも、「アルバスの働きかけで十三番を討つ」という流れが完全にでき上がっていた。いよいよ決戦の時は来たとばかりに意気込んでいた〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉とはぐれ魔術師達は、アルバスの裏切りとも言える行動を知ってそれは怒いかり狂くるった事だろう。

　そして打だ倒とう十三番をとりあえず保留にしておいて、まずは魔ま法ほうと魔ま女じよの未来を奪うばおうとしているアルバスを殺す事に決めたらしい。昨日の味方は今日の敵。──利害の一いつ致ちで動くあたりは、魔女も傭よう兵へいもさして変わらないような気がしてきた。

　もちろん、アルバスも大人しく命を狙ねらわれているばかりではない。

　だが、多勢に無勢だ。最早ここまで、高こう潔けつな魂たましいここに散るしかないかというまさにそのとき──恐おそらく、アルバスにとってはこの世で一番信じられないであろう光景が繰くり広ひろげられた。

「捕ほ縛ばくの章・第八項こう──〈蔦籠カプラタ〉！」

　朗ろう々ろうと響ひびく声に呼応して、地面から無数の蔦つる植物が勢いよく飛び出し、アルバスに襲おそいかかる魔女達を絡からめ取とって地面に縫ぬい止とめたのだ。

　犬面に庇かばわれるようにして地面に倒たおれ伏ふしていたアルバスは、恐る恐る目を開けて、その視界に無言で手を差し伸べている男の姿を写し込む事になる。つまりは、

「じ──十三番!?」

　太陽を背に颯さつ爽そうと登場する──いかにも悪の魔術師でございという風ふう体ていの大男を。

「我わが輩はいもいるぞ」

「俺おれもな」

　今にも叫さけんで逃にげ出だしそうなアルバスに先んじて、ゼロと俺が姿を見せると、アルバスは完全に混乱してぱくぱくと口を動かした。

　まあ、こうなるよな。立場が逆なら俺だってこうなる。

　今から少し前──ゼロが城で十三番を倒し、十三番がゼロへの協力を決めた直後の事だ。

　どういう仕し掛かけか知らないが、十三番には〈ゼロの魔術師団〉の動向を事細かに察知する謎なぞの能力があるらしく、あろう事か「ソーレナの直系が殺されかけているようだが、いいのか？」などと実にぼんくらな質問をしてきた。

　いいわけがねぇだろう、と怒ど鳴なる時間も惜しんで城を飛び出し、国で一番早い馬に馬車を引かせて、現在。ここ──過去に学舎への入り口があった、ラテットにほど近い森の中に、間かん一いつ髪ぱつで到とう着ちやくしたという運びだ。この戦争を穏おん便びんに終わらせるにはアルバスの力が必要だ。珍めずらしくゼロも急いだし、十三番もぞっとするほど協力的だった。

　しかしそんな事情を一切知らないアルバスからしてみれば、最大の敵と唯ゆい一いつの仲間が雁がん首くびそろえて登場したという事になる。そんな状じよう況きようならば、誰だれだってこう叫ぶだろう。

「なんで十三番と一いつ緒しよにいるんだよ！　それに、なんで十三番が僕を助けるわけ!?」

　ほらな。叫んだ。十三番は重々しく溜ため息いきをついた。溜息はどうやら、こいつの癖くせだ。

「話せば長いが時間もない。囲まれているようなのでな──新手が来ると面めん倒どうなので端たん的てきに言うと、私が〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の創始者──つまり貴様らの言う〝あの方〟だ」

「は、はぁあぁ？」

　端たん的てきに言い過ぎだ、十三番。アルバスが目を回して気を失う寸前じゃねぇか。

「ちょっと、待ってよ……！　一体どういう──」

「十三番が全ての黒幕で、黒幕の分際でこちら側に寝ね返がえったという運びだ、わっぱ」

「寝返ったって……だけど──十三番だよ!?　っていうか、十三番が〝あの方〟って──でも十三番は〈ゼロの魔術師団〉の天敵で……！」

「だから、自分で作った魔術師団を、自分で潰つぶす計画だったんだよ。十三番が正義って印象を国民に植え付けて、魔ま女じよにとっての〝真の平和〟とやらを得るためにな。十三番の計画には、正義の魔女と、悪の魔女が必要だった。その両方を、十三番が演じたわけだ」

「そ──そんな馬鹿な！　そんな事、い、いきなり信じられるわけが──」

　俺おれが口を挟はさむも、アルバスはますます混乱するばかりだ。初しよ撃げきが強過ぎたせいだろう。

　アルバスが目を白黒させながら聞くと、十三番は軽く杖つえを振ふってアルバスの前にかざしてみせた。すると赤く光る宝石の中に、アルバスと俺達の姿が映し出される。

「〈ゼロの魔術師団〉が首に付けている宝ほう珠じゆは、全てこの石から分けたものだ。故にその宝珠を身に付けている者の動向は、全てこの杖で管理、監かん視しができる。獣けものの戦士がゼロの元に戻もどる事も、お前が魔ま法ほうを封ふうじるために動き出した事も、私は全て知っていた。故にこの場に駆かけつけられた。──これで説明は十分か？」

　アルバスは自分の首の首に手を当て、チョーカーを引きちぎった。一年もそれを付けていた事を思えばいい気分はしなさそうだ。

　アルバスは未だに信じられないような、不安げな目で十三番を見た。

「本当に……十三番が〝あの方〟なの？　ゼロから【ゼロの書】を奪うばって、ウェニアスに魔法を広めた……？」

「そうだ。誰だれ彼かれ構わず魔法を広め、はぐれ魔術師が生まれるように仕組んだ。それを〈ゼロの魔術師団〉が討とう伐ばつし、正義の魔術師として国民から信しん頼らいを得るという筋書きを書いて私はこの国に来たのだ。だが──ソーレナの死で筋書きが変わった。〈ゼロの魔術師団〉は〝報復の狂きよう宴えん〟によって恐きよう怖ふと悪の象しよう徴ちようになり、仕方なく私が正義の立場を取った」

　ソーレナの死。その言葉でアルバスの表情に力が戻り、憎にくしみを込めて十三番を睨にらんだ。

「ふざけるな！　お前が疫えき病びようを起こして、ソーレナを罠わなにはめて殺したんじゃないか！　筋書きが変わった？　最初から、ソーレナを殺すつもりだったくせに──！」

「それは違ちがうぞ、わっぱ。疫病の原因は、魔法だけでは飽あき足たらず、その根幹である魔術の実験を試みたはぐれ魔術師だ。十三番は関与していない」

　ゼロが恐おそろしく緊きん張ちよう感かんのない横よこ槍やりを入れる。当然と言おうか──アルバスは切れた。

「そうだとしても、全部十三番がウェニアスに魔法を持ち込んだせいじゃないか！　めちゃくちゃな広め方をして、反乱を煽あおったのは十三番だ！　直接関与してないからって許されると思うなよ。十三番がおばあちゃんを殺したんだ！」

「おい、落ち着け坊ぼう主ず。今はそういう話をしてる場合じゃ──」

「いや、事実だ」

　とりなそうとした俺おれを、十三番が片手を上げて遮さえぎった。しかしその視線は、まっすぐにアルバスに注いだまま逸そらさない。アルバスは怯おびえながらも、十三番を睨にらみ返かえす。そして、

「──すまなかった」

　いやにあっさりとした、だが、ひどく重い。そんな奇き妙みような謝罪だった。

　アルバスははっとして口を閉ざし、泣くのを堪こらえるように顔を顰しかめる。

「偉い大だいなるソーレナ……彼女は私の短たん慮りよが及ばぬ思し慮りよを持つ魔ま女じよだった。彼女の死で全てが変わった。全てを変えるために、彼女は死を選んだのだ。あの日、もっと早く魔ま女じよ狩がりに気付いていれば、彼女を救う事ができていればと、後こう悔かいが尽つきる事はない。偉大なるソーレナ──一度、お目にかかりたかった」

　表情の乏しい十三番の顔に、珍めずらしく苦痛と後悔が色いろ濃こく浮うかんでいた。

　はぐれ魔ま術じゆつ師しが実験のため、疫えき病びようを起こした。

　疫病を祓はらうために、ソーレナが魔術を使った。

　そして村人達は、ソーレナが疫病の原因と思いこみ、殺した。

　十三番の唯ゆい一いつの、そして最大の誤算がそれだ。ソーレナが人間のために、自らの命を犠ぎ牲せいにするなどと、十三番には想像する事ができなかった。

「ソーレナの直系であるお前には、私を憎にくみ、私を殺す理ことわりがある。この世にゼロを除のぞいてただ一人、私はお前に与えられる死を拒こばまない事を誓ちかおう。──だから、どうか頼たのむ。今だけは、私の仕出かした過ちを正す機会を与えて欲しい。お前の力が必要だ」

　そんな、とアルバスの口が動く。だが声は出なかった。反論を待つような沈ちん黙もくを挟はさみ、十三番はローブの裾すそを軽くさばいて居住まいを正した。話の決着を見て取ったのだろう。いつもの高圧的な態度に戻もどり、鋭するどくアルバスに質問を投げる。

「魔ま法ほう陣じんはどうなっている？」

　う、とアルバスは声を詰つまらせた。長々と迷って「まだ」と呟つぶやく。

「描かいた分の魔法陣も、消されちゃったかも……誰だれも協力してくれないんだ……！　みんな十三番を倒たおすのには賛成してくれるのに、魔法を消すって言ったら怒おこって……」

「ま、せっかく何年も練習して魔法を覚えたのに、急に誰かの独断で禁止しますなんて言われても、そりゃ納得できねぇやな」

　俺が言うと、アルバスは「そりゃそうかもだけど」と唇くちびるを尖とがらせる。

　俺だって、突とつ然ぜん火薬の所持を禁じられたら反発するだろう。扱あつかいを覚えるのにはそれなりに時間がかかったし、持っていれば何かと重宝する。

「だが無理にでも魔ま法ほうを消さない限り、私を殺しに来た魔ま女じよ達が、血けつ判ぱん状じようの力で消しよう滅めつする」

「……つまり十三番を攻こう撃げきしなければ消滅はしないわけでしょ？　だったら、十三番がこの国から消えればいいんじゃないの？」

　挑いどむように聞いたアルバスに、十三番は重々しい溜ため息いきを返す。できの悪い生徒を前にしたような態度だが、ゼロが嬉き々きとして説明するのに対し、十三番は心底億おつ劫くうそうだ。

「私が姿をくらましたら、誰だれがウェニアスを魔女から守る？　多くの無力な人間が、魔女によって殺される。抑よく止し力りよくもないまま国取りに成功し、途と方ほうもない万能感の中で今までの憎にくしみをぶちまける魔女達を統率するだけの力が──今のお前にあると言えるか？」

「それは……」

　ないけどさ、とアルバスは苦しげに呟つぶやく。十三番と自分では格が違ちがうと、アルバスは以前自分で認めていたのだ。ここで「ある」と答えるほど馬鹿ではないだろう。

「ならば魔法を消すしかない。魔ま法ほう陣じんの詳しよう細さいな図面を紙に描かけ。それを私がこの地に描く」

「十三番が？　でも、どうやって──」

「召しよう喚かんの応用だ。人を喚よび出だす事に比べれば、図面を送り出す事など造作もない」

「なあ、魔女さんよ。なんつうか……妙みように頼たのもしいな、あいつ……」

　俺が女だったら惚ほれそうだ。思わず呟いた俺に、ゼロは頷うなずく。

「信じられれば、頼たよりになる男なのだ。基本的には信じられんがな」

　アルバスが紙に描いた図面を見て、十三番はしばし思案した。そして、顔を上げる。

「ウェニアスは山脈に囲まれている国だ。山脈の内部を囲い込む形で、五つの小しよう規き模ぼな魔法陣を配置し、それらを連結して複合的な魔法陣を形成する。魔法陣を描くのは私だが、この魔法陣を支配するのはお前だ、詠よみ月つきの魔女。相当な負荷がかかるぞ。他の魔女達と同様に、お前も魔法や魔術は今後まともに使えなくなる事を覚かく悟ごしておけ」

「わ、分かってるよそれくらい！」

「術の要はゼロの〈却きやつ下か〉だ。──ゼロ。獣けものの戦士の首が要る」

　さすがに俺は凍こおり付ついた。同時に、犬面の表情も硬かたく引きつる。

「この地における〈却下〉を悪あく魔ま達に承認させるのに、【ゼロの書】の悪魔を統とう括かつしている高位の悪魔を召しよう喚かんする必要がある。だが、先程の小競り合いでお互たがいに魔力を消費し過ぎた。上質な贄にえがなければ悪魔を制せい御ぎよし切れない」

「お、おいおいおい待て待て待て！　簡単に言うんじゃねえよ！」

「そうだぞ十三番！　兄貴の首を生いけ贄にえにするなんて許さねぇ！」

　おいこら犬面。さりげなく俺一人に危険を押おし付つけてんじゃねえよ。今ここで首を落としてやろうかクソ犬が。しかし十三番の方も、だからどうした、とばかりに俺を見ている。

　──俺、だけを。だめだ、こいつら完全に俺の首だけ狙ねらってる。

「でなければ、多くの魔女が死ぬか、多くの民が死ぬかだ。二、三日中に魔法を封ふうじなければ、私を倒たおすべく国中から集った魔ま女じよ達が侵しん攻こうを開始し、魔ま法ほうによる混乱は爆ばく発はつ的てきに増える。だが消しよう耗もうした魔ま力りよくとは、たかだか二、三日で回復するものではない」

「だから俺おれらに死ねってか!?」

　思わず怒ど鳴なった俺の肩かたを、とんとゼロの拳こぶしが叩たたいた。

「喚わめくな傭よう兵へい。我わが輩はいは決して君を殺さない。だが、傭兵。首は繫つないだままでいいが──その体を借りたいと思う」

「か──体って。そりゃ、どういう……！」

「承認を引き出すだけならば、悪あく魔まを傭兵の体に降ろして交こう渉しようするだけで事足りる。これならば我輩への負担も少ない。まあこれも、獣けものの戦士を使う事が前提の話なのだが……」

　俺の体に悪魔を降ろすって──簡単に言うじゃねえか、魔女さんよ。

　アルバスがゼロの居場所を占うらなうために、悪魔を自分の体に降ろした事があったが、まさかあれを俺にやるのか？　さすがに笑えない。

「無理だ、ゼロ！　確かに獣の戦士の体にならば、悪魔は喜んで降りるだろう。だが──制御し切れなければ暴走してこの国が消し飛ぶぞ！」

「暴走などさせん。我輩は泥どろ闇やみの魔女であり、幼少の頃ころに悪魔に乞こわれ、贄にえもなく悪魔と契けい約やくを交わした稀き代だいの天才だ。依より代しろに降りた悪魔程度ならば、消耗した今でも御ぎよし切きれる」

「しかし──！」

「議論は我輩の望むところではあるが、今は少々時間がない──。端たん的てきに言わせてもらうぞ、十三番。我輩は絶対に、傭兵を殺さない」

　契約したからな、とゼロは俺に親指の傷をちらつかせて見せた。──まあ、確かに時間はなさそうだ。十三番の魔法で身動きが取れずにいる魔女達と、森のそこかしこで上がる狼煙のろし。俺たちに迫せまる足音。相手は、魔ま封ふうじの儀ぎ式しきを阻そ止しするべく全力で挑いどんでくる構えらしい。ここで俺たちが逃にげたら、すぐにでも国中で暴動を起こしかねない勢いだ。

　被ひ害がいは少なければ少ないほど、後の処理は楽に済む。儀式をするなら今しかない。

「そういうわけだ、傭兵。恐おそろしいのは分かる。無理な頼たのみかもしれないが──」

　ゼロはまっすぐに俺を見上げた。

「どうか、我輩を信じてはくれまいか」

　ゼロは至って真しん剣けんな顔をしている。だが、こちらも命が懸かかっている。

　俺はしばしの葛かつ藤とうの末──。

「やなこった！」

　全力で断った。さすがに、ゼロは面食らって目を見開く。

「じ……自分が何を言っているのか分かっているのか？　状じよう況きようを考えてものを言え！　悪魔でももう少し世界を大事にするぞ！」

　聞いた事のある台詞に対し、俺はふんと鼻を鳴らしてゼロを見下ろす。

「世界の事なんざ知らねぇし、俺おれは自分が一番かわいい。お願いされてはいどうぞなんてお優しい性格でもねぇ。──分かってんだろ？　ご主人様よ」

　一いつ瞬しゆん、ゼロは呆ほうけた。じっと俺の顔を凝ぎよう視しして、急にけらけらと笑い出す。

「そうか。そうだな──そうだとも。我わが輩はいは君の雇やとい主ぬしで、君は我輩の傭よう兵へいだ。ではこう言い直そう──これは命令だ！　我輩を信じろ、傭兵。我輩は決して君を殺さない」

　俺は腕うでを組んで空を仰あおぐ。俺は傭兵だ。傭兵は雇い主の命令に従うもんだ。たとえそれがどんなに無茶な命令だろうと、俺が雇い主だと認める限り。

「……ま、命令なら仕方ねぇ」

　俺は無理に笑ってみせた。笑顔が硬かたいのは勘かん弁べんしろよ、生まれついての小心者だ。

　ゼロがふと穏おだやかに笑い──急に、真しん剣けんな顔をする。

「では──これより、封ふう魔まの儀ぎ式しきを執り行う。十三番！　魔ま封ふうじの結界を二つ敷しけ。一つは我輩達を守る小しよう規き模ぼな結界。もう一つはこの地の魔法を封じる結界だ。わっぱは十三番の指示に従え！」

「う、うん！」

「傭兵、犬！　どうやら後続の客人が到とう着ちやくしたようだ、相手を頼たのむ。魔法を無効化する小規模な結界は張っておくが──物理的な攻撃は遮しや断だんできないうえ、魔術の儀式は術者が一歩でも動けば失敗するほど融ゆう通ずうが利かないのでな。我らは完全に無防備になる」

「……客？」

　気が付けば──囲まれていた。二十人は下らないだろう人間の気配が、俺達をぐるりと取り囲んでいる。確かにこれじゃ、今更逃にげるわけにもいかねぇな。腹をくくるしかない。

　十三番が諦あきらめたように舌打ちするのと、俺と犬面が剣けんを構えるのと、そこいら中から魔法の詠えい唱しようが聞こえ始めたのは、全てがほぼ同時だった。あーあぁ。やっぱ、魔ま術じゆつ師しなんざでぇっきれぇだ。

　俺は溜ため息いきを一つ落とし、全ぜん身しん全ぜん霊れいの咆ほう哮こうと共に剣を手に駆かけ出だした。

　結界の効力で魔法がゼロ達に届く事はないので、魔女に操られて襲おそいかかってきた熊くまやら狼おおかみやらが俺達の獲え物ものだった。人間より恐おそろしい相手だが、人間を殺すよりは気が楽だ。

「始めるぞ、詠よみ月つき！　ゼロ！」

　鋭く言って、十三番が杖つえで地面に円を描かいた。アルバスが描いたメモの通りに、五つの円を一つ大きな円で繫つなぐ。十三番がぶつぶつと何かを唱えると、その隙すき間まを埋うめ尽つくすように複雑な文様が浮うかび上あがってきた。

「え……ちょっと、何それどうやってんの！　なんで呪文の詠唱で魔ま法ほう陣じんが描けるの!?」

　アルバスが驚きよう愕がくして叫さけんだが、俺には驚愕できるだけの素養もない。素養があったとしても、十三番の行動は全てにおいて常識はずれのような印象があるので驚おどろかないだろう。

　そして瞬まばたき一つの間に、小規模な魔法陣が完成していた。その中心を、十三番が力を込めて杖つえで貫つらぬく。すると魔ま法ほう陣じんは引き伸ばされるように大きく広がり、遥はるか彼方まで光の筋となって駆かけ抜ぬけていった。

「魔法陣を目標範はん囲いまで拡かく大だい、転写に成功──唱えろ、詠よみ月つき！」

　十三番の号令でアルバスが慌あわてて地面に膝ひざをつき、空くうを抱だいて両りよう腕うでを広げた。

「詠唱させるな！　増ぞう援えんを急げ！」

　増援を、と叫さけぶ魔ま女じよ達の声があちこちで上がった。俺おれに駆かけ寄よってきた犬面が、緊きん張ちようした様子で周囲を見回す。

「まずい感じだ、兄貴。──雑ざ魚こが引いてく」

　確かに、俺達を取り囲んでいた気配が波が引くように遠ざかっていく。それと同時に、音が聞こえた。鼓こ膜まくを揺ゆらすかすかな振しん動どうが、一いつ瞬しゆんで地面を揺さぶる地じ響ひびきに変わる。

　──どこか、懐なつかしい。

「まさか……エブルボア!?　今までの雑魚はあれを呼んでくるための時間稼かせぎがよ！」

「しかも三頭分の足音だ！　どうする、兄貴？　混戦、奇き策さくは戦争屋の仕事だろ!?」

　そうは言うが、相手は魔女に操られた三頭のエブルボアだ。しかも、それぞれが別の方向から、儀ぎ式しき中ちゆうの三人を目指して突つっ込こんできている。こちらから討って出なければ対処が間に合わないが、俺と犬面がここを離はなれたら儀式中の三人は完全に無防備になる。

　──それならば。

「俺が二頭を殺やる。お前はここに残って、護衛を続けながら最後の一頭を迎むかえ撃うて！」

　応の言葉を待たずに、俺は足音に向かって飛び出した。手近な木に駆け登り、足音がこちらに突っ込んでくるのを枝の上で待つ。頃ころ合あいを見計らい、エブルボアの鼻面辺りに跳とび乗のった。俺を振ふり落おとそうと暴れる口にロープを回し、渾こん身しんの力を込めて引っ張る。

「暴れるんじゃねぇ！　大人しく向きを変えろ……！」

　甲かん高だかい鳴き声を上げてエブルボアが大きく仰のけ反ぞり、突進の方向を変えた。──その先に、もう一頭のエブルボアがいる。大木を薙なぎ倒たおすほどの突進力を持つエブルボアが、同じく疾しつ走そうするエブルボアに横様から突っ込んだらどうなるか──。

　衝しよう突とつの寸前にエブルボアの鼻面から飛び降りて、俺は地面を転がった。岩と岩が衝突するような音が弾はじけて、静けさが降りてくる。俺は体を起こした。まともに激げき突とつした二頭のエブルボアは泡あわを吹いて目を回しているが、致ち命めい傷しようではなさそうだった。しばらくは目を覚まさないだろうが、信じられない頑がん丈じようさだ。分厚い皮ひ下か脂し肪ぼうのなせる技だろう。

「……とどめを刺さしてる時間はねぇな」

　美味そうな肉だが、今はそれどころではない。俺は急いで魔法陣まで駆かけ戻もどり──エブルボアの突とつ進しんをまともに食らってふっ飛んで来た犬面と激突した。




「い……ってぇだろうがクソ犬がぁ！　一頭くらいてめぇ一人で始末できねぇのか！」

「無茶言わないでくれよ！　あっちは素人だろうと二十人からの手勢だぞ！　それをさばきながらエブルボアの相手するなんて俺おれにはできねぇよ！　戦争屋じゃねぇんだから！」

　元正せい規き騎き士しの実力などこんなものか。期待した俺が悪かった。

　おまけに最後の一頭は、どうやら歴戦の猛も者さである。おまけに左目が潰つぶれているところを見ると、アルバスが俺とゼロにけしかけたエブルボアだろう。

　久しぶりじゃねえか。

　と、俺が挨あい拶さつをするのも待たず、エブルボアは再び俺と犬面目め掛がけて突つっ込こんできた。

「脚を狙ねらうぞ！　俺が右！　お前が左だ！　──走れ犬面！」

「俺は狼おおかみだつってんだろうがいい加減にしろぉ！」

　俺と犬面の怒ど号ごうに被かぶせるように、アルバスの声が空に響ひびいた。

「地　水　火　風　天　幸いなるかな現世の支配者達よ　移ろい根付き流れる者達よ」

　ゆったりとしていて、温かく、その声はこの状じよう況きようには不似合いなほど穏おだやかで荘厳だ。

　いつもキンキンと甲かん高だかい声で喋しやべっていたくせに、こんな声も出せるのか。

　そんな事を思いながら、俺は姿勢を低くして地面を駆かけ、エブルボアの脚を切断した。獣けもの堕おちの腕わん力りよくと、エブルボアの突とつ進しん力りよくがあれば、硬かたい骨も両断できる。甲高い悲鳴を上げて仰あお向むけに転がったエブルボアの心臓あたりに剣けんをあてがい──渾こん身しんの力を込めて突つき刺さした。

　分厚い脂し肪ぼうと硬かたい筋肉を切きり裂さいた切っ先が、力強く脈打つ心臓に到とう達たつし、貫つらぬく。

　長く尾を引く甲高い悲鳴を最後に、エブルボアは絶命した。

　と、同時に。

「我が命の続く限り　彼の力の続く限り　その身に我らが力を抱いだけ──！」

　アルバスが地面にひれ伏ふした。一いつ拍ぱくの間を空けて、恐おそろしく虚うつろで、おぼろげな何かがアルバスを取り囲むように出現する。

　辛かろうじて、人間の形をしているように見えるが──。

「あれは──」

「ウェニアスの地を統べる精せい霊れいだよ。まあ、魔ま術じゆつ的てきには全部悪あく魔までひとくくりだがな。守りきったぜ、兄貴。俺達の勝ちだ」

　俺の疑問に、剣の血を払はらいながら犬面が答える。

　儀ぎ式しきが成功して安心したのか、ほっとしたようにアルバスが表情をほころばせ、自じ慢まんげに十三番を見た。魔ま封ふうじの結界とやらでゼロとアルバスを守っている十三番は、その視線を受けても一切表情を動かさない。

　──代わりに、一度だけ頷うなずいた。十三番なりの、最大の賛さん辞じだろう。

　同時にゼロが両りよう腕うでを振ふり上あげ、高らかに叫さけんだ。その声はアルバスの声に比べると恐おそろしく強く、潰つぶされそうなほど重く深い。

「我が名も無き悪魔の王よ　捧ささげし獣の身体に降りて我が声を聞け！」
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　ゼロの声が頭の奥おくで響ひびいた。全身の血が煮にえるように熱くなり、目が開けられないほどの頭痛が襲おそう。痛みで俺おれは崩くずれ落おちた。

「宣言する！　これより未来永えい劫ごう、この地に足を踏ふみ入いれし全ての者に、我わが輩はいの力の及ぶ限りのあらゆる魔ま法ほうを〈却きやつ下か〉する！」

　一いつ拍ぱく。無音。

「──承認せよ！　我はゼロなり！」

　瞬しゆん間かん、呼吸が止まった。激痛と苦しさにもがいて、俺は地面をかきむしる。

　牙きばを剝むいた猛もう獣じゆうが、俺の横を素通りし、ゼロへと猛もう然ぜんと駆かけ出だしていた。

　まずい、ゼロが──。

　思ってどうにか振ふり向むくと、俺の視界に入った瞬しゆん間かん、獣けものが潰つぶれて弾はじけ飛とんだ。

　急に痛みが遠のいて、感覚が鈍にぶった。どろりとした感覚に侵しん食しよくされ、目が見えなくなる。

　──暗い。

　そして俺は意識を失った。どこか、遠くで。

『承認スル。久シイナ。我ガ、愛シキ──』

　そんな声が、聞こえたような気がした。
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　目が覚めると、俺おれはベッドの上にいた。縛しばりつけられたように重たい体をどうにか起き上がらせると、椅い子すに深く腰こし掛かけて本を読んでいるゼロの姿が真っ先に目に入る。

「目が覚めたか？　よかった──気分はどうだ、傭よう兵へい」

「あー……悪あく魔まにとりつかれた気分だ」

　言うと、ゼロは声を上げて笑った。

「悪魔はそれなりに快くその体を返してくれたが、体の相性が良過ぎたのだろうな。三日眠ねむっていた。すでに国民達は国から〝悪しき魔ま女じよ〟が一いつ掃そうされた事を知り、国を挙げての祭りが始まっている。魔ま法ほうを失ったはぐれ魔ま術じゆつ師しどもの阿あ鼻び叫きよう喚かんは見物だったぞ」

　ああ、そうかい。だろうともよ。想像するだに、悲ひ惨さんだ。

「やけになった連中が暴れただろう」

「どれほど暴れたところで、ただの人間なら恐おそろしくもない。犬も案外役に立ったな。問題は、結界の外──つまりウェニアスの外に出れば、まだ魔法が使える事に気付いている頭の切れる連中だな。それと、自分で魔術を生み出せる事に気付いて、研究を始めた連中も頭痛の種だ」

　そうか。魔法が消えるのはあくまで一時的な事で、しかもウェニアスに限定しての話だったな。つまり今後は、世界中のありとあらゆる魔女達が、自分の知識を総動員して新しい魔法を生み出し続けるわけだ。

　まったくもって、頭の痛い話だった。ウェニアスには十三番とアルバスがいるが、世界は広く、そのほとんどが魔法に対して無防備だ。あちこちでウェニアスのような事が起こるだろう。もっと悲惨な事が起こるかもしれない。

「わっぱが、それらの頭痛の種に対する討とう伐ばつ部隊の教育を始めるそうだ。魔法の才能を持つ者を選び出し、学問として魔術を教え、魔法を教える。それを、ウェニアスが国家として支し援えんする。結局十三番の目もく論ろ見み通り、世界初の魔術師国家が生まれた事になるな」

「魔術師国家ねぇ……ぞっとする響ひびきだ。で？　その十三番は今どうしてるんだ？」

「地ち下か牢ろうで火あぶりを待っている」

　俺は愕がく然ぜんとしてゼロを見た。寝ね起おきに聞く冗じよう談だんにしてはあまりに重い。

「──という事になっている。むろん焼かれるふりだがな。正義の魔術師という道化を演じ、魔女と国との戦争を煽あおった十三番の最後の舞台だ。十三番が全ての黒幕である事がウェニアスの国民達に露ろ見けんし、それをわっぱが正義の魔術師として討ったという筋書きだ」

「なるほど……共通の敵を作って、共存の演出か」

　溜ため息いきと共に、俺は天井を仰あおいだ。すべてが十三番に仕組まれた事だったと。全員がたった一人の悪に騙だまされていたのだと。──そう思えば、無実のソーレナを焼き殺してしまった人間達も、反乱を起こした魔ま女じよ達も、お互たがいに歩み寄る一歩を踏ふみ出だしやすくなる。

「悪の魔ま術じゆつ師し十三番と、その企たくらみを阻そ止しした、偉い大だいなるソーレナの孫娘──か。寒気がするような美談じゃねえか。歴史に語かたり継つがれそうだ」

「混乱の平定に十三番の力を借りる事になって、わっぱは複雑そうだったがな」

　くつくつと、楽しげにゼロは笑った。それから静かに本を閉じて、水を注いだカップを俺おれに差し出す。ありがたく呷あおると、すとん、とゼロがベッドに腰こしを下ろした。

「──おはよう、傭よう兵へい。君が無事でよかった」

「ああ……おう……」

「それでな、一つ問題があるのだが……我わが輩はいはようやく本を取とり戻もどす事に成功した」

「そりゃめでてぇな。これで俺も人間に──」

「戻せなくなった」

　──今、幻げん聴ちようが聞こえた気がする。いや、幻聴だろう。幻聴であってくれ。

「十三番との一戦と、広大な領りよう域いきへの魔ま封ふうじの結界の影えい響きようで、我輩の底無しの魔ま力りよくもさすがに枯かれた。回復までしばし時間がかかる」

　うわぁ……幻聴じゃねぇ。俺は頭を抱かかえた。

「自分の意志で獣けものを降ろした犬面ならば、今の状態でも簡単に戻せるだろうが……生まれながらの獣の戦士は人間と獣の魂たましいの癒ゆ着ちやくが強いのだ。引ひき剝はがすにはそれなりの力が必要で、おまけに悪あく魔まを降ろした影響でその癒着がますます強まったようでな」

「強まったようでな……じゃねぇよ！　誰だれが俺に悪魔なんぞ降ろしたと思ってんだ！」

「我輩とてがっかりしているんだ。君が寝ねている間に元に戻そうとあれこれ試したが、せいぜい毛が抜ぬける程度でな……あれは悪夢だったぞ。慌あわてて戻した」

「俺が寝てる間に何してくれてんだ一体……！」

「わざとじゃない。十三番にもやらせたが、あれもかなり消しよう耗もうしていてな……」

「よし分かった。いいか？　現実的な話をしようじゃねぇか。その魔力が回復するのにどれくらいかかる？　一ヶ月か？　一年か？」

　ゼロはとぼけた様子で明後日の方向に視線を投げ、うん、と力強くうなずいた。

「分からないな」

「明るく抜かすなふざけやがって！　俺との契けい約やくはどうなる俺との契約は！」

「払はらわないとは言っていない。しばらく待ってくれと言っているんだ」

「どんな良心的な金貸しだってそんな馬鹿な話にゃ頷うなずかねぇよ……！」

「まあそう言うな。しばらく、我輩の護衛として仕事をしていればいいだけの話だろう。護衛ならばその体の方が都合もいいし、我輩、獣の姿の君も可愛くていいと思う。君の毛皮に埋うもれて寝るのは温かくて気分がいいし、何より君がその姿をしている間は、君は我輩以外に質問をする相手がいないのだろう？　それなら我輩は寂さびしくない」

　悪びれもせず、よくもまあ──。

　俺おれは顔を覆おおった指の隙すき間まから、ちらとゼロの様子を窺うかがった。

　相変わらず、絶世の美女だ。そしてどうやらその美女は、俺が目を覚ますまでこの部屋で寝ね起おきしいたらしい。先ほどゼロが本を読んでいた椅い子すの周辺に、毛布やらなんやらが散乱している。──勘かん弁べんしろよ。喜んでる場合じゃねぇだろう、俺は。

「……護衛って？　どっか行く気かよ」

「ああ、どこかへ行こうと思う。我わが輩はいは長い事穴ぐらで生き過ぎた。宝石でできた木があると言う。空を流れる川があると言う。砂を泳ぐ魚がいると言う。雷かみなりを食う鳥がいると言う。我輩は、そういうものを見たいと思う。だがこのご時勢、魔ま女じよの一人歩きは物ぶつ騒そうだ」

　どこか懐なつかしい台詞に、俺は笑った。くそ、笑っちまった──しょうもねぇ。

　まあ……どうせ金次第で誰だれにでも雇やとわれる傭よう兵へい稼か業ぎようだ。戦場で人間を切り殺して回るよりは、魔女の護衛をしている方がいくらかましなような気もしてくる。何より、人間に戻もどしてもらうまで、俺とゼロの間で契けい約やくは生きている。──たとえ、お互たがいの親指の傷が完全に塞ふさがっても。とすると、答えは出ている。俺はがしがしと首の後ろをかいた。

「で？　──その護衛の報ほう酬しゆうには、一体何がもらえるわけだ？」





２






「よーへい！　ゼロぉ！　ねえ聞いてよ！　十三番が〝演出〟にすっごいうるさいの。十三番を焼くときの台詞がどうとか、舞台がどうとかさあ」

　三日もの間眠ねむりっぱなしだった俺は、当然究極に腹が減っていた。そんな俺のために用意された料理はと言えば、例の巨大猪いのしし──エブルボアだ。しかも、丸焼きである。

　人間よりも遥はるかに巨大な猪の丸焼きが、テーブルの中央にでんと乗っかっているのは壮観という以外になく、そんな料理を前にして、俺と犬面、ゼロとアルバスが食卓に着いていた。十三番は地ち下か牢ろうのはずだが、どこにいようが十三番は変わらないらしい。

　アルバスが十三番への文句を連ね、ゼロが笑うのを聞きながら、俺はひたすら肉を食う。高級食材として出回るだけあって、猪の肉はとてつもなく柔やわらかく、かぶりつくと脂あぶらの甘みが口一いつ杯ぱいに広がる。骨の周りの肉がまた絶品で、肉の味だけで十分に美味かった。

「そうむくれるな。人の心を操る事において、十三番の右に出る者はない。あれなりに、最もよい状態でウェニアスを君に引ひき継つごうとしているのだ。詠よみ月つきの魔女として国を背負って立つ上で、人心を掌しよう握あくする勉強と思っておけばいい」

「えぇー？　十三番を相手に勉強なんてしたら、ものすごく陰いん気きで陰いん険けんになっちゃうよぉ」

「お嬢じようさんは昔っから勉強が嫌きらいだったからなぁ。ソーレナも手を焼いてた」

　しみじみと、懐なつかしそうに呟つぶやいた犬面が、突とつ如じよぎゃんと叫さけんで椅い子すから崩くずれ落おちる。どうやらアルバスに尻尾しつぽを引っ張られたらしい。ゼロの魔ま法ほうで毛は綺き麗れいにはえそろっているが、相変わらず哀あわれなもんだな、犬面。

　それを見てゼロはまたけらけらと笑い、俺おれと同じように猪いのししのアバラ肉にかじり付いた。




　それから、一週間──俺の体がまともに動くようになり、十三番が焼かれ、アルバスがすっかり国家魔ま術じゆつ師し団だん〈ソーレナの火〉の長としてウェニアスの国民に認められてから、俺とゼロは出立を決めた。

　そして現在──日が昇のぼり切きったばかりの、王都プラスタのはずれである。

　十三番をこっそり逃にがす必要があるので、人目を忍しのんで森に出た。周囲に人の気配はなく、早朝の湿しめった森の空気が清すが々すがしい。ずっとここにいてよと泣きながら俺の腰こしにしがみ付き、やだやだ行かないでと喚わめくアルバスを、犬面がどうにかなだめて引ひき剝はがすという騒さわぎがあったが、なんとか滞とどこおりなく出発ができそうだ。

「またすぐに遊びに来てね。僕ぼくも一いつ緒しよに行きたいけど、僕は詠よみ月つきの魔ま女じよだから……」

　未だにぐずぐずと泣いているアルバスの頭をぽんぽんと叩たたき、近いうちにな、と適当な約束をする。出会い頭に俺の首を狙ねらって襲おそってきた事など、アルバスの記き憶おくからは完全に消え去っているらしい。別に俺も根に持つつもりはないんだが──まあ、複雑だ。

　ソーレナが疫えき病びようを治そうとしていた事実はウェニアスに広く知らしめられ、魔女への恐きよう怖ふと偏へん見けんはあっけないほど瞬またたく間に消えていった。

　元々、共存の下地はあったのだ。冤えん罪ざいで殺したソーレナへの贖しよく罪ざいの気持ちもあったのだろう。民衆は恐おそろしく簡単に「正義の魔術師」であるアルバスを受け入れた。細々とした問題はもちろんあるだろうが──とりあえず、ウェニアスにおける魔女の反乱事件は決着したと言えるだろう。今後はアルバスが〈許可〉した魔女だけが、ウェニアスで魔法を使える形式になるようだ。いわゆる魔法免許制度というやつで、そうして国に認められた新たな国家魔術師達が、国外に散った魔女を粛しゆく清せいするという計画らしい。

　俺達はその調査という名目で、ウェニアスから特別な通行許可証の発行を受け、あらゆる国にそれなりの自由さで出入りできる立場を手に入れた。ウェニアスはそもそも国家間の交通の中ちゆう継けい地点として栄えていた国だ。他国への入国にもある程度の影えい響きよう力りよくを持っている。

　十三番は〈弓ゆみ月つきの森〉の穴ぐらに戻もどるという。ウェニアスで十三番を師と仰あおいだ魔女達を、弟子として伴ともなってだ。十三番の火あぶりが茶番である事を知らされたのは、たった三人。──その三人が、離はなれたところで静かに十三番を待っている。

　〈弓月の森〉に戻りはするが、ウェニアスの各地に魔女の反乱を監かん視しする「目」を残し、遠くからでも可能な限りアルバスを補ほ佐さするつもりらしいとゼロが言っていた。

　そしてこの〝魔ま女じよ〟という呼こ称しようだが、今後は〝魔ま法ほう使つかい〟に改められる運びになった。呼称から性別の概がい念ねんを抜ぬかないと、誤解が生まれて面めん倒どうなのが理由らしい。

　と言っても、魔女やら魔ま術じゆつ師しやらって呼称はそう簡単には消えないだろうが──。ともかく、男女ひっくるめて、魔法を使えば魔法使いだ。

「ゼロ。本当に、穴ぐらに戻もどる気はないのか……？　私と共に」

　ゼロが大量に食料を詰つめ込こんだせいで、バカみたいに重たくなった鞄かばんを苦労して俺おれが背負っていると、十三番がふと、相変わらず感情の窺うかがえない声でゼロに聞いた。

「ないな、十三番。我わが輩はいは、傭よう兵へいと共に行く」

「ゼロ、我輩は──」

　口を開きかけた十三番を、ゼロは静かに制した。そうして、

「我輩はここを出るぞ。十三番」

　とん、と十三番の胸に指を当てた。それきり背を向けて歩き出す。俺はその背中を追いかけようとして──ぐいと何かに引かれた。なんだ、と声を上げて振ふり向むくと、アルバスの顔がすぐ近くにあった。直後に、唇くちびるに何かが当たる。その瞬しゆん間かん、犬面が叫さけび声ごえを上げた。

「てめえぇえ！　兄貴といえど、お嬢じようさんに手ぇ出すとは許せねぇ！」

「は？　はぁあ？　ちょ、待て！　何がどうして一体どういう──！」

　慌あわてふためく俺と怒いかり狂くるう犬面を置いて、アルバスは笑いながら背を向けて駆かけていく。追いかけようにも、ゼロはすでに随ずい分ぶん先を歩いていた。このままじゃ置いていかれそうだ。

「ああ、くそ！　よく分かんねぇけど俺のせいじゃねぇからな！」

　怒ど鳴なって、俺はゼロを追いかける。

　なんだってんだ、一体。どういう意図だ。どういう意味だ？　俺は口を押おさえながらゼロに追いつき、なんとなく気まずくて半歩ほど後ろを歩く。それを、

「わっぱとキスしたな」

　ゼロが容よう赦しやなく揺ゆさぶった。俺は膝ひざから崩くずれかけ、やっぱりあれはキスだったのかと、平静を装いながら内心悶もん絶ぜつした。あんなガキに俺の初めてが奪うばわれただと……！

「……してねぇよ」

　俺は平然と噓うそをついた。俺からしたわけじゃねえし、正確に言うならキスされた、だ。

「いいや、した」

「見てなかったじゃねぇか！　なんで分かる！」

「我輩は魔女だぞ。傭兵」

　まったく説明になってねぇが、妙みような説得力がある。俺はがしがしと首の後ろをかき、しばらく口の中でもごもご言った挙句、

「お……お前らこそ、あっさりとしたもんじゃねぇか。お前は十三番と一いつ緒しよにいたかったんじゃねえのかよ。だからわざわざウェニアスまで追いかけてきたんだろ？」

　全く関係のない事を言った。

　そうだったかな、と呟つぶやき、ゼロはちろと俺おれに視線を投げる。

「まあ、状じよう況きようが変わったのだ。我わが輩はいと十三番は、長いこと、対の存在だった。だがそれは、我輩には十三番しかいなかったからだ。──今の我輩には君がいる」

「ふ……古い友人に興味はねぇって？」

　照れくささを誤ご魔ま化かしたくて、責めるような声で俺は言う。ゼロは笑った。

「魔ま女じよや魔ま術じゆつ師しなど、基本的にはそんなものだ。長く生き過ぎて情が薄うすくなっているのだろうな。でなければ、お師し匠しよう様と仲間を殺した十三番をそう簡単に許せるわけがない」

「……許したのか？」

「さて……どうだろうな。そもそも怒おこってもいなかったのかもしれない。十三番も言っていたが、穴ぐらの魔女達のほとんどは、泥どろ闇やみの系統として機能不全を起こしていた。ただ呼吸をしているだけで、ほぼ死んでいるようなものだったのだ。──いつ訪れるとも知れない、死の安息を夢見ながらな。それを我輩は厭いとい、十三番は打だ破はした。とても綺き麗れいに殺していたように思う。あれなりの手た向むけだったのかもしれないな」

　ゼロの視線は遠くの空に向けられ、どこか昔を懐なつかしむようだ。言葉通り、その声や表情に悲ひ壮そう感かんはかけらもない。

　生きる事から解放されるという考え方は、俺には理解できそうもないが──。

「冷れい酷こくだと感じるか？」

「馬鹿ぬかせ。俺ぁ傭よう兵へいだぞ？　とっくの昔に頭の天てつ辺ぺんからつま先まで血みどろの恨うらみ塗まみれだ。他ひ人と様の倫りん理りに文句つけられるほど偉えらくねぇよ」

「……ならばなぜ、君は十三番を庇かばった？　我輩が十三番を殺したところで、君は何も困らなかったはずだ」

「どうしてって──」

　咄とつ嗟さに体が動いたのだから、明確に理由が説明できるわけもない。ただ殺すのはまずいと、そう思った。特にゼロが十三番を殺すのは、なんとしても止めなければと。

　急に、なんとも言えない複雑な気持ちと共に、俺の中に一つの納得が芽生えた。

　無意識の行動に後付けで理由を付けるのもどうかと思うが、たぶん、これだろう。

「──惚ほれてたんだろ？　お前、十三番に。十三番さえ戻もどってくればそれだけで十分だったって叫さけぶくらいだ」

　最後の同門、唯ゆい一いつの同どう胞ほう。そう言って十三番の事を語る声は、今思い返しても特別な想いがこもっていた。慌あわてて否定するか、素直に頷うなずくか──ちらと横目で見下ろすと、ゼロはなんとも難しげに顔を顰しかめて俺の顔を見上げていた。

「なんだよ」

「……何か勘かん違ちがいしているようだが、傭兵」

「勘かん違ちがい？」

「十三番は我わが輩はいの兄だ」

　目玉が飛び出るとはよく言ったものだ。実じつ際さい俺おれは今まさに、危うく目玉が眼がん窩かから転げ落ちるかと思うほど驚おどろいた。

　十三番がゼロの──何だって？

「ば、馬鹿抜ぬかせ！　そんな似てねぇ兄妹がいてたまるか！　大体そんな事一言も──」

「我輩は言ったぞ。同どう胞ほうであると、確かに言ってあったはずだ」

　言っていた。確かに同胞だとは聞いていたし、〝同胞〟という言葉の本来の意味が、同じ腹から生まれた関係を示す事も知っている。──だが、一般的に同胞と言ったら仲間の事だ。それで「ああ兄弟なんだな」と理解しろという方が無茶だろう。

「それに、あれで十三番は悪あく魔まもうらやむ美男だぞ？　高位の悪魔を召しよう喚かんしたおりに、あれは美しさを差し出したのだ」

「美しさって……さ、差し出せるもんなのか……？」

「事実差し出して、十三番はああなった。しかし、なるほど……？　つまり君は、我輩が想い人を自分の手で殺すのを阻そ止ししなければと咄とつ嗟さに考えたわけか」

　そう言われると妙みようにかゆい。俺が顔を顰しかめると、ゼロが楽しそうに肩かたを揺ゆらした。

「我輩のために命を懸かけたか。我輩の心などという、見えも食えもしないもののために」

「咄嗟に体が動いただけで、別にそこまで深く考えたわけじゃねぇよ」

「さては傭兵、我輩に惚ほれたな？」

「惚れてねぇよ！」

　たぶん。──いや、絶対に。

「意地っ張りめ。では我輩が君に惚れたと言ったら──どうする？」

「あいにく、俺は魔ま女じよが嫌きらいでな」

　舌を出して答えると、ゼロはきょとんとして目を瞬またたく。そして、けらけらと笑い出した。

「相変わらず、君はつれないな。我輩は絶世の美女だというのに、少しもなびいてくれない。──なればこそ、傭兵。我輩、君が塔とうの天井から落ちてきた時に決めた事がある」

「……決めた事？」

「我輩は君を下げ僕ぼくにしようと思う」

　さすがに、俺は足を止めてゼロを見下ろした。

「……はぁ？」

「君をその名で我輩に縛しばり、永遠に我輩だけのものにしてやると言っているのだ。だからほら、今すぐ我輩に名を名乗れ！」

　ぱあっと。ゼロが世界中の王おう侯こう貴族がひれ伏ふすような完かん璧ぺきな笑顔で俺を見た。俺はそっとその笑顔から視線を逸そらし──。

　全力で逃にげ出だした。だめだ、やっぱ、魔ま女じよ怖こぇ。

「ああ、こら逃げるな傭よう兵へい！　下げ僕ぼくになるといろいろ便利だぞ！　それに我わが輩はい、下僕は大事にする方だ！　こら傭兵、戻もどってこい！　我輩を走らせるな、汗あせをかくだろう！」

「知るか！　魔女なら空でも飛んできやがれ！」

「そんな大おお掛がかりな魔術が簡単に──あっ」

　叫さけびながら、ゼロは盛大にすっころんで無様に地面を転がった。うげ、と思わず喉のどから変な声が出て、俺おれは慌あわてて駆かけ戻もどる。

「馬鹿！　百年単位の運動不足のくせに喋しやべりながら全力疾しつ走そうしてんじゃねぇよ！　舌でも嚙かんだら──」

　どうすんだ、と俺が言い終わる前に、ゼロの腕うでがぬっと伸びて俺の首に絡からみ付ついた。

　そして、

「捕つかまえたぞ、傭兵」

　けけけと凶きよう悪あくな声で笑ってみせる。どうやら演技で転んだらしい。

　ちくしょう、やられた。俺も何を律りち儀ぎに駆け戻ってんだ、馬鹿馬鹿しい。

「傭兵、名前」

「教えねぇ」

「我輩の名前を教えてやろうか？」

「別に名前なんぞに興味ねぇ」

「我輩のものになるのは嫌いやか」

「どうせもうお前の傭兵だろうがよ」

　溜ため息いきをついて、俺はゼロを抱かかえ上あげた。ふむ、とゼロが納得したような、そうでないような声を上げ、俺の肩かたに頭を預あずけて空を見る。相変わらず、抜ぬけるような青天だった。

「なあ、傭兵」

「なんだよ、魔女」

「我輩はな──君が獣けものの戦士でよかったと思う。君は魔女が嫌いだから、我輩の美しさに惑まどわされない。とても苦々しいが、驚おどろくほどに心地いい。君は我輩の最初にして唯ゆい一いつの友だ」

　友、ね。なるほど──俺にとっても初めてで、唯一だ。まあ、悪い気分じゃない。

　俺は軽く咳せき払ばらいして空を仰あおいだ。

「まあ、俺はお前が人間ならよかったけどな」

「そうしたら我輩は君を恐おそれる普ふ通つうの少女だ。そもそも、もう死んでいる」

　確かに、そうか。

　俺が獣けもの堕おちでなければ。

　ゼロが魔女でなければ。

　出会ったとしても、道はすぐに離はなれただろう。だからこそ、俺はゼロを魔女と呼び、ゼロは俺おれを傭よう兵へいと呼ぶ。

「そんじゃま……もう少し獣けもの堕おちでいるのも悪くねぇか……」

　だろう、だろうとゼロが笑った。

　空はどうしようもなく青く澄すんでいて、道は途と方ほうもなく長く続いている。戦場を探して各国を放ほう浪ろうするばかりだった俺には、この道の先に何が続いているのかは想像もつかない。

　そして、きっとそれはゼロも同じだ。俺に抱かかえられたまま熱心に地図を見る目はアルバスよりも子供じみていて、十三番が俺に突つきつけた餞せん別べつの言葉を忘れさせた。

　──もし、ゼロがこの世界を憎にくんだら。

　──全てが滅ほろぶぞ、心しろ。

　俺はゆるゆると頭を振ふって、耳に残る声を振ふり払はらった。

　なんにせよ──もう遅おそい。

　魔ま法ほうはウェニアスを起点とし、すでに広まっているだろう。十三番がウェニアスに魔法を広めて、すでに十年が経過している。その間に魔法が国外に持ち出されなかったと考える方がおかしいだろう。それならば、どうしたってゼロがいなければ始まらない。それを理解しているからこそ、十三番はゼロを手放したのだ。

　ゼロが魔法から世界を守り、俺が世界からゼロを守る。──とりあえず、そういう形でいいだろう。俺よりゼロの方が強いという非情な現実には、この際あえて目をつむる。

　俺と、ゼロと。

　この先どれだけ続く関係かは知らないが──。




　だからこそまあ、丁度いい距きよ離り感かんなのかもしれなかった。







　あとがき




　みなさん初めまして。虎走かけるです。

　恐おそれ多くも第二十回電撃小説大賞で、大賞を頂いてしまいました。正直に申しますと「この節目で大賞取れたら超かっこいいよな」って思ってたんですが、実際に受賞してみると「何かの間ま違ちがいだ！　みんな私を騙だましてるんだ！」という謎なぞの疑ぎ心しん暗あん鬼きが襲おそってきました。

　基本の性分がチキンでネガティブです。だから励はげましのお便りをくれるといいと思うの。

　というわけで、『ゼロから始める魔ま法ほうの書』、楽しんでいただけたでしょうか。個人的には「ゼロの書」とか、「ほら、なんか魔女と獣じゆう人じんのあれ」って呼ばれたい。

　いいですよね、獣人。もふもふしてて。私、人外とかすげー好きなんですよ。なのに世の中的には、人外キャラって脇わき役やくに追いやられる事が非常に多い。無いのなら、自分で書こうホトトギス。と思って書いたのが本作です。改かい稿こうで危うく傭よう兵へいが人間化するところでしたが、どうにか獣人のままで進めることができました。獣人の主人公とかどう考えても大おお博ばく打ちなので、修正もやむなしと思っていたのですが、そのまま行けてよかった。勇気ある担当さんに感謝です。

　このあとがきを書いている時点ではどんないかした挿さし絵えがつくのか分かっていないので、今からワクワクそわそわしています。そしてさまざまな奇き跡せきが重なり、佐島勤さんが解説を書いてくださるとの事。この場を借りて、しずまさんと佐島さんに心から御礼申し上げます。

　さて、みなさんもうお分かりでしょうが、主人公が獣人であることを除のぞけば、このお話はベタベタの王道展開を突つっ走ぱしる、いわゆる剣けんと魔法のファンタジーです。魔女は呪じゆ文もんの詠えい唱しようをするし、傭兵は剣で戦うし、主人公とヒロインのすれ違ちがいがあるし、ラスボスとの戦せん闘とうがある。

　私はそういう、素直なお話が好きです。ついでにささやかなラブがあったら最高にハッピー。

　私はこのお話を書いている間ずっと、とても楽しい気持ちでいられました。特に十三番とアルバスを書いている時は楽しかったですね！　男装少女の僕ぼくっ娘こも、陰いん気きで偏へん屈くつな魔ま術じゆつ師しも、私が愛する王道属性のトップスリーに君くん臨りんする存在です。

　犬面とソーレナの関係にも、実は結構な愛着があったりする。そして何より傭兵とゼロの関係。この二人は一いつ緒しよのシーンに置いておくと、際限なく会話を交わし続けてくれます。

　あれも書きたいこれも書きたいと思っていたら、改稿原稿が応募時より四十枚増えるという事態になり、そこから再び必死に削けずるという状じよう況きように陥おちいりました。

　私の要領の悪さゆえに多方面に多大なご迷めい惑わくをおかけしまして、この本を作るのに関係してくださったみなさんに感謝する事しきりです。

　そして何より、この本を手に取ってくださったみなさんにお礼を言わねばなりますまい！　本当にありがとうございます。そしてこれからもよろしくお願いいたします。

　私がこのお話を書いている間に感じた「楽しい」という気持ちを、読者のみなさんに少しでも共有していただけたら幸いです。







　不善なる世界の、善性の物語




　この小説は面白い。




　本作を表現するのにこれ以外のフレーズはもう要らないのではないでしょうか。むしろ私が屁へ理り屈くつをこね回してもマイナスにしかならないのではないかと。正直なところ、そんな危き惧ぐも抱いだいているのですが、せっかく解説を書かせていただけるという栄えい誉よを賜たまわりましたので、少しだけ私なりの個人的な感想など書かき綴つづらせていただこうと思います。




　この作品の舞台は、愚おろかで不善で、かなり救いようの無い世界です。悪あく魔まはいる、多分神もいる、でもそこは、どうしようもなく醜みにくい人の世界。神秘は夢をもたらすものではなく悪夢をもたらすもの。何の罪もない少年が、本人には何の責任もない理由で人間らしい生活を諦あきらめさせられる社会。人々を救おうとした高こう潔けつな女性が、魔ま女じよ狩がりの犠ぎ牲せいになる時代。

　ですが、この作品には人の善性が溢あふれています。理り不ふ尽じんな境きよう遇ぐうに落とされて世の中を恨うらんでいいはずの主人公は、嘆なげき、諦め、斜はすに構え罪に塗まみれながらも善人であり続けています。極めて利己的な理由で主人公を殺そうとした子供も、国を乱し世界を揺ゆるがす原因を作ったヒロインも、肉親を偽いつわり同どう胞ほうを手にかけ自らを慕したう全ての人々を欺あざむいていた男も。彼らから、彼女たちから匂においたつ人の善性。それがこの物語に清せい涼りよう感かんと何度でも読みたくなる味わいの深さを与えていると感じました。

　誤解の無いよう付け加えておきますが、この作品は娯ご楽らく小説であり、啓けい蒙もうの書ではありません。何度でも申し上げますが「面白い」小説です。ずれまくりのヒロインも、お調子者のサブヒロインも、小者のくせに根性を見せる脇わき役やくも、狂くるっているとしか思えないラスボスも、そして血ち生なま臭ぐさい稼か業ぎようの割に小市民な主人公も。読んでいて自然と顔がにやけてくる面々ばかりです。ラストのバトルにも丁てい寧ねいな伏ふく線せんから繫つなげられた、思わずにやりとする落とし穴が仕し掛かけられています。

　ですからこれは私の個人的なお願いですが、本作をまず娯楽作品として楽しんでください。そしてもう一度、今度は不善なる世界に生きる主人公たちの善性をじっくり味わってください。そうすればきっと、このエピソードだけでは満足できなくなるはずです。彼らの旅を、もっと見てみたくなるはずです。




　そういう訳で、是ぜ非ひ、続きをお願いします。





場ば違ちがいなファンレター




佐島　勤
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虎こ走ばしりかける

寅年の射手座。東京の下町育ち。お祭り会場や遊園地によく出没する。王道の冒険物やラブコメを愛し、鬱展開とハッピーエンドを愛する。獣や竜が少女と恋に落ちる系の話に弱い。趣味は登場人物をいじめること。愛しいキャラほど苦しめたい病を患っている。
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しずまよしのり

埼玉県在住。今までファンタジー系なイラストを描く機会があまり無かったので、新鮮な気持ちです。イラストを通して魅力的な世界をお届けできればと思ってます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「虎走かける先生」係

「しずまよしのり先生」係











本書は第20回電撃小説大賞で《大賞》を受賞した『ゼロから始める魔法の書』を加筆・修正したものです。









[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]









[image: ]電撃文庫





ゼロから始はじめる魔ま法ほうの書しょ








虎こ走ばしりかける
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